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　　　　　　　１




　おれ、命めい川かわ景けい（高校二年生）はこのたび、ちょっとしたきっかけから十四歳の美少女と一つ屋根の下で生活することになりました。

　……と言ったら、恐らく大半の男子どもから羨せん望ぼうと殺意をぶつけられることになるだろう。

　だからもう少し正確に言う。

　おれ、命川景（高校二年生）はこのたび、ちょっとしたきっかけから自宅を十四歳の美少女テロリストに占拠されて、人ひと質じちにされてしまいました。

　ほら、こう言うと、誰だれからも羨望と殺意を向けられなくて済む。ああ、待ってくれ。同情も向けないでくれ。同情されたら死にたくなるから。




　そもそもおれの不運は、その日発売のＣＤを買うために、放課後駅前通りに寄り道したことにあった。

　今時楽曲なんてダウンロードする方が手っ取り早いし主流なのだが、おれはダウンロードよりもＣＤの方が断然好きだった。アーティストの意思が籠こめられた十二センチ四方のジャケットと、プラスチックのケースの中で自己主張する銀色のディスク。マウスをクリックして手に入れた音楽にはない「現実としての形」があるから、本当にその音楽を手に入れた気になれる。だからおれは、好きなアーティストの曲は必ずＣＤで買うことにしている。

　時刻は午後四時。背の高い商業ビルやオフィスビルが林立する駅前通りは、ショッピング中の若い女性や大学生で賑にぎわっていた。外国人の姿もそれなりに多い。こうして歩いている間にも日本人だけでなく、白人、黒人、アジア系、中東系と、様々な人種の人達とすれ違っていた。

　ここ新しん東とう京きよう都とは、東京に次ぐ日本第二の政治・経済の拠点と位置づけられており、日本が移民受け入れ政策を進め始めた頃ころから、移民の受け皿的な役割を担になっていた。そして、その性格は世界テロ紛争が終結した二年前から一気に加速し、今ではこうして街中で外国人の姿を見かけることはもう当たり前になっていた。その光景はおれ達の世代にとってはもう慣れっこだが、おれ達よりも上の世代にとってはまだ違和感があるらしい。

　人ひと混ごみを搔かき分けながらＣＤショップに向かっているとき、近くの路地から言い争うような声が聞こえてきて、おれは思わず足を止めた。

　背の高いビルに挟はさまれた細く薄うす暗ぐらい路地の奥で、一人の少女が、柄がらの悪いことで有名な高校の男子生徒数名に言いがかりをつけられているようだった。

　少女は中学生くらいだろうか。胸元にリボンをあしらったダブルフレアの白いワンピースの上にグレイのパーカーを羽織り、ごついブーツを履はいた、随ずい分ぶんと小柄で華きや奢しやな身体からだつきの子だった。ゆるふわの長い髪は淡い金色で、肌はだは抜けるように白い。大きな目はやや垂れ気味で、瞳ひとみの色はブルーグレイ。まだあどけなさの抜けない顔立ちをしているものの、ちょっと息を吞のむくらい綺き麗れいな顔をした異国の少女だった。

　聞くともなく聞こえてきた言い合いの内容によると、どうやら、この路地ですれ違ったとき、男子生徒の一人が少女とぶつかり肩を骨折したらしい。んなわけあるか。

「だからさ、治療費払えって言ってんの。それにさ、人に迷惑掛けといてそのまま帰るとかありえねーから。お詫わびに俺おれらとどっか行こうよ。とりあえずホテルとか」男子高生の中でもリーダーっぽい茶髪の生徒が、下げ卑びた笑みを浮かべながら少女に言う。口元は笑っているが、目付きは相手を射すくめるように鋭かった。

「何度も言いますが、私に非はありません」金髪の少女が流りゆう暢ちような日本語で言い返す。「この狭い路地で広がって、前も見ずに歩いていたあなた方に百％の落ち度があります。私が言っている意味、分かりますか？」

「んだよ、人に怪け我がさせておいて俺らに落ち度があるってか？　てめえ、俺らのこと馬ば鹿かにしてんのか？」

「馬鹿にするしないの問題ではなく、責任の所在の話をしているのです。なぜそれが理解できないのですかこの屑くず」少女は冷たく言い放つ。「あなた方のような話の通じない屑とお喋しやべりをしているほど、私は暇ひまではありません。速すみやかにこの場から消えてください。もしくはこの世から消えてください」

　うわあ、結構きついこと言うなあの子。そんなこと言ったら余計怒るじゃん。

「んだとコラ！　チョーシこいてんじゃねえぞ！」

　案の定茶髪の男子生徒が声を荒げて金髪の少女に詰め寄った。それを合図とするかのように、残りの男子生徒が少女を囲み逃げられないようにする。

　あー、何かめっちゃやばそう。助けに入った方がいいだろうか。でも、下手へたに助けに入って面倒に巻き込まれるのも嫌いやだなあ。でっかい声出すとかして、人を集めた方がいいんだろうか。

　逡しゆん巡じゆんしながら茶髪の男子生徒の方を見ていると、その視線に気づいたのか茶髪の男子生徒が急に顔をこっちに向け、おれを睨にらんできた。

「……んだよてめえ、見てんじゃねえぞ。ぶっ殺されてえのか！」男子生徒はどすの利きいた声で恫どう喝かつする。

「ぶっ殺す？」

　おれは基本的に事なかれ主義で、無む駄だに争い事とかに巻き込まれるのはごめんだが、面と向かって凄すごまれたら話は別だ。おれは相手が数人いるとかそんなことは急激にどうでも良くなって、ただあの茶髪の男子生徒を徹底的に馬鹿にしてやりたくなった。おれは茶髪の顔をわざとらしくじろじろ見まくる。

「へー、お前のこと見てたらぶっ殺されるんだ。それは怖いな」

「ああ？　何だその口の利き方は。チョーシこいてんじゃねえぞ」茶髪は大おお股またでおれに詰め寄ると、おれの胸むな倉ぐらを左手で乱暴に摑つかみ、臭くさい息がかかるくらいに顔を近づけてきた。「まじでぶっ殺されてえのか！」

「……お前さ、ぶっ殺すぶっ殺す言ってるくせに、さっきからぎゃーぎゃー怒鳴ってるだけで全然殺しに来ないよな。本当に殺す気ないくせに殺すって言ってると、すげー馬ば鹿かみたいだぞ。……ああ、ごめん。すげー馬鹿みたい、じゃなくて、すげー馬鹿なのか。お前の脳のう味み噌そにご愁しゆう傷しよう様」

「──ぶっ殺す！」

　茶髪が右の拳こぶしを固めて振り回す。がっ、と鈍い音がしておれの左ひだり頰ほおに衝しよう撃げきが走った。痛い。すげー痛い。でもおれは痛くない振りをして無理矢理笑う。

「……で、それで殺した気になってんの？　まだおれ全然生きてんだけど。もしかして殺すって言葉の意味知らないで使ってる？　さすが馬鹿。おれの想像の斜め上を行ってるな。そう言えばお前の友達もみんな馬鹿っぽい顔してるけど、もしかしてお前の馬鹿が移ったんじゃないのか？」

「んだとコラ！　殺すぞ!!」

　おれの言葉に茶髪はヒートアップする。茶髪はおれを振り回してビルの壁かべに押しつけると、扇風機みたいに拳をぶん回してまたおれを殴なぐりつけた。おれは痛みに堪たえながら、茶髪を煽あおるようにへらへら笑い続ける。

「だから殺すならちゃんと殺せって言ってんじゃん。お前の脳味噌って学習機能付いてないのかよ？　あ、付いてないから馬鹿なのか。何か色々ごめんな」

「っめえ！　ざけんじゃねえぞ!!」

　茶髪が吼ほえて三み度たびおれを殴ったとき、ぼきり、という嫌いやな音がした。おれの頰骨が折れた音……ではない。茶髪が短く呻うめき、右手を押さえてその場にうずくまった。今のは茶髪の指か手首の骨が折れた音だったらしい。プロボクサーでさえ相手を殴ったときの衝撃で骨折することがあるのだ。素人しろうとが振り回すような無茶な殴り方をすればなおさらだろう。

「マキオ、大だい丈じよう夫ぶか！」「おい、マキオ！」「どうしたんだよ！」他ほかの男子生徒達が慌あわてて茶髪に駆け寄る。

「……てめえ、やりやがったな」茶髪がよろよろと立ち上がりながら涙目でおれを睨にらむ。

「いや、おれ何もやってねえし。ただのお前の自爆テロじゃん」

「今度会ったら、ぜってーぶっ殺してやっからな！」茶髪は威い勢せいの残りかすみたいな声で吐き捨てると、仲間に囲まれながらよろよろと路地から退散していった。

　馬鹿の背中が駅前通りの人の海に溶けるのを見送ってから、おれは少女を振り返った。

「ええと……、大丈夫だった？」相手が勝手に自爆しただけなので、いかにもおれが助けました的な声のかけ方をするのは気が引けたが、他に良い台詞せりふも思いつかなかったから、おれはそう聞いた。

「別に助けていただかなくとも問題ありませんでしたが？」少女は表情一つ変えずに答える。

「あ、そう。……もしかして余計なお世話だった？」

「むしろ、余計なお世話以外の何ものでもありませんが？　そうやって無む駄だに首を突っ込むから、しなくてもいい怪け我がをするのですよ。私の言っていること、分かりますか？」少女は棘とげに覆おおわれた言葉をおれの鼓こ膜まくに送り込んでくる。

「あ、はい、分かります何かごめんなさい」なぜか反射的に謝ってしまうおれ。何か釈然としない。「…………じゃあ、おれはこれで帰りますので」

　おれは踵きびすを返して駅前通りに戻ろうとする。

「待ちなさい」

　少女に呼び止められて振り向く。少女はおれの前まで来ると、唐とう突とつにおれの頭を挟はさみ込むように摑つかみ、自分の方へぐっと近づけた。人形のように端整な顔が視界いっぱいに広がって、柔らかそうな金髪から甘い香りが漂ただよってくる。やばい。すげー可愛かわいいんですけど。目が合ったので、おれは思わず視線を逸そらす。少女はおれの左ひだり頰ほおの怪我を面白くなさそうに観察した後、溜ため息いきを吐ついておれの顔を解放した。

「……思ったほど大した怪我ではないようですね。一いつ瞬しゆんでも心配した私が愚おろかでした。役に立つかどうか分かりませんが、これをくれてやります」少女はパーカーのポケットから絆ばん創そう膏こうを取り出しおれに差し出す。

「あ……、うん。ありがとう」なんだろうこの子は。きついのか優やさしいのかどっちなんだよ。

「ところで、ここ新しん東とう京きよう都とは、犯罪を未然に防ぐシステムがあるために治安がとてもいい、と聞いていたのですが、ご存知ですか？」

「オラクルシステムのこと？」おれは言う。それはここ新東京都の警察庁が数年前に試験導入した、近い未来に新都内で発生する犯罪を前もって予測するシステムの名称だった。新都民には常識のそのことを聞いてくるとは、どうやら彼女は新都民ではないらしい。

「そのオラクルシステムでは、先さき程ほどの屑くずどものような愚ぐ行こうは防げないのですか？」

「良く分からないけど、人が死ぬような犯罪じゃないと予測できないみたいだよ」

「具体的にはどういう仕組みで予測をしているのですか？」

「本当かどうかは知らないけど、軍事衛星からリアルタイムで送られてくる新東京都の映像を七台直結したスーパーコンピューターで解析して、数日後の人の動きをシミュレートして、それを過去の犯罪のデータとかと照らし合わせて、いつどんな犯罪が起こるかを予測してる、って聞いたことがある」

「にわかには信じがたいシステムですね。本当ですか？」

「さあね。神託オラクルシステムって言うくらいだから、本当かどうかは神のみぞ知るってやつじゃない？」

「……成なる程ほど。あなたの話は全く参考になりませんね。時間の無駄でした」少女は溜息交じりに言うと、おれに背を向けて歩き出した。が、途中で足を止めて振り返る。「……ところで、この辺りに某ぼう国こくの領事館があるのはご存知ですか？」

「え？　あ、うん。一応知ってるけど。それがどうかした？」

「今日の午後五時頃ごろ、絶対にその領事館に近づかないでください」

「何で？」

　少女は答えずに歩いていってしまう。その小さな背中が路地の向こうに消えるのを見送ってから、おれは少女からもらった絆ばん創そう膏こうに視線を落とす。

「こんな小ちっちゃいのもらっても、使えねーし」おれは苦笑しながら、絆創膏を制服のポケットに入れた。

　ものの数分の出会いだったけれど、その少女の姿や声は、蛍けい光こうペンでなぞった大事な一節のように、くっきりとおれの記憶に刻み込まれた。




　　　　　　　２




　ＣＤショップで、目当てのＣＤの他ほかに何か面白そうなものがあれば一緒に買おうとしばらく店内を物色して、凄すごく気になるＣＤと巡り合ったところで、財布の中にＣＤ一枚分のお金しか入っていないことを思い出して死にたくなった。血を吐く思いでその一枚を棚たなに戻し、当初の予定通り目当てのＣＤだけを買った。

　思ったよりも長なが居いしてしまい、店を出た頃にはもう午後五時近かった。早く帰ってＣＤを聴きこうとバス停に向かったが、その途中でふと思いつき、おれは領事館へと足を向けた。

　あの少女の言葉が引っかかったからだ。

　領事館に近づくな。

　それはどういう意味だろうか？

　少なくともおれには、五時頃に領事館で何かが起こるから近づくな、という意味にしか聞こえなかった。

　だが、領事館で一体何が起こるというのだろうか？

　真っ先に思い浮かんだのは「テロ」という言葉だった。

　世界テロ紛争は二年前に終結していたが、日本を含めた世界各地では、大小さまざまなテロは未いまだに後を絶たなかった。ここ新しん東とう京きよう都とでも、三日前にテロリストが南みなみ区くの区役所を爆破しようとして、オラクルシステムを擁ようする警察庁公安部公安六課のテロ鎮ちん圧あつ隊たいに未然に防がれたばかりだった。

　それに、日本で起こるテロ事件の大半にはムーンチャイルドが関かかわっていた。だから、もし彼女が残した言葉が領事館テロをほのめかすものだとしたら、彼女がムーンチャイルドであってもおかしくは……。

　いや、きっと考えすぎだ、とおれは頭かぶりを振る。あの少女はただ単に、頭の悪い男子高生に絡からまれていた運の悪い中学生なだけだ。うん、そうに違いない。

　交差点を左に折れると、洗練されたカフェやブティックが連なる通りに出た。通りの突き当りには高い塀へいと鋼鉄の門もん扉ぴに囲まれた領事館が見える。領事館前にはごつい車が数台停とまっていたが付近に人影はない。あの少女の姿もどこにもなくて、おれは、やっぱり考えすぎだったか、と短く溜ため息いきを吐ついた。

　不意に、背後から唸うなるようなエンジン音が迫ってきた。振り返ると、黒塗りのバンが猛もうスピードでこちらに走ってくるのが見えた。バンは風を巻きあっという間におれの横を抜けると、さらに加速して領事館へと向かっていった。

　何だ今のは？　と思った瞬しゆん間かんだった。領事館前に停車した車や建物の陰から、十数の人影が飛び出してきた。彼らは頭部から爪つま先さきまでを覆おおう黒い鎧よろいのような強化装甲服に身を包み、アサルトライフルや高周波ブレードで武装していた。あれは警察庁公安部公安六課が使用する対テロ装備だ。

　ということは、あれが噂うわさに名高いテロ鎮ちん圧あつ隊たいに違いない。テレビやネットで観みたことはあるが、本物を見るのは初めてだった。

　強化装甲服を装備した隊員達が道路に立ち塞ふさがりアサルトライフルを斉せい射しやし、弾丸の雨がバンに降り注いだ。流れ弾がおれの方にも飛んできたので、おれは慌あわてて電柱の陰に飛び込んだ。警察に殺されるなんて洒落しやれにならない。

　蜂はちの巣になりタイヤまで撃ち抜かれたバンが、派手に転がって路上を滑すべり強化装甲服の群れへと突っ込んでゆく。車が横転する直前、バンから黒い影が飛び出す。

　隊員達がバンをよけて左右に散開する。バンはそのど真ん中を突っ切ると、領事館の門扉に衝しよう突とつし大爆発を引き起こした。目が覚めるようなオレンジ色の炎とどす黒い煙が爆風に乗り四方に広がり、爆発に巻き込まれた隊員達が紙かみ屑くずのように吹き飛び、鋼鉄の門扉が飴あめ細ざい工くのようにひしゃげながら領事館の敷地へ転がり込む。ガソリンに引火したのとは桁けた違ちがいの威い力りよく。どうやら車に爆弾が仕掛けてあったらしい。

　爆風を逃れた数名の隊員のうち二名が、腰に下げた高周波ブレードを抜刀し、こちらに突っ込んできた。おれを殺すつもりかよ、と思ったが違った。いつの間にかおれと隊員の間に人影があったのだ。

　その人影を見て、おれはどきりとする。パーカーのフードを目ま深ぶかにかぶって顔を隠しているものの、一時間ちょっと前に会ったあの少女に間違いなかった。バンが転がる直前に車から飛び降りていたのだ。

　どうやら、おれの嫌いやな予感は当たったらしい。少女はテロを引き起こしたのだ。

　少女が右手をパーカーのポケットに入れ、何かを摑つかみ、ゆっくりと引き抜く。

　ポケットの中から、長さ二十センチくらいの金属の黒い棒状のものが出現する。

　少女がさらに手を引き抜く。黒い棒は十五センチ四方の機械的な部品と接続されており、その先には、浅く反った刃渡り五十センチくらいの刃やいばが伸びていた。

　それはサイズ的にも見た目的にも可か憐れんな少女には不ふ釣つり合いな物ぶつ騒そうなもの──打うち刀がたなタイプの高周波ブレードだった。

　少女はパーカーのポケットから高周波ブレードを引き抜いたのだ。

　いやいやいやいや。おかしいだろ。

　おれは心中でツッコミを入れる。

　少女が持つ高周波ブレードは全長八十センチ以上はある代しろ物ものなのだ。そんなものがどうしてパーカーのポケットから出てくるというのだ。どう考えてもサイズ感間違ってるし。

　そう思ったものの、少女がポケットから高周波ブレードを抜き放ったのは紛まぎれもない事実だった。

　少女が高周波ブレードを起動させる。柄つかと刃の間にある機関部が蜂はちの羽音のように耳みみ障ざわりに唸うなり、秒速十万回という速度で刃を超速振動させ始めた。高周波ブレードはこの超振動の刃により物体を切断する武器で、熟練の使い手になれば戦車すら一撃で引き裂さくことができるらしい。

　二人の隊員が人間離れした速度で少女との間合いを詰める。強化装甲服に内蔵された人工筋きん繊せん維いは、着用者が手足を動かした際に発生する微弱な電流を感知し、その動きに合わせて収縮・伸長することにより、着用者の筋力や瞬しゆん発ぱつ力りよくを何倍にも高める機能を有している。全身をカーボン・チタン複合装甲で覆おおわれたこの装甲服は重量が六十キロ近くあるらしいが、人工筋繊維によりその重量を補って余りある力を得た隊員は、十数メートルはある少女との距離を一瞬で縮めてみせた。

　二人の隊員が少女目掛け、人工筋繊維の力を借りた神しん速そくの斬ざん撃げきを繰り出す。

　常人ではよけることはおろか目で追うことすら不可能な剣けん閃せんが、轟ごう音おんを立てて宙に奔はしり──。




　そして、空を切った。




　いつの間にか、少女は二人の隊員の背後に立っていた。

　信じられなかった。

　少女は常人の反射神経では絶対に見切ることのできない超高速斬撃を、容易たやすくかいくぐって二人の背後に抜けてみせたのだ。

　必殺の一撃が躱かわされたことに、しかし、二人の隊員は全く動揺していなかった。むしろ、躱されることを想定していたように、すかさず次の攻撃に移った。右の隊員が振り向きざまに高周波ブレードを横よこ薙なぎに振るう。少女がバックステップでよけたところに左の隊員が詰め寄り逆ぎやく袈げ裟さの一撃を繰り出す。少女は左に跳はねてこれを躱す。右の隊員が素早く少女の左側面に回り込み上じよう段だんからの一撃を見舞う。人工筋きん繊せん維いの膂りよ力りよくが乗った強きよう烈れつな一撃を、少女は高周波ブレードを斜めに掲げて受け流した。勢い余った刃やいばが、アスファルトをバターのごとく易やす々やすと斬きり込んだ。

　受け流しで少女の足が止まった隙すきに、左の隊員が少女の背後から殴なぐりつけるような荒々しい刺し突とつを繰り出した。

　少女が身体からだを開きながら、左足を鋭く後方に跳はね上げる。

　蹴けりと突きが交こう錯さくした次の瞬しゆん間かん、隊員の手から高周波ブレードが消えた。──いや、消えたのではない。高周波ブレードは緩ゆるく回転しながら二人の頭上に舞っていた。突きが繰り出された瞬間、少女の左足が高周波ブレードの機関部を蹴り上げ、隊員の手から高周波ブレードを弾はじき飛ばしたのだ。

「なっ──！」少女のあまりの離れ業わざに、隊員が驚おどろきの声を上げる。

「この程度でいちいち驚かないでください、この屑くずが」少女は冷たく言い放つと、蹴り足を地面に着いて半回転し、その隊員へ強烈な後ろ回し蹴りを放った。

　強化装甲服込みで体重百数十キロにはなる隊員が、その一撃を喰くらって数メートルぶっ飛び、街路樹に激突した。衝しよう撃げきで街路樹から無数の葉が舞い落ちる。

　走行中の車から無傷で飛び降りる身体能力。強化装甲服を装備した隊員の攻撃を見切り蹴り飛ばす反射神経と筋力。

　間違いない。あの子、ムーンチャイルドだ。
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　──ムーンチャイルド。




　世界テロ紛争の引き金にもなった、遺伝子操作により筋力や反射神経を人じん外がいの域にまで強化された人間兵器。子供でありながら世界各国で大規模なテロを次々と引き起こし、世界中を恐怖に陥おとしいれた人の姿をした悪魔。

　その超人的な身体能力だけでも手が付けられないのに、遺伝子操作の思わぬ副産物として、精神感応テレパスや念動力サイコキネシスのような超能力サイを発現したムーンチャイルドも世の中には数多く存在していた。

　人間離れした身体能力に加え超能力サイなど行使されたら、常人が幾ら束になってもムーンチャイルドに敵かなうはずがない。現に、世界テロ紛争中、超能力サイ持ちのムーンチャイルド一人に一個中隊が壊滅させられたという話まであるほどだ。

　テロ鎮ちん圧あつ隊たいが強化装甲服やアサルトライフル、高周波ブレードなど、軍隊以上の重装備をしているのは、ムーンチャイルドとの戦闘を前提としているからなのだが、これほどの重装備でもムーンチャイルド一人仕留めることが決して容易でないことは、目の前で起きている戦闘を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　もう一人の隊員がアスファルトに食い込んだブレードを抜き、少女の蹴けり終わりの隙すきを狙ねらって斬きり上げる。少女は身を引いてこれを躱かわす。刹せつ那な、隊員の手首が翻ひるがえり、振り上げた刃やいばが袈け裟さ懸がけの一撃となり少女を狙った。少女は、先さき程ほど蹴り上げ宙に舞っていた高周波ブレードを左手でキャッチすると、左右の高周波ブレードを交差させるように振り抜いた。

　ギン──

　金属を断ち割る音が響ひびき、隊員のブレードの剣先が宙に舞った。

　少女が繰り出した二刀が隊員の高周波ブレードの刃を左右から挟はさむように切断したのだ。吹き飛んだブレードの刃先が、カラカラと音を曳ひきながらアスファルトを滑すべる。

　隊員が間合いを離そうと飛びのくが、少女がそれを追って隊員に詰め寄り、稲妻のような前蹴りを繰り出した。隊員はこれをまともに受けて吹き飛び、ブティックのショウウィンドウを粉砕しながら店内へ転がり込んだ。

　先程爆発に巻き込まれた隊員達が、ようやく隊列を組み直しアサルトライフルを構える。少女はそんな隊員達にフードの陰から微笑ほほえみかける。

「皆様申し訳ありません。これ以上長なが居いすると野や次じ馬うまやそちらの増援が来てしまってクソ面倒ですので、私はこれで失礼させていただきます。さようなら屑くずども」

「何を勝手なことを。撃てっ──！」

　隊長らしき人物が号令をかけ、隊員らがアサルトライフルの引き金を引いた。鼓こ膜まくを破らんばかりの銃声と弾丸の嵐あらしが少女を吞のみ込んで辺りを蹂じゆう躙りんする。そのあまりの激しさにおれは電柱の陰で耳を塞ふさいで身体からだを丸めた。

　斉せい射しやはほどなく収まり、おれはそっと電柱の陰から顔を出した。別に蜂はちの巣になって路上に倒れた少女の亡なき骸がらを見たかったわけじゃない。ただ単に、周囲の状況を確認しないと不安だっただけだ。

　そして、おれは信じられない光景を目まの当たりにした。

　あれだけの銃撃に晒さらされたにもかかわらず、少女は無傷で路上に立っていたのだ。

　数百発の銃弾が偶然当たらなかったわけではない。

　少女の目の前にはいつの間にか、道路からアスファルトを引っぺがしてそれを路上に突き刺したような壁かべが立っていて、それが銃弾を防いだのだ。

　いつの間にあんなものが？　おれはその壁を凝ぎよう視しする。テロ鎮ちん圧あつ隊たいがアサルトライフルをぶっ放したときは、あんなものは絶対になかった。一いつ瞬しゆん少女が力任せに道路を剝はがして盾たてにしたのかと思ったが、道路が捲めくれた様子はない。先さき程ほどの高周波ブレードと同じく、その壁は魔法のように突然出現したとしか思えなかった。

　何が起こったのか分からなかったのはテロ鎮圧隊の隊員達も同じだったようで、彼らは突とつ如じよ出現した壁を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

「あ、そうでした。クソ下らないことですが、犯行声明を忘れるところでした」少女はポケットから紙片を取り出し、涼しげな口調で読み上げる。「ええと、『我々「憂ゆう国こくの鷹たか」は、本日、我が国に移民受け入れ政策を強要して他民族を送り込み、我が国を他民族による被征服国家に仕立て上げようとしたかの国に制裁を加えるため、この計画を実行に移したものである。我々の闘争は、この国から憎にくむべき他民族を駆く逐ちくするまで続くであろう』だそうです。……ゴミがゴミに制裁を加えるなんてゴミみたいな冗談ですよね。そうは思いませんか？」そう冷たく問いかけるが、隊員達は返事ができない。「それでは、今度こそ本当に失礼します。さようなら屑くずども」

　少女は呆然とする隊員を尻しり目めに軽やかに走って逃げ出した。そのとき、少女が電柱の陰にいたおれに気づく。彼女が露ろ骨こつに嫌いやな顔をして「来るなって言ったじゃないですか。この屑」と冷たく言い放ったのでなんか凄すごくへこんだ。ムーンチャイルドなだけあって、少女の逃げ足は人間離れした速度だった。

　テロ鎮圧隊の隊員らが次々と車に乗り込み少女を追う。現場に残った数名のうち、ブティックに突っ込んだ隊員がようやく店から出てくる。その隊員は頭部装甲のフェイスガードを跳はね上げ、大きく溜ため息いきを吐ついた。毛先を遊ばせた金髪に、少し色の薄うすい瞳ひとみ。西洋人と日本人のハーフっぽい、女性的な顔立ちの美形だ。童顔で十代に見えるが、テロ鎮圧隊の隊員なのでどんなに若くとも二十代のはずだ。背は高いが身体の線が細いのであまり大おお柄がらには見えない。

「君、怪け我がはない？」隊員がおれに歩み寄ってきて声を掛ける。

「あ……、はい、大だい丈じよう夫ぶです」おれは立ち上がり、電柱の陰から出る。

「そう、良かった」隊員は柔らかく微笑ほほえむ。警官というよりは、名家の執事のように柔らかい物腰だ。まあ、執事なんて会ったことないけど。「テロに巻き込まれるなんて災難だったね」

「はい」おれは頷うなずく。けれど、今日この時間にここでテロが起こることを知っていたかのようにテロ鎮ちん圧あつ隊たいが配備されていたということは……。「もしかして、今のテロ、オラクルシステムで予測されてたんですか」

「うん、まあ、そういうこと」金髪の隊員は少し苦い顔で頷く。「本当は現行犯で捕まえるつもりだったのに、こうして逃げられたけれどね」

「おい、汐しお見み。民間人にぺらぺらと任務を喋しやべるな」頭部装甲を脱いだ年かさの隊員がこちらに来て、邪じや魔ま者ものを見るような視線をおれに向けた。「その制服……お前、私立瑛えい常じよう高校の生徒だな？　この通りに高校生向けの店はないぞ？　それなのにどうしてこんな場所にいる？」彼は高圧的な口調で責めるように言う。

　もしその口調が丁てい寧ねいであれば、一時間ちょっと前にあの少女と会ったことを素直に話したかもしれない。だが、その高圧的な口調に腹が立ったから、素直に話す気には全然なれなかった。

「おれのことは気にしないでください。犯行を知っていながらテロリストに逃げられた優秀な皆さんと、この作戦に投入されて犬死にした血税に黙もく禱とうを捧ささげたらすぐ帰りますから」おれは言う。

「何だとこのガキっ──！」年かさの男が怒りに顔を赤くしておれに手を伸ばそうとする。

「山やま木きさん、落ち着いて」汐見さんが間に割って入り、山木と呼ばれた年かさの男をなだめてから、困った顔でこちらを振り返る。「君も、大人おとなを挑発するようなことは言わないで」

「ごめんなさい」汐見さんは本当にいい人そうなので、おれは素直に謝る。

　部下に制されて白けた山木は、鼻から突風みたいな息を漏もらすと、おれに背を向け領事館の方へと歩き出した。

「おい、汐見。おれは数人連れて周辺の警戒にあたる。お前はそのガキを現場から連れ出せ」

「了解」汐見さんは山木の背中に敬礼する。「じゃ、行こうか。ええと、君、名前は？」

「命めい川かわ景けいです」

「メイカワ君。珍しい苗みよう字じだね。どんな漢字？」

「命に川です」

「命川君、ね。俺おれはテロ鎮圧隊の汐見瑠る可か。よろしく。……君、さっきのテロリストに顔を見られたかもしれないから、念のため家まで送っていくよ」

「いえ、いいですよ。歩いて帰りますから」おれは遠えん慮りよする。顔を見られたどころか、会話もしたし絆ばん創そう膏こうももらった仲です、とは死んでも言えない。

「遠慮しないで、ほら」汐見さんに強引に手を引かれて、おれは領事館前に停とまったＳＵＶの助手席に乗せられた。汐見さんは運転席に乗り、頭部装甲を後部座席に放り投げ、車を走らせる。




　新しん東とう京きよう都と青あお石いし区くの郊外に出ると、それまでの近代的な街並みは途絶え、都市開発計画から零こぼれ落ちたような寂さびれた街並みが姿を現す。

　おれ達が乗るＳＵＶは、その寂れた街並みをさらに寂れた方向へと進んでいる。日没間近の空は輝く緋ひ色いろからまどろむ濃のう紺こんへと色を変えつつあった。

　不意に、じわりと頭の奥が熱く痛くなってきた。おれは助手席の窓から外の景色を眺ながめるふりをして顔をしかめた。やばい、そろそろ薬が切れる時間だ。

「そう言えば命めい川かわ君」ハンドルを握る汐しお見みさんが口を開く。

「何ですか？」おれは平静を装よそおって答える。

「確かこの辺りに、遺伝子工学の第一人者の、命川景かげ臣おみって科学者が住んでいると思ったんだけど、君と同じ苗みよう字じだよね。もしかして親しん戚せき？」

「命川景臣はおれの父です。まあ、もう死にましたけど」

「あ……」汐見さんは気まずそうな顔をして、横目でちらりとおれを見た。「ごめん。変なこと聞いちゃったね」

「いえ、全然。正直、親子仲が良かったわけでもないですし」

　緩ゆるやかな坂を下って雑ぞう木き林ばやしを過ぎたところで、やたらとでかい一軒家が姿を現した。古めかしい母おも屋やに真新しいアパートのような離れが増築された、ちぐはぐな印象を受ける家だった。

「あ、おれの家、そこです」

「随ずい分ぶん大きな家だね」

　ＳＵＶが一軒家の前に停車する。おれは車を降り汐見さんに頭を下げる。

「送ってくれて、ありがとうございました」

「うん、これも仕事だから気にしないで。……あ、そうそう。万が一にも、今日のテロリストが君を狙ねらってくるかもしれないから、念のため、俺おれの連絡先を教えておくよ。もし何かあったら連絡して。ついでに君の連絡先も教えてくれる？」

　おれはブレザーのポケットからスマホを取り出し、汐見さんと連絡先を交換する。

「それじゃあね」

　ＳＵＶが走り去る。途と端たんに頭の奥の方がぐらぐらと熱くなり、思考とか意識がぐるぐると渦を巻き始める。

　やばい。発作が来る。

　おれは鍵かぎを開けて薄うす暗ぐらい玄関に飛び込むと、慌あわてて鞄かばんを探り白い経けい鼻び吸入器を取り出した。キャップを外してノズルを鼻に差し込み、ボタンを押して鼻び腔こうに薬を送り込む。鼻の粘ねん膜まくから血管を巡り薬が体内に浸透すると、途端に頭が冷えてきて、脳のう味み噌そを搔かき回すぐるぐるの渦もすっと引いてゆく。

　危なかった。おれはほっと溜ため息いきを吐ついて玄関から続く廊下に寝転がる。

　おれはこの家に一人で暮らしている。父さんはもう死んだし、母親や兄弟や親しん戚せきは元々いない。だから、薬が切れて発作が起きても、助けてくれる人がいないのだ。

　だからだろうか。こうやって、日の暮れた広い家に一人きりでいるとき、急に自分が孤独で惨みじめな存在に思えてきて死にたくなることがあるのは。

　おれは自分の惨めさに腹が立って、手に持った吸入器を八つ当たりで鞄かばんの中に叩たたき込んだ。代わりに買ったばかりのＣＤを取り出したけれど、ノートパソコンに曲を取り込む気力は残されてはいなかった。




　　　　　　　３




　その部屋の中央に、少女はいた。

　年の頃ころは十五、六歳。無機的な光を帯びる黒い瞳ひとみを持つ、天使のような美び貌ぼうを備えた少女だ。透き通るような銀髪を頭の後ろでまとめ、黒いシャツの上に黒いジャケットを合わせ、下は黒いパンツという、徹底的に色を排した服装をしている。

　チェストやベッドなど最低限の家具しか置かれていないその部屋は、三方が窓のない白い壁かべに囲まれ、残る一面はガラス張りになっていた。ガラスの向こうに見える通路には、女性警察官がこちらに背を向けて立っている。鉄てつ格ごう子しとガラス張りという違いこそあれ、その部屋はまるで牢ろう獄ごくのようだった。

　そんな白い牢獄の中央で、少女は白い安楽椅い子すに浅く腰かけ、つまらなそうな顔で画集のページを捲めくっていた。

「つまらない」少女の口から、感情の籠こもらない言葉が零こぼれる。「つまらないつまらないつまらないつまらない死ね死ね死ね死ね死ねみんな死ね世界中の人間一人一日二回死ね」少女の手から画集が滑すべり落ちる。「なあ、きみ、もう午後五時を回ったようだけれど、領事館のテロは防げたのかい？」少女はガラス越しに女性警官に呼びかける。「死んだ？　死んだ？　何人くらい死んだ？」

　しかし、女性警官は返事をすることも少女を振り向くこともない。女性警官は少女との会話はおろか、ボディランゲージ、アイコンタクトを含む一切のコミュニケーションを禁ずる命令を受けているのだ。

「毎回思うのだけれど、どれくらい死んだかわたしに報告くらいあっても良いいと思うな。それでなければ、わたしもやり甲が斐いがない。きみもそうは思わないかい？」

　しかし、やはり女性警官は無反応。

「やれやれ、話し相手もいないからこうして独り言も多くなる。わたしの相手をしてくれるのは物言わぬ書物だけだ。こんな生活が続くと、日に幾度も昼食を催さい促そくする日が来るのもそう遠くない気がするよ。それに、客観的に判断しても美しいこの容姿を世間にお披ひ露ろ目めすることなくここでひっそりと朽くち果てていくのは、いかにも物悲しいね。きみもそう思わないかい？　……え？　思わない？　そう。なら死ね」

　女性警官は一いつ瞬しゆん振り向きかけたが、堪こらえて前を向き続ける。

　少女は物心ついた頃ころからこの白い牢ろう獄ごくにいた。人と会って喋しやべるのは多くても一日二回、警察のお偉えら方がたが来たときに行う「仕事」の間のみ。この部屋から出るのは年四回の健康診断メンテナンスのために病院に行く数時間のみ。それ以外の時間、少女はこの牢獄で、誰だれとも会わず、誰とも喋らずに過ごしている。動物園で暮らす動物や刑務所の囚人の方がよっぽど他人と接する機会が多いだろう。そういう意味では、少女の境遇は飼し育いく動物や囚人以下と言えた。

「返事もなしかみんな死ね」少女は足元の画集を器用に蹴けりあげる。画集は弧こを描えがき、ガラスの壁かべ際ぎわにしつらえられたトレイの上に落ちる。「その本、つまらないから持っていってくれないかい？」

　それからコミュニケーションを取ったことにならない時間、すなわち、数分を置いてから、女性警官がこちらを振り向き、ガラス壁へきに設けられた小窓を開けてトレイを引き出して本を回収する。

「ああ、本当につまらない。つまらないは悪だ。悪は死ぬべきだ。だからみんな死ね」少女は論理的に破は綻たんした三段論法を口にする。「そういえば、最近あのボク女の声も全然聞かないな。あいつも死んだか？　死んだなら死んだと言ってくれればいいのに……。全く、気の利きかない奴やつだ」

　誰に向けたものでもない少女の独白は、白い壁に当たり白い床に落ちる。
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　その夜、新しん東とう京きよう都と伊い住ずみ区く内にある、背の低い雑居ビルが立ち並ぶ繁はん華か街がいで事件は起こった。

　午後九時過ぎ、数多あまたの店の看板がネオンサインを派手に明滅させて夜に光を振り撒まき、居酒屋をはしごするサラリーマンや風俗店の客引きで賑にぎわう繁華街の一角に、突とつ如じよ、乾いた銃声が連続で響ひびいた。

　銃声は繁華街の喧けん騒そうに吞のまれて消え、ほとんどの人の気を引かなかったが、銃声に気づいた一部の人間は、驚おどろいた顔で音源のビルを振り仰あおいだ。

　銃声がしたのは、裏通りに面した雑居ビルの五階、城しろ山やまファイナンスの事務所内だった。

　城山ファイナンスは貸かし金きん業ぎようを営む個人経営の会社であったが、それはあくまで表向きの顔だった。この会社は新東京都における、テロ組織「憂ゆう国こくの鷹たか」の活動拠点であり、社長以下社員全員が憂国の鷹のメンバーであった。

　再度、城山ファイナンスの事務所内で銃声が起こる。数発の弾丸が窓を撃ち砕き、裏通りに無数の破片が降り注ぐ。真下にいた通行人が叫び声を上げビルの下から逃げ、大きなガラス片の直撃を喰くらった男性が、その場に倒れ込んだ。

　他ほかの通行人が心配そうに男性に駆け寄り、彼を引き起こし、肩を貸して雑居ビルの下から離れてゆく。

　その直後。

　蒼あおく輝く巨大な光の柱が、窓や壁かべを突き破って城しろ山やまファイナンスの事務所内から噴出し、夜の繁はん華か街がいへと躍り出た。蒼そう光こうは上空で蛇へびのように反転すると、事務所へ突っ込み、内部を滅め茶ちや苦く茶ちやに蹂じゆう躙りんしながらビルの反対側に突き抜けた。裏通りに大量の破片が降り注ぎ、周辺には先さき程ほどと比較にならないほどの叫び声があふれかえる。

　蒼光は再び空中で反転すると、今度は剣となり横よこ薙なぎにビルに殺到し五階部分をごっそり薙ぎ払った。衝しよう撃げきで六階から上の部分が吹き飛び、巨大な隕いん石せきとなり落下し、裏通りにクレーターを穿うがち、周囲に瓦が礫れきと土煙を高く高くまき散らした。

「テテテ、テロだ！　テロだ──！」

　通行人が口々に叫びながら逃げ惑う。テロという単語が人々に伝染病のように恐怖を伝でん播ぱし、辺りは他人を押しのけ我先に逃げようとする人々であっという間に混乱のるつぼと化した。

　人波に揉もまれて逃げ惑う最さ中なか、一人の女性が、上空で暴れ狂う蒼光の柱を見上げ、とあることに気づいた。

　その蒼い光が巨大な一本の柱ではなく、無数の小さな光の集合体だということに。

　さらに目を凝こらして見ると、その小さな光の一つ一つは蒼い蝶ちようの形をしていた。

　蒼く輝く蝶が無数に集まり巨大な光の柱を形成していたのだ。

「モルフォ蝶……？」女性は異国に生息する蒼く美しい蝶の名前を呟つぶやく。

　そのとき、この繁華街には似つかわしくない十四歳くらいの金髪の少女が、パーカーのフードを目ま深ぶかにかぶり、人波を器用にさけながら彼女の横を駆け抜けていったことに、彼女は気づきもしなかった。
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　領事館テロの翌朝、通学バスに揺られながらスマホでニュースサイトを見ていると、案の定、昨日の領事館テロのニュースが載っていた。犯人はテロ組織「憂ゆう国こくの鷹たか」の一員だ、と記事には書かれていたが、犯人の写真や、特徴などの記述は何もなかった。

　今回もやはり、犯人がムーンチャイルドだということは伏せられていた。

　日本を含めた世界各国の政府はムーンチャイルドの存在を認めていないのだ。そのため新聞やニュースなどにムーンチャイルドという言葉が使われることはない。

　二十世紀初頭、英国にアレイスター・クロウリーという魔術師がいた。

　数多あまたある彼の著作の中の一つに「人じん外がいの力を持つ人造人間ホムンクルスの創造」を題材とした小説がある。

　その小説のタイトルは「ムーンチャイルド」と言う。

　今から約二十五年前、日本を含めた世界各国で「兵士を超えた兵士」「人間を超えた人間兵器」を造り出す計画が進められた。

　魔術と科学という違いはあれど、「人外の力を持つ人間」を生み出すという共通項を持つことから、計画はこの小説のタイトルを借り「ムーンチャイルド計画」と名づけられた。そして、この計画により創造された、遺伝子操作による人間兵器もまた「ムーンチャイルド」と呼ばれることとなった。

　勿もち論ろん、人間の遺伝子操作を行うことは人道的・倫りん理り的・国際条約的に禁止されていたため、どの国もムーンチャイルド計画は国家機密として扱っていた。

　その後ムーンチャイルドの製造技術が確立され、今から七、八年ほど前に、実際にムーンチャイルドが戦闘に投入可能になったのだが、ちょうどその頃ころ、アジアのとある小国が核兵器開発を進めた結果、各国から経済制裁を受けるという出来事があった。

　その小国は経済制裁の報復として世界各国に対し武力攻撃を行った。と言っても他国に戦争を吹っかけたのではない。自国で製造したムーンチャイルドを世界各国に送り込み、テロを起こさせたのだ。

　当時、世界的に見て大きな戦争は起きていなかったが、その代わりに、過激な宗教団体や反政府組織、マフィアや暴力団によるテロは世界の至るところで頻ひん発ぱつしていた。名だたる大企業でさえ、裏でテロ組織と結託しライバル企業にテロを仕掛けるビジネステロを起こしており、テロはもはや日常的なものになっていた。

　その小国はそれら頻発するテロを隠れ蓑みのにするかのように、自国から派遣したムーンチャイルドを使い、各国の主要都市や政府関係の施設などにテロを仕掛け、破壊と殺さつ戮りくの限りを尽くした。日本もこのテロの標的になり、東京を含む重要な都市が何度もテロに遭あい、数多の犠ぎ牲せい者しやを出した。

　状況的には明らかにアジアの小国の犯行だったのだが、どの国もその小国の犯行を示す物理的証拠を摑つかむことはできず、各国ともその小国のテロに対する報復をしあぐねていた。

　そこで、各国の首脳はこんな結論に達した。

　相手がムーンチャイルドを使いテロを起こすなら、こちらも同じことをすればよい、と。

　世界各国はそのアジアの小国を含め、その小国に加担する国々にムーンチャイルドを送り込み、テロ活動を行わせた。程ほどなくしてこのテロ合戦は中東やアフリカなどにも飛び火し、気づけばムーンチャイルドによるテロ合戦は、世界規模にまで拡大していた。

　これが、世界テロ紛争だ。

　ムーンチャイルドによるテロは凄せい惨さんを極め、世界中の人々が恐怖に陥おとしいれられた。ムーンチャイルドのテロによる犠牲者の数は世界中で五百万人とも言われ、ムーンチャイルドの存在はテロと殺さつ戮りくの象徴となった。

　ムーンチャイルドの中でも特に酷ひどいテロを引き起こした個体は、いつからか、他ほかのムーンチャイルドと区別する意味で「通り名」で呼ばれるようになったりもした。

　通り名持ちエイリアスの数は全ムーンチャイルドのうち一％未満ではあったが、一説によると、通り名持ちエイリアスのテロによる犠ぎ牲せい者しや数は五十万人を超えると言われている。つまり、世界テロ紛争の犠牲者の十％以上が、全ムーンチャイルドの一％に満たない通り名持ちエイリアスに殺されているのだ。

　通り名持ちエイリアスとして真っ先に思い浮かぶのは、ヨーロッパを恐怖の底に叩たたき込んだ七人のムーンチャイルド──通称「欧州の七魔女」や、アメリカの「ゴースト」、「二マイル殺しツーマイルキラー」、「灰かぶりシンデレラ」あたりだろう。日本でも「鴉からす揚あげ羽は」、「羅ら刹せつ」、「キャンディボマー」、「冥めい土どメイド」などが悪名をとどろかせており、ここ新しん東とう京きよう都とも、二年前にキャンディボマーが引き起こしたテロにより、六十人を超える死傷者を出していた。

　世界テロ紛争自体は、引き金となった小国がクーデターで斃たおれてしまったことや、極秘だったムーンチャイルドの存在が世界的に公おおやけになりつつあったことを各国首脳が恐れたことなどが重なり、六年ほどで終息したのだが、その終息の仕方は、ムーンチャイルドにとって最低なものであった。

　各国ともこの紛争の終息の際、自国のムーンチャイルドを切り捨てたのだ。

　国際条約で禁じられている遺伝子操作を主導して行ったことや、遺伝子操作を施ほどこした少女らをテロに使っていたことが公になれば、政府は国民の信頼を失い、その権けん威いは地に落ちるだろうし、ムーンチャイルド計画に関かかわった政府関係者・科学者数百名が、国際条約違反による罪を問われることになるだろう。

　それを恐れた世界各国の政府は、ある意味小学生並みの解決策を取ったのだ。ばれて困るならばれる前に消してしまえば良いという解決策。具体的には、世界各国の政府はテロの残党根絶の名目で国連軍を組織し、ムーンチャイルド狩がりを始めたのだ。

　このムーンチャイルド狩りのせいで、最盛期には四万人近くいたと言われたムーンチャイルドは随ずい分ぶんと減ったらしいが、それでも、この世界にはまだ八千人のムーンチャイルドが生き延びていると言われている。

　きっと昨日おれが会った少女もそのうちの一人なのだろう。

　世界テロ紛争の内幕やムーンチャイルドの存在は今や周知の事実となっていた。その時点でムーンチャイルドの存在など全然国家機密でも何でもないのだが、どうやらこの種の秘密は「公然の秘密」というやつらしく、政府が製造した明確な証拠が出ない限りは、ムーンチャイルドは政府が造ったことにはならないらしいのだ。




　おれはスマホの画面をタップして別のニュースに飛んだ。「新東京都伊い住ずみ区くでテロ発生か」という見出しのニュースだった。

　記事によると、昨日の午後九時頃ごろ、伊い住ずみ区くの繁はん華か街がいにある雑居ビルで突とつ如じよ爆発が起き、ビルが崩壊したらしかった。

　爆発が起こったのは、この雑居ビルの五階に入っていた城しろ山やまファイナンスという金きん融ゆう会社の事務所だった。警察によると、この金融会社は以前からテロ組織「憂ゆう国こくの鷹たか」との関連が疑われており、憂国の鷹のメンバーがこの事務所内に保管していた爆弾が、何らかの原因で爆発したのではないか、とのことだった。

　事件当時、雑居ビル内には城山ファイナンスの事務所以外に人はおらず、城山ファイナンスの社員数名が爆発に巻き込まれて死亡したものの、他ほかに死者は出なかった。ただし、このビルに面した通りでは、崩壊した雑居ビルの破片を浴びて十数名が軽傷を負ったようだ。

　事故原因については、事件直前に銃声を聞いた、という証言もあることから、憂国の鷹のメンバーの内部抗争が原因だったのでは、という見方が有力らしい。

「憂国の鷹」と言えば、昨日あの少女が読み上げた犯行声明に出てきたテロ組織だ。

　領事館テロと同じ日に、憂国の鷹に関係する会社で爆発が起きた。

　おれは直感的に、この事件にもあの少女が関係してるんじゃないかって思った。

　犯行声明を読み上げたときの態度からして、あの少女はまず憂国の鷹の構成員ではないはずだ。

　では、部外者の彼女がなぜ憂国の鷹のテロを実行したか。

　多分、あれは契約テロだったのだろう。

　最近はテロ鎮ちん圧あつ隊たいの活躍により、テロが未然に防がれたり、成功しても被害が最小限に止とどめられてしまうことが多くなってきている。そのためテロ組織は、テロの成功率を上げるべく、人じん外がいの戦闘力を持つムーンチャイルドにテロの実行を依頼するようになっていた。ムーンチャイルドはムーンチャイルドで、世界テロ紛争後、ムーンチャイルド狩がりに追われて行き場がないから、自らの戦闘力をテロ組織に貸す代わりに、逃走を援助してもらったり、一時的に組織で匿かくまってもらうというような契約条件をつけてテロを請うけ負い、実行するのだ。

　きっと昨日の少女も、そういう理由で憂国の鷹のテロに加担したのだろうが、恐らくあのテロの後で、憂国の鷹の奴やつらと何かトラブルがあり、その結果、彼女は伊住区の雑居ビルを爆破したんじゃないだろうか。

　まあ、これはおれの勝手な想像だから、全然見当違いなのかもしれないけど。




　その日の学校生活は特に何事もなく過ぎてゆき、あっという間に放課後になった。おれはさっさと帰ろうと教室を出かけたが、ふと思いついて回れ右をして、クラスメイトの鈴すず森もりこころに声を掛けた。

「鈴森、ちょっといいか？」

「どうしたのぉ、命めい川かわ君？」

　教卓のそばで友人と話していたこころが長い黒髪を揺らしてこちらを向く。こころは顔が小さく目の大きな整った顔立ちをしており、前髪は眉まゆの下で一直線に切り揃そろえられていた。俗に言う「前髪ぱっつん」という髪型だ。顔だけでなく、こころは細身でスタイルも良いため、うちの高校で一番の美少女と噂うわさされていて、このクラスにもこころのファンは大勢いた。現におれがこころに声を掛けたこの瞬しゆん間かんに、数名の男子が殺意の籠こもった視線でおれをぐさぐさと突き刺してきたのがうざったい。おれは特にこころと仲が良いわけでもないし、仲良くなりたいわけでもないんだからほっとけ。

「確か鈴すず森もりの父さんって警察庁勤務だよな？」

「そうよ。んーとぉ、確かぁ、課長さん？　だったかなぁ？」こころは少し語尾が間延びした甘ったるい喋しやべり方をする。

「課長？」

「うん。公安部のぉ、公安六課の課長さんよぉ」こころは微笑ほほえむ。

「まじすか？　それってテロ鎮ちん圧あつ隊たいのいる課じゃん」一瞬おれの脳裏に強化装甲服の集団の姿が浮かぶ。

「……そうなのぉ？」こころは不思議そうに首をかしげる。

「そうなの、って自分の父親の仕事くらい把は握あくしとけよ。でさ、鈴森の父さん、昨日のテロのことで何か言ってなかった？」

「ううん」こころは首を振る。父親が警察関係者だから昨日のテロの情報を持っているかと思ったのだが、あてが外れたらしい。「昨日、お父様は帰ってこなかったから分かんない。あ、そっかぁ、お父様が帰ってこなかったのは、テロがあったからだったのねぇ。……そうだぁ、もし何か聞きたいことがあるなら、これからお父様の職場に行って聞いてくるよぉ？」

　あまりにおっとりとした物言いと的外れな提案におれは苦笑する。クラスメイトの質問に答えるために父親の職場に押しかける娘ってどう考えてもおかしいだろ。

「いや、そこまでしなくても大だい丈じよう夫ぶ。ありがと。それじゃあ」おれは礼を言ってこころに背を向ける。

「あ、そうだぁ、命めい川かわ君」呼び止められておれはこころを振り返る。「昨日の話じゃないけどぉ、テロと言えばぁ、最近『武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だん』の動きが活発になってるらしいわよぉ。そうお父様が言ってたのぉ」

「武装人形楽団……。それって確かムーンチャイルドだけで構成されたテロ組織だっけ？　天あま岐き稀まれ耶やとか言う奴やつがリーダーの」

「んー、良く分かんない」こころはにこにこしながら首を左右に振る。「分かんないけどぉ、気をつけてねぇ」

　何をどう気をつけるんだよ、と思ったが言わないでおこう。

　こころと別れて教室を出たとき、ちょうど教室に入ってこようとした長身の女子生徒とぶつかりそうになった。クラスメイトの薬やく師し華はなだ。日本人とラテン系のハーフである薬師は、同い年なのにやたらと大人おとなびていて色気があり、細い身体からだの線の割に大きな胸が存在感を主張していた。ラテン系の血が強く出たエキゾチックで美しい顔立ちときらめく亜あ麻ま色いろの髪が、彼女の華はなやかな雰ふん囲い気きを一層引き立てている。

「ああ、命めい川かわ。悪い」薬師は髪を搔かき上げながら気だるい声を出す。「こころ見なかった？」

「鈴すず森もりなら、まだ中」

　おれが言うと、薬師はおれの肩越しに教室を覗のぞいた。そして友達と喋しやべっているこころを発見するなり眉み間けんに皺しわを寄せてきつい声を出した。

「おい、こころ、あんた今日化学室の掃除当番でしょうが。いつまでもだべってないで、さっさと化学室来いって」

「え？」こころが顔を上げてきょとんとする。一拍置いてこころは「ああっ、忘れてたぁ！　ごめんなさい、今行きますっ！」と素すっ頓とん狂きような声を上げると、机とか教卓にぶつかりながら慌あわてて教室を出て、化学室へ走っていってしまった。

　そんなこころの後ろ姿を睨にらみながら、薬師は大きな溜ため息いきを吐つく。

「掃除当番くらい忘れんなよ。あいつ、頭大だい丈じよう夫ぶか？」

「うわ、きつ」おれは苦笑する。

　薬師とこころは幼おさな馴な染じみらしく、昔からずっときびきびした薬師が、おっとりとして異常にマイペースなこころの世話を焼きまくっていたようだ。

「じゃ、私も化学室戻って掃除の続きでもすっか。……あんたも暇ひまなら手伝ってよ」

「めんどいから遠えん慮りよする」

「あっそ」薬師は初めから期待していなかったような、素っ気ない返事をした。




　学校を出て、学校前のバス停からバスに乗った。青あお石いし区く郊外で降車し、坂を下って雑ぞう木き林ばやしの横を抜け、自宅に辿たどりつく。

　鍵かぎを開けて玄関に上がったとき、ふと空気がいつもと違うような気がした。でも、それは言葉にできるようなはっきりとしたものじゃなくて、気のせいという一言ですり潰つぶすことができるくらい小さなものだったから、おれはその違和感を特に気にも留めなかった。

　いつものように廊下を進み、ドアを開けてリビングに入った。

「おかえりなさい」

　不意にリビングの中央に置かれたソファから人の声がした。

　驚おどろいてソファに目を向けると、そこには、昨日の金髪の少女が、パーカーのポケットに両手を突っ込み、長い足を組んで座っていた。

「──え、何でお前がここに……？　てか、どっから入ったんだよ？　まさか、汐しお見みさんが言った通り、顔を見られたからおれを殺しに来たとか、そんなベタなオチが待ち受けてますとか？」

　少女はおれの抗議を聞きながらしつつポケットから右手を出し、おれに向けて真っ直すぐ伸ばした。

「少し黙っていただけませんか？　この屑くず」少女の手には、明らかにパーカーのポケットには収まらないサイズの、でかい拳けん銃じゆうが握られていた。噓うそだろ。何でそんなでかいものがポケットから出てくるんだよ。何か昨日も同じようなことがあったよな。てか、銃口をおれに向けないでください。「あなたの口が軽いと、私の引き金も軽くなりますよ」

「ごめんなさい今黙ります」おれは自主的に両手を上げて無抵抗の意を示す。その拍子に鞄かばんを落としてしまった。

「鞄をこちらに」

　少女が言ったので、おれは鞄を蹴けって少女に渡す。

　少女が左手で鞄を探り、出てきた財布の中から学生証を取り出す。

「私立瑛えい常じよう高校二年Ｅ組、命めい川かわ景けい」少女はつまらなそうに学生証を眺ながめる。「……まさか、昨日偶然会ったあなたが命川景かげ臣おみの息子むすこだったとは、皮肉な巡り合わせですね」

「……父さんのこと、知ってるのかよ」

「直接の面識はありませんし、そもそも、向こうはこちらのことを知らないでしょうね。ですが、私にとって命川景臣は、父親であると同時に憎にくむべき存在なのです。お父様のお仕事内容を理解しているのなら、この意味が分かりますよね？」

「お前……、やっぱりムーンチャイルドなんだな」

「その通りです。あなたのお父様がいなければ、この世に生まれなかった存在です」

　今から二十数年前、遺伝子工学の第一人者だったおれの父さんが考案した遺伝子操作技術により、ムーンチャイルドの製造方法は確立したのだ。その技術は産業スパイの手により父さんの研究所から漏ろう洩えいして、アジアの小国を含む世界各国に流れたため、世界中でほぼ同時にムーンチャイルドが製造されることとなった。そういう意味では、父さんは全すべてのムーンチャイルドの父と言えるだろう。

　そして、もし父さんが製造技術を確立させなければ、ムーンチャイルドがテロに使われることもなかったし、国に見捨てられてムーンチャイルド狩がりで命を落とすこともなかった。だから、その意味では、父さんはムーンチャイルドに恨うらまれても仕方がないと言える。

「ところで、あなたのお父様──命川景臣は今日何時頃ごろにお戻りですか？」

「戻ってきたら、どうするんだよ」

「殺します……、と言いたいところですが、彼一人を殺したところで、私達ムーンチャイルドはクソも救われません。ですから私は、彼が政府と結託してムーンチャイルド計画を進めたことを世間に公表していただいて、私達の存在と政府の罪を公おおやけにしたいと考えています」

「父さんにムーンチャイルド研究のことを公表させる？」

「ええ」

「……ええと、ごめん。多分それ絶対無理」

「そうですか？　あなたのお父様が断った場合、あなたが死ぬ、という条件をつければ、公表を前向きに検討していただけると思いますよ。まあ、あなたのお父様があなたを愛していれば、という但ただし書きがつきますが」

「……多分おれ、父さんに同情されこそすれ愛されてなかったと思うけど、それとは無関係に物理的に無理。だって、父さんもう死んだし」

「…………………………はい？」

「だから、死んだんだよ。二年前に駅前でテロに巻き込まれてね。テロの実行犯は通り名持ちエイリアスのキャンディボマーだった」おれは言う。当時キャンディボマーはオラクルシステムとテロ鎮ちん圧あつ隊たいを出し抜き大規模なテロを成功させたのだ。キャンディボマーが警察に捕まったという話は聞かないので、もしかしたらあいつは今日も日本のどこかでテロを起こしているのかもしれない。

　しかし、ムーンチャイルドの生みの親がムーンチャイルドに殺されるとは、あまりにもできすぎた悲劇で皮肉だ。

「ええと、ちょっと待ってください。命めい川かわ景かげ臣おみが死んだ？　それは本当ですか？　いい加減なことを言うと頭ず蓋がい骨こつに風穴をくれてやりますよこの屑くず」

「いちいち屑とか言うなよ。本当だって」

「あなたが帰ってくるまでに、家の中を一通り拝見させていただきましたが、遺影や位い牌はい、仏ぶつ壇だんの類たぐいは一切ありませんでした。それはどう説明するのですか？」

「科学者だからか知らないけど、父さんは噓うそみたいに合理的でドライだったんだよ。他人が仏壇とかお墓に手を合わせる理由が、あの人には理解できなかったんだ。仏壇もお墓も死んだ本人とは無関係なただの無機物の塊かたまりでしかないし、死者を偲しのぶことだって、墓の前じゃなくても頭の中で十分できる。だから、仏壇も墓も無意味だって考えてた。おれはあの人の気持ちを尊重して、仏壇も墓も遺影も位牌も何も作らなかった。ただそれだけの話だよ。あ、そうだ。おれの制服のポケットにスマホが入ってるんだ。それのスケジュールの再さ来らい週しゆうのとこ見てよ。父さんの命日って入力されてるだろ」

　おれが言うと、少女がおれの制服のポケットをまさぐりスマホを取り出し操作した。

「……確かにスケジュールに、父の命日、と登録されていますね」

「一応父親だから、一年に一回くらい思い出さないとなって思って、忘れないように登録したんだ。そうしないと絶対思い出さない自信あるから」

「ふふ……、本当に死んだのですね……」少女はスマホをテーブルに置くと、乾いた笑い声を立てた。「命川景臣に全すべてを公表させることを支えにここまで来たというのに……、全て手遅れ、全て無む駄だ、全て無意味だったということですね……。馬ば鹿かみたい……、本当に、馬鹿みたいですね私は……」少女は左手で頭を押さえ、深くうなだれてしまった。きっと目的を遂とげることができずに気持ちが切れてしまったのだろう、彼女の声は穴の空あいた風船みたいにしぼんでしまった。にもかかわらず、銃口はしっかりとおれの方を向いているのが甚はなはだ遺い憾かんだ。「……ああ、もう疲れました。ムーンチャイルド狩がりから逃げるのも、食料と寝る場所を得るためにテロに手を貸すことも、もう何もかも嫌いやになりました……。もし私がソフトクリームなら、このまま溶けて消えてしまいたいです」

「……ええと、うん、ショックなのは分かるけど、とりあえず銃を下ろすとみんなが幸せになれると思うよ」

「適当言わないでくださいこの屑くずが。銃を下ろして幸せになれるなら、とっくに下ろしています」

「はい、仰おつしやる通りですごめんなさい！」

「銃を下ろす以外の方法で、私はどうやったら幸せになれるのでしょうね」少女は独り言のように呟つぶやく。

「……とりあえず、何かしたいこととかないの？」

「別に何も。強しいて言えば、誰だれからも逃げる必要のない、安心できる生活が欲しいくらいです。……ああ、なるほど。思いつきました」少女はおれを見て意味ありげに頷うなずくと、悪意に満ちた笑みを浮かべた。「そういう生活なら、別に探さずともここにありますよね？」

「ど、どういうこと？」おれは聞く。凄すさまじく嫌な予感。

「決めました、命めい川かわ景けい。この家は私が占拠いたします」

「え？　ちょ……、占拠って、そんなテロリストみたいなこと言って……」

「何を今いま更さら。私はテロを起こすためにあなたのお父様の手で創つくり上げられた存在です。いわば生まれながらのテロリストなのですよ。この意味が分かりますよねこの屑。分かっても分からずとも、ただ今をもちまして、あなたの財産・所有物は全すべて私が没収いたしますし、あなたには人ひと質じちになっていただきます」

「そ、そんな無茶苦茶な」

「何かご不満があればお聞きしますよ」少女はおれに歩み寄ると、おれの額ひたいに銃口をぐりぐりと押しつけた。「さあ、どうぞ、仰ってください」

「いえ、不満なんて何もありませんごめんなさい」おれはとても良いい声で返事をする。

　こうして、おれの家はテロリストに占拠されましたとさ。
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「さて、ではまず食事の用意をしていただきましょうか」

　と早速テロリストからの命令を受けて、おれはこの前スーパーで見つけて好奇心で買ったカレールーを使ってカレーを作った。

　出来上がったカレーをテーブルに並べ声を掛けると、少女が着席しテーブルに拳けん銃じゆうを置いた。カレー皿と拳銃の組み合わせはシュールにもほどがある。

「カレーですか。食べるのは久しぶりですね」

　自宅で誰だれかと一緒に食事をするのは父さんが死んで以来、約二年ぶりだった。その相手がまさかムーンチャイルドになろうとは皮肉なものだな、と思った。

　グラスを二つ用意して、冷蔵庫から出したミネラルウォーターを注つごうとしたとき、少女が言った。

「それは炭酸水でしょうか？」

「いや、普通のミネラルウォーターだけど」

「炭酸水はないのですか？」

「ない。おれ、基本炭酸水飲まない人だから」

「……役立たずが」少女は凄すさまじく不満そうな顔でぽつりと呟つぶやく。炭酸水がないだけで酷ひどい言われようだ。

「……もしかして、炭酸水好きなの？」

「別に。水よりは幾分かまし、という程度です」少女は素っ気なく答えたが、多分噓うそだ。お前、絶対炭酸水大好きだろ。

「悪いけど今は水しかないからこれで我慢してくれ。そんなに好きなら今度買ってくるから」おれは言いながらグラスに水を注ぐ。

「人の話を聞いていましたかこの屑くず。私がいつ好きだと言いましたか？」少女はおれを睨にらむ。そこでむきになるのが大好きな証拠だろ。「しかし、まあ、あなたが勝手に買ってくる分には止めはしませんが」

「あ、そうですか」

「では、いただきましょうか」少女はスプーンでカレーを掬すくい口に運ぶ。「──にゃっ！」直後、彼女は短い悲鳴を上げてスプーンを取り落とすと、顔を真まっ赤かにして椅い子すから崩れ落ちた。

「何なに？　どうした？」少女のただならぬ様子におれはびっくりして、テーブルから身を乗り出して少女を覗のぞき込む。

　少女は目に涙を溜ためておれを睨み何か言おうとしたが、喋しやべろうとするたびに激しく咳せき込んだ。

「げほっ……、か……、か……、辛から、すぎ……ます……」彼女は息も絶え絶えに言う。「い……、いつもこんな辛いものを……？」

「え、マジ？　そんなに辛い？」おれは立ち上がり、冷蔵庫から使い切れなくてしまったカレールーの箱を取り出す。パッケージには『辛さ二千倍！　十三階段の向こうが見える！　死刑執行カレー』と書かれている。「面白い名前だから買ってみたんだけど、そっか、そんなに辛いのか。買って失敗だったな」

「辛からいにもほどがありますよっ！　何考えているんですかこの屑くず！」

「わ、悪かったよ。そんなに辛いなら食べなくていいよ」

「いいえ、食べます。クソみたいに辛いですが、ムーンチャイルド狩がりから逃げているときに食べたものと比べればご馳ち走そうみたいなものですから」少女は椅い子すに座り直す。

「そのときは、何を食べてたんだ？」

「雑草、木の根、土、虫」

「……」そりゃ、そんなのと比べたらご馳走だろうよ。

　少女はスプーンを握ったまま黙って死刑執行カレーを睨にらみ続け、やがて、意を決したかのように目を瞑つぶった。

「辛くありません辛くありません辛くありません辛くありません辛くありません辛くありません辛くありません」少女はおまじないのように唱えながらカレーを搔かき込みはじめる。白い顔が一気に赤くなり、両目から涙があふれ、端整な顔を辛さに歪ゆがめ、小さな唇くちびるを腫はらしながらも、少女は「辛くありません辛くありません」と自分を騙だます魔法の言葉を繰り返しながら食べ続ける。何かそこまでされると作った身としてはすげー釈然としない。

　少女の恨うらみごとのような言葉を聞きながら、おれもカレーを一口食べる。そしてすぐにスプーンを置いた。

「──あ、無理だこれ。辛すぎる」

　おれは立ち上がり冷蔵庫から牛乳を取り出し、牛乳を入れてカレーの味を調ととのえようとした。

「待ちなさい！」突然、少女が拳けん銃じゆうをおれに向ける。「一体何をしているのですか？」

「え、え？」おれは反射的に両手を上げる。「何って、味を調えようと……」

「ふざけないでください。私が辛いのを我慢して食べているというのに、あなたは姑こ息そくにも辛さから逃げるつもりですか？　敵前逃亡は銃殺ですよ」

「いや、逃げるとかじゃなくて……、お前も入れる？」

「もう遅い！　何もかもが手遅れです！　私はこのまま食べます！　だからあなたもそのまま食べなさい！　さもないとその空からっぽの頭ず蓋がい骨こつに風穴をくれてやりますよ！」少女は拳銃の撃鉄を起こす。やばい、本気だこいつ。

「わ、分かったよ」おれは観念して牛乳を置き、命を賭として死刑執行カレーを搔き込む。

　驚おどろいたことに、銃口を突きつけられて食べるカレーは何の味もしなかった。結果的に牛乳をかけなくても良かったという素敵な結末。




　食後にシャワーを要求されたので、言われた通りにシャワーの用意をした。ボイラーのスイッチを入れ水温を上げて、新品のバスタオルを出し……、あれ、着替えはどうすんだろう？　まあいいや。そこまで気を回す義理はない。

「用意できたよ」

　少女はリビングのテーブルに置きっぱなしになっていたおれのスマホをおれの鞄かばんの中に入れると、バスタオルと鞄を左手に抱かかえ、右手に拳けん銃じゆうを持って脱衣所に向かおうとした。

「ちょっと待て。何でスマホと鞄も持ってくんだよ」

「どこかに連絡をされないためです。決まりきったこと聞かないでください」

「何で鞄まで……」

「何か文句でも？」少女は拳銃をおれに向ける。

「いえ、全く」

　少女がおれの鞄ごと脱衣所に消え、程ほどなくして、風呂場からシャワーの音が聞こえてきた。

　おれはリビングのソファに身を投げ出すように座り、溜ため息いきを吐ついた。

　何か凄すごく疲れた気がする。

　でも、その疲れは、少女に振り回されてばたばたしたせいでの疲れであって、恐怖から来る疲れではなかった。

　世界テロ紛争を引き起こしたといわれる殺戮の象徴ムーンチヤイルドがすぐそばにいて、しかもおれは彼女から何度も銃口を向けられた。それなのに、おれはこの状況──というかあの少女──に対して、さして恐怖を抱いだいていなかった。むしろおれは、あの子は、あんな風に横暴に振る舞ってはいるものの、根は優やさしい子なんじゃないか、って思っていた。

　そう思ってから、なぜ自分がそう思ったのか不思議に感じた。

　初めて会ったとき、おれがテロに巻き込まれないように警告をしてくれたからだろうか。

　それもあるし……、ああ、そうだ、分かった。

　あの子は、自分のせいでおれが茶髪の男子生徒に殴なぐられたことを気にして、絆ばん創そう膏こうをくれたのだ。

　多分そういうことって、優しさとか思いやりがないと、しないしできないと思う。

　おれは制服のポケットから昨日もらった絆創膏を取り出す。

　ムーンチャイルドだからといって、全員が全員冷れい酷こく無比なテロリストなんかじゃない。

　こうやって、優しいムーンチャイルドだってちゃんといるのだ。

　この絆創膏がその証拠みたいで、そのことが少しだけ嬉うれしかった。

　しばらく絆創膏を眺ながめていると、突然頭の奥がかっと熱く痛くなってきて、脳のう味み噌そが渦を巻く感覚に襲おそわれた。あ、やばい。すっかり忘れていたが、薬が切れる時間だ。薬を使わなきゃ。おれは鞄を探そうとして、少女に持っていかれたことを思い出す。

　燃えるように熱を帯び始めた頭を抱えながら、よろよろと脱衣所に向かい、ドアをノックする。だが、向こうからはシャワーの音が響ひびくだけで、少女の返事はない。もう少し強めにノックしながら「ごめん、鞄から薬取らせて」と大きめの声で言ったが、やはり返事はない。シャワーの音のせいで聞こえていないらしい。

　少女が気づくまでここでぎゃーぎゃー騒ぐよりも、こっそり脱衣所に入って鞄かばんから薬を持ってくる方が手っ取り早い。おれはそう考えて、息を殺してそっとドアを開け中に入った。ぱっと見おれの鞄は見当たらなかったが、脱衣籠かごの中身が、バスタオルと畳たたまれた少女の衣服だけにしては妙に盛り上がっていたので、多分少女の服の下におれの鞄があるのだろう。ちらりと浴室の方を見ると、曇くもりガラスの向こうに、シャワーを浴びる少女のシルエットがぼんやりと浮かび上がっていた。超ぼんやりとしか見えていないが、まだ全然子供体型だなと思った。いや、本当に薄うすぼんやりとしか見えてませんよ？

　脱衣籠からバスタオルと少女の服をまとめて持ち上げたとき、手が滑すべってそれらを落としてしまった。空中でキャッチしようと慌あわてて手を伸ばしたが、その手が勢いよく服にぶつかり、結果的に服を床に散らかしてしまった。

「うわ、やべ」

　慌てて服を拾おうとして、おれは死後硬直みたいに動きを止める。バスタオルや服と一緒に、色気も何もない白いブラジャーとショーツも散乱してしまったのだ。

　やばい。本当にやばい。

　服を戻すためには、当然ブラジャーとショーツも拾って、元通りに畳まなければならないのだが、果たして、おれはこれに触っていいのだろうか。触ってしまったら、その瞬しゆん間かんに変態になってしまいそうな気がする。だって、今のおれの様子は「中学生の女の子がシャワーを浴びている間に、こっそりその子の服を漁あさっている男。しかも下着に手を伸ばそうとしていますが何か？」状態でしかないのだ。うわ、思った以上に変態に聞こえて死にたい。

　だが、おれはすぐに考えを改める。まあ、確かに客観的に見れば変態に見えるかもしれない。でも、元はと言えば、少女がおれの薬を鞄ごと持っていったから悪いのだ。おれは発作を抑えるために薬を取りに来ただけで、やましい気持ちはこれっぽっちもないのだ。おれは正しい。はい、言い訳終了。ていうか、そろそろ本当に発作が来そうだ。頭ががんがんしてきて、脳のう味み噌そが沸ふつ騰とうしかけている。

　やましい気持ちはないですよー。おれは自分に言い聞かせながらショーツを手に取る。

　その直後、おれの頭のすぐ脇わきを亜音速で何かが通過して、おれの横にあった洗面台に突き刺さった。一瞬遅れてやってきた風圧がおれの頰ほおと髪を荒々しくなぶる。

　恐る恐る横目で見ると、それは鈍く光る高周波ブレードの刃やいばだった。さらに恐る恐る振り返ると、浴室のドアが数センチだけ開いていて、そこから高周波ブレードが突き出しているではないか。その上、ドアの隙すき間まから、まるでホラー映画の一幕のように少女の右目だけが覗のぞいていたから余計怖い。一瞬本気で漏もらしそうになる。ああ、最悪だ。よりによって一番見られちゃいけない場面を見られてしまった。おれは絶望で死にたくなる。

「人の気配を感じると思ったら……、あなた、人ひと質じちの分際で私の下着を漁るなど随ずい分ぶんいい度胸ですねこの屑くず、ゴミ、変態、性犯罪者」右目に侮ぶ蔑べつの光を浮かべ少女は言う。

「い、いや、別に漁あさってたわけじゃ……」おれはショーツを手放し弁解する。呼んでも聞こえなかったくせに気配は察知すんのかよ。「てかそんな物ぶつ騒そうなもの持って風呂に入るなよ。──じゃなくて、そう、薬。薬を探してたんだ。鞄かばんの中に入ってて、それがないと発作がやばくて」

「最さい期ごの言葉にしては、言い訳がましくてつまらないですね。まるであなたの人生のようです」

「いや、噓うそじゃなくて本当に発作が──」言っているそばから動どう悸きが激しくなり、血管に炎を流し込まれたかのように全身が熱くなる。頭が割れるように痛み、呼吸が浅く不規則になり、おれは喉のどを搔かきむしりながらその場に崩れ落ちる。酸欠の金魚みたいに口をぱくぱくさせて鞄に手を伸ばそうとしたけれど、目の前が真まっ赤かになって鞄がどこにあるか分からない。

「──まさか、本当に発作なのですか？」おれの異変に気づき、少女の声こわ色いろが真剣なものになる。

「だ……」だからそうだって言ってんだろ！　と言おうとしても声が出ない。「か……、かば……ん……」おれは鞄を探して手を動かすが空を摑つかむばかりだ。

　いよいよやばくなってきて、でも、自分ではもうどうにもできなくてもがいていると、浴室のドアが勢いよく開く音がした。

「もう……、持病持ちなら先にそう言ってくださいこの屑くず」少女の声に、鞄の中身をひっくり返すような音が重なる。「薬、薬…………。ありました。これですね」

　少女が吸入器をおれの手の中に押し込む。おれは吸入器のノズルを鼻に差し入れ、薬を噴射する。すぐに薬の効果が出て、全身の熱と赤い眩暈めまいがすっと引き、おれは安あん堵どの溜ため息いきを吐つく。

「ごめん、助かった」

　言いながら顔を上げたおれの目に飛び込んできたのは、バスタオルで申し訳程度に身体からだを隠した、あられもない少女の姿（幼児体型）だった。濡ぬれて輝く黄金の髪はとても綺き麗れいだったが、悲しいくらいに真っ平らな胸や棒切れみたいに細い太ふと腿ももには、一切色気が感じられなかった。
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「──見ないでくださいこの屑変態！」少女が怒号とともにおれの頭を摑み床に押しつける。さらに少女の手がおれの頭を万まん力りきのように締めつけ頭ず蓋がい骨こつが軋きしむ。

「ご、ごめん！　てか、マジで痛い！　頭蓋骨割れちゃうから勘かん弁べんして！」

　少女はムーンチャイルドの腕力にものを言わせ、ゴミを不法投とう棄きするみたいにおれを脱衣所の外へと放り投げると、音速に迫る速度で脱衣所のドアを閉めた。

「──もし次に同じことをしたら、たとえ不可抗力であっても、その首をねじ切りますよこの屑変態」

　ドアの向こうから不ふ穏おんな台詞せりふが聞こえてきて、おれは今自分が生きていることを神様に感謝した。まあ、神様なんて信じてねーけど。




　リビングに戻りソファに座ってしばらくぼんやりしていると、シャワーを終えた少女が姿を現した。シャワーを浴びる前と服装は変わっていない。替えの服を持っていないのだろうか。お互いに先さき程ほどのことには触れない。そういう暗黙の空気があった。

　少女がテーブルに拳けん銃じゆうを置きおれの向かいに座る。左手にはおれが大事にとっておいたアイスクリームを持っている。勝手に人ん家ちの冷蔵庫開けるなよ、と言うと銃を突きつけられるので言わない。

　少女は脱衣所に残したままだった吸入器をおれに投げてよこすと、無言でアイスクリームを食べ始める。おれも無言。壁かべに掛かった時計の秒針がキチキチと規則的に動く音が妙にうるさかった。

　沈黙に耐え兼ね、おれは口を開く。

「そういえば、名前聞いてなかったよな」

「人ひと質じちに教える義理はありません」少女は冷たく言う。

「そう。じゃあ、適当に呼ぶ。屑くずが口くち癖ぐせみたいだから、屑くず子こちゃんでいい？」

「早死にがご希望のようですね」少女がこちらに拳銃を向けたので、おれは脊せき髄ずい反射でホールドアップする。

「ちょ、落ち着けって。素直に名前教えてくれたら済む話じゃん」

「そのような呼び名を選せん択たくすること自体、撃ってくれと言っているようなものでしょう？」

「でも、本名が分からないなら口癖とか特徴で呼ぶしかないじゃん。あ、そうだ。型かた番ばんは？　ムーンチャイルドなら型番あるだろ？　年齢からすると第二世代っぽいから、Ｅ・Ｇシリーズあたりか？」

「命めい川かわ景かげ臣おみの息子むすこなだけあって、多少は詳しいようですね。仰おつしやる通り、私の型かた番ばんはＥ－００３Ｃ１。俗に言う第二世代です」

　ムーンチャイルドはその生産時期により第一世代から第三世代に分類される。Ａ～Ｄの型番を持つムーンチャイルドは第一世代、Ｅ～Ｉは第二世代、Ｊ～Ｎが第三世代と呼ばれているが、第三世代に関しては、試作の段階で世界テロ紛争が終結し計画凍結となったため、第一・第二世代と違い量産されるには至っていない。蛇だ足そくだが、試作ムーンチャイルドの型番にはＸが付くので、第三世代の正確な型番はＸＪ～ＸＮになる。

「Ｅ－００３。イーサン。いーさん。ああ、じゃあ日本人ぽく発音して『伊い井いさん』でいい？」

「結構です」

　それが肯定の意味か否定の意味か一いつ瞬しゆん迷ったが、多分肯定だろう。

「じゃあ、伊井さん。急に真ま面じ目めな話をするけど、昨日お前が領事館を襲おそったのは、憂ゆう国こくの鷹たかとの契約テロだったんだろ？　そのあとで城しろ山やまファイナンスにいた憂国の鷹メンバーが全滅したみたいだけど、まさかそれもお前が？」

「ええ。私がやりました」伊井さんはあっさり認める。「ですが、あれは正当防衛です。私に非はありません」

「正当防衛？」過か剰じよう防衛の間違いじゃないのか。「何かあったの？」

「仰る通り、私は城山ファイナンスの社員──憂国の鷹の方々との間に、命川景臣の居場所を教えてもらう代わりに領事館テロを実行する、という契約を結んでいました。ですがテロ実行後、先方は命川景臣の居場所を教えてほしくばもう一度テロを実行しろ、と言ってきたのです。私がそれをお断りしたところ、先方が怒って私に銃を向けてきましたので、仕方なく、その場にいた全員を皆殺しにして差し上げました。……まあ、一人だけ残しましたから、正確には皆殺しではありませんが」

「それにしても、ビルまで爆破することはなかったんじゃないか？」

「それは私のしたことではありませんし、そもそも、あれは爆発ではありません」伊井さんが言ったとき、アイスクリームの上部が溶けて伊井さんのない胸の上に落ちた。「──にゃっ、しまった！」

「何やってんだよ」おれはティッシュを数枚とって彼女に投げて渡す。

「私としたことが、うっかりしていました」伊井さんはティッシュで服に付いたアイスを拭ふき取る。

　その様子を見ていて初めて、おれは伊井さんの服が薄うす汚よごれていることに気づいた。

「その服、まさかしばらく洗濯してないのか？　てか、着替えとか持ってないの？」

　図星だったのだろう。伊井さんは嫌いやそうに顔をしかめた。

「この服が、私の持っている服の中で一番綺き麗れいなものなのです」

「それで一番綺き麗れい？　マジで言ってんの？」

「仕方ないでしょう。ムーンチャイルド狩がりからの逃亡生活や命めい川かわ景かげ臣おみの行方ゆくえを捜す中で、服を買い替える余裕なんてなかったのですから」伊い井いさんはそう言ってから、ふと思いついたかのように目を輝かせた。「ですが、逃亡生活も今日で終わりですから、新しい衣服を購入するのもいいかもしれませんね。明日早速調達しましょう。あなた、明日は学校ですか？」

「あ、うん。一応」

「では、明日の放課後、私が服を調達するのに適した店に案内してください」

「別にいいけど……、金持ってるの？」

「私の財布なら、ほら、ここに」そう言って伊井さんはおれを指さす。

「……あ、そう。では明日ショッピングモールにご案内いたします」おれは力なく返事をする。服の話なんてしなきゃよかった。




　　　　　　　７




　新しん東とう京きよう都と警察庁公安部公安六課。

　パソコンに向かい事務仕事をしていると、背広を肩に担かついだ山やま木きが近づいてきた。

「おい、汐しお見み、明日の事件現場に張りつく時間だ」

　パソコンの時計を見ると午後五時を回っていた。昨日の領事館テロから既すでに丸一日が経たっていた。

「了解」俺おれは立ち上がり、山木とともに部屋を出て一階玄関に向かう。

　今朝けさ、直属の上司である公安六課課長の鈴すず森もり周しゆう一いち郎ろうから、オラクルシステムが予測した、明日以降起こりうる事件の詳細が発表された。

　それによると、明日の午前七時頃ごろ、国会議員の新にい村むらがテロリストにより乗っていた車ごと爆殺されるらしかった。そのテロを未然に防ぐため、既に数名が現場周辺の警戒にあたっていた。俺と山木は現場警戒の交代要員として、午後六時から明日の午前八時まで現場に詰める予定だった。オラクルシステムの予測犯人像は十代の少女ということだが、恐らくムーンチャイルドとみて間違いないだろう。契約テロか、それとも、最近動きが活発になっているテロ組織、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの犯行か。

　部屋を出て、エレベーターで一階に向かっている間中、山木は険しい顔をしていた。昨日、オラクルシステムでムーンチャイルドによる領事館テロを予測していながら、犯人を逮捕できなかったことに相当苛いらついているみたいだ。それに加え、憂ゆう国こくの鷹たかと関係の深い城しろ山やまファイナンスが入居するビルが崩壊し、社員が全員死亡したことも、山木を苛つかせる要因になっているのは間違いなかった。

　世界テロ紛争終結後、国家主導によるムーンチャイルドのテロはなくなったが、過激な宗教団体や反政府組織などによるテロまでもがなくなったわけではない。むしろ、それら「普通の人間」によるテロは増える一方だった。

　ただ、そういうテロ組織も最近は、今回の領事館テロのように、テロ契約によりムーンチャイルドにテロを実行させることが増えたため、世界テロ紛争終結後、「普通の人間」によるテロは減ったが、ムーンチャイルドによるテロは一向になくならない、という誤解を一般市民に与えていた。そのため今でも、ムーンチャイルドは全世界の人間から「人じん外がいの力を持つテロリスト」として怨えん嗟さの眼まな差ざしを向けられている。

　昨日の、城しろ山やまファイナンスの社員の死亡とビルの崩壊は、実はオラクルシステムによって予測されていたのだが、この事件を防ぐためにテロ鎮ちん圧あつ隊たいが動くことはなかった。

　被害者がテログループのメンバーであり、テロ鎮圧隊が身を挺ていして救うに値しないことに加え、予測犯人像があまりに特殊なため、テロ鎮圧隊が犯行を食い止めることは極めて難しい、と鈴すず森もり課長が判断し出動を見送ることになったのだ。

　鈴森課長が「予測犯人像が特殊」という表現をするとき、犯人はテロ鎮圧隊の装備と制圧力をもってしても敵かなわないほどの戦闘力を有したムーンチャイルドであることがほとんどだった。

　鈴森課長が「ムーンチャイルド」とはっきり口にしないのは、ムーンチャイルドの存在が国家的に否定されているため、警察内でもムーンチャイルドという単語の使用が禁止されているせいだった。ただ、それはあくまで上層部だけの話で、実際現場に出る俺おれや山やま木きなどの下っ端ぱは、普通にムーンチャイルドという言葉を使っている。

　あの雑居ビルの崩壊に関して、マスコミへの発表は「爆弾が爆発したため」となっているが、実際は犯人のムーンチャイルドが何かしらの超能力サイを使ってビルを吹き飛ばしたのだ。たった一人で、武器も使わずにビルを吹き飛ばすことができるとは……。ムーンチャイルドの恐ろしさを俺は改めて感じた。

「昨日の城山ファイナンス壊滅についてだが、どうも領事館テロと同じムーンチャイルドが嚙かんでいるらしい」山木が急に口を開く。

「そうなんですか？」

「ああ。そっちの捜査を担当している同どう僚りようから聞いたから間違いない。それに、城山ファイナンスには、近ちか頃ごろそのムーンチャイルドを含めた二人のムーンチャイルドが出入りしていたらしいが、二人とも昨日から行方ゆくえをくらませてるって話だ」

「二人で城山ファイナンスを壊滅させて逃走したということでしょうか？」

「さあな」

　エレベーターを降りエントランスへ向かっているとき、俺は向こうから見慣れた女子高生が歩いてきたことに気づいた。向こうもこちらに気づき、ふにゃりと顔を緩ゆるませて微笑ほほえむ。

「こんにちはぁ、汐しお見みさん、山木さん」

「おや、鈴森のお嬢さんじゃあないですか」山木が言う。「またいらしたんですか？」

「はい。ええとぉ、お父様に聞きたいことがあってぇ。お父様、いますか？」

「鈴すず森もり課長なら、今の時間は長官との打ち合わせのはずだよ」俺おれは答える。

「えぇ、そうなんですかぁ？　何時くらいに終わりますかぁ？」

「六時くらいじゃなかったかな？」

「じゃあ、それまでこの中をお散歩しながら待ってよおっと。……あ、そうだぁ、汐しお見みさん、山やま木きさん、昨日の領事館テロのことで、何か知ってることがあったら教えてほしいんですよぉ。何かぁ、友達がそのテロに巻き込まれたからぁ、その後どうなったか知りたいって言うのでぇ」

「巻き込まれた？」俺は言う。「もしかして、その友達って命めい川かわ景けい君？」

「あ、はい～、そうですよぉ。同じクラスなんです」

「はっ、世間は狭いな。昨日のガキがまさかお嬢さんのクラスメイトとは」山木は言う。「ただな、お嬢さん。いくら課長の娘だからって捜査情報は教えられないな」

「えぇ、けちぃ～。いいもん。お父様に聞くもん」

「鈴森課長だって教えてくれないだろうよ。あの人は公私をきっちり分けるからな」

「大だい丈じよう夫ぶ！　頑張って聞いてみるからぁ！　それじゃあ、山木さん、汐見さん、ありがとうございましたぁ」こころは微笑ほほえんで頭を下げると、のんびりした足取りでエレベーターへと向かっていった。

「……しかし、時代も変わったな」こころの後ろ姿を目で追いながら山木が呟つぶやく。「昔は身内が警察庁内をうろうろするなんてあり得なかったがな」

「いいじゃないですか、別に悪さをするわけでもないんですから。課長のお嬢さんなら身元も確かですし」

　こころの出入りが黙認されているのは公安六課課長の娘だからというだけではなく、こころ本人の美び貌ぼうや性格の良さもあってのことだ。彼女のためにお菓子を用意したり、支障のない範囲で捜査情報を教える職員もいるくらいなのだから、心の底から彼女を迷惑だと思っている者はいないだろう。

「それにしても、未来の事件の捜査をするってのは、相変わらず気分が悪いな。オラクルシステムを使って捜査してるんじゃなく、オラクルシステムに使われてる気がしてならないぜ。……ったく、十台直結のスーパーコンピューター様だか何だか知らんが、まさかコンピューターに顎あごで使われる日が来るとは思いもしなかったぜ」

「十台じゃなくて七台ですよ。それに、いいじゃないですか。コンピューターに使われようが何しようが、事件を未然に防ぐことができれば、それに越したことはありませんよ」

「けっ、優等生みたいな返事しやがって」山木は苦い顔をする。




　午後五時過ぎ。

　私は警察庁長官の宮みや永ながとともにエレベーターに乗り、操作パネルの下部にあるカードリーダーに専用のカードキーを差し込んだ。操作パネルが上にスライドし、中に隠されていたパネルが姿を現す。黒いボタンを押すと、エレベーターはゆっくりと上昇を始める。

「鈴すず森もり君、再さ来らい週しゆうにさくら会館で行われるテロ犠ぎ牲せい者しや追つい悼とう式典の会場警備計画はどうなっている？」宮みや永ながが聞く。

「既すでに完成しております。これでオラクルシステムの予測が出そろえば、世界最高水準の警備になると言っても過言ではないでしょう」私は答える。私は公安六課課長としてテロ犠牲者追悼式典会場警備の実質的な責任者を任されていた。「六合くにの御み子こ様を狙ねらうテロは、全すべて未然に阻そ止ししてみせます」

「うむ」宮永が満足げに頷うなずく。

　六合御子は、古来より統治者として日本の頂点に君臨してきた君主の称号だ。昔は政治的・軍事的な最高権力者であったが、日本が民主主義国家となって久しい現在では、実質的な権力を持たない「国家の象徴的存在」となり、もう国政には関かかわることはなくなった。しかし、それでも六合御子が国家で最も貴たつとい身分の方であることには変わりない。

　今回の追悼式典には、その六合御子が出席されるのだ。そのことを考えるだけで身が引き締まる思いだった。

　エレベーターが止まり、ドアが開く。階を示すパネルは文字化けしたように点滅している。エレベーターを降り、三枚のドアを暗証番号・網もう膜まく認証・静脈認証で通過して白い廊下を進むと、前面がガラス張りになっている白い部屋の前に辿たどりついた。部屋の前には女性警官が微動だにせずに立っている。

　ガラス壁へきの向こうでは、黒い衣服に銀髪の絶世の美少女が、安楽椅い子すの上で足を組み本を読んでいる。自分の娘より少し年下だ。私はこの子を見るたびに娘を思い出す。

「ソフィヤ・レオノヴナ」

　宮永が呼びかけたが、ソフィヤは顔すら上げない。

「ソフィヤ・レオノヴナ。聞こえているのか！」苛いら立だった宮永が声を荒げる。

「喚わめくな。耳が腐くさるから死ね。一日二回死ね」凍いてつくような声で少女は返事をする。「一日二回死ぬと、一年で七百三十匹の宮永が積み上がるわけだ。さぞかし醜みにくいピラミッドができるだろうな。人によっては豚が積み上がっていると勘かん違ちがいするかもしれないけれど、どちらも大差ないから、間違えたところで問題はないから死ねばいいと思う」ソフィヤは喉のどを鳴らすように笑う。宮永はかなり肥えた体型をしている。

「何だとっ！　小娘の分際で私を馬ば鹿かにするのか！」宮永が顔を赤くして怒鳴る。

「正解。わたしは、小娘を監禁して利用している人の形をした豚を馬鹿にしているのだ。馬鹿にされていると気づいただけ、豚にしては知能が高い個体と言えるから死ね」

　宮永がガラス壁に詰め寄ろうとしたので、私はさりげなく宮永の進路に割って入り、銀髪の少女に目を向けた。

「言葉遊びをしに来たわけではない。ここに来たのは仕事のためだ」

「本当に仕事が好きだね。過労死すればいいのに」

「新しん東とう京きよう都とを狙ねらうテロの阻そ止し。再さ来らい週しゆうに迫った追つい悼とう式典の警備計画。お前に協力してもらわねばならない事案が山積みだ。ではまず──」




　ソフィヤとの打ち合わせを終えたときには、時刻は午後六時を回っていた。彼女から聞き出すべきことはさほど多くないものの、彼女が憎にくまれ口を叩たたき話を脱線させるため無む駄だに時間を食ってしまったのだ。

　宮みや永ながと別れ公安六課の課長室に戻ると、私のデスクに誰だれかが座っていた。

「──誰だ。そこで勝手に何をしている」私は咄とつ嗟さにきつい声を出したが、すぐにその正体に気づき緊張を解く。「……何だ、こころか。驚おどろかせるな」

「あ、お帰りなさぁい、お父様ぁ」愛まな娘むすめが革張りの椅い子すから立ち上がり、こちらに歩いてくる。「お仕事お疲れ様です～」

「勝手にこの部屋に入るなといつも言っているだろう。……全く、我が娘ながら聞き分けのない子だ」私は苦笑しながら娘の頭を撫なでる。こころはくすぐったそうに頰ほおを緩ゆるませる。その愛らしい表情を見るだけで、仕事のストレスは全すべて吹き飛んでゆく。

「ごめんなさい。聞きたいことがあったのぉ」

「何だ。言ってみなさい」私は先さき程ほどまでこころが座っていた椅子に腰を下ろす。

「実はぁ、昨日の領事館テロにぃ、私のお友達が巻き込まれたのよぉ。それで、そのお友達が、それから犯人がどうなったとか、どれくらい被害が出たとか、色々知りたいって言ってきてぇ」

「高校生がテロに巻き込まれたと報告書に書いてあったが、まさかお前の友達だったとは……。世間は狭いな」

「ん～、山やま木きさんにも同じこと言われたよぉ。……あれ、汐しお見みさんだったっけなぁ？」

「悪いが、捜査情報は人に教えることはできない」

「え～、いいじゃない～。娘なんだしぃ。ね？　内緒で教えてよぉ」

「駄目だ。わきまえなさい」私はデスク上の書類に目を落として仕事を再開する。これ以上話すことはないという意思表示だ。

　それから十分ほど、こころは恨うらめしそうな目でこちらを見つめていたが、私が根負けしそうになった直前、「もういいもんっ！」と唇くちびるを尖とがらせて部屋を出ていった。

　職務上の秘密を守ることは当然のことではあるが、可愛かわいい娘の頼みを断った罪悪感が私の心にこびりついた。

　今日はこころの好きなルイズのチョコレートケーキを買って帰ろうか。
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　自宅を伊い井いさんに占拠された翌日、おれはあくびを嚙かみ殺しながら登校した。

　昨日、おれは伊井さんに離れの空あき部屋を用意して、自分の部屋で寝たのだが、おれが妙な気を起こさないように（夜中にこっそり部屋を抜け出して警察に駆け込むなど）、伊井さんは離れで寝ずに、一晩中おれの部屋の前で見張りをしていた。ドア越しにずっと伊井さんのプレッシャーを感じ続けたせいで、おれは昨日ほとんど眠れなかったのだ。

「あー、くそ、授業中居眠りして先生に怒られたらお前のせいだからな、伊井さん」生徒玄関で靴くつを履はきかえながら、おれは独り言にしては大きな声で呟つぶやいた。この声は制服の内ポケットに仕込まれた盗聴器を通して伊井さんの耳に届いているはずだ。

　その盗聴器は、今朝けさ伊井さんの手により仕込まれたものだった。伊井さんの目の届かないところで、おれが警察に通報したり、伊井さんのことを誰だれかに喋しやべることがないように、だ。おれに盗聴器を仕込んだ後、伊井さんは拳けん銃じゆう片手に笑顔でこう言った。

「もし私のことを誰かに喋ったり盗聴器を外すような真似まねをすれば……、どうなるか分かっていますね？」

　直接言葉にはされなかったが、もしそんな真似をしたら、きっとおれの頭ず蓋がい骨こつに風穴が空くことになるのだろう。朝っぱらから物ぶつ騒そうすぎて死にたくなる。

　教室に入って席に着くと、こころがにこにこしながら近づいてきた。

「おひゃよう。命めい川かわ君」

「おはよう。挨あい拶さつくらい嚙まずに言えよ」

「あのねあのね、昨日お父様のところに行ってきたのよぉ」

「え、まじで行ってきたの？　お前、凄すごいな」

「えへへ～、凄いでしょ～」こころは自慢げに胸を張る。

「で、何か収しゆう穫かくは？」

「あのね、お父様、何も教えてくれなかったのよぉ。酷ひどいよねぇ！」

「えっと……、何が酷いのか全く分からないんだけど」

「だって、娘に何も教えてくれないのよ。それってずるくない？　私が実の娘じゃないからかなぁ」

「いや、警察のお偉えらいさんだったら、機密事項も多いだろうし、仕事の内容は身内にも話さなくて当然じゃないか。──って、え？　実の娘じゃないって？　何その衝しよう撃げき的てきなカミングアウト？」

「私、小さい頃ころにテロで本当のお父さんとお母さんを亡なくして、施設で育ったのよぉ」

「あー」

　それ以上は聞かずとも分かった。世界テロ紛争時、上流階級セレブの間で、テロで両親を亡なくした子供を養子に迎えるのが一種のステイタスだとされていた時期があったのだ。多分、こころもその時期に今の両親に引き取られたのだろう。

「まあ、ともかく、何も分からなかったことは分かった」

「あ～、何かその言い方棘とげがあるなぁ。私のこと、全然ダメな子だと思ったでしょ～？」

「いや、聞きに行ってくれただけで嬉うれしいよ、まじで。ありがとな」

「ううん、その顔は絶対ダメな子だと思ってるはずよぉ」こころは机に手をつき、ぐっと顔を寄せてくる。人の心の声をねつ造すんなよ。あと、近いって。「分かったわぁ。次こそ聞き出してくるから期待しててねぇ。……あ、そうそう。聞いたらすぐ連絡するからぁ、連絡先交換しようよ」

「いいよ」おれはスマホを取り出そうとブレザーのポケットに手を入れ、自分がスマホを持っていないことを思い出した。警察とかに連絡させないため、昨日取り上げられたままだった。「あー、悪い。スマホ接収されたんだった」

「雪せつ舟しゆう？」

「ええと、家に忘れてきたんだ」

「家に忘れてきたことを雪舟っていうのぉ？」

「言わねえよ」

「え？　だって今命めい川かわ君がそう言ったじゃない？」こころは不思議そうな顔をする。

「……聞かなかったことにしてくれ」

「うん、分かったぁ。聞かなかったことにするねぇ！」こころはにこにこしながら元気に返事をする。アホみたいに素直な子だ。伊い井いさんもこれくらい素直だったら可愛かわいいのに。

　薬やく師しが教室に入ってきた。薬師はおれとこころに気づくと、亜あ麻ま色いろの髪を揺らしながらこちらにやってきた。

「こころ、おはよう。命川も」

「おはよ」「おはよぉ」

「こころ、今日も放課後掃除当番だからな。忘れんなよ」薬師は言う。

　こころは暫しばらくぽかんとしたあと、何か思い出したかのように力強く頷うなずいた。

「………………あ、ええっと……、うんっ！　大だい丈じよう夫ぶ！　忘れてないから！」

「今ぜってー忘れてたじゃん」薬師は皮肉っぽく唇くちびるを歪ゆがめる。「まあいい。折せつ角かく思い出したんだから、放課後まで忘れんなよ。忘れたら殴なぐるからな」

「うんっ！　頑張るぅ！」こころは元気に返事をする。「殴られても痛いの我慢するねぇ！」

「頑張るのそっちじゃねえよ！」おれと薬師は同時にツッコむ。




　そのまま何事もなく放課後になった。

　教室を出ようとしたとき、クラスメイトの男子から声を掛けられた。

「命めいちゃん、これからみんなでカラオケとか行くんだけど、お前も行かね？」

「悪い。今日は用事があるんだ」

「何だよ。もしかして女と待ち合わせか？」

「あー」おれは一いつ瞬しゆん返事に悩む。女テロリストと待ち合わせ、と素直に答えても可哀かわい想そうな目を向けられた上、伊い井いさんに風穴を空あけられるのが目に見えているため、取り敢あえず「残念。ただの買い出し」と答えた。

　クラスメイトと別れて学校を出る。午後から降り出していた雨が、おれの下校に合わせるように急に勢いを増したので死にたくなる。下校の生徒でごった返すバスに乗って新しん東とう京きよう都との東端・萌もえぎ野の区くにあるショッピングモールに向かう。

　ショッピングモール前でバスを降り、待ち合わせ場所の建物入り口で伊井さんを待つ。雨は次第に強くなってゆき、ショッピングモールから漏もれる喧けん騒そうは雨音のノイズに搔かき消されて全然聞こえなくなった。

　待ちながら思う。おれ、馬ば鹿か正直にムーンチャイルドと待ち合わせしてるな、と。

　恐らく、ごく真っ当な判断力の持ち主であれば、とっくに近くの警察署に駆け込み助けを求めているに違いない。

　一応おれは真っ当な判断力を持っているつもりだが、警察に行く気にはなれなかった。

　それは、伊井さんに盗聴器を仕込まれているから、というだけではない。

　父さんの言葉を思い出したからでもあった。

　父さんはいつも言っていた。「全すべてのムーンチャイルドは私の息子むすこ・娘だ。だから、もし、いつかお前の前にムーンチャイルドが現れ、助けを求めてくることがあったら、できる限り手を尽くしてやってくれ」と。

　おれは伊井さんに家を占拠され、人ひと質じちにされただけなので、正確には助けを求められたわけではないが、伊井さんが困っていることは明らかだった。

　昨日は、伊井さんが急に現れおれもテンパっていたので、父さんの言葉を思い出す余裕などなかったのだが、今になってようやく気づいたのだ。父さんが言った「いつか」とは昨日のことだったのかもしれない、と。




　待ち合わせ時刻を二十分ほど過ぎたところで、ようやく伊井さんが姿を現した。服装は昨日と同じワンピースとパーカー。彼女は隙すきのないきびきびした足取りで歩いてくる。

「遅かったね。まず腕時計でも買おうか？」

「いいですね。どうせあなたのお金ですから高いものを買いましょう。待ち合わせ時間前にはもう着いていましたよ。ただ、あなたが盗聴器では分からない方法で警察と接触した可能性も考こう慮りよして、周囲に警察関係者らしき人物がいないか確かめていたのです」伊井さんが応こたえる。「もし警察を呼んでいたら、あなたの頭ず蓋がい骨こつに風穴を空あけて、そこにワイヤーを通してショッピングモールの天井から吊つるして差し上げようと思っていたのですが、実現できなくて残念です」

「怖いこと言うな。危なく漏もらすところだった」

「先に買うべきはあなたのおむつのようですね」

「紙おむつと布おむつ、どっちが似合うと思う？」

「知りません」

　建物に入り、まずＡＴＭで金を引き出す。国家機密の研究をしていただけあって、父さんはかなりの額の貯金を残してくれていた。父親がムーンチャイルドで稼かせいだ金をおれがムーンチャイルドのために吐き出すことに全く違和感はなかった。店内マップで中高生向けの服を売っている店をピックアップする。

「この辺りのショップなら、着るものも揃そろうと思うよ。じゃ、頑張って。おれは本屋で立ち読みでもしてるから」

「何を愚おろかなことを言っているのですか。あなたも来るのですよ？」

「え、何で？」

「決まっているでしょう。監視のためです。人ひと質じちに自由に本を立ち読みする権利があるとお思いですか？」

「……」理り不ふ尽じんだと思ったが、ここで反論しても銃を突きつけられるだけなのは昨日学習している。

　おれは伊い井いさんに連行されるように二階のショップに向かった。

　伊井さんの服の選び方は、ファッションを楽しむというより、軍人が基地で弾丸や食料を補給するような作業的なものだった。実際買った服も今着ているものと同じようなデザインのワンピースやパーカーばかりで、着慣れているものを機械的に調達しているだけのようだった。

「さあ、衣服はこんなもので十分ですね。では荷物は人質が持ってください」伊井さんは荷物をおれに押しつける。

「何か、同じような服ばっか買ったな」

「何か文句でも？」

「いや、折せつ角かく可か愛わいいんだから、もっと服にバリエーションつけたらいいのにって思っただけ」

「可愛くて当然です。ムーンチャイルドなのですから」伊井さんはさらりと答える。

　ムーンチャイルドは、他国に潜入して単独あるいは少数で破壊工作を行うことを前提に造られた。効率的に破壊活動を行うには、現地に協力者を作るのが手っ取り早い。そして、騙だますにしろたぶらかすにしろ、現地の人間を協力者に仕立て上げるには、容姿が整っている方が圧倒的に有利だ。そのため、ムーンチャイルドは基本的に美しい容姿になるよう遺伝子的にデザインされているのだ。

「しかし、私のことを可愛かわいいと判断できるあなたの審美眼は、少しは評価して差し上げます」

「何だよ、その持って回った言い方は。もしかして照れてんのか？」

「違います」

「噓うそ吐つけ。照れてるじゃん」

「しつこいですよ屑くず」伊い井いさんが踵かかとでおれの足の甲を踏みつける。

「──！」おれは痛みに声も出ずその場にうずくまり足の甲を押さえた。

「そうだ、いいことを思いつきました。あなたの要望通り、これから可愛らしいハイヒールでも買いに行きましょうか。ハイヒールで踏めば足の甲に穴を空あけることもできるでしょうね」

「暴力のバリエーションはいらねえよ！」おれは涙目になりながらツッコミを入れる。

　続いて靴くつ屋やに行き伊井さんはやっぱり同じようなブーツを買った。ハイヒールは買わなかった。安心だ。でも荷物は持たされる。理り不ふ尽じんだ。

　買い物をする伊井さんの様子は、言い方は変だが、実に普通だった。誰だれがどう見ても、年とし頃ごろの女の子が普通にショッピングをしているようにしか見えなかった。

　こうしていると、彼女がムーンチャイルドだということが信じられなくなりそうだ。まるで女友達と一緒にいるような……、いや、むしろ我わが儘ままな妹の買い物に付き合わされているような、そんな感覚だ。まあ、妹なんていたことねーけど。

「さあ。次はあそこに行きましょう」

　両手いっぱいに荷物を抱かかえながらふらふらと伊井さんの後に続いていたおれは、伊井さんが目指したショップを見て足を止めた。

「人ひと質じちのくせに急に止まってどうしました？」伊井さんが振り返る。

「いや、どうもこうも、お前、あそこに入ろうとしてんのか？」

「ええ。それが何か？」

「悪いけど、一人で行ってくれ。いや、行ってください」

「我儘言わないでくださいこの屑。あなたを私の目の届かないところにやるわけにはいかない、と先さき程ほども説明したでしょう」

「それは聞いたさ。でも、あそこは無理。銃突きつけられても入りたくない」

　おれの視線の先には、色とりどりの下着を身に着けたマネキンが並ぶ店があった。男子禁制の荊いばらの園その、ランジェリーショップだ。

「駄だ目めです。来なさい」伊井さんはおれの胸むな倉ぐらを摑つかんで強引に連れていこうとする。

「いや、ホント勘かん弁べんしてくれ。絶対逃げないからここで待たせてくれ。あ、そこにベンチがあるじゃん。おれ、あそこで大人おとなしく待ってるから。あそこなら、おれが逃げようとしてもすぐに分かるから大だい丈じよう夫ぶ。てか、絶対逃げないからベンチで待たせてください」

「……そこまで懇こん願がんするなら、まあいいでしょう」伊井さんは溜ため息いき交じりに言う。「では、あなたはそこのベンチで待機していてください。ただし一歩でもベンチから離れたら即銃殺ですから肝きもに銘めいじてください。分かりましたか？」伊い井いさんは可愛かわいらしく微笑ほほえむが、よく見ると目は笑っていなかったから逆に怖い。

「はい」おれは命じられるまま、犬のように従順にベンチに腰を下ろし足元に荷物を置く。伊井さんがランジェリーショップに入ってゆくのを横目で見送る。店に入る直前、伊井さんが振り返り「逃げたら銃殺」と目で威い嚇かくしてきたので思わず立って敬礼をしてしまう。

　伊井さんが店内に消え、おれはほっとしてまたベンチに座る。それまで緊張していたからか喉のどが渇かわいてきた。少し離れたところに自販機があるのを発見。早速ジュースを買いに行こうとして逡しゆん巡じゆん。ジュースを買いに行くにはベンチから離れなければならない。だが、ベンチを立てば射殺。どうしよう。いや、でも、おれには人ひと質じちとしての有用性がまだある（住居の提供、資金の提供など）からそう簡単には射殺されないだろう。それに、伊井さんが買い物に集中している間にこっそり買って戻ってくればばれないだろう。

　意を決して立ち上がろうとしたとき、隣となりに誰だれかが腰を下ろし、ふわりと幼い香りが漂ただよってきた。見ると、浅黒い肌はだと黒真珠のように艶つややかな長い髪の少女が、おれの隣に座っていた。年齢は十歳くらいだろうか。エメラルドグリーンに輝く大きな瞳ひとみの、中東系のくっきりとした愛らしい顔立ちだ。服装は肩口から袖そでにかけて編み込みが入ったピンクブラウスとデニムのショートパンツ。そばにもう一脚誰も座っていないベンチがあるんだからそっちに座ればいいのにと思う。
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「ねえ、おにいちゃん」少女が細い足をぶらぶら揺らしながら話しかけてくる。

「何？」話しかけられると思わなかったので少し驚おどろく。知らない人に話しかけてはいけません、と親から教育されていないのだろうか。

「あのおねえちゃんに意地悪されてるの？」と少女はランジェリーショップを指さす。どうやら、足を踏まれたり胸むな倉ぐらを摑つかまれたりするのを見られていたようだ。

「あー。まあ、そうだね。されてるかな」

「あたしも、あのおねえちゃんに意地悪されたのよ。だからおにいちゃんの分も一緒に仕返ししてあげようか？」

「え？　あいつのこと知ってるの？」

「うん。お友達を皆殺しにされたの。だから、仕返しに来たのよ」少女はベンチから立ち上がると、ランジェリーショップの正面まで歩いていき、そこで立ち止まった。

　不意に、少女の肩けん甲こう骨こつ辺りに蒼あおい光が生まれた。

　光は眩まばゆく輝きながら拡張し、少女の背中に、全長二メートルを優ゆうに超える、蒼く美しい蝶ちようの翅はねを形作った。

「ちょ、お前それ……！」おれは驚きのあまり言葉に詰まった。その翅が何かの器具や機械を使った光ではなく、この少女が自らの能力ちからで出現させたことは明らかだった。それはつまり、この少女の正体は……。

　少女が大きく広げた蒼い蝶の翅を羽ばたかせると、翅から蒼く輝く鱗りん粉ぷんが無数に舞い散った。約十センチ程度の大きさのその鱗粉は、よく見るとそれ自体が蒼い蝶の形をしていた。

　少女が右手を真っ直すぐ上に伸ばし、人差し指をぴんと立てた。その人差し指を中心に、蒼く輝く小さい蝶が渦を巻くように集つどってゆく。

　そして少女は、ランジェリーショップを指さすように右腕を振り下ろし叫んだ。

「意地悪なおねえちゃんは死んじゃえ！」

　途と端たん、少女の人差し指に誘いざなわれるように、無数の蝶がランジェリーショップへ向けて一いつ斉せいに飛ひ翔しようした。

　その様子はまるで、一本の光の柱が少女の指からレーザーのように放たれたようにも見えた。

　蝶の柱が射線上にあった全すべてをずたずたに引き裂さき、マネキンや下着の破片が嵐あらしのように飛び散った。

　突然の出来事に店内で客や店員が甲かん高だかい悲鳴を上げる中、伊い井いさんがいち早く身を低くして店から飛び出してきた。場ば馴なれしているらしく、慌あわてた様子はない。ちなみにもう買い物は終わったようで、手には紙袋を持っていた。

　伊井さんは少女の姿を認めると、嫌いやそうというか面倒臭くさそうに眉まゆをひそめた。

「……ライラ・ユシード。いきなり何をするのですか？　不ぶ躾しつけですよこの屑くず」

　どうやら、伊井さんはこの少女と面識があるようだ。

「おねえちゃん。どうしてあたしのお友達を殺したのよ！」少女が怒鳴る。

「友達？　ああ、あの方達のことですか？　彼らは殺されて当然のゴミ屑くずですが？」

「酷ひどい！　人のことゴミって言う方がゴミなんだよ！」

　ライラと呼ばれた少女が掲げた右腕を斜めに振ると、店内で舞っていた蝶ちようが集合し、蒼そう光こうの柱となり、伊い井いさんに襲おそいかかった。伊井さんは大きく左に跳とび蝶を躱かわす。ライラは背中の翅はねを羽ばたかせてまた無数の小さな蝶を切り離すと、左手を振るい、第二の蝶の柱を伊井さんに放った。さらに右手を薙なぎ払うように振ると、第一の蝶の群れが大きく反転し、横合いから伊井さんを襲った。

　蝶の柱の十字砲火を、伊井さんは素早く斜め前方に跳んでよける。蝶の高度が低かったためか、蝶が飛んだ軌跡をなぞるように、通路に十字形の轍わだちが刻まれた。

　伊井さんは着地するなり、低い姿勢でライラに突進した。

　ライラは翅から大量の蝶を切り離して眼前に蝶の壁かべを作り、伊井さんの攻撃に対する盾たてとしつつ、左右の腕を振り二本の蝶の柱を一本にまとめ、走る伊井さんを背後から襲わせた。

　伊井さんは蝶の壁にぶつかる直前で急停止すると、人間離れした瞬しゆん発ぱつ力りよくで横に跳び、おれの目の前に着地した。これにはライラも驚おどろいたが、おれが一番驚いた。その証拠におれは声も出なかった。

　伊井さんを背後から吞のみ込むはずだった蝶の乱舞が、勢いそのままにライラの眼前の蝶の壁に衝しよう突とつする。ガラスが砕けるような音が幾いく重えにも響ひびき渡り、数多あまたの蝶が激しい光を振り撒まきながら粉々に砕け散り、宙に搔かき消えた。

「む～！」衝突の衝撃と激しい光に怯ひるんだのか、ライラが顔を庇かばいながら後退する。

「ライラ、あなた、こんなに人目のあるところで平気で騒ぎを起こすなんて正気ですか？　全く……、付き合いきれません」伊井さんが横目でライラを睨にらむ。「人ひと質じち、逃げますので荷物を持ちなさい。一つでも取り落としたら射殺ですからね」

「え、え？」おれは困惑しながらも、反射的に指示に従い足元の荷物を摑つかんだ。

　伊井さんはおれの胴に腕を回すと、まるで子犬でも抱かかえるように軽々とおれを抱え、常人離れした凄すさまじい速度で走って逃げ出した。

「あ、逃げるな！」

　ライラが蒼あおい翅をなびかせながら伊井さんとおれを追ってくる。その速度もまた人間離れしていた。

　案の定、ライラもムーンチャイルドだったのだ。あの蒼い翅や蒼い蝶が彼女の持つ超能力サイなのだろう。

　伊井さんはおれを抱えたまま疾しつ走そうし、ショッピングモールから雨の駐車場へと躍り出た。おれは伊井さんが走る激しい揺れのせいで酔よってしまい吐きたくなること火のごとくだった。




　　　　　　　２




　この悪天候のせいか、ショッピングモールの駐車場は七割方空あいていた。

　伊い井いさんは駐車場の中ほどの、車が一台も停とまっていないスペースで立ち止まり、おれを放り投げるように下ろした。おれは辛かろうじて足から着地する。

「いや、もうちょっと丁てい寧ねいに下ろせよ」

　おれは抗議したが、伊井さんはそれを無視して背後を振り返った。ちょうどショッピングモールの玄関のドアを蒼あおい蝶ちようで吹き飛ばし、ライラが屋外に出てきたところだった。

「全く、しつこいですね、あの屑くずは。車でも使って逃げましょうか」

「何、まさか盗むつもり？」

「いえ、自前のものを使用します」

　そう言った伊井さんの右側の空間が歪ゆがみ、突とつ如じよとして黒い点が生まれた。

　黒点はその表面を波打たせながら拡張し、あっという間に直径二メートルの円となる。円の表面を揺らす黒い波は見るからに重く粘ねん度どが高そうで、まるで重油が波打っているようだった。

　その波の動きが大きく乱れ、黒い水面が内側から押し上げられるかのように手前に盛り上がった。そして次の瞬しゆん間かん、黒い水面を突き抜けて巨大な塊かたまりが飛び出してきた。

「うわ！」おれは驚おどろき後ずさる。

　巨大な塊は、その体たい軀くを揺らし四輪とサスペンションを軋きしませながら駐車場に着地する。

　それは、迷彩塗装を施ほどこされたごつい軍用ジープだった。

　ジープを吐き出した黒円は瞬またたく間に収縮して黒い点に戻り宙に消える。

「……い、伊井さん？　今の何？」

「さっさと乗ってください。逃げますよ」

　伊井さんがジープの運転席に乗り込んだので、おれも慌あわてて助手席に乗り込んだ。

　伊井さんはジープのエンジンを掛けると、アクセルを踏み込み乱暴に車を発進させた。ジープはタイヤを鳴らしながら急加速し、駐車場を飛び出し強引に車道に合流する。

　片側二車線の道路を制限速度無視で加速し、いつ事故ってもおかしくないんじゃないか、という荒っぽいハンドルさばきで車線変更を繰り返す。割り込まれた車がおれ達にクラクションの嵐あらしを浴びせる。速度計を見ると既すでに時速百キロを超えていた。ジープのライトが薄うす闇やみの中で激しい雨を白く浮かび上がらせる。タイヤが撥はねた水が助手席の窓に掛かって視界を塞ふさぐ。

「ちょ、伊井さん、そんなに飛ばしたら危ないって。──てか、さっきの黒い穴は何？　このジープどっから出したんだよ？」おれは車線変更の際に加わる横Ｇに両足をつっぱって耐えながら、矢継ぎ早に質問する。

「穴？　ああ、『門ゲート』のことですか」伊井さんはバックミラーをチラ見しながら言う。小こ柄がらな伊い井いさんにはこのジープは大きすぎて、伊井さんの頭はハンドルと同じ高さにあった。ちゃんと前見えてるのかよ。「あれが私の超能力サイです。大小を問わず、物体をあの『門ゲート』を通して異空間に転送・保管し、自由に取り出すことができるのです。私はこの超能力サイを『深淵アビス』と呼んでいますが」

「もしかして、昨日とか一昨日おととい、ポケットから銃とか高周波ブレードを抜いたのって、その超能力サイと関係あるの？」

「ええ。ポケットの中で『門ゲート』を展開して取り出したのです。このように」伊井さんが左手をパーカーのポケットに入れる。そしてその手を引き出すと、ポケットから通常のライフルよりもはるかに大きなライフルが出現した。

「うわ、それ、まさか対物アンチマテリアルライフルか？」

　対物アンチマテリアルライフルとは、装甲車の装甲を撃ち抜くことができる高火力のライフルのことだ。

「よくご存知ですね。人ひと質じち、少しの間ハンドルを頼みます」伊井さんは言うなり、運転席のシートを限界まで後ろに倒し、アクセルを踏んだまま上体を捻ひねってシートの背もたれの上に伏せた。そして、自身の身長の半分を優ゆうに超えるほど大きな対物アンチマテリアルライフルを構える。

「わ、いきなり手離すなって」おれは慌あわててハンドルを握る。「何するつもりだよ」

「ライラを食い止めます」

「食い止めるって何だよ。いくらムーンチャイルドでも、さすがに百キロで走ってる車には追いつけ──」おれは言いながらサイドミラーを覗のぞく。

　ミラーには、雨がもたらす薄うす闇やみに沈む道路とその雨の景色に滲にじむ街灯の明かり、そして分厚い雲に覆おおわれた雨空が映り込んでいた。

　その黒い空の一点に、蒼あおい光が無数に躍っていた。

　おれは思わず後ろを振り返った。

　蒼そう光こうは道路の上空を飛び、急速にこちらに接近している。

　先頭を往ゆく蒼い光はかなり大きく、翅はねを広げた蝶ちようのシルエットをしていた。

　目を凝こらし、その正体に気づく。

　あれは……、ライラかよ！

　ライラが蒼い蝶の翅を羽ばたかせ飛ひ翔しようしているのだ。それも、蝶のようにふわふわと優ゆう雅がな飛び方ではなく、まるで獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類るいのように、鋭く一直線にこちらに飛来しており、彼女とジープとの距離は縮まってゆくばかりだった。彼女の背後には、無数の蒼蝶が従者のように連なっている。

「あいつ、飛べんのかよ！　しかもあっちの方がスピード速いし！」

「前を向いてください」伊井さんが言いながら対物アンチマテリアルライフルの引き金を引く。

　車内を揺らす炸さく裂れつ音おんとともに、長大な銃身から、装甲車すら撃ち抜く大口径の弾丸が放たれた。弾丸は後部ウィンドウを吹き飛ばし、雨を引き裂さきライラを襲おそったが、ライラは周囲を羽ばたく蒼そう蝶ちようで自分の正面に盾たてを作りこれを防ぐ。

　伊い井いさんはさらに二度、三度と引き金を引いた。一発はバレルロールで躱かわされ、続く二発は先さき程ほどと同じく蒼蝶の盾に防がれてしまう。

「ああ、もう、対物アンチマテリアルライフルが効かないとは、クソ硬い蝶ですね」伊井さんがイラついた口調で言い、さらに一発撃つ。

　ライラは蒼あおい蝶で弾丸を防ぎながら、左腕を斜めに振り抜いた。

「右！」伊井さんが怒鳴り、おれは咄とつ嗟さに右にハンドルを切る。

　ライラの左手の動きと連動し鞭むちのようにしなりながら放たれた蒼い蝶の柱が、横に吹っ飛ぶように車線変更したジープの左側面を掠かすめ、道路を深々と抉えぐった。ライラがさらに腕を振り上げ、道路の裂さけ目から飛び出した蝶がジープに襲おそいかかってきた。伊井さんがアクセルを踏み込んで速度を上げ、おれはまた右にハンドルを切る。金属的な断だん末まつ魔まが車内に響ひびき、左後部ドアと屋根の一部が蒼い蝶により抉り取られた。対向車線にはみ出したジープは、ちょうど向こうから来た車と正面衝しよう突とつしそうになる。慌あわててハンドルを左に回し、元の車線に戻って回避する。すれ違った対向車から滝たきのようにクラクションを浴びせられる。ジープを抉った蒼蝶は勢い余って街灯をも切断し、後続車が危うくその下敷きになるところだった。

　目の前の信号が赤になる。

「伊井さん、赤！」

「突っ込みます」

　伊井さんはブレーキも踏まずに交差点に突入した。交差点に進入しようとしていたミニバンがジープに気づき急ブレーキ＆クラクション。ジープはその鼻先を時速百キロオーバーで駆け抜ける。右から来た軽自動車がジープの側面にぶつかりそうになるが、間一髪で回避し交差点を突破する。軽はジープをさけようとして無理にハンドルを切ったらしく、派手に横転したのがバックミラー越しに見えた。何かごめんね。

「無関係な人達を巻き込みたくありません。人ひと質じち、どこか、人ひと気けのない場所はありませんか」

　伊井さんがさらに一発ぶっ放したが回避されてしまう。お返しとばかりに、ライラが指先に止まった数羽の蝶を弾丸の速度で撃ち出したが、これは狙ねらいが甘くジープの後ろや左右に着弾しアスファルトを抉るだけに終わった。

　伊井さんが手の平の上に小さな『門ゲート』を発生させ、そこから弾倉を取り出し、対物アンチマテリアルライフルの弾倉交換リロードをする。

「このまま真っ直すぐ行くと、すぐに川沿いの道に突き当たるはず。河川敷なら──」おれは前方とサイドミラーを交互に見ながら答えたが、その直後、サイドミラーに映っていたはずのライラの姿を見失ってしまった。「え、消えた？」

　思わず後ろを振り返ったそのとき、ボンネットに何かがぶつかるような鈍い音がして、ジープが僅わずかに揺らいだ。

　前に向き直ると、蒼あおい翅はねを風にはためかせながらライラがボンネットに着地していた。

「おねえちゃん、逃げるな！　止まれ！」

　ライラが吼ほえると同時に、彼女の背中の蝶ちようの翅が枝分かれしながら増ぞう殖しよくして、無数の杭くいとなり道路に突き立った。そのためジープの速度が急激に落ちたが、それでもジープはエンジンをぶん回して強引に走り続ける。道路に突き立つ翅々は、赤い火花を散らしながらアスファルトを削けずり続ける。

「止まらないなら、死んじゃえ！」

　ライラは蒼そう蝶ちようを纏まとわせた右腕を矢のごとく突き出した。腕はジープのフロントガラスを貫かん通つうする。彼女は腕を横に振りフロントガラスを全すべて粉砕すると、身をかがめて車内に侵入してきた。

　伊い井いさんは素早く身を起こし、対物アンチマテリアルライフルのストックでライラを殴なぐりつけたが、ストックはライラがかざした右腕に触れるなり、ミキサーにかけられたように粉砕される。

「死んじゃえ、おねえちゃん」ライラが蒼く輝く死の右腕を伊井さんに突き出す。

「死ぬのは、あなたです」伊井さんは対物アンチマテリアルライフルを捨て、左右の手に『門ゲート』を展開して二丁のショットガンを装備すると、至近距離でライラにぶっ放した。二丁拳けん銃じゆうならぬ二丁ショットガン。ショットガンの発砲の反動を腕一本で抑え込める、人じん外がいの筋力を持つムーンチャイルドならではの芸当だ。

　発砲の直前にライラが身を引き、周囲を飛んでいた蝶を正面に集めて盾たてを形成した。放たれた散弾はその蒼い盾にことごとく防がれてしまった。

　伊井さんはそれにも構わずショットガンを連射し蒼い蝶に散弾を叩たたきつける。しかし何発撃ち込もうが蒼い蝶はびくともしなかった。

「無む駄だだよ！　そんなの効かないもん！」

「効かないことくらい見れば分かります。これは時間稼かせぎです」

　そう言った伊井さんの後方に、いつの間にか『門ゲート』が出現していた。その黒い表面を突き抜け、太い金属柱が姿を現した。

　深緑に塗られたそれは、戦車砲の砲身だった。

　戦車砲が『門ゲート』から突き出し、ライラの蒼い盾に接触する。これにより盾が壊れることはなかったが、戦車砲が『門ゲート』から出ようとする力でライラは盾ごと車外へと押し戻されてしまう。

「これでも喰くらいなさいこの屑くずが」伊井さんが言って、耳を塞ふさぐ。

　おれも慌あわてて耳を塞ぐ。同時に、車外に突き出した長い砲身が轟ごう音おんとともに火柱を噴き上げた。

　砲身から噴き出した爆炎に視界が塞がれたが、その爆炎の中からライラらしき人影が弾はじき出され、回転しながら後方に吹き飛んでゆくのが辛かろうじて見えた。

　戦車砲が突き出した『門ゲート』の表面から黒い鎖のようなものが無数に飛び出し、戦車砲を搦からめ捕ってゆく。役目を終えた戦車砲はその鎖により『門ゲート』の中に引きずり込まれて姿を消した。その直後、『門ゲート』は縮小し黒い点となり消えてしまう。

　ライラは蒼あおい翅はねを羽ばたかせて空中で姿勢制御すると、煤すすけた顔でこちらを睨にらんだ。戦車砲の爆煙で汚れてはいるものの、怪け我がをした様子はない。まさか戦車砲の零ゼロ距離射撃を喰くらって無傷なのかよ。

「よくも！」

　ライラが蒼い翅を羽ばたかせ新たな蒼そう蝶ちようを大量に発生させ、右腕を真横に伸ばした。蝶の群れがライラの右腕の延長に、渦を巻きながら巨大な光の柱を作ってゆく。否いな、その威い容ようはもはや柱ではない。刀身五十メートルを優ゆうに超える、蒼く輝く剣つるぎだった。

　車は河川敷へと合流する丁てい字じ路ろに到達。信号の向こうに、無人の河川敷と雨により増水しごうごうと低く唸うなる川が見えた。

「みんな、死んじゃえ！」

　ライラが腕を水平に薙なぎ払う。五十メートルの蝶の剣が腕の動きに合わせて水平に振り抜かれ、電柱や街路樹を薙ぎ倒し、河川敷の土手と小さな公園をまとめて抉えぐり、道路を粉砕しながらジープに迫る。うわ、死ぬ。

「人ひと質じち、脱出しますよ」

　伊い井いさんはおれの襟えり首くびを摑つかんで割れたフロントガラスから車外に出ると、ボンネットを蹴けり高く跳ちよう躍やくした。

　その直後、おれ達の足元を蝶の剣が通り抜け、ジープは蒼い光の奔ほん流りゆうに吞のみ込まれ跡形もなく消し飛んでしまう。

「むー！　逃げるな！」

　脱出したおれ達を目ざとく見つけたライラが、左手をかざし指先から数羽の蝶を撃ち出す。伊井さんは右手に『門ゲート』を開き打うち刀がたなタイプの高周波ブレードを出現させ、迫りくる蝶を斬きり捨てたが、直後に不自然にバランスを崩すと、おれの襟首から手を放し、河川敷に肩から落ちた。

　おれは空中に放り投げられる形になったが、なけなしの運動神経を総動員してかろうじて足から着地した。だが、着地の衝しよう撃げきを殺しきれずに数度河川敷を転がった。

「全く……、戦車砲も防ぎきるとは、低能のあなたにはもったいないくらい高性能の超能力サイですね」伊井さんが左手で左の脇わき腹ばらを押さえながらぎこちなく立ち上がる。その指の間から、ぽたぽたと赤い雫しずくが垂れるのが見えた。先さき程ほど、全すべての蝶を斬ることができず、一羽を喰らっていたのだ。おれが荷物になったせいで、全ての蝶に対処しきれなかったのだ。

「伊井さん、大だい丈じよう夫ぶか？」おれは伊井さんに駆け寄る。

「いちいち騒がないでください。かすり傷です」伊井さんは言うと、負傷を感じさせない速度でライラに踏み込み、高周波ブレードを振り下ろした。ライラが蒼そう蝶ちように包まれた右腕でこれを受ける。耳鳴りのような金属の破砕音が響ひびき、戦車すら斬きり裂さく高周波ブレードの刀身が粉々に砕ける。

「おねえちゃんには、あたしを傷つけることはできないよ！」ライラは蒼蝶を纏まとった左腕で貫ぬき手てを繰り出す。

　伊い井いさんは鍔つば元もとに残った刃やいばでこれを受け流しつつ、小さな『門ゲート』を開き左手に新たな高周波ブレードを装備し、がら空あきになったライラの胴に突きを繰り出そうとした。だが、その直前に刀身に蝶が纏わりつき刀身を粉砕する。伊井さんは二刀を捨て左右の手に大口径の拳けん銃じゆうを出現させ、バックステップで大きく距離を取りながら銃撃したが、弾丸は全すべて蝶により防がれてしまう。

「ほら、だから言ったでしょう。あたしを傷つけることができないって」勝利を確信したライラが、悠ゆう然ぜんと歩みを進めようとする。

「その慢心が敗因ですよ」伊井さんは言う。

　次の瞬しゆん間かん、乾いた炸さく裂れつ音おんとともに、ライラの全身が白煙に包まれた。

「──むー！」

　突然のことに驚おどろいたライラは後ろに跳はねて煙から逃げたが、すぐに大粒の涙をぼろぼろ零こぼし、激しく咳せき込んでその場に崩れ落ちた。

　伊井さんがライラから離れる直前に、足元に『門ゲート』を開き、ライラの足元に催さい涙るい弾だんを放ったのだ。炸裂した催涙弾からあふれた催涙ガスを吸い込みライラは変調をきたしたのだ。伊井さんの無む駄だだと思われたライラへの銃撃は、足元の催涙弾に気づかせないための陽動だったのだ。

　ライラは涙があふれる両目を擦こすりながらよろよろと後退し闇やみ雲くもに蝶を放つが、涙のせいで狙ねらいが全く定まっていない。伊井さんは易やす々やすと蝶をよける。

　視界を奪うばわれる不利な状況に、ライラが背中の翅はねで自らを包む。さらに周囲の蝶もライラを包むように集結し、ライラはまるで蒼あおい繭まゆに包まれたみたいになった。涙と咳せきが治まるまでその中に閉じこもり、伊井さんの攻撃をやり過ごすつもりらしい。

「戦車砲が駄目なら、それ以上の火力を試しましょうか」伊井さんが言う。

　突とつ如じよ、蒼い繭の真上に巨大な『門ゲート』が開き、そこから先さき程ほどの戦車砲より太く長い砲身と無ぶ骨こつな砲塔の一部が姿を現した。

「六十二口径百二十七ミリ艦載単装砲です。これに耐えられたら褒ほめて差し上げます」伊井さんは氷のように冷たく言い放つ。「Fire」

　真下の繭へ向け、落雷のような轟ごう音おんとともに艦載単装砲が火を噴いた。

　砲弾は繭の頂点付近に着弾する。衝しよう撃げきにより繭とその周囲の地面が数十センチ以上陥かん没ぼつし、周囲に激しく土砂が飛び散って降り注ぎ、もうもうと土煙が立ち上った。

　続けざまに二射目が放たれ、より一層の土煙が上がり、繭まゆとその周囲がさらに陥かん没ぼつする。

　さらに三射目が撃ち込まれると、ガラスが砕けるような音が響ひびき、大量の蒼あおい光が土砂とともに激しく飛び散った。

　土煙のせいで良く見えないが、どうやら、ライラを包む繭が破壊されたらしかった。

　雨のためすぐに土煙が収まる。

　砲撃を受けた地点はすり鉢ばち状じように陥没しており、その底には土と煤すすで真っ黒になったライラが仰あお向むけに倒れていた。まだ涙を流し辛つらそうに咳せきをしているが、驚おどろいたことに負傷は見られなかった。彼女の周囲にはまだ蝶ちようが舞っていたが、その数はもう片手で数えるほどしか残っていない。もはや蝶を生み出す力も残っていないのだろう。その様子から、ライラがもう戦えないのは明白だった。

　伊い井いさんがすり鉢の斜面を滑すべり下りライラのそばに行く。

「さあライラ、そろそろ死にましょうか？　大だい丈じよう夫ぶ、心配いりません。同じムーンチャイルドのよしみで苦しまずに殺して差し上げます」微笑ほほえみ、伊井さんが銃口をライラに向ける。

「──ちょ、伊井さん。待ってくれよ」おれは反射的に駆け出すと、転がるようにすり鉢の斜面を下り、伊井さんとライラの間に割って入った。「なにも、殺すことはないだろ」

「何を生ぬるいことを言っているのですかこの屑くず。自分を殺そうとしたムーンチャイルドを殺す。それのどこがおかしいというのですか？」

「もう決着はついただろ。それなのに殺すなんて……」

「この場合の決着というのは、片方が死んで初めてつくものです」

「でも、相手はまだ子供だぞ。何も殺すことは」

「私も子供です。というか、ムーンチャイルドは基本的に子供です。子供だから殺すな、などという偽ぎ善ぜん的てきな台詞せりふは、私にではなくムーンチャイルド狩がりを続ける世界各国の政府に言ってください」

「話をすり替えるな。今は世界規模の話じゃなくて、この子の命の話をしてるんだ」おれは言う。伊井さんがおれごとライラを撃ち殺す可能性を考えなかったわけじゃない。だから、拳けん銃じゆうを構える伊井さんの前に立ちはだかるのはすげー怖くて足が震ふるえた。でも、おれは目の前で誰だれかが死ぬのは勘かん弁べんだし、それに、会ってまだ二日しか経たっていないけれど、伊井さんが話の通じない相手じゃないことは何となく分かっていた。だから、たとえ口では殺すと言っていても、おれの考えを聞いてくれれば、ちゃんと理解してくれると思った。

「この子、お前に友達を皆殺しにされたって言ってた。でもお前は、この子の友達は皆殺しにされて当然のゴミ屑だって言った。……この子の言う友達って、もしかして、城しろ山やまファイナンスの人達──憂ゆう国こくの鷹たかのメンバーのことなんじゃないのか？」

　おれが言うと、伊井さんはおれを試すようにすうと目を細めた。

「なぜ、そう思うのですか？」

「昨日、お前が言ってたじゃん。城しろ山やまファイナンスの人を皆殺しにしたけど、一人だけ残したって。そのとき、何でその一人を残したか不思議だったんだ。で、思った。もしかしたらその一人が憂ゆう国こくの鷹たかのメンバーじゃなかったから殺さなかったんじゃないかって。でも、メンバーじゃないのに事務所にいたことを考えると、まるっきり部外者のはずがない。なら、その一人はきっと、お前と同じく契約テロで雇われたムーンチャイルドなんじゃないかって思った。そのムーンチャイルドがこの子なんだろ？」

「正解です。人ひと質じちのくせに少しは頭が回るようですね」伊い井いさんは小ばかにするように言う。

「この子は、憂国の鷹の人達に可愛かわいがられてたから、彼らを友達と慕ってた。でも、その人達をお前に皆殺しにされたから、この子は怒ってお前を殺そうとして、勢い余ってビルを吹っ飛ばした。そうなんだろ？」おれは言う。ニュースサイトには、城山ファイナンスが入るビルは爆弾により爆破された可能性が高い、とあったが、河川敷と道路を吹き飛ばしたあの凄すさまじい攻撃を目まの当たりにした今では、あのビルは爆発ではなくてライラの蒼あおい蝶ちようにより崩壊したとしか思えなかった。

「少し違います。正確には、ライラは城山ファイナンスで可愛がられていたのではなく、畏おそれられていたのです」

「畏れられて？」

「考えてみてください。人が大勢いるショッピングモールで後先考えずに騒ぎを起こすような子が、憂国の鷹の指示通りにテロを実行できるとお思いですか？　答えは否いなです。この子は、憂国の鷹とテロ契約を結んでいましたが、実際には一度もテロを実行していません。契約を結んだあとで、憂国の鷹の屑くずどもが彼女の性格に気づき、テロ遂すい行こう能力がないと判断したからです。本来ならその時点で、ライラは契約破は棄きとともに追い出されるか殺されるかするはずだったのですが、憂国の鷹の屑どもにはそれができなかったのです」

「この子が強かったからだね？」

「その通りです。ただでさえ人間離れしたムーンチャイルドの身体能力に加え、あんな超能力サイ──ライラは『モルフォ蝶ちよう』と呼んでいましたが──を持つライラを、普通の人間が殺せるはずがありません。殺せないし力ずくで追い出すこともできない。しかも、彼女は癇かん癪しやく持ちですから、下手へたに機嫌を損ねたら自分達が殺されるかもしれない。憂国の鷹の屑どもはこの子の扱いに相当困っていましたよ。彼らはライラの機嫌を損ねないように、まるで爆弾を扱う爆発物処理班のように、丁重に扱っていましたから。ですが、ライラはそれを、みんなが自分のことを大事にしてくれていると勘かん違ちがいしていました。だから、ライラの目には憂国の鷹の屑どもがいいお友達に映ったのでしょうね。蛇だ足そくですが、その屑どもが私にテロ契約を持ちかけてきたのは、ライラにテロ遂行能力がなかったからなのですよ」

　不意にしゃくりあげる声が聞こえた。振り返ると、ライラが仰あお向むけのまま手で顔を覆おおい、声を殺して泣いていた。それは、先さき程ほどまでの催さい涙るい弾だんによる涙ではない。彼女は本当に泣き出したのだ。

「本当は…………たもん」ライラはか細い声で言う。「本当は……、知ってたもん。あの人達が……あたしを怖がってたこと。でも、みんな優やさしかったの。だから……、みんな友達だったの……」

「あれは本当の優しさではなくただの保身です。友達ではなくある種の隷れい属ぞく関係です。そんなことにも気づかなかったのですか？」

「気づいてたもん！　でも……、あんなに優しくされたのは生まれて初めてだったから……、噓うその優しさでも関係なくて……、ずっとずっと優しくされてたかったの……。それなのに……、おねえちゃんが……みんな殺しちゃった……」

「あれは、先に彼らが私を殺そうとしたからです。それが彼らの本性だったのですよ」

「それも知ってたもん……！　でも、あたしにとっては……、噓でも友達だったんだもん……！」

　とうとう堪こらえ切れなくなったのか、ライラは声を上げて泣き始めた。

　ライラの言葉を聞いていて、おれは凄すごく悲しくなった。

　ライラはこの世界のどこにも居場所がなかったのだ。だから、噓でも優しくしてくれた憂ゆう国こくの鷹たかに居場所を求め、その居場所を奪うばった伊い井いさんに怒りをぶつけたのだ。

　でも、ライラも心の底では伊井さんが悪いわけではないことに気づいていたのだ。気づいていた上で伊井さんに怒りをぶつけたのは、きっと自分の「友達」を殺した伊井さんを悪者にして「友達」の仇かたきを討たないと、自分が憂国の鷹の人達を心の底では「友達」と思っていなかったこと──そこが自分の居場所ではないこと──を認めることになるからだったのだろう。

　おれはライラの傍かたわらにしゃがむ。

「ええとさ、噓の友達はやっぱり良くないと思う。作るなら本当の友達を作らなきゃ」

「でも……、どうやったら友達になれるかなんて……、分からないもん……」

「じゃあ、おれが友達になるよ」

「え？」ライラは涙で赤くなった目をおれに向けた。「おにいちゃんが……友達……？」

「うん、嫌いやか？」

「やじゃないけど……」ライラが上半身を起こして恐る恐るおれに聞いてくる。「本当に……友達になってくれるの……？」

「ああ。おれとライラは今から友達な。──で、こっちの伊井さんは、一応おれの友達だから、友達の友達ってことで、ライラと伊井さんも今から友達」本当は友達ではなくテロリストと人ひと質じちの関係だが、その辺はまあ、言葉の綾あやで。

「何を勝手なこと言っているのですか？　その論理は破は綻たんしていますよ」

　伊井さんが口を挟はさんできたが、おれは聞こえない振りをした。

「友達同士だから殺し合いもなしな。分かった？」

「うん」ライラは素直に頷うなずき、伊い井いさんにぺこりと頭を下げた。「おねえちゃん、殺そうとしてごめんなさい。もう二度としません」

「……」あまりに素直に謝られたからか、伊井さんが苦い顔をした。「まあ、今回は許します。ですが、次はありませんよ？」

「うん」

　伊井さんが左右の手のそばに『門ゲート』を開く。『門ゲート』から黒鎖が伸び、彼女の両手の拳けん銃じゆうを、『門ゲート』の中へと引き込んでいった。

「それで、ライラ。あなたには、これから行くあてはあるのですか？」

「ううん」ライラは首を左右に振る。

「そうですか。では、私の家に来なさい」

「……いいの？」

「構いません。またどこか別の場所で暴れられるよりはましです。どうせ部屋は腐くさるほど余っていますから。……そうと決まればさっさと帰りますよ。これ以上雨に打たれていたら風邪かぜを引いてしまいますし、騒ぎを聞きつけた警察がやってこないとも限りませんから。ほら、さっさと立ちなさい」

「うん」ライラは地面に手をついて立ち上がろうとしたが、途中で諦あきらめてしまう。「疲れて立てない。起こして」

「だそうですよ。人ひと質じち、手を貸してあげなさい」

「そこでまさかの丸投げかよ！　どうせ親切にするなら最後までやり遂とげろよ！　てか、お前の家じゃなくておれの家だけどな！」

「接収しましたので、私の家になったのです。何かご不満でも？」

「……あ、はい。そうでしたね」おれはライラの手を引いて起こす。

「ありがと、おにいちゃん。疲れて歩けないから、おんぶして」ライラはさらに言う。

　言われるままに、おれはライラを背負う。雨に濡ぬれた彼女の身体からだは随ずい分ぶんと冷たかった。小さいから軽いとは思っていたが予想以上に軽かった。細身なのではなく、がりがりなのだ。あんまり良い物食べてないのかな、とちょっと可哀かわい想そうになる。

「では、帰りましょうか」

　伊井さんがすり鉢ばちの斜面を登り始めたので、おれもライラを背負ったまま後に続く。

「折せつ角かく買い物したのに、全部駄だ目めになったな。また買い直さないと」おれは言いながら丁てい字じ路ろに目を向けた。

　ライラの『モルフォ蝶ちよう』によりアスファルトが抉えぐり取られて、街路樹と電柱は根こそぎ薙なぎ倒されている。。周囲には砕けたアスファルト片とともに金属の残ざん骸がいが無数に散らばっていたが、それはさっきまでおれ達が乗っていたジープのなれの果てだった。ジープですら原形を留とどめていないのだ。車内にあった伊井さんの荷物は、全すべて塵ちりになっているだろう。

「何を寝ぼけたことを言っているのですか？　買った商品は全すべて無事です」伊い井いさんはさらりと言う。「ジープから脱出する直前に、『門ゲート』から異空間に転送していましたから」

「まじかよ。意外に抜け目ないな。てか、そんな超能力サイがあるなら最初からおれに荷物持たせるなよ」

「愚おろかなこと言わないでください。荷物を持つことこそが人ひと質じちの存在意義でしょう？　私はあなたの存在意義を守るために、あなたに荷物を持たせて差し上げたのです。そこはむしろ感謝していただきたいくらいですが。というわけで──」伊井さんは『門ゲート』を開き荷物を取り出し、笑顔でそれをおれに差し出してくる。「どうぞ。あなたの存在意義です」

「いや、受け取れねえよ。両手塞ふさがってるし」

「役立たずが」伊井さんは舌打ちをする。「それにしても、折せつ角かく、食料品売り場で炭酸水を箱で買っていただこうと思っていましたのに、ライラのせいで全て台無しです」

「……やっぱ炭酸水好きなんだろ」

　伊井さんはおれの発言を聞き流しながら、自分の正面に二メートル程度の『門ゲート』を開くと、その重油のように粘ねん性せいのある表面から、一台の軽自動車を出現させた。

「さあ、帰りますよ」伊井さんはトランクに荷物をしまう。

「何、まさか伊井さんが運転するの？　未成年が車運転してたらめっちゃ怪しまれるだろ。バスとかで帰った方がいいんじゃない？」

「馬ば鹿か言わないでください。このなりでバスに乗った方が怪しまれます」伊井さんは雨に濡ぬれ額ひたいに張りついた髪を手で払い運転席に乗り込む。

「あー、そうか」おれは頷うなずく。伊井さんもおれもライラも、戦車砲と艦載砲の爆風や土煙で薄うす汚よごれている。

　ライラを後部座席に座らせ、おれは助手席に乗る。

　運転席の伊井さんの横顔が、随ずい分ぶん青ざめているような気がしたが、そのときおれは、ただ単に雨に濡れて寒いだけだろう、と軽く考えていた。
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　伊井さんの運転で車は青あお石いし区くへと向かう。カーステレオは電源が入っておらず、車内には屋根を叩たたく雨音と規則的に動くワイパーの音と安いエンジン音が、質の悪い環境音楽のように響ひびいていた。

　超能力サイを使いすぎて疲れたためか、ライラは既すでに寝息を立てていた。

「にしてもさ」おれはライラに追われていたときに気づいた違和感を口にする。「ライラは何で、伊井さんがショッピングモールにいることが分かったんだ？　まさか、偶然あそこにいたってことはないよな」

「私もその点は疑問に思っていました」伊い井いさんが応こたえる。「考えられるのは、私が誰だれかに尾行されたということくらいでしょうか」

「尾行されんなよ。てか、尾行される心当たりあんのかよ」

「一昨日おととい、憂ゆう国こくの鷹たかを潰つぶして雑居ビルから逃げたとき、誰かに尾行される気配を感じましたが、そのときは確実に撒まきましたので、関係ないでしょう。ショッピングモールに行くときだって周囲には気を配りましたから、自分で言っておいてなんですが、尾行された可能性はゼロです。ただ、現状では、私が誰かに尾行され、その誰かがライラに私の居場所を教えた可能性しか思い当たりません。まあ、ライラが起きたら直接聞けばいいだけの話ですが」

「あ、そうだ。まだお礼言ってなかった」

「何のですか？」

「さっきは助けてくれてありがとな」おれは言う。あの丁てい字じ路ろで、伊井さんがおれをジープから引っ張り出してくれなければ、今いま頃ごろおれはジープの残ざん骸がいとごっちゃになって丁字路に散らばり、冷たい雨に打たれていたことだろう。「あと、あのとき、おれを助けたからライラのモルフォ蝶ちようをよけきれなかったんだろ。ごめんな」

「勘かん違ちがいしないでください。ライラの攻撃をよけきれなかったのは、私自身の身体能力に起因する問題です。あなたがいようがいまいが無関係です」

　伊井さんは答えたが、おれがいたことで伊井さんの身体能力に制限をかけてしまったのは事実だろう。

「そして、あなたを助けたのは、あなたにまだ人ひと質じちとしての利用価値があったからです」伊井さんは続ける。「良かったですね、まだ利用価値があって。なければとっくに見捨てているところでした」

「じ、冗談だよな？」

「あら、冗談に聞こえましたか？」伊井さんは意外そうな声で言う。それも冗談だよな？

「そう言えば、さっき戦車砲とか艦載砲とか『門ゲート』から出したじゃん」

「ええ」

「てことはさ、その『深淵アビス』とかいう超能力サイで、昔、戦車とか戦艦とかを吞のみ込んだことがあるってことだよな？」おれは聞く。吞み込む、という言葉が妥だ当とうなのかは分からなかったが、先さき程ほど戦車砲が消えるときの様子は、無数の鎖により穴の中に「吞み込まれた」ようにしか見えなかったので、おれはそう表現した。

「その通りです。まあ、あれは正確には巡じゆん洋よう艦かんですが」

「てことは……」おれは聞こうとして、聞くのを躊躇ためらい、言葉を吞み込んだ。

　てことは、伊井さんは以前に戦車とか巡洋艦と遭そう遇ぐうすることがあったってことだよな？

　どこで遭遇したの？

　聞くまでもない。

「戦場で」だ。

　そして恐らく伊い井いさんは、戦車とか巡じゆん洋よう艦かんを操る奴やつら──つまり軍隊と交戦して勝利し、それらを自分の戦力として「吞のみ込んだ」のだ。

　それに思い至ったとき、おれは伊井さんが「ムーンチャイルド」であり「テロリスト」であることを改めて実感した。

　でも、やっぱり怖いとは思わなかった。

　おれは横目で伊井さんの端整な横顔を盗み見る。

　過去に伊井さんがどんなテロを起こしてきたのかは知らないが、彼女は決して自分の意思でテロを実行していたわけではない。それが国から与えられた命令だったからそうしただけ。そうしないと生きることができなかったからそうしただけなのだ。他ほかの、数多あまたのムーンチャイルドと同じように。

　今おれの隣となりで車を運転している伊井さんは、世間で言われている「殺さつ戮りくの象徴」としてのムーンチャイルド像とはかけ離れていた。おれにとって彼女は、ムーンチャイルド狩がりとかテロにはもううんざりで、ただ「安心できる生活」を欲している一人の女の子に過ぎなかった。

「てことは、何ですか？」おれが中途半はん端ぱに言葉を切ったため、伊井さんが聞き返してくる。

「いや、何でもない」

「言いかけたなら最後まで言ってください。私は中途半端なのが一番嫌いなのですから」

「いや、ええと……、そうだ、炭酸水、残念だったね」おれは適当に話題をでっち上げる。

「……炭酸水」伊井さんは眉み間けんに皺しわを寄せ舌打ちをした。買えなかったことがよほど悔くやしかったらしい。この話題にはもう触れない方がいい気がしてきた。

　しばらく走り青あお石いし区くの郊外を過ぎ、坂を下り切り雑ぞう木き林ばやしの横を進み、もう少しで家に到着というところで、伊井さんが車を急停止させ車外へ出た。

「どうしたんだよ」おれも伊井さんを追って車から降りる。

「──誰だれかいます。待ち伏せをされていたようです」伊井さんが声を殺して言う。

「え、憂ゆう国こくの鷹たかの残党とか？」おれは辺りを見回したが、人の気配は感じられない。

「恐らく違います。気配の消し方が素人しろうとではありませんから。ところで、私の好きな言葉はご存知ですか？」

「さあ。屑くずとゴミと接収と銃殺じゃないの？」

「あと、先手必勝です」伊井さんは右手に『門ゲート』を開き拳けん銃じゆうを装備すると、何の躊ちゆう躇ちよもなく引き金を引いた。

　弾丸がおれの家の庭先に容よう赦しやなく叩たたき込まれたかと思うと、着弾地点の辺りから、三つの人影が飛び出してきた。

　一人は黒のライダースーツにファイアパターンの入った黒いヘルメットをかぶり、肩に長方形のケースを担かついだ長身の女。体型や雰ふん囲い気きから、高校生か大学生くらいの年齢っぽかった。あとの二人は、各所に赤いラインの入ったフード付きの黒コートを着ていた。二人ともフードをかぶっている上、白い仮面で顔の大半を覆おおっているため顔立ちは分からないが、片方は随ずい分ぶん小こ柄がらで、もう片方はフードの端からダークブロンドの髪が覗のぞいていた。こっちの二人は学生くらいに見えた。

　この雨の中、顔を隠して人の家の前で待ち伏せをしている女の子が、普通の女の子のはずがない。絶対にムーンチャイルドだ。百円賭かけてもいい。

「……んだよテメエ。いきなり喧けん嘩か腰ごしかよ。随分せっかちだな」ライダースーツが言う。「少しはこっちの話を聞いたらどうよ」

「残念ですが、待ち伏せをするような不ぶ躾しつけな人間には鉛なまり弾だまをくれてやるのが信条ですので」

「要するに、話す余地なしってことか？」

「あなたが話す分には止めませんよ？　勝手に一人で話していてください」

「ムカつく」ライダースーツの女は肩に担かついだケースを開けると、中から折り畳たたみ式の高周波ブレードを取り出して展開した。「いいぜ。殺やるなら殺ってやんよ」ライダースーツの女がアスファルトを蹴けり猛もう然ぜんと突進してくる。

「……人ひと質じちは安全圏まで退避してください」

　伊い井いさんが言いながら牽けん制せいの銃撃をする。が、ライダースーツはジグザグに走り弾丸をよけてあっという間に伊井さんを間合いに捉とらえると、上じよう段だんからの凄すさまじい一撃を繰り出した。伊井さんは間一髪で飛びのく。ブレードは伊井さんが持つ拳けん銃じゆうの銃身を切断し、勢い余ってアスファルトへ深々と突き刺さった。

「へえ、やるじゃん。今のをよけるなんて」ライダースーツがアスファルトからブレードを引き抜き、構え直す。「だが、次は斬きる」

　そんなライダースーツに、残り二人の少女が慌あわてて駆け寄る。

「副団長！　次は斬るとか意味分かんないこと言ってないで、落ち着くです」小柄な方が言う。「戦闘は団長から禁止されてるです」

「そうですわ。今日の目的はあくまで交こう渉しようですわよ」ダークブロンドの方がたしなめるように言ってから伊井さんに顔を向ける。「ごめんなさい。本当は攻撃するつもりはありませんでしたの。わたくし達三人は、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの団員ですの」

「武装人形楽団。それって確かムーンチャイルドだけで構成されたテロ組織じゃ……？」おれは聞く。

「そうですわ」

「その武装人形楽団とやらが、私に何のご用でしょう？」

「実は──」

「おい、話すのは私の役目だ」ライダースーツがダークブロンドを遮さえぎる。

「酷ひどい！　副団長が喧嘩腰だから、わたくしが話しているというのに」

「うっせー。あんなの挨あい拶さつみてえなもんだろ」副団長と呼ばれたライダースーツの女はブレードを折り畳たたみ敵意のないことをアピールする。もう手遅れだよと声を大にして言いたい。「私は武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だん副団長ファナ・ジャルケだ。単刀直入に言う。お前、憂ゆう国こくの鷹たかとかで使い走りみたいなことしてねえで、うちに入団しろ。車の中で寝てるガキも一緒に、だ」

「あら、もしかしてスカウトですか？」

「そうだ」

「武装人形楽団とは、一体どんな組織なのでしょう？　思想、目的は？」

「目的は日本政府にムーンチャイルドの存在を認めさせ、全ムーンチャイルドに戸こ籍せきと人権を与え、ムーンチャイルドを日本国民にすることだ」

「志が高いですね。気持ちが傾きそうです」伊い井いさんは言う。「ですが、あまりに目的が大きすぎて、現実味が薄うすく感じますが？」

「そんなことねえよ。うちの団長は、それを実現させる計画を持ってるからな。そして、計画を確実に成功させるには、一人でも多くのムーンチャイルドの力が必要なんだ」

「ムーンチャイルドに戸籍と人権を与えるための計画、ですか」

「ああ。計画が成功すれば、もうムーンチャイルド狩がりに怯おびえなくてもいいし、契約テロで食いつなぐこともしなくていい。私達は自由になって、一日本国民として堂々と街を歩けるんだ」ファナの声が弾はずむ。心からそんな未来が来ることを信じて疑わないといった口調だ。「そのために、うちの団長がお前の力を望んでる。だから、私達と一緒に来い」ファナが伊井さんに手を差し出す。

　武装人形楽団の目的は、伊井さんの考えとよく似ている、と思った。

　伊井さんがおれの家に来たのは、おれの父さんに政府がムーンチャイルド計画に関かかわったことを公表させるため、つまり、ムーンチャイルドの存在を公おおやけに認めさせるためだ。そして、武装人形楽団の目的はそれに加え、ムーンチャイルドが人権を獲かく得とくすることだという。

「そうですね……」伊井さんが僅わずかに俯うつむく。おれにはその仕草が、ファナの申し出に揺らいだように見えた。

　伊井さんがテロ組織に加わり、テロを起こす？

　おれがテロに巻き込まれないように忠告してくれた伊井さんが、テロを起こす？

　ムーンチャイルド狩りから逃げるのも、食べ物と寝る場所を得るためにテロに手を貸すことも、もう何もかも嫌いやになった、と言っていた伊井さんが、テロを起こす？

　おれをジープから救ってくれた伊井さんが、テロを起こす？

　自分を殺そうとしたライラを許して、一緒に連れて帰ることにした伊井さんが、テロを起こす？

　──嫌だ。

　伊井さんには、もうテロになんか関わって欲しくない。

　伊い井いさんは言った。ムーンチャイルドじぶんは生まれながらのテロリストだって。

　でも、こうも言った。安心できる生活が欲しいって。

　伊井さんが過去にどんなテロを起こしてきたのか何も知らないけど、今の伊井さんはもう、テロとかとは無縁な生活を歩みたがっている。歩もうとしている。

　それなのに、何が「私達と一緒に来い」だ。自分達の都合で伊井さんをまたテロに引き込もうとするなんて、お前ら何様のつもりだよ！

　そう思った途と端たん、頭に血が上り、身体からだが勝手に動いた。

「待てよ」おれは、手を伸ばすファナと伊井さんの間に割って入った。

「あ？　何だテメエ」ファナが手を引っ込め、どすの利きいた声を出す。「テメエには関係ねえだろ。邪じや魔まだから引っ込んでろ」

「ぐちゃぐちゃうるせえ」おれはファナを睨にらむ。「伊井さんにはもうテロはさせない。帰れよ」

「ああ？　なめてんのか？　誰だれもテメエには聞いてねえんだよ」

「伊井さんはもうテロリストじゃない。だから、お前達のテロにも加わらない、加わらせない。お前らの団長にもそう言っとけ」

「──テメエには聞いてねえって言ってんだろうが！」ファナは水みず溜たまりを蹴け散ちらしながら大おお股またで歩み寄ってきて右手でおれの首を摑つかみ、腕一本の力だけでおれを軽々と宙に持ち上げた。「ぐちゃぐちゃうるせえと、殺しちまうぞ？」

　そう言って、ファナは右手に力を籠こめる。みしみし、と嫌いやな音がして五指がおれの首にめり込んでゆく。喉のどと頸けい動どう脈みやくが絞まり、首の骨が軋きしむ。

「──っが…………、あ……」おれはファナの右手首を両手で摑み、濁にごった声を漏もらして足をばたつかせた。だが、ファナの腕はびくともしなかった。

「私がもう少し手に力を籠めたら、お前の首の骨は潰つぶれるぜ？　それが嫌なら、出しゃばらねえで隅の方で黙ってろや。分かったな？」

「わ、分かっ……」おれは掠かすれた声をしぼり出す。「……って……ほしかった……ら……敬語で……喋しやべれよ……このクソ女……」

　言いながら、おれは爪つま先さきを限界まで伸ばし足元の水溜りに浸つけると、足を振り上げてファナのヘルメットに水を掛けた。

「決めた。殺す」

　ファナが右手を離す。そして、おれの足が地面に着くよりも早く、彼女は残像を残す速度で右腕を振り、おれのみぞおちに拳こぶしを叩たたき込んだ。

　あまりの威い力りよくに、おれは腹を押さえながらその場に膝ひざを折って崩れ落ちる。息ができなくなると同時に、潰れた胃から逆流した未消化の昼飯と胃液が喉を焼きながら口からあふれ、おれはアスファルトに盛大に嘔おう吐とした。

　土下座みたいな姿勢でゲロを吐いたおれの顎あごを、ファナが容よう赦しやなく蹴り上げる。そうやって無理矢理上体を引き起こされたところで、胴に回し蹴げりを喰くらって吹き飛び、おれは自宅を囲む塀へいに肩から激突した。

　呼吸困難と激痛で意識が途切れかける。やばい。痛いなんてもんじゃない。痛くて痛すぎて死ぬほど痛くて……、おれは喘あえぐように何とか息を吸いながら、無理矢理笑った。

「ひひひひひ……」口から、なけなしの空気が奇妙な笑い声として漏もれる。「めっちゃ痛い……んだけど……。ムーンチャイルドなん……だから……もっと……手加減しろよな……」おれは塀に身体からだを預け、よろよろと立ち上がる。

「笑ってんじゃねえよ、気持ちわりい」ファナはそう吐き捨てる。「何がテロはさせない、だ。テメエ、小さな正義感振りかざしていい気になってんじゃねえぞこら。テメエみてえなムーンチャイルドのことを何も知らない奴やつに、私達の目的をテロ呼ばわりされたくねえんだよ。テメエ、知ってんのか？　国の命令通りに破壊工作を続けた挙あげ句く国から見捨てられたムーンチャイルド達が、今どんなに悲ひ惨さんな目に遭あってるのかを。世界中から『殺さつ戮りくの象徴』と敵視されて軽けい蔑べつされてるムーンチャイルドが、どんな気持ちで世界中を逃げ回っているのかを。ムーンチャイルド狩がりに捕まったムーンチャイルドがどんな末路を辿たどるのかを──！」

「……！」おれは何も言えなかった。何も知らなかったから。

「私達からしたら、ムーンチャイルド狩りの方がよっぽど殺戮の象徴なんだよ。ムーンチャイルド狩りはムーンチャイルドを捕まえて殺す。──ただ殺すだけだと思うか？　ムーンチャイルド狩り部隊の女に飢うえたマッチョどもが、人権もなくジュネーヴ条約も適用されない十代の女を捕まえたら、殺す前にやることは決まってんだろうが！　そうやって今まで何万人ものムーンチャイルドが惨むごい殺され方をしてきたし、これからも多くのムーンチャイルドが同じ目に遭うんだ。そんなの間違ってると思わねえか？　だから、私達武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんが、全すべてのムーンチャイルドのために、この目的を遂すい行こうしなきゃならねえんだよ。それなのに、この目的をテロの一言で片づけられたら、胸むな糞くそわりいんだよ！　何も知らねえ癖くせに口出すんじゃねえよ！」

「おれは……」

　言葉に詰まり、おれは俯うつむいた。

　ムーンチャイルドがそういう目に遭っていることを、おれは何も知らなかった。知ろうとさえしてこなかった。副団長の言う通り、おれはムーンチャイルドに対して口を出す資格はないのかも知れない。

　伊い井いさんが毅き然ぜんとした足取りでおれの前にやってくる。雨に濡ぬれたアスファルトを叩たたくその足音は一切の迷いがなくて、伊井さんがもう武装人形楽団に入る意志を固めたみたいに、おれの耳に届いた。

　そして、伊井さんはいきなり、おれの左ひだり頰ほおを平手で叩いた。

　手加減はしていたのだろうが、それでも不意打ちだったせいでメチャメチャ痛かった。

「──いきなり、何すんだよ」おれは打たれた頰を押さえながらそう抗議する。

「人ひと質じち、あなた、馬ば鹿かなのですか？　テロリストの言葉に惑わされてどうするのです？」そう言い放ってから、伊い井いさんはファナに向き直る。「ファナ・ジャルケ。残念ですが、私はあなた方に力を貸すつもりはありません」

「何だって？」ファナが信じられないといった声を出す。

「私もムーンチャイルド狩がりに怯おびえ、契約テロで食いつないできましたから、あなた方の目的には共感できます。ですが、どんなに高潔な理想を掲げようと、あなた方は所しよ詮せんテロ組織でしかありません。そして、どんな綺き麗れいな言葉で取り繕つくろおうと、あなた方の団長が考えた計画とやらは、血と死を伴うテロ計画でしかないことは容易に想像がつきます。ですから、私はその一点においてあなた方に賛同できません。他者の命を踏み越えて得た血ち塗まみれの権利などクソほどの価値もありませんし、私はクソを獲かく得とくするためのテロには、一切手を貸す気はありません」

「血塗れの権利なんていらないだと？　何綺麗事言ってんだコラ。血にまみれてようがクソにまみれてようが、権利は権利なんだよ。それがなくて地じ獄ごくを見たムーンチャイルドが何万人もいることを知らねえとか言うんじゃねえぞ。ムーンチャイルド狩りに捕まって、何十人の軍人に寄ってたかってレイプされて殺されたムーンチャイルドがどれだけいるか知らねえのか？　ジュネーヴ条約が適用されないせいで、酷ひどい拷ごう問もんを受けて死んだ無数のムーンチャイルドに向かって、テメエは同じことを言えるのか？　長い逃亡生活の果てに頭がいかれて、笑いながら自分の頭を撃ち抜いたムーンチャイルドも、汚い人権はいらないって言うと思うのか？　テメエ、ムーンチャイルドのくせにぬるいこと言ってんじゃねえよ！」

「知らないわけないに決まっているじゃないですかこの屑くず。私の戦友もムーンチャイルド狩りにことごとくやられましたから。……ですが、だからこそ、我々ムーンチャイルドは暴力を用いて事を起こしてはいけないのです。そんなことをすればムーンチャイルドは未来永えい劫ごう世界中の人間から忌いみ嫌われますよ。私をスカウトしたければ暴力に頼らないやり方を考えて出直してきてください」

「──綺麗事で世界が変わるなら誰だれも苦労しねえんだよ！」

　キレたファナが水みず溜たまりを蹴け立たてて伊井さんの懐ふところに飛び込み、切れ味鋭いワンツーパンチを繰り出した。伊井さんはこれを捌さばいてファナの右側に回り込んだ。ファナが伊井さんを追い左のロングフックを放つ。伊井さんは右腕を上げてこれを防ぎコンパクトな左ひだり鉤かぎ突づきを返す。が、その動きには明らかに切れがなかった。

　まるで怪け我がを庇かばうかのように伸びのない一撃。──そうだ。あまりに平然としているので忘れていたが、伊井さんは脇わき腹ばらを怪我しているのだ。パーカーの陰になっていて分かりにくかったが、よく見るとワンピースの左脇腹の辺りは、出血により広範囲が赤黒く染まっており、伊井さんの顔色も、青を通り越してもはや白くなっている。

　ファナは伊井さんの力のない拳こぶしをダッキングで搔かい潜くぐると、伊井さんの左脇腹へボディブロウを突き刺した。

「──っ！」伊い井いさんが短く呻うめき、端整な顔を苦痛に歪ゆがめた。

「んだよ、テメエ。そこ怪け我がしてんのかよっ！」

　ファナが再び右ボディを繰り出し伊井さんの左ひだり脇わき腹ばらを狙ねらう。伊井さんは左ひだり肘ひじを畳たたんで防御したが、防御の上から脇腹に響ひびいた衝しよう撃げきに身体からだを折った。その隙すきにファナの左フックが伊井さんのこめかみにヒットし、伊井さんは大きくよろめいた。ファナが続けざまに容よう赦しやのない前まえ蹴げりを放ち、その爪つま先さきが左脇腹にめり込んだ。黒く濡ぬれたアスファルトに大量の血が叩たたきつけられるように飛び散った。ただの蹴りにしては異様に重い音。ブーツに鉄板でも仕込んでいるのか。

「にゃっ……！」伊井さんは濁にごった声を漏もらし、左脇腹を押さえてふらふらと数歩後退すると、踏ん張り切れずに尻しり餅もちをついた。土つち埃ぼこりで汚れたワンピースの裾すそから、血がとめどなく流れる。

「とどめだ！」

　ファナが伊井さんとの間合いを詰めようとしたとき、二人の団員が慌あわててファナの進路に割って入り、彼女に組みついた。

「副団長！　落ち着くです。気づいたらめっちゃ戦闘してるじゃないですか！」

「先さき程ほども言いましたが、戦闘行為は団長から禁止されていますわよ」

「止めんじゃねえよ」

　ファナは自分の部下を押しのけようとしたが、二人が頑かたくなに離さないため、程なくして白けたように舌打ちをした。

「……やめだ。テメエら、引き揚あげんぞ」ファナは言い、伊井さんに背を向けて歩き出す。「いいか、テメエ」と背中を向けたまま伊井さんに声を掛ける。「同じムーンチャイルドとして、今回はテメエの意思を尊重して引き揚げてやる。だが、私ら武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの邪じや魔まだけはすんじゃねーぞ。もし邪魔をしたら、今度はその腹に高周波ブレード捻ねじ込んでやっからな」




　三人が雨の向こうに姿を消したあと、伊井さんは脇腹を押さえながら、苦痛を押し殺す表情でよろよろと立ち上がった。

「……全く、この雨の中、余計な話をさせてくれましたねあの屑くずども。さあ、とっとと家に入りましょう」

「おい、伊井さん、大だい丈じよう夫ぶなのかよ！」

「何がでしょう？」

「惚とぼけるなよ。その脇腹の傷だよ」

　あれだけの出血なのだ。平気なわけがない。

「さっきも言いましたが、こんなものかすり傷です。舐なめておけば治ります」そう言って、伊井さんは玄関へと歩き出す。「心配しすぎですこの屑が」

「お、おい」おれは伊井さんの後を追い、彼女の横に並んだ。

　伊い井いさんの顔は白すぎるくらいに白くなっていて、色を失った唇くちびるは小刻みに震ふるえ、呼吸は浅く不規則になっていた。ブルーグレイの瞳ひとみはもはや焦点が定まっていない。その足取りは幽ゆう霊れいのように不確かだった。

「それのどこがかすり傷なんだよ！」

　おれが言った瞬しゆん間かんだった。

　そのブルーグレイの瞳から光が消え、伊井さんは、ゆっくりと前のめりに崩れ落ちた。

　おれは慌あわてて伊井さんを抱だき止める。

「伊井さん？　おい、伊井さん、伊井さんって──！」

　呼びかけても、返事はない。

　まるで死んだように、伊井さんは動かなかった。
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　……死？

　背筋がぞっとした。伊井さんが、死ぬ？

　おれは伊井さんを抱き抱かかえ玄関に走った。鍵かぎを開けて中に飛び込み、リビングのソファに伊井さんを下ろす。軽自動車の中にライラを置き去りにしていたが、ライラのことは後回しだ。

　伊井さんは目をつむり、死んだように動かない。

　かすかに胸が上下していたが、それはいつ止まってもおかしくないほど弱々しかった。

　おれは伊井さんのワンピースの裾すそを摑つかみ、へその上まで一気にまくりあげた。意識のない少女にこんなことをするなど、普通の状況なら逮捕されて然しかるべき行為だが、今はそんなこと言ってられない。

　伊い井いさんのあばらの浮いた白い腹部には、へその横辺りから左ひだり脇わき腹ばらまで広く裂れつ傷しようが走っていた。傷口の周囲は血で真まっ赤かに染まっており、こうしている今も、血が流れ続けている。傷の雰ふん囲い気きから、モルフォ蝶ちようにより斬きり裂さかれた傷が、副団長の蹴けりを喰くらって裂けて広がり、急激に大量出血を引き起こしたようだった。

　やばい。このままだと間違いなく出血多量で死ぬ。

　おれは両手を傷口に当て力を籠こめて圧迫し出血を抑えようとした。だが、血は指の隙すき間まから零こぼれるばかりだった。

　駄だ目めだ。止まらない。

　救急車を呼ばないと……。いや、今から呼んでも到とう底てい間に合わない。

　どうしよう、どうしよう。

　どうしたらいい？

　どうしていいのか分からなくて、目に涙が滲にじむ。

　──こんなものかすり傷です。舐なめておけば治ります。

　不意に、先さき程ほどの伊井さんの言葉が頭に甦よみがえる。

「舐めれば……、治る……」

　ああ、そうか。

　おれは傷口から両手を放すと、伊井さんの血ち塗まみれの脇腹に顔を近づけ、その傷口に沿って舌を這はわせた。
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　光。

　ぼんやりと、白い光が滲んで見えた。

　僅わずかに遅れて、その光に焦点が合う。それは天井の蛍けい光こう灯とうだった。

　少しだけ、頭が痛い。少しだけ、身体からだがだるい。少しだけ……、死んでいたような気がする。

　頭痛を我慢して上半身を起こす。肩口から毛布がずり落ちた。

　見覚えのある部屋。どうやら命めい川かわ家のリビングのソファに寝ていたようだ。

　ローテーブルを挟はさんで向かいのソファに、人ひと質じちとライラが並んでいた。ライラは肘ひじ掛かけに身体を預けるように眠っていて、人質も深く俯うつむき目を瞑つぶっていた。

　武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの三人が去った後、私は自分の足で家に入ろうとした。

　だが、記憶はそこで途切れていた。恐らく、気を失ってしまったのだろう。

　となると、人質が自分をソファまで運んでくれたのだろうか。

　掛け時計を見ると時刻は既すでに午後九時を回っていた。自宅前に着いたのが午後四時過ぎだから、五時間近く意識を失っていた計算になる。

　そうだ。傷は……？

　確認しようと毛布をまくったとき、私は自分が真新しいワンピースとパーカーを身に着けていることに気づいた。ショッピングモールで買ったばかりの服だった。

　自分で着替えた記憶はないし、そもそも怪け我がのせいで着替えられる状況はなかった。

　ということは、まさか人ひと質じちに着替えさせられたのか──？

　そう思った瞬しゆん間かん、自分の顔が急激に赤くなるのが自覚できた。ただ、その原因となった感情が羞しゆう恥ちなのか怒りなのか屈くつ辱じよくなのかは自分でも良く分からなかった。

「人質！」

　私が声を荒げると、人質がびくりとして目を覚ました。

「あ、伊い井いさん……、良かった。気がついたんだ……」

　人質は安あん堵どに頰ほおを緩ゆるませ、ソファから立ち上がろうとしたが、それよりも先に、私はローテーブルに膝ひざをつき身を乗り出し、人質の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。人質が目を丸くする。

「人質、あなた、私に無断で私を着替えさせるなど、屑くず変態にも程ほどがありますよ。それほど死にたいなら望みを叶かなえて差し上げます。三秒くれてやりますから、速すみやかにあの世へ旅立つ準備を済ませなさい」私は空あいた手に小さな『門ゲート』を開き拳けん銃じゆうを装備する。殆ほとんど八つ当たりの感情だったが、自分でも止めることができなかった。「三、二──」

「ちょ……、起き抜けに急展開すぎて付いてけねえんだけど！　てか、普通にカウントダウン始めるなよ！」

「一」

「き、着替えさせたのはおれじゃないって！　ライラに頼んだんだよ！　雨に濡ぬれててあのままだと風邪かぜ引くと思ったし、服も血ち塗まみれだったから」

「血塗れ……」

　私は人質から手を放し、服の上から左ひだり脇わき腹ばらに手を当てる。

　モルフォ蝶ちようにやられた傷口がファナに蹴けられて裂さけたときの、ぶちぶち、という嫌いやな音と、爪つま先さきが傷口を押し広げながら体内に侵入し内臓を破壊するおぞましい感触は、今も生々しく身体からだに残っている。

　あれは間違いなく致命傷だった。

　それなのに、今、左脇腹に全く痛みはない。

　ワンピースの胸元を引っ張り、傷口に目を落とす。

　白い脇腹には血を拭ふき取った跡がうっすらと残っていたが、それだけだった。

　傷口どころか傷きず痕あとすら見当たらない。傷があった場所──傷があるべき場所には、白い肌はだが滑なめらかに続いているだけだった。

　傷が消えている？

「あなた、私が意識を失っている間、私に一体何をしたのですか？」

「だから、おれは何もしてないって。着替えさせたのは、おれじゃなくてライラだよ。まじで。なあ、ライラ」

　人ひと質じちがライラの肩を揺すって起こし、ライラに同意を求める。ライラは眠たそうに目を半分だけ開け、籠こもった声で答える。

「うん、そうだよー」

　そう言えばライラの服装も変わっており、今はサイズの合わないパーカーを着ている。私が買ったものだ。ライラが替えの服を持っていなかったため、人質が私の服を勝手に貸したのだろう。

「ほら、ライラもこう言ってんじゃん」

「そんなこと聞いていません！」私は人質に拳けん銃じゆうを向ける。「私はなぜ傷が治っているのかを聞いているのです。早く答えないと、一秒経過するごとに、引き金を一ミリずつ押し込んでゆきますよ」

「うわ、それ、人にものを聞く態度じゃねえだろ」人質は苦い顔で両手を上げる。「取り敢あえず落ち着けって」

「落ち着いています」私は二ミリ引き金を押し込む。「早く答えなさいこの屑くず」

「わ、分かったから」人質はローテーブルの上に転がっていたガラス製の小さな瓶びんを摘つまみ上げる。「これだよ」

「その瓶がどうかしたのですか？」

「これに、父さんが開発した『聖杯グラール』って薬品が入ってたんだ。それを使ったんだよ」

「グラール？　何ですかそれは」

「簡単に言えば、液状の未み分ぶん化か細胞かな。これを傷口に垂らすと、『聖杯グラール』が傷口の周りの細胞と同じ細胞に分化して増ぞう殖しよくして、傷を再生させるんだ」

「そんな薬品があるなんて、信じられません。まるで万能薬ですね」私は言う。だが、現に自分の傷は塞ふさがっているのだから、信じないわけにはいかないだろう。あらゆる病気や傷をたちどころに癒いやすという、伝説の聖遺物の名を冠するに相応ふさわしい薬品ではないか。

「父さんがムーンチャイルド開発の過程で偶然生み出したものだよ。製法がかなり難しいらしくて、父さんでも数グラムしか作れなかったみたい。で、そのなけなしの数グラムがこれ」人質が空からの小瓶を振る。

「そんな貴重なものを、私なんかに使ったのですか？　あなた、馬ば鹿かなのですか？」

「馬鹿とか言うなよ。いいんだ別に、どうせ使う機会もなくてずっと冷蔵庫にしまってあったものだから」

「冷蔵庫……。ずいぶんと杜ず撰さんな保管方法ですね。科学者の息子むすこなら、そういうところにもっと気を遣つかうべきだと思いますが」

　私が呆あきれて溜ため息いきを吐つくと、人ひと質じちがおかしそうに笑った。

「何がおかしいのですか？」

「いや、意識が戻った瞬しゆん間かんから元気すぎるから、安心したんだ」そう言った人質の目め尻じりに、急に涙が浮かんだ。人質は目元を拭ぬぐったが、涙はとめどなくあふれてくる。彼は顔を伏せ両目を乱暴にごしごしとこすった。「本当、気がついて良かった……。死んだら……どうしようかと思っ……」

「なぜ、泣くのですか？」

「……泣いてねえし」目をこすり、少ししゃくりあげながら人質は答える。彼の顔を、ライラが少し心配そうに覗のぞき込んだ。人質はそれを嫌いやがるようにライラから顔を背そむける。




　不覚だった。

　まさか泣くとは思わなかった。しかも、年下の女の子の前で……。

　伊い井いさんとライラから顔を逸そらし、目元をこすりながらおれは恥ずかしさに死にたくなる。

『聖杯グラール』で傷を治したのは良かったが、伊井さんが一向に意識を取り戻さないため、正直、もう駄だ目めかも知れない、と何度も思った。

　その反動のせいで、伊井さんが意識を取り戻し、元気にいちゃもんをつけてきたとき、安心して気が緩ゆるみ、ついでに涙るい腺せんまで緩んでしまったのだ。

　おれは二度、なるべく音を立てないようにしゃくりあげてから、深く息を吸い呼吸と意識を落ち着かせ、顔を上げた。

　それを待っていたかのように、伊井さんが口を開いた。

「しかし、人質。なぜ私を助けたのですか？　あなたに私を助けるメリットがあると思えませんが。私が死ねば、あなたは普通の生活に戻れたのですよ？」

「だって、伊井さん、おれを助けてくれたじゃん」おれは答える。

「あのジープでのことですか？　つまり、命を救われたからその借りを返した、と？」

「そんな感じかな。でも、それがなくても助けてたと思う。だって、おれにしてみれば、伊井さんは妹みたいなものだし。身内いもうとを助けるのに、理由なんていらないだろ？」

「……は？　妹？　気持ち悪いこと言わないでくださいこの屑くず。年下の異性を妹に見立てるなど、あなたは真正の変態なのですか？　屑で変態でロリコンの三重苦を背負う人間は、生きている価値がありませんよ」

「いや、最後まで言わせろよ」おれは苦笑する。「父さんが生きてた頃ころ、よく口くち癖ぐせのように言ってたんだ。『全すべてのムーンチャイルドは私の息子むすこ・娘だ』って。父さんの娘ってことは、おれの妹でもあるってことじゃん」

　おれの言葉に引っかかりを覚えたのか、伊井さんが不可解そうに眉まゆをひそめる。

「息子むすこ？　それはないでしょう。男性のムーンチャイルドは存在しませんし」

　伊い井いさんが言うと、ライラが不思議そうに首をかしげた。

「……そういえば、男の子のムーンチャイルドって見たことないかも。ねえ、おねえちゃん、どうして男の子のムーンチャイルドはいないの？」

「技術的な問題のためです」伊井さんが答える。「誤解を恐れず大おお雑ざつ把ぱに説明しましょうか。人の性別を決める性せい染せん色しよく体たいにはＸ染色体とＹ染色体の二種類があります。性染色体は通常は対ついになっていて、ＸＸが組み合わさると女性に、ＸＹの組み合わせだと男性になります。ただ、ＸＹの組み合わせはＸＸと比べて脆もろく、ムーンチャイルド製造の際の遺伝子操作により破損することが殆ほとんどだったのです。仮に破損せず製造できたとしても、男性型ムーンチャイルドは先天的に欠陥があり使い物になりませんでした。ですから、簡単に製造できて欠陥もない女性型ムーンチャイルドが主流となったのです」

「男の子は弱いからムーンチャイルドになれなかったの？」

「まあ、そう捉とらえて問題ないでしょう。一応、第二世代Ｆ型と試作第三世代ＸＫ型で、男性型ムーンチャイルドの製造が試みられましたが、Ｆ型は実験が遺伝子操作の段階で失敗したため試作ムーンチャイルドすら生み出せず計画凍結。ＸＫ型は試作ムーンチャイルドの製造には成功したものの、成長途中に致命的な欠陥が発生し、試作ムーンチャイルド全員が死亡したと聞いています」

「欠陥？」

「ライラ。我々ムーンチャイルドの戦闘力パフオーマンスが低下する要因には、どんなものがあると思いますか？」

「む～」ライラは難しい顔をして考えたが、何も思いつかず首を左右に振った。

「人ひと質じちはどうでしょう？」

「性能が低下……」おれは先さき程ほどの伊井さんの様子を思い出す。「分かった。怪け我がだ」

「正解です。肉体的な要因には怪我が、精神的な要因には恐怖などが挙げられます。怪我をすれば戦闘継続が困難になりますし、恐怖は判断力を鈍らせますから。ＸＫシリーズは男性型であると同時に、これらの要因の克こく服ふくを目指したそうです」

「どうやって？」

「ＸＫシリーズは、特殊な脳内麻薬を分ぶん泌ぴつして痛覚や恐怖感をシャットアウトする機能を有していたそうですよ。痛みも恐怖も感じない人間兵器……、まさにムーンチャイルドの極致ではありませんか」伊井さんは皮肉っぽく唇くちびるを歪ゆがめた。「もっとも、皮肉なことに、ＸＫシリーズは全員成長とともに脳内麻薬の分泌量をコントロールできなくなり、脳内麻薬の分泌過多により脳神経が焼き切れて、目と鼻と耳と口から血を流しながら死んだそうですが」

「ふ～ん」話が難しくなったためか、それとも聞いている途中で興味が無くなってしまったのか、ライラは気のない返事をする。

　そのときライラのお腹なかが、ぐるるる～、と間抜けな音を立てた。ライラはおれと伊い井いさんの顔を交互に見てから、少し照れて両手を頰ほおに当てた。

「えへへ～、お腹空すいちゃった～」

　おれも空腹だったことを思い出す。伊井さんの治療を終えた後、彼女が目覚めるのを待っている間に寝てしまったため、おれもライラもまだ夕食もとっていなかった。

「遅い時間だけど、これから夕飯にするか。昨日のカレーが余ってるから、それでいいだろ？」おれは立ち上がる。

「──良いわけないでしょう！」伊井さんが突然テーブルを叩たたいて立ち上がる。「今日またあれを出してみなさい！　食卓が血の海になりますよ！」

「え、ちょ……、なんでそんな怒るの？　大だい丈じよう夫ぶ。牛乳とかで味を調ととのえるから」

「それでも嫌いやです。たとえ辛からくなくても、元があれだと思うと許せません！」

「うわ、めんどくさっ！　じゃあ、カツとか入れてカツカレーにするから」

「カツ……」一いつ瞬しゆん伊井さんの勢いが弱まる。どうやらカツという言葉に揺らいだらしい。「──いえ、そういう問題ではありません。元があれなのが駄だ目めなのです」

「分かった。伊井さんには特別にカツを二枚用意しましょう」

「二枚……」伊井さんは目に見えて動揺した。それを隠すためにわざとらしく咳せき払ばらいをする。「……まあ、いいでしょう。余ったカレーを食べずに捨てるのも勿もつ体たいないですし……、あなたにカレーを用意する許可をくれてやりましょう」

「はっ、かしこまりました」おれは冗談めかして敬礼してみせる。

　昨日のことを知らないライラは不思議そうな顔をしていた。

　キッチンに入り、炊すい飯はん器きに米をセットし、カレーを火にかけて温めつつ、豚肉にパン粉を付けてフライパンで揚あげる。

　カツを作りながら、父さんのことを少しだけ思い出す。ドライで合理的な性格だったのに、ムーンチャイルドのことになると我が子のように感情を露あらわにしていた父さん。ムーンチャイルド研究を続けるうちに、ムーンチャイルドに対して特別な感情を抱いだくようになったのか、それとも、ムーンチャイルドへの拷ごう問もん紛まがいの人体実験を続けているうちに、罪の意識や良心の呵か責しやくに苛さいなまれるようになったのか。

　おれは後者だと思っている。罪の意識や良心の呵責に苛まれたからこそ、父さんはムーンチャイルドを我が子として扱うことによって、それまで自分が苦しめてきたムーンチャイルドへの罪滅ぼしをしようとしたに違いない。

　おれはそんな父さんの考えを、父さん一人が苦しみから逃げるための上うわ辺べだけの贖しよく罪ざいでしかなかった、と思っている。

　だって、父さんがそういう形で罪滅ぼしをしたところで、救われるのはあくまで父さんだけで、ムーンチャイルドを取り巻く惨むごい環境は何ら変わらないのだ。もし父さんに本当に贖罪の意志があったのならば、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんのように、ムーンチャイルドのために行動を起こすべきだったのだ。

　そんなことをぼんやりと考えているうちにカツが出来上がる。ご飯が炊たき上がってから、おれはカレー皿にライスとカレーを盛って、その上にカツを載せて食卓に並べた。冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出し、用意した三つのグラスに注ついだ。

「できたよ」

　おれが声を掛けると、ライラが嬉うれしそうに食卓に着いた。伊い井いさんも表情には出さないが心なしか嬉しそうだ。やっぱり成長期の子供は肉が好きなようだ。というか、ろくなものを食べていなかったからこの程度の肉でもご馳ち走そうなのだろう。おれも席に座る。

「いただきます」「いただきま～す！」

　伊井さんとライラがカレーを一口頰ほお張ばる。

「──にゃっ！」「むー！」

　その直後、二人は顔を真まっ赤かにしてスプーンを取り落とすと、口元を押さえて椅い子すから転げ落ち、まるで毒を盛られたみたいに涙を流して悶もだえ始めた。

　……あ、やべ。カレーの味変えるの忘れてた。

　その後おれが伊井さんに銃殺されかけたのは言うまでもない。




　　　　　　　５




　翌、土曜日。

　学校が休みの日は昼まで惰だ眠みんを貪むさぼる派のおれは、その信念を貫つらぬくために、アラームもセットせず、だらだらと寝ているつもりだった。前日に、ライラや武装人形楽団に遭そう遇ぐうしたり、遅くまで伊井さんの心配をしていたせいで、肉体的・精神的な疲労が酷ひどく眠りはかなり深かった。

　が。

　何時頃ごろだろう。いきなりおれの部屋のドアがバタンと開けられ、軽快な足音とともに誰だれかが部屋に飛び込んできた。

「おにいちゃん！　あ・さ・ご・は・ん！」

　嫌いやな予感がして急速覚かく醒せいしたおれの目に飛び込んできたのは、天井ぎりぎりまで飛び上がり、膝ひざを突き立てるように落下してくるライラの姿だった。

「──！！！！！！！！！！！！！！！」

　おれは布ふ団とんごとベッドから転がり落ちてライラの奇き襲しゆうを回避。その直後、ライラの膝がベッドに突き刺さり、ベッドがバキリと不吉な音を立てた。ちょっと待て。あれを喰くらったら内臓の一つや二つ破は裂れつしたんじゃないのか？　おれは憂ゆう国こくの鷹たかでライラが持て余されていた理由を垣かい間ま見た気がしてぞっとする。本人はふざけているつもりなのだろう。屈くつ託たくのない瞳ひとみでにこにことおれを見ているので余計たちが悪い。妹キャラが寝ている兄の上に飛び乗って起こすのは、漫画やアニメでは定番だが、今のはその再現というより、殺し屋に命を狙ねらわれた気分だ。

「何すんだ。殺す気か？」

「あさごはん食べよ！」

「朝ご飯……」おれは枕まくら元もとの時計を見る。午前十時。休日にしては早すぎるが、今のですっかり目が覚めてしまった。「……分かった。今行くから先に下に戻ってろ」

「うん！」ライラは素直に頷うなずき、小走りで部屋を出ていく。

　ライラには昨日離れの一室を用意したが、あの調子じゃ、いつか部屋を壊すんじゃないかと心配になる。伊い井いさんの方は、昨日は離れで寝たのかおれの監視をしていたのか分からない。疲れすぎておれがさっさと寝てしまったから。

　カットソーとデニムに着替えて一階に向かうと、伊井さんがリビングでソファに座り小説を読んでいた。ライラはアニメを観みている。

「あれ、朝飯作ったんじゃないの？」

「寝言はよしてくださいこの屑くず。朝食はあなたが作るのです。そのためにライラにあなたを起こさせたのですから」

「……かしこまりましたー」おれは適当に返事をしてキッチンで朝食の支し度たくを始める。




　パンと目玉焼きの軽い朝食を用意して、三人で食卓を囲む。

　食べながら、伊井さんが口を開く。

「人ひと質じち。昨日言うのを忘れていましたが、あなた、馬ば鹿かなのですか？」

「……いや、朝っぱらから理由なく罵ののしられると、生まれてすみません、ってなるんだけど。何でおれが馬鹿だって」

「あなた、昨日、副団長に食ってかかりましたよね。普通の人間の癖くせにムーンチャイルドの間に割って入るなど、頭がいかれているとしか思えません……。ああ、そう言えば、初めて会ったときも、勝手にトラブルに巻き込まれて殴なぐられていましたよね。殴られるの、お好きなのですか？」

「なわけねーだろ。昨日、お前らの間に割って入ったのは、ええと、まあ、あれだ。その場の勢いってやつ？　伊井さんが武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんに入るかも知れないって思ったから、やばい、止めなきゃ、って思って」

「なぜ私が入団すると？」

「だって、伊井さんがおれの家に来たのって、父さんにムーンチャイルドの存在を公表させるためじゃん。武装人形楽団も目的は似たようなものだし。それに、一昨日おととい、伊井さんもムーンチャイルドは生まれながらのテロリストだって言ってたから……」

「生まれながらのテロリストだからこそ、人権獲かく得とくのためにテロを用いてはいけないのです。何かを得るために暴力を振るうことは、原理的には強盗と何ら変わりません。強盗を賞賛する人間がいますか？　強盗に同情する人間がいますか？　それと同じです。私の言っている意味、分かりますか？」

「うん。分かるよ」おれは頷うなずく。「そういえば、伊い井いさんってさ、ここに来るまではどこで何してたんだ？」

「私は日本で造られ、十歳の頃ころ、ヨーロッパのとある国に派遣され、政府の命令でテロを繰り返していました」

　日本で造られたムーンチャイルドだからといって、人種が日本人であるとは限らない。ムーンチャイルドの人種は、製造国ではなく派遣国に合わせられる。伊井さんはヨーロッパでのテロ活動を前提として造られたため、人種的に西洋人としてデザインされたのだ。

「世界テロ紛争終結の直前、日本を含めた世界各国がムーンチャイルド狩がりを始めたお陰で、私は他ほかのムーンチャイルドとヨーロッパ中を逃げ回ることになりました。その後、ムーンチャイルド狩りなどで仲間を失いながらも、二か月前に貨物船に密航して日本に戻ってきました。それから、契約テロを続けながら命めい川かわ景かげ臣おみの居場所を探して、現在に至るというわけです」

「ヨーロッパで……。じゃあさ、もしかして通り名持ちエイリアスとかに会ったことある？　例えば『欧州の七魔女』とか」おれは好奇心で尋たずねてみた。

「七魔女なら、『水音を曳ひく魔女エヴァンジェラ・エイミス』、『十字架を穢けがす魔女カレン・グローテヴォール』、『悪あく霊りよう憑つきの魔女ユーリヤ・ユーリエブナ・ビアルスカヤ』の三人には会ったことがあります。七魔女以外の通り名持ちエイリアスであれば『赤ずきんロートケツプヒエン』、『断頭女ギロチナ』といったところでしょうか」

「意外に会ってるな」

「ムーンチャイルドがムーンチャイルド狩りから身を隠すための潜伏先など、数が限られていますからね。二年も三年も逃げ回っていれば嫌いやでも顔を合わせます」

「どんな奴やつらだった？」

「屑くずでした」

「……」どうやら、伊井さんにしてみれば自分以外は全員屑のようだ。

「しかし、あなたが『欧州の七魔女』を知っているとは意外でした。あの屑どもは日本でも有名なのですか？」

「勿もち論ろん。ていうか世界で一番有名な通り名持ちエイリアスなんじゃないか？　あとの四人は『紅ぐ蓮れんと踊る魔女ゾラ・サマーチェスト』、『一撃粉砕魔女アラウダ・イネイ』、『削けずり喰くらう魔女メオーネア・ヴォランドリ』、『存在しない魔女メルローザ・トリシェ』だろ？」

「テロリストの名前を暗記しているなど、あなた、心の底から気持ち悪いですね」伊井さんが嫌そうに眉み間けんにしわを刻む。

「いや、有名だから知ってるだけだって」おれは弁解する。この話題は伊い井いさんには面白くないのだろうと気づき、話題を変えることにする。「そうだ、ライラは城しろ山やまファイナンスに居つく前は、何してたんだ？」おれは聞く。ライラは年齢的に実戦投入前に紛争が終結しているはずだから、多分海外派遣はされていないだろう。

「あたしはムーンチャイルド研究所にいたの。でも、何年か前に、研究所がテロに遭あって、そのときに逃げてきたの」ライラは答えた。

　それは多分、三年前の、日本に五カ所あるムーンチャイルド研究所が、同時にテロの標的になった事件のことだろう。おれの父さんの勤めていたムーンチャイルド研究所も、そのときのテロの混乱に乗じ、研究所にいた試作ムーンチャイルドの殆ほとんどが脱走していた。

　年齢とムーンチャイルド研究所にいたことを合わせて考えると、ライラは試作第三世代のムーンチャイルドと見て間違いないだろう。

「そのあとは、他ほかのムーンチャイルドのおねえちゃん達と一緒にいたり、契約テロしたり」

「どこの研究所？」

「ほっかいどー！」

「おれの父さんはムーンチャイルド研究所長なが野の支部だったから、ライラは父さんとは面識はないか」

「わかんない」

「命めい川かわ景かげ臣おみは長野の研究所で働いていたのですか？」

「うん。一応所長だったらしいけど」

「長野研究所は、今もあるのですか？」

「さあ。テロに遭った後で研究所自体が閉鎖されたって聞いたけど、建物くらいはまだ残ってるんじゃないか？」

「そうですか」

　伊井さんが顎あごに手を当てて軽く俯うつむく。何を考えているのか分かったので、おれは先回りして言う。

「研究所に行っても、政府がムーンチャイルドを作った証拠は出てこないと思うよ。そんなの、とっくに処分してるだろうし」

「そうでしょうね」伊井さんはさして残念でもないという表情で言い、パンを一口かじる。おれが指摘するまでもなく分かっていたようだ。パンを吞のみ込んでから、伊井さんが続ける。「ところで、ライラ。昨日、私がショッピングモールに行くことをあらかじめ知っていたみたいですが、なぜでしょう？」

「あのね、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの人が教えてくれたの。あのおねえちゃんはショッピングモールに行くよって」

「それ、いつの話？」おれは口を挟はさむ。

「うーんとね、昨日のお昼くらい？」

「……そもそもお前って、城しろ山やまファイナンスのビルが崩壊したあと、どうしてたんだ？」

「えっと、おねえちゃんが皆殺しにしちゃったあとは、警察が来る前に逃げたんだけど、そのときに武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの人が逃げるのを助けてくれたの。それでね、隠れ家みたいなところに一日泊めてもらって、武装人形楽団に入って～、って言われたの。でねでね、おねえちゃんを殺してからならいいよ～、って答えたら、昨日のお昼くらいに、おねえちゃんがどこに行くか教えてくれたの」

　昨日、伊い井いさんは、城山ファイナンスの事務所から逃げるときに誰だれかに尾行されたと言っていた。多分武装人形楽団の奴やつらが、事務所に出入りしているムーンチャイルドをあらかじめ監視していたのだろう。だからこそ、ライラも逃げ出したときにすぐ声を掛けられたのだ。

　それにしても、伊井さんがショッピングモールに行くことを昨日の昼の段階で知っていたことはおかしい。伊井さんが誰かに喋しやべったとは考えられないし、おれ自身も、そのことを誰かに漏もらしてはいない。伊井さんがショッピングモールに行くことを第三者が知るには、一昨日おとといの夜の、おれと伊井さんの会話を聞いていなければならない。

（まさか、盗聴……？）

　そんな嫌いやな考えが頭に浮かぶ。だが、武装人形楽団が伊井さんを見失ったなら、伊井さんがおれの家に来たことは知らないはずだ。それなのにおれの家に盗聴器を仕掛けることはできないだろう。

　伊井さんに目を向けると、伊井さんもおれと同じ疑問を持ったのか、不可解そうに眉まゆ根ねを寄せていた。伊井さんはライラに色々質問したが、ライラからはそれ以上の情報は得られなかった。
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　現場は騒然としていた。

　道路を塞ふさぐように対向車線にはみ出して停車した黒塗りの高級車。

　その左側後部のウィンドウには、弾だん痕こんを中心に蜘蛛くもの巣状のひびが広がっている。ガラス製の蜘蛛の巣の内側には、側頭部から赤黒い血を流してシートに横倒しになった国会議員の新にい村むらの姿があった。シートには深い血だまり。新村が絶命しているのは明白だった。

「どうしてこうなったんだ！」山やま木きが傍かたわらのＳＵＶを怒りに任せ殴なぐりつける。

　高級車の周辺は、既すでにテロ鎮ちん圧あつ隊たいが黄色いテープと青いビニールシートで封鎖し、鑑識の到着を待っている。規制線の外側では、早くも死臭スクープを嗅かぎつけたマスコミがカメラを回していた。無線には周囲の捜索に向かったテロ鎮圧隊の隊員からひっきりなしに通信が入っている。

　俺おれはそんな現場の様子を呆ぼう然ぜんとして眺ながめていた。

　午前七時ちょうど。新にい村むらが死んだ。

　殺されたのだ。

　オラクルシステムの予測とは違う殺され方で。

　オラクルシステムの予測では、議員の乗る車にムーンチャイルドと思おぼしき少女の手で爆弾が仕掛けられ、議員が事務所へ向かう途中に遠えん隔かく操作で爆破されるはずだった。そのため俺おれや山やま木きを含むテロ鎮ちん圧あつ隊たいの隊員は、昨晩から議員の自宅や車を遠くから見張り、犯人が爆弾を仕掛けたところを逮捕する手はずを整えていた。

　しかし、結局、朝になっても議員の車に近づく人間は誰だれ一人現れなかった。そのため新村議員は、ほら見ろ、何もなかったじゃないか、俺が爆殺されるなんて冗談もいいところだ、オラクルシステムの予測は本当にいい加減だな、何のためにオラクルシステムに高い税金を投入したと思ってるんだこの税金泥棒め、と身辺警護にあたっていた隊員に散々悪態を吐つき、ふんぞり返って車に乗り込み、運転手の運転で事務所へ向かったのだ。

　そして、それからわずか三分後、新村は走行中の車内で狙そ撃げきを受け殺されてしまった。新村の車をＳＵＶで追い警護にあたっていた俺と山木は、リアウィンドウの向こうで、側頭部に弾丸を受け横倒しに倒れる新村の姿を、誰よりもそばで目撃していた。

　今まで百発百中だったオラクルシステムの予測が外れたのだ。

　もしかして、オラクルシステムに不具合が生じて予測が狂ったのか？

　それとも、オラクルシステムが百発百中という俺の認識が間違っていたのか？

　スーパーコンピューターを七台繫つなげ、数日先に起こる出来事を毎秒一億通りシミュレートし、その中から実現可能性の高いものを選より分けさらに細かくシミュレートするオラクルシステムであっても、未来を完かん璧ぺきに言い当てることは不可能だということか？

「山木さん、ここは他ほかの隊員に任せて、俺達も周辺を捜索しましょう」俺は山木を促うながしＳＵＶに乗り込む。

　周囲の建物はもう他の隊員達が捜索している。俺にはそれ以外に考えがあったので、現場からかなり離れた場所へと向かった。

「おい、汐しお見み、どこへ行くんだ」助手席の山木が不審そうに言う。「現場から離れちまうぞ」

「いいんです。現場から離れているんです」俺は答える。「犯人がムーンチャイルドであれば、狙撃の腕も生なま半はん可かなものではないでしょう。被害者の周囲五百メートル以内は、我々が安全を確認していましたけれど、にもかかわらず被害者は狙撃されてしまいました。狙撃手は五百メートル以上離れた場所から被害者を狙ねらったのでしょう。狙撃の方角から考えて、犯人が狙撃に選んだ建物は一つしかありません」

「ムーンチャイルドの狙撃か。そう言えば、新村はムーンチャイルドと因いん縁ねんがあったらしいな」

「どんな因縁ですか？」

「世界テロ紛争終結の一年前まで、ムーンチャイルド研究所で働いていたという噂うわさがあるんだよ。ムーンチャイルド研究所の存在自体を国が認めちゃいねえから、あくまで噂ということになっているがな」

「その研究所でムーンチャイルドの恨うらみを買ったんでしょうか？」

　現場から一キロ近く離れた雑居ビルの前で車を停とめ、俺おれと山やま木きは雑居ビルに進入した。非常階段で屋上に向かうと、屋上へ続くドアは半分開いていた。ドアの隙すき間まから屋上を覗のぞくが、見える範囲に人影はない。当たり前か。犯行からもう三十分以上経過している。犯人はとっくに逃げているだろう。念のため拳けん銃じゆうを構え、そっとドアを押して屋上に足を踏み入れる。

　屋上は無人だったが、俺は屋上の端付近に白いものが落ちていることに気づいた。慎しん重ちように近寄ると、それは武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの団員がかぶっている白い仮面だった。仮面の表面には赤い文字で「ＢＡＮＧバン☆ＨＩＴ命中！」と書かれており、傍かたわらには細長い薬やつ莢きようが転がっていた。手すりから向こうを覗くと、遠目に殺害現場が見えた。黄色いテープと青いビニールシート、赤い回転灯。まるでパーティーのような賑にぎやかさ。

「汐しお見み。お前の予想通り、ここから議員を狙そ撃げきしたらしいな。こりゃテロというより暗殺だ」山木がスーツのポケットから取り出した白手袋を着け、薬莢を持ち上げる。「しかしまあ、オラクルシステムも、ついに化けの皮が剝はがれたといったところだな」

「どうして今回は予測が外れたのでしょうね？」

　予測はあくまで予測でしかなく、百％未来を見通すことなど不可能なのだろうか。逆に、今の今まで百％的中していた方が不自然だったと考えるべきなのか？

「知るか。壊れたんじゃねえのか」山木はオラクルシステムの予測が外れたことを冷笑するかのように口元を歪ゆがめた。「壊れたときは思い切りぶっ叩たたけば直るんだがな」

「いつの時代の家電ですか、それ。こんなときに冗談はよしてください」俺は落らく胆たんの溜ため息いきを吐つく。三日前の領事館テロと今回のテロ。この三日間で二回もムーンチャイルドに出し抜かれたのだ。テロ鎮ちん圧あつ隊たいの面目は丸まる潰つぶれだ。

　不意に、領事館テロに巻き込まれたあの少年の顔を思い出した。まさかあのムーンチャイルドに狙ねらわれていないだろうか、と心配になる。この事件が一段落したら連絡を取ってみよう。
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「鈴すず森もり君！　どういうことだ！」長官室に入るなり、宮みや永なが長官がデスクを叩たたきながら唾つばを飛ばして怒鳴った。「新にい村むら先生の命を守れなかったどころか、オラクルシステムが的外れな予測をしたらしいじゃないか！　この責任は一体どうやって取るつもりだ！」

「申し訳ございません。ただ今全力を挙げて犯人の捜索をしています」

「犯人のことはどうでもいい。責任のことを話しているんだ！」

　そう怒鳴る宮みや永ながに私は嫌けん悪お感かんを覚える。殺人犯のことはどうでもよく、誰だれが責任を取るか──自分以外の人間に責任をかぶせること──だけしか頭にない宮永は、警察庁長官に相応ふさわしくない。宮永は長官に就任した当初から政治家の顔色を窺うかがっていた、というより、政治家の後ろ盾だてがあったからこそ、宮永程度の能力で長官になれたのだ。

「至急、隊員の指揮に戻ります」短く言い放ち、反論の暇いとまを与えず長官室を出た私は、その足でエレベーターに乗り、ソフィヤがいる最上階の隠し部屋に向かった。

　水すい槽そうのようなガラスの部屋の中では、人魚のように美しく、人形のように表情のない少女が泰たい然ぜんと安楽椅い子すに座っていた。

「ソフィヤ・レオノヴナ！　『オラクルシステム』の予測が外れたぞ。どういうことだ？」

「嬉うれしいな。きみ達が結果を報告してくるのは初めてじゃないか？　それにしても予測が外れただと？　ということは、あの頭の大きな議員は死んだのか？　死んだんだな？　どうやって死んだんだ？　刺殺か？　絞こう殺さつか？　毒殺か？　その他か？」

「その他だ。車で移動中、約一キロ離れた地点から狙そ撃げきを受けた」私は苛いら立だちを露あらわに言う。

「そうか。常人と比べて頭が大きかったから、的にしやすかったというわけか。縁日の射しや的てきみたいに、的に当たると景品がもらえるシステムはないのか？」

「新村先生まとに当たると、警察庁とオラクルシステムが無能と嘲ちよう笑しようされるシステムならある。今回の件でマスコミはこぞって、オラクルシステムは税金の無む駄だだと騒ぎ立てるだろう」

「警察庁が無能なのは今に始まったことではないし、『オラクルシステム』だって嘲笑されて然しかるべきじゃないか。七台直結・毎秒一億通りの未来演算を可能にするという噂うわさのスーパーコンピューターを見習って、一億通りの死に方を実じつ践せんして死ね」

「御ご託たくはいい。どうして爆殺ではなく射殺になったのかを聞いているんだ！」

「ガラスの向こうから怒鳴りつけているだけでは、わたしの心は動かせないぞ。理由を知りたければ、今この場で切腹してわたしを楽しませろ。ほら、早く死ね死ね死ね死ね死ね死ね」

「ふざけるな。人が一人死んでいるんだぞ！」

「この世界では一日約二十万人の人間が死んでいる。一人余計に死んだところで誤差の範囲内だね」

「この……」

「どうせ、きみがオラクルシステムの予測失敗の理由を知りたがるのは、上司への報告のためだけだろう。それならば、こう報告してやればいい。『オラクルシステムは生理中だったため、いらいらして予測に失敗しました。我々は七台直結のスーパーコンピューター専用のナプキンを開発しなければなりません。できれば羽つきのものを』とな」

「──もういい！　話にならん！」私は吐き捨て、大おお股またで隠し部屋を後にする。

　あんな小娘に、九日後に控えたテロ犠ぎ牲せい者しや追つい悼とう式典の警備配置などの相談を続けなければならないと思うと気が狂いそうになる。




　新しん東とう京きよう都とでは、その日から四日連続でテロがあり、さらに一名の国会議員と自衛隊幹部、大学病院の院長が殺された。犯行声明は出されなかったものの、どの現場にも白い仮面が残されており、警察庁は一連の犯行を武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんによるテロと結論づけた。

　部下に命令し被害者の経歴を洗ったところ、被害者は全員ムーンチャイルド研究に深く関かかわった過去を持ち、世界テロ紛争終結の前後、ムーンチャイルドの存在を抹まつ消しようするために暗躍した人物であったことが判明した。

　この三件のテロも、新にい村むら射殺事件同様、オラクルシステムで犯行を予測していたにもかかわらず、予測と異なる手段で殺害されたため、未然に防ぐことができなかったのだ。

　なぜ、オラクルシステムを欺あざむくことができたのだ？

　オラクルシステムの「予測」は絶対ではなかったのか？

　事件の捜査に追われ、ほとんど睡眠もとらずに捜査の指揮にあたっていた私は、心中でそう歯は嚙がみする。

　ソフィヤ・レオノヴナはオラクルシステムの「予測」が外れた理由に心当たりがあるようだったが、もうあの少女と話す気は起きなかった。







[image: 第三章　遺伝子組み換え系オラクルシステム]
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（……久し振りだな。ソフィヤ・レオノヴナ）

　三方を白い壁かべに、残り一方をガラス壁へきに囲まれた白い部屋に、突とつ如じよとして声が響ひびいた。

　いや。

　それは空気の振動としての声ではない。直接心に響く声。精神感応テレパスだった。その証拠に、ガラスの牢ろう獄ごくの向こうにいる女性警官は今の声に全く気づいていない。

（その声は、ボク女か）わたしは思考する。

　その思考をボク女が精神感応テレパスで拾い上げるため、口を動かすまでもなく会話が成立する。わたしはボク女を直接見たことはないが、超能力サイを持っているから、ムーンチャイルドに違いないと考えていた。

（その呼び方は気に食わないが、その通り。お前の友人のボク女だ）

（友人になった覚えはないから死ね）

（ふん、相変わらず尖とがっているな。だが、そういうのも嫌いではないぞ）

（反吐へどが出るから死ね。最近声を聞かないから死んだと思っていたのに生きていたことが不愉快だから愉快に死ね）

（すまないな。随ずい分ぶんと寂しい思いをさせたみたいだ。だが、ボクもそれなりに忙しくてね。例えば、テロとかでな）

（……）

（今、テロという言葉から、先週から続く連続テロを思い出したな？）

（……）

（隠しても無む駄だだ。知っているだろう？　ボクの精神感応テレパスは心の声の送受信だけではなく、相手の思考と記憶すらも読み取ることができる。ボクに隠し事は通用しない。ボクの前ではお前の心は裸同然だ）

（キモい。死ね。心の底から死ね）

（お前自身は四件連続で『オラクルシステム』の予知が外れた理由を理解しているみたいだが、あえてボクからもその理由を言わせてもらおうか。『オラクルシステム』の予知は、一つの『死』に対して一度しか発揮されない。最初の新にい村むら議員殺しで、確定していたはずの爆殺の未来が変わってしまったのは、『オラクルシステム』が爆殺という未来を予知したことが、犯人側に漏もれたからだ。爆殺が予知されてしまった以上、そのまま計画を実行してもテロ鎮ちん圧あつ隊たいに防がれることは目に見えている。だから犯人達は爆殺を中止し射殺にした。対して『オラクルシステム』は、新村議員の『死』を爆殺だと一度予知してしまった以上、射殺による『別の死』を予知できない。だから射殺テロは成功したというわけだ。そして『オラクルシステム』の予知がどうして犯人に漏もれたのかは、お前が考えている通りだよ）

（……）

（情報源はお前自身だよ、ソフィヤ・レオノヴナ。先さき程ほどお前は最近ボクの声を聞いていなかったと言ったな？　だがそれは、単にボクが話しかけていなかっただけで、ボクは頻ひん繁ぱんにお前のそばに来ていて、精神感応テレパスでお前の頭から必要な情報を引き出していたのだ）

（……きみは、誰だれだ？）

（聞くなよ。聞くまでもなく、お前の心はボクの正体に気づいているだろう？）

（武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの団員だな？　このボク女）

（より正確に言うと、武装人形楽団団長・天あま岐き稀まれ耶や。それがボクの名前だ）

（死ね）

（ところで、今日ボクがお前に話しかけたのは、お前と取引をするためだ）

（死ね死ね）

（お前をその白い監かん獄ごくから解放する。その代わり『オラクルシステム』を武装人形楽団のために使え）

（死ね死ね死ね断る）

（即答か。なぜ？）

（わたしの心が読めるなら聞くまでもないだろう。わたしはきみが気に食わない。きみのテロごっこに付き合う気もない。理由はそれだけだ）

（……説得のしようもない理由だ。分かった。お前のことは素直に諦あきらめよう。だが、覚えておけ。お前の存在はボクの計画の妨さまたげになる。だから、お前がボクの仲間にならないのであれば、ボクはお前を殺す）

（好きにしろ）

（ボクは近いうちにムーンチャイルドの人権獲かく得とくのために事を起こす。だがお前はムーンチャイルドが人権を獲得する歴史的瞬しゆん間かんに立ち会うことなく、ムーンチャイルドの手により殺されるだろう。本当に残念だ）

　その言葉を最後に精神感応テレパスは途絶えた。




　それから三日後。

　ソフィヤに白い隠し部屋を出る機会が訪れた。年四回の定期健診のため、大学病院に行くのだ。

　逃亡阻そ止しのため手足を拘こう束そくされたうえで、チタン製のケージに入れられる。ケージと言っても、表向きはテロ鎮ちん圧あつ隊たいの備品を入れるコンテナに偽ぎ装そうしてあるため、中に人が入っているとは誰も思うまい。

　ケージに入れられたまま地下の駐車場に下り、装甲トラックの荷台に収容され、テロ鎮圧隊の隊員が乗る装甲ＳＵＶに前後を挟はさまれながら大学病院に向かう。

　表向きは「大学病院に分析を依頼する重要証拠類の搬はん送そう」ということになっているため、警護にあたっている隊員達は、この偽ぎ装そうコンテナの中にソフィヤが入っているなど知る由よしもない。ソフィヤの存在を知っているのは警察庁にいる数人だけだ。──いや、その他ほかに天あま岐き稀まれ耶やも彼女の存在に気づいている。

　もう少しで大学病院というところで事件は起きた。

　トラック後方を走るＳＵＶのサイドミラーに、高速で接近するバイクが映り込んだ。ファイアパターンの入った黒いヘルメットに黒いライダースーツの女と、フード付きの黒いコートに白い仮面の少女の二人乗りだ。バイクはあっという間にＳＵＶに追いつくと、後部シートに座った白い仮面の少女が、ＳＵＶのフロントガラスに防犯用のカラーボールを投げつけた。ガラスにぶつかったボールが破は裂れつし、中から迸ほとばしった蛍けい光こうグリーンの液体がフロントガラス一面にこびりつく。視界を塞ふさがれたＳＵＶが急ブレーキとともに蛇だ行こうする。バイクは速度を上げ装甲トラックの後部にぴったり付ける。ライダースーツの女は肩に担かついだケースから折り畳たたみ式の高周波ブレードを抜き放ちバイクのシートを蹴けって跳ちよう躍やくし、装甲トラックの荷台の上に着地した。白い仮面の少女が前に移動し運転を代わる。

　女は高周波ブレードで荷台の天井を破壊し、トラックの内部に侵入した。

　女は荷台内に固定された偽装コンテナのフロントパネルをブレードで縦横に斬きり裂さく。フロントパネルが四散し、中から手足を拘こう束そくされたソフィヤが姿を現す。

　ソフィヤは逃げも命乞ごいもせず、真っ直すぐに女を見た。

「ソフィヤ・レオノヴナ。ラストチャンスだ。武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんに力を貸せ」女が言う。

「断る。死ね」ソフィヤは答える。

「死ぬのはテメエだ」

　女がソフィヤの胸にブレードを突き立て、ソフィヤは絶命した。

　女はブレードを血振りすると、天井の穴から外に出て仲間の少女が運転するバイクに飛び乗った。

　バイクはアクセルをふかして加速すると、もう一台の装甲ＳＵＶが追跡する間もなく、車の間を縫ぬって走り去ってしまった。




　警察庁を出てから自分が死ぬまでの「三日後の未来」が脳裏を一いつ瞬しゆんで駆け抜けた。

「ふふ……、ふふふふふふふ……、うふふふふふふ……」わたしは安楽椅い子すの上でくすんだ笑みを漏もらす。「わたしが死ぬか。……面白い。本当に面白い。面白くて死にそうだ。どうせこの白い監かん獄ごくで朽くちゆく身だ。外で、陽ひの光を浴びて死ぬのも悪くない」




　　　　　　　２




　ライラがおれの家に来たあの雨の日から三日が過ぎた。

　その間、ライラの服を買いに近くの衣料品店に行ったりはしたが、それ以外は特に何事もなく過ぎていった。

　この三日間、おれの従順な態度が功を奏したのか、伊い井いさんからスマホを返却してもらうことに成功したし、伊井さんがおれに盗聴器を仕込むこともなくなった。

　伊井さんは人のことを屑くずと言うのがちょっとあれだが、基本的に話が通じる子なので、顎あごでこき使われる以外は今までと殆ほとんど変わらない生活を送ることができた。ただ、自分の家（伊井さんの中ではもう伊井さんの家になっているが）に他人が二人もいる状況にはなかなか馴な染じむことができず、どうも家の中にいてもリラックスできなくて、ここのところいくら休んでも疲れが抜けなかった。おっさんかおれは。




「ねえねえ、命めい川かわ君、昨日のあれ、持ってきてくれたぁ？」

　昼休み。教室でもりもり昼飯を食べていると、こころがにこにこしながら近づいてきてそう言った。

「ああ、持ってきたよ」おれはサンドイッチを頰ほお張ばる手を止め、鞄かばんからＣＤを取り出す。伊井さんと出会った日に買ったあのＣＤだった。

　先週、テロのことでこころに声を掛けて以来、こころはおれにちょくちょく話しかけてくるようになって、普通に雑談をする仲になった。伊井さんからスマホも返してもらったので、連絡先の交換もしていた。

　昨日、雑談の中で、おれが音楽はダウンロードじゃなくてＣＤ派だと言うと、こころはおれとは逆にダウンロード派だったため、ＣＤを見たことがないと言った。それで、おれが持っているＣＤを今日貸すことになったのだ。

　こころは嬉うれしそうにふにゃりと頰を緩ゆるめてＣＤを受け取ると、早速ケースを開けてディスクを取り出した。

「わぁ、ＤＶＤとあんまり変わらないのねぇ。もっと、全然違うのかと思ったわぁ」

「変わらないって昨日説明したじゃん。それ、結構うるさめのロックだから、もしかしたら鈴すず森もりには合わないかも」おれは言う。こころは昨日、あまりうるさい曲は好きではないと言っていたが、おれはうるさい系のＣＤしか持っていなかったのだ。

「大だい丈じよう夫ぶよぉ、頑張って聴きくからぁ。ありがとう。……あ、そうそう、命川君。ここ数日、国会議員の人とか、自衛隊の人とかが被害に遭あうテロが続いてるのは知ってるぅ？」

「ああ、知ってるよ。ニュースサイトで見たし」

「それでねぇ」こころがおれの机に手をつき、ぐっと顔を寄せてくる。「これ、警察庁の人から聞いたんだけどぉ、そのテロの犯人は武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんかも知れないのよぉ」

「うん、知ってる。それもニュースサイトに載ってたから」おれは答える。ニュースサイトには他ほかにも、連続で予測を外したオラクルシステムへの批判が掲載されていた。

「ええぇ～」自慢の情報がもう公開されていることを今初めて知ったらしく、こころは一いつ瞬しゆん不満そうな表情をしたが、すぐに笑顔を見せる。「じゃあ、これはどお？　武装人形楽団ってぇ、ムーンチャイルドのテロ組織じゃない？　だから警察庁は都内のパトロールを強化してるみたいよぉ」

「パトロールの強化？」

「そうよぉ。特に外国人の女の子はぁ、厳しく職務質問とかされてるみたいなのぉ」

「へえ、そうなんだ」

　ムーンチャイルドによる犯罪が続くと、外国人の女の子に対する職質が急激に増えるのはいつものことだが、その理由は実に下らない。

　都内では外国人の移民による犯罪が後を絶たない。

　規模のでかい犯罪を起こすのはムーンチャイルドが大半だ。

　ムーンチャイルドは全すべて女の子だ。

　この三つの事実から警察庁では「外国人の少女＝ムーンチャイルド」というアホみたいな等式を導き出し、外国人の少女を疑ってかかるのだ。

　教室の前の方でこころを呼ぶ声がした。こころは声のした方を振り向き、「あ、うん、今戻るわぁ」と言った。それからまたおれを見て「それじゃあねぇ。ＣＤ大事に聴きくからぁ」と微笑ほほえみ、友達のところに戻っていった。

「……なあ、命めいちゃんよぉ」前の席でおれ達のやりとりを聞いていた友人が、おれを振り返った。「お前、いつから鈴すず森もりと仲良くなったんだ？」

「いや、そんな仲良いいってわけでもないけど」

「気をつけろよ～」友人が意味ありげににやりとする。

「何が」

「いやいやいやいや、鈴森に手を出すと、うちのクラスの、いや、この学校の大半の男子を敵に回して酷ひどい目に遭あうっぽいって都市伝説、知らねえとは言わせねえぜぇ」

　友人の言う通り、うちの学校にはそういう噂うわさが多数存在していた。こころに付きまとった三年の男子が何者かに闇やみ討うちされたり、こころに告白したサッカー部のイケメンが何者かに闇討ちされたり、教師の立場を利用して無理矢理こころを食事に誘おうとした隣となりのクラスの担任が何者かに闇討ちされたり……。犯人はこころのファンクラブのメンバーだというのが定説だった。

　そんなのおれとは関係ないし、と思ったが、ふと気がつくとクラスの男子の数名が、おれを殺すような目つきで睨にらんでいるではないか。おれがこころと話したからか？　こえーって。

「お前は敵に回んないよな……？」おれは恐る恐る友人に聞く。

「全然。だって、俺おれ薬やく師しの方が好みだし」友人は飄ひよう々ひようと答える。




　放課後、おれは真っ直すぐに帰宅した。

「ただいま」

　玄関に上がると、ライラがリビングから出てきて、おれに飛びついてきた。

「おにいちゃん、お帰り！」

「うぉぎゃぁぁぁ！」おれは思わず変な声を上げ身を躱かわす。よけられたライラが空を切って着地。不満そうな顔でおれを振り返る。

「むー。おにいちゃん。何でよけるのよ！」

「よけるに決まってんだろ。殺す気か！」おれは反論する。まだ子供だからなのか性格のせいなのか、ライラは加減を知らないのだ。今だってライラはムーンチャイルドの脚力で思い切り踏み切って飛びついてきたのだ。ライラにとってはじゃれているつもりかもしれないが、おれにしてみれば人間砲弾が突っ込んできたようなものだ。直撃を受けたら肋ろつ骨こつの一番から二十四番まで全すべてを持っていかれるだろう。

「むー。殺さないもん。おにいちゃんとおねえちゃんは殺さないって決めたもん」ライラはおれの制服の裾すそを摑つかみ、頰ほおを膨ふくらませて反論する。「だから、プリン買って」

「プリン？　ああ、どうせこれから買い出しに行くつもりだったから、ついでに買ってきてやるよ。てか、お前も一緒に行くか？」

「うん、行く～！」

　ライラとともにリビングに入ると、伊い井いさんがソファで文庫本を読んでいた。

「あら、戻りましたか」

「ただいま。これから買い出しに行くけど、伊井さんも行く？」

「そうですね……、ここ三日ほど自宅に籠こもり切りでしたので、たまには外出しましょうか」

「え、自宅？　誰だれの？」

「私のですが？　何か問題でも？」

「いえ、全く」




　私服に着替えてから三人で家を出て、バスで大型スーパーマーケットに向かう。

「うわ～！　おっきい～！」

　目的地に着き、スーパーマーケットの巨大な建物を見上げながら、ライラが目を輝かせる。

「ここならきっと、いっぱいプリン売ってるね！」彼女はそう言ってぴょんぴょん飛び跳はねる。今まで逃亡生活を強しいられていた分、こういう光景も彼女にとっては新鮮なのだろう。

「ライラ、あまりはしゃがないでください。さあ、行きましょうか」伊い井いさんは早足でさっさと店内に入ってゆく。

　おれが入り口でカートにカゴをセットしている間に、伊井さんは店内マップを一いち瞥べつしてから、さっさと店の奥に行ってしまった。仕方がないので、おれはライラと二人で店を回る。

　ライラは、最初は物珍しげにおれと一緒に商品を見ていたが、おれが野菜とか肉とか魚とか、ライラに興味のないコーナーばかりを回るため、早くも飽あきたような顔になった。

「ライラ、先にお菓子とか見てきなよ」

「ほんと？　ありがと、おにいちゃん！」ライラはぱっと顔を輝かせると、足取り軽やかにお菓子コーナーへ向かう。

　その後ろ姿を見ながら、もしかして、どっさりお菓子持って戻ってこないよな、と一いつ瞬しゆん不安になる。いや、でも、ライラも今まであまり良い物を食べてこなかったみたいだから、多少は大目に見てやろう。両手一杯にお菓子を抱かかえて、にこにこしながら戻ってくるライラを想像して、おれはちょっとだけ頰ほおを緩ゆるめた。

　三日分くらいの食材を買い込み、そう言えば洗剤が切れそうだった、と思い出してそちらのコーナーに行こうとしたとき、向こうにライラの姿が見えた。

「おにいちゃん、これ買って！」ライラがにこにこしながらこちらに駆け寄ってくる。

　ライラは両手一杯にお菓子を抱えていた……のではなく、どこからか調達したカゴにお菓子を満載し、左右の手に一つずつ提さげていた。右手のカゴにはスナック類やチョコレートが、左手のカゴにはプリンやゼリーやアイスクリームがうず高く積まれている。一応、要冷蔵か否いなかでカゴを分けているのは偉えらい。……じゃなくて。

「いや、それ、どう考えても買いすぎだろ！」おれは言う。大目に見るレベルを余裕で超えてくるのはムーンチャイルドだからか？　そうなのか？

「そんなことないもん！」ライラが言う。

「そんなことあるもん！」おれは返す。「そんなに食ったら太るし糖とう尿によう病びようになるしおれの財布が低体温症になるから、半分……いや、七割棚たなに戻してきなさい」

「む～」ライラは不満そうな顔をする。「だって全部食べたいんだもん……」

「だってじゃありません。また今度買ってやるから、今日は七割棚に戻してきなさい」

　何だこの台詞せりふ。おれはこの子のお母さんか？

「むー！」ライラが頰を膨ふくらませる。それはそれで愛らしい顔つきだが、そんなんで甘くなるおれではない。

「ほら、そんな顔しても駄だ目めだ。戻してきなさい」

「むー！」なおも不満そうにおれを睨にらむライラ。

　うーん、どうやって説得しようか、と思ったとき──。

「ライラ。それはさすがに買いすぎですよ。もっと限度というものを知りなさい」

　背後から伊い井いさんの声がした。

　良かった。伊井さんが加勢してくれるなら、ライラも納なつ得とくしてくれるだろう。

　そう思って振り返ると、伊井さんはライラ同様左右の手に商品が満載されたカゴを提さげていた。しかも、カゴの中身は全すべて五百ミリリットルの炭酸水のペットボトルだ。

「……いや、お前、全く説得力ないんですけど。お前もどう考えても買いすぎだろうが。お前も七割棚たなに戻してきなさい。てか、何で同じものばっかりそんなに買うんだよ。炭酸が飲みたいなら、コーラとかジンジャーエールとか他ほかに色々あるだろ」

「あら、人ひと質じちのくせに大層な口を利ききますね？」伊井さんが低い声で言う。

　うわ、これ拳けん銃じゆう向けられるパターンだ、と思い自主的に両手を上げようとしたが、伊井さんは機嫌良さそうに目を細めただけで、暴力行為には及ばなかった。両手が塞ふさがっていて、したくてもできなかったのだろうか。

「それにしても、これらが同じものに見えるとは、あなたは両目も性根も腐くさり果てているようですね」伊井さんは溜ため息いき交じりにカゴを床に置く。よく見るとペットボトルは色々なラベルのものが混じっていた。もしかして、この店にある全種類の炭酸水をカゴに捻ねじ込んできたのか？

「いいですか？　こちらの炭酸水は軟水・弱炭酸です。軟水なので口当たりが良く、日本人の口にも合います」伊井さんはカゴからペットボトルを一本一本取り出して、弾はずむような口調で説明を始める。「こちらは硬水・強炭酸。軟水と比べ口当たりが硬いですが、炭酸が強いので、硬水を飲み慣れていなくてもさほど違和感なく飲める一品です。同じくこちらも硬水・強炭酸ですが、先さき程ほどのものよりも硬度が高いため口当たりが硬くなります。こっちの緑のラベルのものは世界的にも有名ですので、見たことはあるでしょう？　これは僅わずかに塩味がするため、食事との相性が抜群です。そしてこれは──」

「……お前、ただの炭酸水好きじゃなくて、重度の炭酸水マニアだったんだな」

「失礼ですね。以前も言いましたが、私は別に炭酸水が好きなわけではありません。水よりも幾分かましな程度です。こんなもの興味もありませんから」

　いや、絶対噓うそだろ。てか、いつもよりテンション高くないか？
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「それよりも、人ひと質じち、付いてきなさい。面白いものを見つけました」

　伊い井いさんがカゴを手に軽快に歩き出したので、おれとライラも後に続く。伊井さんは飲料コーナーのところで立ち止まると、そこの一角にある、電化製品のようなものを指さした。

「人質、これ、何だと思いますか？」

「ええと」おれは箱に印刷された文字を読み上げる。「ソーダサイフォン？　何これ」

「液体に炭酸ガスを注入し、炭酸水にする器械です。水だけではなく、他ほかの飲み物に炭酸を注入することもできるようです」

「へえ、そんなものがあるんだ。知らなかった」

「私も初めて知りました。全すべての飲み物を炭酸に……。夢のある器械だと思いませんか？」伊井さんがソーダサイフォンを見つめながら、うっとりとした表情を浮かべる。「これがあれば、水道水もミネラルウォーターもジュースも紅茶もコーヒーも緑茶も牛乳も味み噌そ汁しるも醬しよう油ゆも酢すも、全て炭酸にできるのです。素晴らしいではありませんか」

「いや、後半のラインナップ絶対おかしいだろ！　特に最後の二つは調味料だし！　スパークリング醬油とか聞いたことねえよ。絶対不味まずいだろ！」おれはぶくぶくと泡立つ醬油を想像しげんなりする。

「飲んだこともないのに、不味いと決めつけないでくださいこの屑くず。炭酸の入った飲み物が不味いわけないでしょう」

「何だよ、その狂信的な炭酸信仰は。あと醬油は飲み物じゃねえし」

「ぐちゃぐちゃうるさいですね。あなたは黙ってそれをカゴに入れてレジに行けばいいのです。私のカゴはもう一杯ですから」

「えー」

「えー、じゃありません」

「ライラも炭酸醬油なんて嫌いやだよな」おれはライラに話を振る。

「お菓子、全部買うもん！」ライラはまだ頰ほおを膨ふくらませて拗すねている。

「だから、駄だ目めだって。伊井さんも、ライラに我慢させるなら自分も我慢しろって。大体、それ一万円以上するじゃん。今そんなに手持ちもないから、どのみち今日は買えないって」

「キャッシュカードで下ろせばいいでしょう？」

「キャッシュカードなんて、金下ろすとき以外持ち歩かないから、今は持ってない」という噓うそをおれは吐つく。実は、キャッシュカードは財布に入れっ放しだ。

「……役立たずが」伊い井いさんは急に不機嫌そうな顔になり、小声で吐き捨てる。「しかし、まあ、手持ちがないなら仕方ありませんね。ソーダサイフォンはまた次の機会にしましょうか」

　思ったより素直に諦あきらめてくれたな、と思ったが、伊井さんはライラに視線を投げてこう続けた。

「ライラ、そのお菓子、全部買いましょうか」

「え、いいの？」それまで膨ふくれっ面つらをしていたライラが、太陽のように目を輝かせる。

「構いません。私が許可します」

「ありがと！　おねえちゃん」

「いや、伊井さん。勝手に決めるなよ。あんなに買っても食べき──」

「私が勝手に決める。それのどこに問題がありますか？」伊井さんはおれの目を見て微笑ほほえみながら言った。よく見ると目は笑っていない。やばい、これは逆らったら駄だ目めなパターンだ。

「いえ、何も問題ありません」おれは光の速さで即答する。

　伊井さんがライラのお菓子を許可したのは、きっとソーダサイフォンを買えなかった腹いせの、おれへの嫌いやがらせだろう。

　大量のお菓子と大量の炭酸水と適量の食材を買ってから、スーパーから徒歩五分のところにあるバス停でバスを待つ。時刻表を見ると、バスの到着時刻は二十分後だった。おれは両手に炭酸水のペットボトルを全部詰め込んだエコバッグを提さげており、今にも両肩が脱だつ臼きゆうしそうだった。ライラはお菓子を、伊井さんは食材を、それぞれ両手に提げている。一番重いものを一番非力な人間が持つのって間違ってませんか？　とは伊井さんには言えない。怖いから。

　数分も経たたないうちに、おれはあることを思い出した。

「……あ、やべ。洗剤買い忘れた。戻って買ってくる」

　おれはエコバッグを下ろすと、小走りでスーパーへ戻った。




　人ひと質じちが忘れ物を買いにスーパーへ引き返し、バス停には私とライラの二人が残される。

　ライラが袋からチョコレートを取り出し食べようとしたので、私は声を掛ける。

「ライラ、家に着くまで我慢しなさい」

「むー」ライラは不満げな顔で私を見上げたが、一ひと睨にらみすると大人おとなしくチョコレートを袋に戻した。

「ところで、ライラ。聞きたいことがあります」

「なに？」

「三日前、人ひと質じちはどうやって私の傷を治したのですか？」

「えっとね、それは……、『聖杯グラール』って言う、瓶びんに入った水みたいなもので治したんだよ」

「ライラはその様子を見ていましたか？」

「ううん」ライラは首を左右に振る。「おにいちゃんに起こされて家に入ったときは、もうおねえちゃんの傷は治ってたよ。どうやって治したの、って聞いたら、『聖杯グラール』で治したんだよ、っておにいちゃんが言ってたの。それから、おにいちゃんに頼まれておねえちゃんを着替えさせて……」

「そうですか……」私はパーカーのポケットから小さなガラス製の瓶を取り出す。あの日人質が、『聖杯グラール』が入っていたと言っていた瓶だ。

　この瓶、重要な薬品を保管しておくには随ずい分ぶんチープだと思っていたのだが、道理でチープなわけだ。先さき程ほどのスーパーで、この瓶は「調味料入れ」として売られていた。

　こんな気密性の怪しい瓶に二年も三年も薬品を保管しておいて、成分が変質せず効果を発揮したことが、正直、腑ふに落ちなかった。だから、人質が何か噓うそを吐ついているのではないかと思い、ライラにそんな質問をしたのだ。本当は人質に直接聞けば済むだけの話なのだが、傷を治してもらい命拾いをした手前、疑うような質問はどうもしづらい、というのが本音だった。

　ぼんやりとバスの到着を待つ。五月の陽ひの光が穏おだやかに身を包む。緩ゆるやかに吹く風は新緑の匂においを帯びている。風に揺られた街路樹の葉が、さわさわと音を立てて鳴り、落ちた一枚の葉が足元にするりと舞い込む。空には二羽の鴉からすがもつれるように舞っていて、それをライラが物珍しそうに目で追っていた。

　こんなにゆっくりバスを待つのは、生まれて初めての経験だった。

　ヨーロッパにいた頃ころは、人もムーンチャイルドもとにかく自分に近づく者は全すべて敵と見み做なしていた。街中ですれ違う若者、信号待ちで隣となりに立つ老婦人、公園で無む邪じや気きに遊ぶ幼児達と彼らを見守る母親、気さくに声を掛けてくる同世代の女の子。私にとって彼ら彼女らは、任務テロにおける障害てきでしかなかった。バス待ちで自分の後ろに並ぶ女の子だって、自分を付け狙ねらうムーンチャイルドかもしれないと疑ってかかっていた。

　ムーンチャイルド狩がりから逃げ回っているときに、数百人というムーンチャイルドと出会ったが、その中で、心から信用したムーンチャイルドなんて二人しかいなかった。

　そして、その二人のうちの一人は、別のムーンチャイルドに裏切られて死んだ。

　戦場には卑ひ怯きようという概がい念ねんは存在しない。だから、裏切った方が卑怯なのではなく、裏切られる隙すきを作った方が馬ば鹿かなのだ。

　裏切られる隙を作ってはいけない。──彼女の死からそれが痛いほど分かっていたのに、気づけば、人質を一人で行動させている自分がいた。

　人質がスーパーに戻る振りをして警察に通報する可能性だって充分に考えられる。

　それなのになぜ、人質の単独行動を止めなかった？

　いや、それ以前に、人ひと質じちから盗聴器を外し、スマートフォンを返した時点で、いつ警察に通報されてもおかしくはない状況は出来上がっていたではないか。

　そのときには既すでに、自分は人質を信用していたのではないか？

　なぜ信用した？

　人質が自分の怪け我がを治してくれたからか？

　……違う。あのときだ。

　あの雨の日、人質が武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だん副団長と自分の間に割って入ったあのとき。

「伊い井いさんにはもうテロはさせない。帰れよ」

　人質の言葉が、耳の奥に甦よみがえる。

　あのとき人質は、テロに疲れ平へい穏おんな生活を望んだ私の気持ちを守るために、ファナに食ってかかったのだ。

　相手がムーンチャイルドと知った上で食ってかかる人間を、私はヨーロッパで何度も見てきた。そしてそういう場合、彼らは例外なく無知で屑くずで、ムーンチャイルドを見た目だけで判断し、「何がムーンチャイルドだ。俺おれがこんなか弱い女の子に負けるはずがない」と高を括くくっていた。誰だれ一人、数秒後には自分が血ち塗まみれの肉にく塊かいになっていようとは、夢にも思っていなかった。

　だが、人質は違う。ムーンチャイルドが人じん外がいの力を持つと知り、実際に自分とライラの──ムーンチャイルド同士の戦闘の凄すさまじさを目まの当たりにした上で、副団長に食ってかかったのだ。

　私のために。

　もし私を警察に売る気があるなら、たとえ演技だろうと、あんな危ない真似まねはできないだろう。

　だからこそ、私はあのとき強く感じた。

　彼は私を裏切らない、と。

　心から信頼に値する三人目が、きっと彼なのだろう、と。

　そして、これは口が裂さけても人質には言えないが、私はそのことがとても嬉うれしかった。

　目の前の道路を、一台のパトカーが通り過ぎた。回転灯は点つけていない。パトロールだろうか。まあ、私には関係ないだろう。そう思った直後、パトカーがＵターンして戻ってきて、私達がいるバス停の前で停車した。パトカーの中から二人の警官が降りてくる。

「ちょっといいかな」二人のうち、丸顔の方が話しかけてくる。「君達、ここで何してるの？」

　しまった、と私は露ろ骨こつに舌打ちする。職務質問だ。

　ムーンチャイルドであってもおかしくない年齢の異邦人二人が目に入ったから、気になって戻ってきたのだろうか。

　それとも──、まさか人質が本当に自分達のことを警察に通報したのか？

　私は思わずスーパーの方角に目を遣やったが、人質の姿は見当たらない。

「何って、見ての通り、バスを待っていますが？」内心を押し殺し、私は答える。

「ふーん、バス待ちねえ」背の高い方が、不審そうに私とライラを見比べる。「他ほかに、誰だれかいないの？」

「もう一人いますが、買い忘れた物があったので一度スーパーに戻りました」

「三人でその買い物量って、ちょっと多いんじゃない？　家族の分？　それとも、同年代のお友達の分？」

　同年代のお友達──。それは「お前らはムーンチャイルドで、どこかのアジトで仲間が待っているんだろ？」とほのめかすときの常じよう套とう句くだった。やはり、ムーンチャイルドであることを疑われているらしい。

「買い置きです。自宅が辺へん鄙ぴな場所にあるので、たまに買い出しに来たときにまとめ買いをするのです」

「へえ、そう」丸顔の方が胡う散さん臭くさそうに返事をする。「君達、住所と名前教えてもらえる？　あと、学校も。もしかして、移民の子供？　だったら、移民ビザも見せてもらえる？　ちょっとでもおかしなとこがあったら、悪いけど、一緒に交番に来てもらうことになるよ」

　私は人ひと質じち宅の住所をゆっくりと口にしながら、脳のう味み噌そを回転させる。名前・学校はいくらでも誤ご魔ま化かせるし、移民ビザも、偽ぎ造ぞうのものなら十数種類ほど『門ゲート』の中に保持しているので、超能力サイを使えばいつでも取り出せる。だが、問題はライラの方だ。ライラが偽造ビザを持っているとは思えないし、学校名とかもぼろを出しそうだ。そして、ライラがムーンチャイルドだとばれてしまえば、自分までとばっちりを喰くらうのは目に見えている。

　面倒臭い。二人まとめて昏こん倒とうさせて逃げた方が手っ取り早いか。……いや、そうしてしまうと、警察に目を付けられてこの街にいられなくなり、また契約テロの日々を送らなければならなくなってしまう。

　ライラに目を向けると、「うっとうしいから皆殺しにしよっ！」と言いたげな視線を送ってきたので、私は目でそれを止める。

　打開策を見いだせないまま、住所を言い終わってしまう。

　さあ、どうしようか、と思ったとき、

「おーい、どうした？」

　人質が、息を切らしながら駆け寄ってきた。彼は私と二人の警官の間に割り込み、笑顔で警官に尋たずねる。

「すみません、おれの妹が何かしましたか？」

「妹？」丸顔が不審そうな顔をする。

「はい、こいつらおれの妹なんです。あ、おれ、瑛えい常じよう高校二年の命めい川かわと言います。はい、これ、学生証です」人質は財布から学生証を取り出し丸顔の警官に渡す。

　丸顔は学生証を受け取ると、目を細めそれを丹たん念ねんに調べた。

「うーん、どうやら偽ぎ造ぞうではないみたいだね。……それにしても、君、その二人が妹だって？　人種も全然違うじゃない。不自然だなあ」丸顔は執しつ拗ように疑う目つきをする。

「二人とも、テロで両親を亡なくしたんです。で、おれの父親がこの子達の父親と友人だったから、その縁で、うちで二人を引き取りました。それでも不自然ですか？」人ひと質じちが丸顔の目を真っ直すぐに見ながら言い返す。「こんなこと、妹の前で説明させないでください」

「テロで……」途と端たんに丸顔が気まずい顔つきになる。加害者ムーンチヤイルドだと疑ってかかった相手がむしろテロムーンチヤイルドの被害者だったのだ。ばつも悪くなるだろう。「それは、悪かったね」丸顔は学生証を人質に返す。

「いえ、別に」

　人質と警官のやり取りの様子から察するに、どうやら、警官どもが私達に職務質問をしたのはただの偶然で、人質が裏切って警察を呼んだのではなかったようだ。それが分かり、私はほっと胸をなでおろす。

　そこへ、ちょうどバスがやってきた。

「兄さん、バスが」私は人質の袖そでを引っ張りながら言う。妹っぽい仕草のつもりだ。

「それじゃあ、おれ達、あのバスに乗るので、これで失礼します」

　パトカーがバス停の前を塞ふさいでいたため、バスは停留所の数メートル手前で停とまった。中から数人の人間が迷惑そうにパトカーを睨にらみながら降りてきた。

　私達は何食わぬ顔でそのバスに乗り込んだ。




　車内は乗客が二、三人しかおらず閑かん散さんとしていた。私達は最後尾の座席に並んで腰を下ろす。

「むー、警官ってえらそうで大っ嫌い。さっさと殺しちゃえばよかったのに」ライラが不機嫌そうに前の座席を軽く蹴けりながら物ぶつ騒そうなことを言う。

「簡単に殺すとか言うな」人質が言う。

「だめなの？」ライラは上うわ目め遣づかいで人質を見ながら言う。

「駄だ目め。基本殺すのはなしの方向で。分かったか？」

「うん」

「しかし、あの屑くずども、端はなから私達をムーンチャイルドだと疑ってかかっていましたね。あの様子だと、外国人に手当たり次第職質を掛けているのかもしれませんね」

「そう言えば」人質が言う。「おれのクラスメイトが言ってたんだけど、最近、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんのテロが続いたせいで都内のパトロールが強化されて、外国人の女の子が執拗に職質受けてるんだって。だから伊い井いさんもライラも気をつけないと」

「そういうことはもっと早く言いなさいこの屑」私は横目で人質を睨にらむ。「てっきり、あなたが警察に通報したのだと思ってしまいました。もし通報していたのなら、あなたの五体をバラバラに刻んで、スーパーの冷蔵庫にぶち込んでやろうと思ったのですが、それができなくて残念です」

「こえーよ。あと、スーパーに迷惑掛けんな」人ひと質じちが苦い顔をする。「てか、妹を警察に突き出すような真似まねするわけないじゃん」

「妹ではありません。気持ち悪い」安あん堵どの気持ちを押し殺して、私はわざと悪態を吐つく。

「あれ、さっき『兄さん、バスが』って言わなかったっけ？」人質は私の声こわ色いろを真似て言った。「あれ、ちょっと可愛かわいかったけどな。もう一回言ってみて」

「……屑くずが」私は低い声で言い、人質の爪つま先さきを踵かかとで踏む。

「いっ──！」人質が涙目になりながら、スニーカーの上から爪先を押さえる。

「しかし、噓うそで警官どもを煙に巻いたことは評価して差し上げます。屑の分際でよくやりましたね」

「褒ほめてんのかけなしてんのか、どっちだよ」

「心情的に言えば、けなす気持ちの方が遥はるかに強いですが」

「うわ、聞かなきゃよかった」

「それにしても……、これからこの街で暮らしていくのに、外出のたびに職質にてこずるのはクソ面倒ですね」私は眉まゆ根ねを寄せる。「……ああ、良いいことを思いつきました。人質、ソーダサイフォンより先に用意していただきたいものがあるのですが、良いでしょうか？」

「まあ、妹の頼みなら、聞いてやんないこともないけど」人質は冗談めかして言う。「何が欲しい？」

「戸こ籍せきです」

「…………………………………………え？」

「聞こえませんでしたかこの屑。戸籍です。私とライラの分。戸籍を用意してこの街の住民になりさえすれば、職務質問もどうということはありませんから」

「待て待て待て待て戸籍とか意味分かんないんだけど。そもそもあれ売り物じゃねえし」

「売っていますよ。戸籍屋や偽ぎ造ぞう屋に金を積めば、それくらい用意してくれます。そんなことも知らないのですかこの屑」

「知らなかったし知らなきゃ良かったと思ってるよ！　戸籍屋とか偽造屋って、どう考えても裏社会の商売だろうが！」

「その通りですが、それが何か？」

「無理無理。絶対無理。裏社会とか怖い人達と関かかわりたくないし、第一どこにいるか知らないし」

「知らなければ探せばいいだけでしょう？　少しは頭使ってくださいこの屑」

「さっきからいちいち語尾に屑とかつけるな、地味に傷つくんだよ。……あ、そうだ。思いついた。おれ明日定期健診で病院行くんだ。そこの主治医の先生なら、何とかしてくれるかも」

「医者に戸籍を融ゆう通ずうすることができると思いませんが」

「その先生、前に裏社会に伝つ手てがあるって言ってたから何とかなるかも。で、その先生に伊い井いさんとライラを紹介したいから、二人とも明日一緒に来てくれ」

「うん！」

　ライラは即答したが、私は怪け訝げんな顔をする。

「どうして医者を紹介されなければならないんですか？　理解できません」

「その先生、元ムーンチャイルドの研究員だから、色々力になってくれるかも」

「……成なる程ほど。研究員ならムーンチャイルド研究に国が関与していた証拠を持っている可能性も考えられますね。分かりました。一緒に行って差し上げましょう」
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　翌日の放課後、教室を出ようとしたところで、こころに呼び止められた。

「待ってよぉ、命めい川かわ君」

「どうした？　あ、その前に、今日は掃除当番じゃないのか？　忘れたらまた薬やく師しに怒られるぞ」

「え、そ、掃除当番？」こころは慌あわてて教室内で友人と話していた薬師に駆け寄った。そこで二言三言言葉を交わしてから駆け足で戻ってくる。「華はなに聞いたけどぉ、今日は掃除当番じゃないみたい」

「よかったな。でも、そんくらい自分で覚えとけ」おれは呆あきれる。「で、何？」

「これ、返すね」こころは鞄かばんからＣＤを取り出す。

「もう聴きいたんだ。どうだった？」おれはＣＤを受け取りながら聞く。

「うん、すっごく良かったぁ。私、激しい曲はあんまり好きじゃないんだけどぉ、このＣＤは全然聴けたよぉ。ヴォーカルの声がカッコよかった。他ほかの曲も聴きたいなぁ」

「じゃあ、今度別のアルバム持ってくるよ」

「わあ、ありがとぉ」こころはふにゃりと微笑ほほえむ。「ところでぇ、命川君はもう帰るの？」

「うん」

「えっとぉ、私ももう帰るんだけどぉ……、良かったら、一緒にどこかに寄らない？」こころはちょっと照れながら言う。「もうちょっと命川君とお話ししたいなぁ、なんて……」

「え？　あー、いや、悪い。今日病院行く用事あるんだわ」

「病院？　どこか悪いのぉ？」

「頭。おれ、頭がおかしいんだ。また今度誘ってくれ。それじゃあ」

　残念そうにするこころと別れて高校を出て、駅まで歩いてそこから電車で大おお朝あさ区くに向かう。

　大朝区は都庁や警察庁、大学病院などがある新しん東とう京きよう都との中心部だ。大朝駅を出ると、駅前広場に『人の祈りの心の像』が建っているのが見えた。三本の銀の柱が絡からみつくように捻ねじれたこの奇怪なオブジェは、見る方向によっては、祈りを捧ささげる人のシルエットにも、爆風で歪ゆがんだ建物にも、首を折られた人間のようにも見える、なんとも捉とらえどころのない形をしていた。

　二年前、世界テロ紛争が終結したまさにその日、この駅の、このオブジェが建っている場所でムーンチャイルド「キャンディボマー」によるテロがあり、おれの父さんを含む十七名の死者と四十八名の重軽傷者が出た。

　この像はその犠ぎ牲せい者しやを悼いたむために建てられたのだ。

　ただ、そんな悲しい由来を持つことを知ってか知らずか、今ではこのオブジェは大おお朝あさ駅で待ち合わせをする際の、良い目印として使われていた。

　午後の陽ひざしをぎらぎらと乱反射する三本の銀柱を目指して歩いていくと、オブジェのそばに伊い井いさんとライラが立っているのが見えた。二人ともまだ子供だがかなり美人なので、立っているだけなのに凄すさまじく人目を引いている。

「お待たせ」

「待ちました。さっさと行きましょう」伊井さんは不快そうに答えると、パーカーのポケットに両手を突っ込みさっさと歩き出す。

「……ライラ。伊井さんめっちゃ機嫌悪そうなんだけど、どうしたの？　また職質でも受けた？」おれはライラに耳打ちする。

「えっとね、おにいちゃんを待ってる間に、男の人にしつこく声を掛けられて、それで怒ってるの」

「……ナンパ？」

「うん。全部で五人くらい！」

「モテるね」

　おれが歩き出すと、ライラがおれの手を握って横に並んだ。で、まるで遠足に行く小学生のように握った手を大きく振って楽しそうに歩く。そういう仕草を見ると、やっぱりライラは子供なんだな、と当たり前のことを思ってしまう。

　二十分ほど歩いて大学病院に到着する。脳神経外科へ行き、受付で予約をしていることを告げると、すぐ診察室に呼ばれた。診察室に入る前、おれは二人に言う。

「診察終わったら呼ぶから、ここで待ってろよ」

　診察室には、二十代半ばの、赤い眼鏡めがねを掛けた化粧気のない女医がいた。顔の造りが整っているため、化粧をしていなくても充分に美人だが、目の下に酷ひどい隈くまがある。

「こんにちは、先生」おれは丸いスツールに腰を下ろす。

「景けい君、こんにちは。その後変わりは？」小こ梅うめ川かわ鶯おう花かは手の中でボールペンを弄もてあそびながら言う。「最近夢精したのはいつ？」

「その後は変わりないです。あと、変な質問混ぜんな」

「失礼ね。主治医として必要なことを質問してるだけよ」小梅川はぷっくらとした色っぽい唇くちびるを舐なめながら言う。「自じ慰い行為は一日何度行っているの？　今やってみせてちょうだい。あなたの手法に問題がないかチェックします。三百六十度、舐め回すようにじっくりと見させてもらいます」

「しねえよ変態。真ま面じ目めに診察しろよ」

「そう？　じゃあ真面目に診察するわ。全裸になってそこの寝台に横になって」

「……全裸になる理由は？」

「景けい君の主治医として身体からだの隅々まで異常がないか調べるためよ。特に男性器は念入りに触診しないと」小こ梅うめ川かわは唇くちびるの端から涎よだれを垂らしながら、待ちきれないとばかりに中腰になって、両手の指を何かを揉もむように動かす。「ほら、早く脱いで。ああ、もう待ちきれない。一人だけ脱ぐのが恥ずかしいなら私も脱ぐわよ」

「ええと、警察の番号って１１０番でしたよね」おれはポケットからスマホを取り出す。

「主治医を警察に売るつもり？　酷ひどい！　そっちから誘ってきたんでしょう？」

「誘ってねえよ！」

「噓うそ！　誘ったじゃない。真面目におれの身体の隅々まで調べてくださいって言ったじゃない！　あれは噓だったのね？　私を弄もてあそんだだけなのね？」

「言ってねえし弄んでねえよ！　ちゃんと診察しろって言っただけだろ」

「ちゃんと診察するってことは、そういうことよ」

「アホか！」おれは声を荒げる。「先生さ、そんなんでよく他ほかの患者から訴えられないよな」

「私は面食いだから、気に入った子にしか言わないわよ。アイドル系より、きりっとした顔立ちの年下の子が好みよ。景君みたいな」

「どうでもいい情報をありがとうございます。診察はもういいから、薬だけください」おれは言う。定期健診とは言うものの、毎回こんな感じでまともな診察はなく、ただ薬を受け取りに来ているだけであった。

「えー。私まだ楽しんでないのに」

「知らねえよ！」

「まあいいわ。いつもの白い吸入器を出すわね」

「ありがとうございます」

「お礼なんていいわよ。それよりも、私が白いお薬をあげるんだから、私も景君が分ぶん泌ぴつする白い液状のお薬をごっくんしたいな」

「意味分かんねえよ！　……どうでもいい下ネタはともかく、先生に会わせたい人がいるんです。今、待合室で待ってもらってるんですけど、会ってもらえますか？」

「ええ。次にかなり大事な仕事が入っているからあまり時間はとれないけど、景君の頼みなら、会ってあげるわよ」

「ありがとうございます。伊い井いさん、ライラ、入っていいよ」

　ドア越しに呼びかけると、二人が診察室に入ってきた。

　その二人を見るなり、小こ梅うめ川かわは、ひっ、とひきつるような悲鳴を漏もらして椅い子すから転げ落ち、椅子を盾たてにするように背もたれにしがみつきながら、凄すごい勢いで後ずさった。

「お……、女の子！　十代の女の子！　いやぁ！　ごめんなさい！　許して！　殺さないで！　何でもしますから命だけは助けてください！」

　二人を見上げて涙目で懇こん願がんする小梅川。そんな小梅川の様子に、伊い井いさんがゴミを見るような冷たい視線を送る。

「人ひと質じち。何ですかこのいかれた屑くず女おんなは？」

「あー、悪い。この人、色々あれなんだよ。説明はあとでするから」おれはスツールから下りて小梅川のそばにしゃがむ。「先生。大だい丈じよう夫ぶ、落ち着いてください。あの二人は先生を殺しに来たわけじゃありません。話をしに来ただけです」

「……ほ……、本当に……？」小梅川が怯おびえた目でおれを見上げる。

「本当です。だから取り敢あえず椅子に座ってください」

　何とか小梅川を椅子に座らせて落ち着かせる。

「先生、この二人は伊井さんとライラ。二人ともムーンチャイルドだけど──」

「──ムーンチャイルド！」その言葉に反応して、小梅川がまた椅子から落ちそうになったので何とか支える。

「大丈夫です。二人とも良いいムーンチャイルドだから先生に危害は加えません。……二人とも、この人は小梅川鶯おう花か先生。元ムーンチャイルド研究所長なが野の支部の研究員で、父さんの部下だった人。父さんに世話になったから、おれのことも色々気にかけてくれるし、変態だけど信用はできる」

「私は変態じゃないわ。年とし頃ごろの男の子に対して極めて特殊な性せい癖へきを抱いだいているだけよ」

「それを世間では変態って言うんだよ！」

「それにしても、その子、どうして伊井なんていう名前なの？　どう見ても日本人──モンゴロイド系のムーンチャイルドではないわよね？」

「ええと、型かた番ばんがＥ─００３Ｃ１だから、日本人ぽく発音して伊井さんにしたんです」

「景けい君が付けたの？」

「そうですよ。で、先生。この二人のことでお願いがあるんです。先生は前に裏社会の人達とつながりがあるって言ってましたよね」

「ええ。知り合いがそっち方面にいるのよね。だから、危ない薬物の横流しや各種書類の偽ぎ造ぞう、ここでは口が裂さけても言えないモノの処分など、色々なことをお願いしているわ。きゃ、私ったら、違法ぎりぎりのことをして、悪い女ね」

「違法ぎりぎりじゃなくて、余裕で違法だろ。で、先生、戸こ籍せきとか用意すること、できます？」

「戸こ籍せき？」その一言で、小こ梅うめ川かわはおれの意図に気づく。「まさかこの二人に戸籍を？」

「駄だ目めですか？」

「いえ、駄目ってわけじゃないけど……、この二人とはどういう関係？　まさか肉体関係？　片方は十歳くらいじゃないの？　人のこと変態呼ばわりしておいて自分も変態じゃないの。でも、変態な景けい君も悪くないと思うわよ。ついでに私とも肉体関係を持ちましょう。ね、ね？」

「妄もう想そうも大たい概がいにしろド変態！　この二人は……、ええと、テロリストで、おれの家はこの二人に占拠されたんです」何か凄すごい説明してるなおれ。

「──テテテテロリスト！」小梅川は裏返りそうな悲鳴を上げる。「やっぱり私を殺しに！」

「うるせえから落ち着け！　で、戸籍は用意できるんですか？」

「あ……、ええ。何とかなるわよ。戸籍の調達なら以前にも経験しているから。ただ、多少時間が掛かると思うから、手配の目め途どがついたら連絡するわ」

「本当ですか？　ありがとうございます」

「それと、これ」小梅川は白衣のポケットから吸入器を取り出した。「今月の分のお薬」

　おれは小梅川から吸入器を受け取りポケットに入れる。それを見て伊い井いさんが首をかしげる。

「薬は通常薬局で処方するものではないのですか？　なぜ診察室で受け渡すのです？」

「それはまた今度説明するよ」おれは言う。「じゃあ、先生。また来月」




　大学病院を出て、駅へと向かう。

「あの女、なぜあのように情緒不安定なのですか？　戸籍を用意するとは言っていましたが、今一つ信用できないのですが？」伊井さんが言う。

「あの人、十一歳のときに飛び級でアメリカの大学に行って遺伝子工学を学んで、四年後に帰国してから、父さんの研究所で試作ムーンチャイルドの開発・実験に関かかわってたらしいんだけど、そのときにムーンチャイルドに強制した人体実験とかを、今凄く後こう悔かいしてるんだよ。当時の自分は研究に没頭しすぎていて、して良いことと悪いことの区別がついていなかった、って言ってた。今は罪の意識のせいで、十代の女の子を見ると、当時の人体実験の復ふく讐しゆうをするために自分の前に現れたムーンチャイルドだと思い込んじゃうみたいなんだ」

「だからあれほど錯さく乱らんを。しかし、自じ業ごう自じ得とくですね」

　十分くらい歩いた頃ころ、向こうの方から、警察庁のマークを付けた装甲トラックが、装甲ＳＵＶに前後を挟はさまれ走ってくるのが見えた。

「あれ、珍しい。近くでテロでもあるのか？」

「テロ鎮ちん圧あつ隊たいの車両ですね」伊井さんはフードを目ま深ぶかにかぶり顔を隠す。

　そのとき、装甲トラックの後方から、二人乗りのバイクが制限速度を無視した速度で接近してきた。バイクはトラック後方のＳＵＶにカラーボールを投げつける。視界を奪うばわれたＳＵＶは一いつ瞬しゆん蛇だ行こうしてから急ブレーキを掛けて失速した。バイクは装甲トラックの背後にぴたりと張りつくと、運転手がシートを蹴けってトラックの荷台に飛び乗った。黒地に赤のファイアパターンのヘルメットに黒いライダースーツの女。入れ替わるように、白い仮面にコート姿の少女が前方のシートにずれてバイクを運転する。

「……伊い井いさん、あれ、この前の副団長じゃない？」

「ええ。相変わらず馬ば鹿かなことをしているようですね」

　ファナは折り畳たたみ式高周波ブレードで荷台に穴を空あけ、中に飛び込んだ。




　金属を食いちぎる音とともに偽ぎ装そうコンテナのパネルが吹き飛び、視界がひらけた。

　眩まぶしさを感じた。装甲トラックの天井に穴が空き、そこから陽光が差し込んでいた。

　目の前に、「オラクルシステム」の予知で見たのと同じ、ライダースーツの女が立っていた。

「ソフィヤ・レオノヴナ。ラストチャンスだ。武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんに力を貸せ」女が言う。オラクルシステムの予知と全く同じ台詞せりふ、同じ口調。

「断る。死ね」わたしは答える。こちらもオラクルシステムの予知と同じ台詞、同じ口調。

「言うと思った」女は言う。それは、オラクルシステムの予知にはなかった台詞。「テメエ、オラクルシステムで自分の死を予知したくせに、なんで誰だれにもそれを言わなかった？　長官とかに言って警備を厚くするなり、日にちをずらすなり、未来を変える方法はいくらでもあったろ？」

　予知した未来と、現実がずれ始めていた。それは、予知を知った人間が予知とは違う行動をとるために起こる現象だった。恐らく天あま岐き稀まれ耶やがわたしの思考からわたしの死の予知を読み取り、この部下に説明していたのだろう。

「どうせきみの団長──天岐稀耶は、人の心を読むんだろう？　ならば、警護を増やそうが日程を変えようが、全すべて天岐稀耶に筒抜けだ。わたしが天岐稀耶の手の平から出ることができないのは明白だ」

「だから、オラクルシステムの予知通り、潔いさぎよくここで死のうってか？」

「そうだな。こうして陽ひの光も見ることができたし、ここで死ぬのも悪くない」

「稀耶の言った通りだ。理想も信念も何もなく、ただ空気を吸って吐いて予知して生きてるだけ。テメエ、まるで機械システムだな。オラクルシステムって名前も納なつ得とくいったぜ。……稀耶からの伝言だ。テメエの死は無む駄だにしない。テメエの死を乗り越えて、私達武装人形楽団は自由と人権を獲かく得とくする。じゃあな、あばよ」

　そう言って、女はわたしの心臓を狙ねらい高周波ブレードを繰り出した。

　ブレードが胸を貫つらぬくその瞬しゆん間かん、

「──気が変わった」わたしは腕を跳はね上げ、金属の拘こう束そく具ぐでブレードを弾はじく。「このまま死んでも構わないと思っていたけれど、やめだ。その伝言が余計だったな。きみ達の礎いしずえになるくらいなら、わたしは生きてきみ達の足を引っ張る道を選せん択たくする」わたしは低い姿勢で前方に飛び込み女の脇わきを転がり抜けると、拘こう束そく具ぐの嵌はまった両足でジャンプ。トラックの天井に空あいた穴から外へ飛び出した。

　荷台に着地すると、強い風を感じた。一いつ瞬しゆんバランスを崩しかける。

　女がわたしを追って外に出てくる。

　逃げ場はない。

　わたしは躊ちゆう躇ちよなくトラックから飛び降りた。




　ファナがトラックの天井に穴を空けて内部に入ったかと思うと、少しもしないうちに、今度は黒のスーツに黒いリボンタイを合わせた、噓うそみたいに綺き麗れいな銀髪の少女が、その穴から飛び出してきた。彼女は両手両足を金属の拘束具で拘束されていた。その少女を追って、ファナも出てきたが、それと同時に、銀髪の少女が躊躇なくトラックから飛び降りた。彼女は放物線を描えがきながら、まるで狙ねらったかのようにおれ達に突っ込んでくる。

「──ちょっ！」

　ライラと伊い井いさんは飛びのいて少女を躱かわしたが、突然のことに反応できなかったおれは、飛来する少女の直撃を受けて倒れ、二人でもつれるように転がり、最終的に少女にのしかかられる形でようやく止まった。

「──いってえ……！」おれは呻うめく。

「奇遇だな少年。わたしも痛い」おれの上に乗ったまま、少女は感情の籠こもらない声を出す。十五、六歳くらいだろうか。顔立ちは綺麗だが、黒い瞳ひとみには生気が感じられない。「身体からだを張って受け止めてくれるとは、素敵なことをしてくれるじゃないか。まるで王子様だな」

「ああ、うん。喜んでくれて嬉うれしいよお姫様」身体が痛くて反論するのも面倒だったので、おれは適当に返事をして身体を起こした。その拍子に上に乗った少女がバランスを崩して倒れそうになる。おれは慌あわてて少女の背中に手を回して身体を支える。

「──逃がさねえぞ！」少女を追ってトラックから飛び降りたファナが、おれに──いや、少女に──斬きりかかってくる。

　そこへ伊井さんが割って入り、パーカーのポケットから取り出した高周波ブレードでファナと斬り結ぶ。ポケットの中でこっそり『門ゲート』を開いたのだ。

　伊井さんとファナの剣筋が幾度も衝しよう突とつし、互いのブレードが青白い火花を散らす。

「先週お断りしましたのに、また顔を見せるとは、あなたも相当執念深いですね。気持ち悪い」

「テメエらに会いに来たわけじゃねえよ！　ていうか、テメエら、何でここにいるんだよ！　邪じや魔まだからどけ！」

「どいて欲しくば、土下座して地に頭を擦こすりつけて懇こん願がんしなさい」

　ファナが繰り出す斬ざん撃げきを、伊井さんは受け止め、弾はじき、受け流しながらファナの懐ふところに飛び込み、左肩を狙ねらい斬きり下ろす。

　ファナがそれを防ぐためにブレードを掲げた瞬しゆん間かん、伊い井いさんは柄つかから左手を放し、ファナのこめかみに鉤かぎ突づきを叩たたき込んだ。フェイントに引っかかったファナが、ヘルメット越しの衝しよう撃げきに僅わずかにぐらつく。伊井さんはその隙すきを見逃さず、ファナの左ひだり脇わき腹ばらに前まえ蹴げりを突き刺した。ファナがヘルメットの中で短く呻うめき、数歩後退する。

　前回は怪け我がのせいでファナにやられた伊井さんだったが、今回はファナと同等……、いや、それ以上に戦っていた。

　だが、注目すべき点はそれだけではない。左フックと左脇腹への前蹴りというコンボは、前回伊井さんがファナにやられたものだった。同じことをそっくりそのままやり返す。まさに伊井さんの性格の悪さが現れた攻撃だ。

　装甲トラックとともにおれ達の横を通り過ぎたバイクがＵターンし戻ってきて、団員の少女が、背負ったデイパックからサブマシンガンを取り出して乱射する。

　これに反応したライラが前に出て腕を振るう。腕から舞い散った無数の蒼そう光こうの粒が、まるでさなぎから羽う化かするかのように蒼あおいモルフォ蝶ちようへと姿を変え、防ぼう壁へきとなり銃撃を防ぐ。さらにライラがバイクを指さすと、数羽が蒼光を曳ひきバイクへ襲おそいかかった。

　バイクがタイヤを滑すべらせながら急制動を掛けてどうにか蝶を躱かわす。勢い余った蝶達が道路に着弾し、アスファルトを粉々に粉砕した。

　装甲トラックの前を走っていたＳＵＶがタイヤを鳴らして方向転換しこちらに戻ってくる。それを見たファナが舌打ちして叫ぶ。

「おい、作戦失敗だ。撤てつ収しゆうするぞ！」ファナは大きくバックステップをして伊井さんから距離を取ると、団員の操るバイクに飛び乗った。バイクは急加速し、あっという間に見えなくなってしまう。

　何だったんだ、あいつらは……。と思ってバイクの消えた方を見ていると、伊井さんがおれの背中を爪つま先さきで小突いた。

「人ひと質じち。いつまでもぼんやりしていないでください。私達も逃げますよ」伊井さんは高周波ブレードをパーカーのポケットにしまいながら言う。

「逃げる？　何で？」

　言ってから気づく。テロ鎮ちん圧あつ隊たいの装甲ＳＵＶが迫ってきている。彼らがムーンチャイルドの伊井さんとライラを無視してバイクを追うとは到とう底てい考えられない。

　おれは立ち上がろうとするが、やはり上に乗った少女が邪じや魔まだ。

「ごめん、そろそろどいてくれたらありがたいんだけど」

「きみ達もムーンチャイルドか。しかも、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんとは敵対関係にあるようだ。どうだ？　ムーンチャイルド同士助け合わないか？　足あし枷かせが邪魔で、一人では公安の豚どもから逃げられる気がしない」

「ご愁しゆう傷しよう様。私達を巻き込まないで一人で捕まってください。ほら、人ひと質じち、逃げますよ」伊い井いさんはおれの手を摑つかんで銀髪の少女の股またの下から引っ張り出そうとするが、少女がおれの首に手を回しそれを阻そ止しする。「邪じや魔ましないでください！」

「置いていかれるくらいなら喜んで邪魔をするね。一人で捕まるくらいならきみ達を道連れにしてやるからみんなで不幸になろう」

「もう、クソ面倒な女ですね！　ライラ、不本意ですがその女も連れていきます」

「うんっ！」

　ライラが銀髪の少女をおれから引き剝はがして担かつぎ上げる。おれも伊井さんにアメフトのボールみたいに抱かかえられた。装甲ＳＵＶがすぐそばで停とまり、中から隊員が降りてくる。

「貴様ら、無む駄だな抵抗はするな」

　強化装甲服に身を包んだ隊員がアサルトライフルの銃口を向けてくるが、そんなの知ったことか。伊井さんとライラは脱だつ兎とのごとく逃げ出す。

「待て、撃つぞ！」

　隊員の一人が怒鳴ったが、伊井さんとライラは通行人を巧たくみに盾たてにして逃げているため迂う闊かつに発砲できない。別の隊員が高周波ブレードを構えて追ってくる。伊井さんとライラが車の行き交う車道を強引に突っ切り、車道に急ブレーキの多重奏があふれかえる。車に行く手を阻はばまれ、おれ達を追っていた隊員の足が止まる。

「待って！　君はもしかして──」その隊員が声を張り上げる。

　やばい、今のは汐しお見みさんの声だ。




　　　　　　　４




　どうにかテロ鎮ちん圧あつ隊たいを撒まき、雑居ビルの間を縫ぬうように延びる人ひと気けのない裏路地に身を隠す。同時におれは、ゴミのように路上に放り投げられる。

「ああ、もう、クソみたいに最悪です」伊井さんが汗で額ひたいに張りついた前髪を払いながら言い、銀髪の少女を睨にらむ。「さあ、どういうことか説明していただきましょうかこの銀ぎん屑くず。なぜあなたは武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんから狙ねらわれているのですか？　なぜテロ鎮圧隊の装甲トラック内に拘こう束そくされていたのですか？」

「それよりも、これを外してもらおうか」銀髪の少女は雑居ビルの壁かべに背中を預け、金属製の手て枷かせが嵌はまった腕を振ってみせる。

「先に答えなさい」

「死ね」

「……喧けん嘩かを売っているようですね？」伊井さんが眉み間けんに皺しわを刻む。

「死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね」

　すげー嫌いやな空気を察知し、おれは二人に割って入る。

「まあまあ、二人とも落ち着けって。ライラ、この人の拘こう束そく具ぐ外してあげて」

「はーい！」ライラは手を挙げて返事をすると、指先に一羽の蒼そう蝶ちようを出現させた。「今斬きるから、動かないでね。間違って腕とか足まで斬っちゃったらごめんなさい」不ふ穏おんな台詞せりふを吐きながら、ライラは指先の蝶で拘束具を切断する。

「きみは話が通じるようだな。さすがは王子様」銀髪の少女がおれを見て言う。

「王子様じゃねえし。一般市民だし」

「先さき程ほども身を挺ていして助けてくれたし、わたしにとっては王子様のようなものだ。お礼に、プライベートなことも含めて、きみの質問には何でも答えようじゃないか」

「いや、プライベートのこととかいきなり聞かねえし」

「名前も不要か？　それは寂しいな」

「ああ、名前もプライベートか。取り敢あえずこっちから自己紹介。おれは命めい川かわ景けい。こっちは伊い井いさんとライラ。伊井さんはテロリストで、おれの家は伊井さんに占拠されたんだ。で、おれは伊井さんから人ひと質じち扱いされてる。……ああ、何か言葉にすると悲ひ惨さんな人生で死にたくなってきた」

「死ぬ？　いいね。死ぬときは是ぜ非ひわたしに声を掛けてくれ。それで、いつ死ぬんだ？　今か？　今すぐか？」

「いや、そんなに食いつかれても困るんだけど。お前の名前は？」

「わたしはソフィヤ・レオノヴナ・プリズラコワ。きみには、わたしをソーニャと愛称で呼ぶことを許可しよう」

「はいはい。で、ソフィヤ。どうして武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんに追われてたんだ？」

「わたしは武装人形楽団のテロ計画に都合の悪い超能力サイを保有している。そのため彼女らは、わたしに入団か死の二に択たくを迫った。そして入団を断ったらこのざまだ」

「どのような超能力サイですか？」

　伊井さんが聞くが、ソフィヤは無視を決め込む。伊井さんの目つきが悪くなる。

「ええと、どんな超能力サイ？」おれからもう一度聞く。

「オラクルシステム、という言葉に聞き覚えは？」

「新しん東とう京きように住んでるなら誰だれでも知ってる。七台直結のスーパーコンピューターで未来を予測して、犯罪を防ぐシステムだろ？」

「それはあくまで建前だ。結論を言おう。オラクルシステムというスーパーコンピューターはこの世に存在しない」

「え？」

「オラクルシステムとはスーパーコンピューターの名前ではなく、わたしの超能力サイの名称なのだ。そして、わたしの超能力サイは『数日以内の人の死を予知する』というものだ。この超能力サイのせいで、わたしは物心がついたときから、新しん東とう京きよう都との治安維持のため警察庁に監禁され死の未来を予知し続けてきた」

「予知能力」伊い井いさんが呟つぶやく。「……しかし、人死にが出なければ予知できないとは、中途半はん端ぱな能力ですね」

「いちいち口を挟はさむな。構ってほしいのか？」

「なっ……！」

「まあまあ、伊井さん。そっか、警察庁に監禁されてたんだ。何か、警察も酷ひどいことするよな。でも人の死を予知することができればテロは簡単に防げるから、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんからすれば確かに厄やつ介かいな超能力サイだよな。……でもさ、オラクルシステムがお前の超能力サイなら、わざわざスーパーコンピューターとか噓うそを吐つかなくても、素直にムーンチャイルドの超能力サイで予知してます、って言えばいいんじゃない？」

「言えるわけないでしょう。少しは頭を使いなさいこの屑くず」伊井さんが言う。

「口を挟むな死ね。それと彼に屑と言うな。きみよりずっと話が通じる」ソフィヤが言う。

「あら、屑同士話が合うようですね」

「まあまあ。で、何で言えるわけないの？」仲良くしろよこの野郎、とおれは思う。

「考えてごらんなさい。国はムーンチャイルドの存在を否定しているのですよ。それなのに、国家の法の番人である警察がムーンチャイルドを利用しているなど、口が裂さけても言えるわけないでしょう。だからスーパーコンピューターなどとそれらしい説明をでっち上げたのでしょうね」

「成なる程ほど。ところで、ずっと警察庁に閉じ込められてたのに、今日は何でトラックに乗ってたんだ？」

「健康診断メンテナンスのため大学病院に向かう途中だった。わたしが警察庁から出るのは年四回の健康診断メンテナンスのときだけだから、武装人形楽団にとっても、今日が絶好の機会だったのだよ」

　そう言えば、小こ梅うめ川かわがおれの診察の後に大事な仕事が入っていると言っていたが、あれはソフィヤの健康診断メンテナンスのことだったのだろう。ムーンチャイルドの専門家である小梅川以上に、健康診断メンテナンスの適任者はいないから。

「あれ？　でも襲おそわれたってことは、健康診断メンテナンスの日が武装人形楽団にばれてたってことだよな。警察庁の情報だだ漏もれじゃん」

「団長・天あま岐き稀まれ耶やが相手では仕方のないことだ。天岐稀耶の超能力サイは精神感応テレパス──人の心を読む」

「まじで？　それ、かなりやばいんじゃない？」

「その通りだ。天岐稀耶の手に掛かれば機密も秘密もあったものではないからな」

「心を読まれるなら、おれ達が今ここにいるのもばれてるんじゃない？　あいつらまた、お前を追ってくるかもよ」

「先さき程ほどの襲しゆう撃げきに天あま岐き稀まれ耶やが加わっていなかったようだから、恐らく大だい丈じよう夫ぶだ。天岐稀耶の精神感応テレパスの有効距離はさして長くないと予想されるから、一度逃げ切ればある程度の安全は保証される」

「何で有効距離とか分かるんだよ？」

「天岐稀耶と精神感応テレパスで会話したときに、彼女が口を滑すべらせたのだ。いや、口頭での会話ではないから、脳を滑らせた、という表現が適当なのか？　ともかく彼女は言った。『ボクは頻ひん繁ぱんに君のそばに来ていて、お前の頭から必要な情報を引き出していたのだ』と。そばに来ていて、ということは、逆に言えば、そばまで来ないと精神感応テレパスで情報を引き出せないということだ」

「成なる程ほど」

「天岐稀耶の言う『そば』がどれほどの距離を指すのかは不明だけれど、そば、という言葉の定義から考えて、五十メートルも百メートルも離れているとは考えにくい」

　そのとき、おれのブレザーのポケットでスマホが振動した。画面を見ると汐しお見みさんの名前が表示されている。電話に出るべきかどうか三秒迷って、結局通話する。

「こんにちは、命めい川かわ君」

「こんにちは、汐見さん。この間は送ってくださってありがとうございました」

「いえいえ。ところで命川君。さっき大学病院の近くで、テロ鎮ちん圧あつ隊たいのトラックがテロリストに襲おそわれるっていう事件があったんだけど……、君、そのとき現場近くにいなかった？」

　やばい。やっぱり見られていたか。おれは一いつ瞬しゆん動揺したが、すぐに汐見さんの声が自信なさげだったことに気づいた。汐見さんも現場で見たのがおれかどうか確信がないのだ。おれはすっとぼけることにした。

「何のことです？　おれ、今日は学校から真っ直すぐ家に帰りましたけど」

「……そう？　じゃあ、俺おれの勘かん違ちがいだったのかな」

「現場にでおれに似た人でもいたんですか？」

「そうなんだよ。領事館テロを起こしたあの金髪の子を覚えているよね？」

「あ、はい」覚えているもクソも、今も目の前にいますがね。

「君とあの子が一緒にいたような気がしたんだけど……、俺の勘違いだったみたいだね。ごめん。変なことで電話しちゃって」

「いえ、全然。気にしないでください」

「あ、そうそう。そう言えば命川君って、鈴すず森もり課長のお嬢さんの友達なんだって？」

「はい、そうです。……って、あれ？　何で知ってるんですか？」

「鈴森のお嬢さんから聞いたんだよ。あの領事館テロがあった翌日に、お嬢さんが警察庁に来たんだ。領事館テロに巻き込まれた友達にその後の捜査状況を尋たずねられたから、教えてほしい、ってね」

　あー、そう言えばこころは本当に警察庁に行ったんだった。

「あんまり鈴すず森もりのお嬢さんに心配かけちゃ駄だ目めだよ」

「あ、はい。分かりました。それじゃあ失礼します」おれは答え、通話を終える。

「今の電話、どちら様ですか？」伊い井いさんが言う。

「ええと、テロ鎮ちん圧あつ隊たいの汐しお見みさんって人」

「テロ鎮圧隊の方とお知り合いなのですか？」伊井さんが冷たい目でおれを見る。

「お前のせいで知り合ったんだよ。……まあいいや、そろそろ帰って飯の準備でもするか。ライラ、今日は何食べたい？」

「オムライス！」

「了解。ソフィヤは、ええと……、おれの家に来るしかないよな」

「話が早いね。その通りだ。そして、わたしもオムライスで構わないぞ」

「あなたは泥でも食っていなさい」

「オムライス喉のどに詰まらせて死ね。ああ、そうだ。折せつ角かく助けてもらったんだ。お礼にわたしが作ろうか？」

「え？　でも、お前、ずっと警察庁に監禁されてたんだよな？　料理とかしたことあんの？」

「作ったことはないけれど、レシピ本はよく読んでいたから知識はある。よく小説や漫画で、料理下手べたの婦女子が普通の食材を使って真ま面じ目めに料理したにもかかわらず、食べる人を皆殺しにする毒料理を作る描写があるだろう？」

「それがどうかした？」

「恐らくそれに近いものが出来上がると思うけれど、気にせず食べてくれ」

「気にするに決まってんだろ！　おれが作るからお前は大人おとなしくしてろアホ！」

　おれが声を荒げると、なぜかソフィヤは嬉うれしそうな顔をする。

「ふむ、同世代の異性に罵ののしられるのは新鮮だな。もう一度頼む」

「Ｍかよお前は！」

「どうやらＭだったようだ。自分でも驚おどろいている」ソフィヤは極めて冷静に自己分析する。

「……ああ、もう、何でムーンチャイルドってまともな奴やつが一人もいないんだよ」

「それは、私も含めた上で言っているのですか？」伊井さんが『門ゲート』から拳けん銃じゆうを取り出しおれに向ける。「人ひと質じち、一度自分の立場をおさらいしましょうか？」

「──そういえばそんな立場でしたごめんなさいっ！」

　おれは両手を上げて後ずさったが、そんなおれを、ソフィヤがぐいと引っ張り寄せる。

「彼に暴力行為は止やめてもらおうか」

「なぜです？　私が人質に何をしようと自由ですし、あなたに指図される覚えはありませんが？」

「理由は簡単だ。彼が気に入ったからだ」

「気に入った？」

「好きになった、と言い換えても良いいだろう」

「……頭大だい丈じよう夫ぶですか？　会ったばかりですよ？」

「それが何か関係あるのか？」

「あたしもおにいちゃん好き！」とライラが飛びついてくる。ライラの飛びつきは別名あばらクラッシュという攻撃スキルなので、おれはライラを華か麗れいに躱かわす。「むー、何でよけるの！」

「死にたくないから」

「……まあ、戯たわ言ごとはともかくとして、家には帰れませんよ。この銀ぎん屑くずのせいで、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんが家で待ち伏せをしているかもしれませんから」

「あー」おれは伊い井いさんの言葉に苦い顔で頷うなずく。

　武装人形楽団はソフィヤを狙ねらっている。そのソフィヤを助けたおれ達の家を武装人形楽団は知っている。ソフィヤを殺すため、武装人形楽団がおれの家で待ち伏せをする。死にたくなるほど素敵な三段論法の完成だ。

「え、でも、てことは、どっか泊まるしかないんじゃないの？」

「今いま頃ごろ気づきましたか。その通りです。ああ、折せつ角かく安らげる家を手に入れたと思ったのですが」

「お前の家じゃねえけどな」

「私の家ですが？」

「そうでしたね」
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　新しん東とう京きよう都と郊外の廃はいビル前でバイクを降り、団員の梁リヤン羽ユイとともに廃ビルの中に入る。ここは、武装人形楽団が活動拠点として勝手に利用しているビルだ。がらんとした建物の中に、二人の足音が空々しく響ひびく。階段を上がる足取りは重い。ソフィヤ殺害という重要な任務を失敗してしまい、稀まれ耶やに合わせる顔がない。私は血が滲にじむほど唇くちびるを嚙かんだ。後ろを歩く羽の足取りもどこかぎこちない。

　五階まで上がり、南側のフロアに入る。

　デスクや棚たなが夜逃げ後のように散乱したフロアの窓まど際ぎわに、天あま岐き稀耶の背中が見えた。窓からの逆光で彼女の細い身体からだはシルエットになっていた。

「ファナ、羽。失敗したようだな」私が報告するよりも先に、稀耶はそう言った。

　稀耶は人の心を読む。失敗の一部始終を私と羽の心からとっくに読み取っていたらしい。隣となりの羽が身体をこわばらせた。

「すまん」私はヘルメットを脱ぎながら一言だけ言った。あの金髪に邪じや魔まされたから、という言い訳はするまでもなく心を読む稀耶には伝わっている。「もう一度チャンスをくれ。必ず探し出して殺してみせる。命めい川かわの自宅も団員に見張らせる」

「その必要はない。ファナ、お前は任務に失敗したが最低限の働きはしてくれた」

「でも──！」

「ソフィヤ・レオノヴナが警察庁の手を離れただけで十分だ。これで警察庁が未来を知ることはできなくなる。同様に、警察庁という組織から外れれば、ソフィヤ・レオノヴナがいくら未来を予知しようが、ボク達の計画の妨さまたげになることもないだろう。ファナ、お前が進めるべきはソフィヤ・レオノヴナの命を奪うばうことではなく、次の計画の準備だ。ボク達の最終計画のな」

「……分かった」

「羽ユイもよくやってくれた。感謝する。次の作戦でも活躍を期待しているぞ」

「は、はい。ありがとうです」羽が姿勢を正し返事をする。
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　で、自宅に戻れないおれ達は、取り敢あえず目に入ったファミレスで夕飯を食ったあと、都内のビジネスホテルに泊まった。高校生と中学生と小学生だけで泊まったらさすがに怪しまれるだろ、と内心びくびくしながらフロントに行ったのだが、フロントのスタッフがおれ達を不審がる様子もなく、あっさり部屋を取ることができた。人間関係が希き薄はくになりつつある現代社会に助けられた感じだ。部屋はおれとソフィヤが各一部屋、伊い井いさんとライラが相部屋だ。

　おれは部屋に入ってベッドに崩れるように腰を下ろした。もうそろそろ薬が切れる時間なので、鞄かばんから吸入器を取り出し鼻から薬を送り込む。それから取り敢えずテレビを点つけた。適当にザッピングしていると、とあるニュース番組が目に留まった。

「次の日曜日、世界テロ紛争終結二周年を記念し、新しん東とう京きよう都とさくら会館でテロ犠ぎ牲せい者しや追つい悼とう式典が行われます」女性ニュースキャスターがすまし顔で原稿を読み上げている。「式典には六合くにの御み子こ様もご出席される予定です」

　ニュースキャスターの台詞せりふとともに、高校生くらいの、目鼻立ちの整った穏おだやかそうな少女がアップで映し出された。長い黒髪を頭の後ろでまとめ、前髪は横に流して留めている。

　彼女が今の日本の象徴・六合御子だ。即位したのが今からちょうど二年前の世界テロ紛争終結の日だったので、彼女は紛争終結のシンボル的な存在にもなっていた。その上二百五十年振りの女性御子だし若くて綺き麗れいで聡そう明めいなので、彼女は国内外を問わず絶大な人気を誇っていた。おれとそう年も変わらないのに六合御子をやってるなんて何か凄すごいな、と思うと同時に、御子はムーンチャイルドのことをどう思ってるんだろう、と気になった。日本を含め各国政府はムーンチャイルドの存在を否定しているが、それを頭から信用している国民は一人もいないし、各国政府がテロ掃討と偽いつわってムーンチャイルド狩がりをしていることだって、誰だれもが知っている。

　六合くにの御み子こは立場的に政治的な発言はしないから、彼女がムーンチャイルドについて何か言ったことはないが、彼女なりの思いはきっとあるのだろう。

　そう言えば、一か月くらい前に、テロ犠ぎ牲せい者しや追つい悼とう式典の招待状が自宅に届いていたことを思い出した。招待状は二年前に大おお朝あさ駅前で起きたテロの犠牲者の遺族に送られているようだった。おれの父さんもそのテロの犠牲になっていたので、おれにも招待状が来たのだ。ただ、おれは式典に出席する気がゼロだったので、招待状は一度目を通した後、ずっと放置したままだった。




　翌日、おれは学校に行かなかった。別に体調が悪いわけではなかったが、自宅が見張られている可能性があるなら、学校も同じだと思ったからだ。多分今日もこのホテルに泊まることになるだろう。ほとぼりが冷めるまで、しばらく家には帰れないだろう。

　正午になり、昼飯のために四人連れだって昨日と同じファミレスに入った。注文した料理が来て、それを食べている最中に、ソフィヤがどうでもいいことを思い出した、みたいな口調でおもむろに言った。

「ああ、そういえば、昨日オラクルシステムで予知を見た」

「へえ、まじで？　どんな？」

「六合御子が殺される」

「へえ………………って、え、御子が？　まじで言ってんの？」

「本当ですか？　詳しく話しなさい銀ぎん屑くず」

「口を挟はさむな。今は彼と話している」ソフィヤは伊い井いさんを一いち瞥べつして言って、すぐおれに視線を向ける。「明後日あさつて日曜日の昼十二時ちょうど。場所は大朝区さくら会館内。正確に言えば、御子の他ほか、警察庁長官宮みや永ながと公安六課課長鈴すず森もりも死ぬ。御子のスピーチの直後にテロリストが乱入し、最終的にその三名を撃ち殺す。三名の脳のう味み噌そがロケット花火みたいにぶっ飛ぶぞ」

「──鈴森の父さんも？」

　昨日のテレビで、次の日曜日にさくら会館でテロ犠牲者追悼式典があるとニュースでやっていた。その式典には確かに六合御子も出席するが、まさか、それを狙ねらってテロを起こすつもりか？

「テロを実行するのはどの組織です？」

　伊井さんが聞くと、今度は口を挟むなとは言わず、ソフィヤは答える。

「聞くまでもないだろう？」

「──武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だん」伊井さんは即答する。「そうですか。だから、武装人形楽団はこのタイミングであなたを始末しようと思ったのですね。御子殺害を阻そ止しされないために」

「そういうことだったようだ」

「ねえ、おねえちゃん。今の御子って、この前御子になったばっかりだよね？　もう死んじゃうの？」ライラがソフィヤに言う。

「そういう運命だったということさ」ソフィヤが他人ひと事ごとのような口調で言う。

「即位から二年ですか。短い命でしたね」伊い井いさんも他人事のように言う。「テロ紛争終結のシンボルがテロリストに殺されるとは、皮肉なものです」

「御み子こが死ねば、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんがわたしを狙ねらう理由もなくなるな。晴れて自由の身になれる」

「そうなれば、私も安心して家に帰れます」

「命めい川かわ君。わたしもきみの家に厄やつ介かいになるぞ。他ほかに行き場もないし」

「彼の家ではなく私の家です。土下座して頼むなら住まわせてあげないこともありませんが？」

「死ね死ね死ね死ね」

　軽口を叩たたき合ってから、ムーンチャイルド三人組は何事もなかったかのように食事を続ける。

「……あのさ、警察に通報した方がいいんじゃないか？」

　おれが聞くと伊井さんが眉まゆをひそめた。

「通報してどう説明するのです？『オラクルシステムと一緒にいるのですが、オラクルシステムが六合くにの御子の死を予知しました』とでも説明するつもりですか？」

「えーと……、まあ、そうなるんじゃないかな」

「もっと脳のう味み噌そを使いなさい屑くず。国がオラクルシステムの正体を隠していたということは、この銀ぎん屑くずの存在自体が国家機密なのですよ。今も恐らく、警察庁は血ち眼まなこになってこの銀屑の行方ゆくえを捜しているでしょう。そこに、銀屑と行動を共にしていると通報すれば、あなたも警察に追われることになりますよ。逮捕されるだけならまだしも、最悪、国家機密を知ったという理由で始末されるかもしれません」

「まさか、警察がそんなことするわけ……」

「するぞ」ソフィヤが即答する。「警察──特に上層部は暴力団並みに黒い組織だと思った方がいい。暴力団との違いは、入れ墨ずみの有無と、国家権力を行使できる立場にあるかどうかだけだ」

　そんな無茶苦茶な、と思ったが、現に警察に監禁されて利用されていたソフィヤの言葉は重くて、反論できなかった。

「なに、きみが気に病むことはない。どうせ、わたし達にできることは何一つない。……いや、一つあった。御子のために黙もく禱とうを捧ささげることはできるな。ふふふふ……」ソフィヤは嬉うれしそうに笑う。「国家の象徴が死ぬ。ああ、興奮してきた。今から黙禱の練習をしないと」

「一人でしてろ変態。伊井さん、どうにかできないか？」

「できません」

「即答かよ」

「当然です。私達に何ができるというのですか？　もし仮にできることがあったとしても、私は何もしませんよ。私には御子を助ける義理はありませんから」

「え、でも、日本人じゃん」

「私もライラも『MADE IN JAPAN』ですが、日本国こく籍せきを持っているわけではありませんので日本人ではありませんが？」

「助けたら国籍とかもくれるかもよ」

「世の中そんなに甘くありませんよ屑くず」

「……」とりつく島もないが、おれだって警察に捕まって殺される危険を冒してまで、警察に通報する気はなかった。これで友達がテロに巻き込まれるなら話は別だが、六合くにの御み子こなんて所しよ詮せん他人なんだから、自分を犠ぎ牲せいにしてまで助けようとは思わない。

　……でも、嫌いやだな。六合御子を見殺しにするのは。




　ソフィヤの予知を聞いてから落ち着いていられなかったが、自分にはどうすることもできなくて、おれはビジネスホテルの部屋でベッドに寝転がって悩んでいた。

　夕方になって、こころから着信が入った。週明けには六合御子と一緒にこころの父さんも殺されることを思い出して、ずきり、と胸が痛む。

「おお、鈴すず森もり、どうした？」おれはできるだけ能天気な声を出した。

「あ、命めい川かわ君。今日どうしたのぉ？　風邪かぜでも引いたのぉ？」

　ああ、そう言えば学校休んだんだった。すっかり忘れていた。

「うん。ちょっと体調崩して」

「大だい丈じよう夫ぶ？　華はなも心配してたよぉ」

「薬やく師しが？　へえ、あいつも人の心配することあるんだ」

「あ、その言い方酷ひどいなぁ。華に言いつけてやるぅ」こころが笑い声を立てる。

「勘かん弁べんしてくれ。あいつ怒らすと怖そうだから」

「怖いよねぇ。私、いっつも怒られてるもん」

「掃除当番忘れるからだろ」

「えへへ」

「えへへ、じゃねえよ」おれは苦笑する。

「ところでぇ、命川君、凄すごいお知らせがあるの。私、次の日曜日に、御子様にお花を渡すことになったのよぉ。凄いでしょぉ！」

「え？」おれはベッドから身を起こす。「悪い。話が良く見えない。順を追って説明してくれ」

「えっとぉ、日曜日に、大おお朝あさ区くのさくら会館でテロ犠牲者追つい悼とう式典があるのは知ってるぅ？」

「ああ。ニュースでやってた」

「その式典にぃ、御子様が出席されてぇ、追悼のスピーチをするんだけどぉ、スピーチの後で御子様に花束を渡してほしい、ってお父様に頼まれたのよぉ」

　おれは言葉を失った。

　式典で花束贈ぞう呈ていがある場合、大たい抵てい渡す役には女の子が選ばれるが、渡す相手が六合御子ともなると、渡す方も素性のはっきりとした子が厳選されるだろう。

　警察庁公安部公安六課課長の娘。これほど素性がはっきりしていて、安心して贈ぞう呈てい役を任せられる子は、ここ新しん東とう京きよう都とにもそういないだろう。

　でも、式典にこころが来るとなると──、こころの目の前で父親が殺されるってことかよ！

　おれの動揺をよそに、こころは機嫌良さそうに続ける。

「御み子こ様って、私達と同い年だよねぇ。凄すごく綺き麗れいで羨うらやましいよねぇ。あぁ、そんな御子様に花束を渡すなんて、今から緊張するよぉ……。あ、そうそう。式典の様子はテレビで全国に生中継するみたいだから、私が花束渡すところ、絶対観みてよねぇ。命めい川かわ君が観てくれるなら、私、頑張っちゃうんだからぁ」

「……あ、うん。分かった。絶対観るよ」おれは絞り出すように返事をした。

「絶対だよぉ。約束だからねぇ」こころは嬉うれしそうに念を押す。「……あ、ごめんねぇ、あんまり具合が良くないのに、私ばっかり喋しやべっちゃってぇ。それじゃあ、お大事にねぇ」

「ああ、それじゃあ」

　通話が終わる。

　こころの声がしなくなった空間で、おれは目を瞑つぶり頭を抱かかえた。

　さっきおれは、六合くにの御子じゃなくて友達がテロに巻き込まれたら助けるかも、と思ったが、まさか本当に友達が巻き込まれることになってしまうとは。

　おれは友達に──こころに悲しい思いをしてほしくない。

　どうしたらいい？

　どうしたら六合御子だけじゃなくてこころの父さんも救えるんだ？

　おれは考える。武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だん。天あま岐き稀まれ耶や。六合御子……。さくら会館にはきっと厳重な警備が敷かれるだろう。その警備責任者がきっとこころの父親なのだ。

　脳のう味み噌そがオーバーヒートしそうなほど考え抜いたとき、おれはふと小さな違和感に気づいた。その違和感が汐しお見みさんとの会話と直結する。新しい靴くつを履はいたときみたいな小さな違和感は、その途と端たんに無視できないほど大きくなって、とうとうおれは、自分でも信じられない結論に辿たどり着いてしまった。

　おれは絶対零れい度どの寒気を覚えて身み震ぶるいをした。

　もし、この考えが正しければ──、おれはこころのために、絶対にこのテロを止めなければならない。
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　部屋のドアがノックされたので、ドアを開けると、そこには伊い井いさんがいた。

「伊井さん、どうした？」

「部屋の中にいても退屈なので、外出したいのですが、あなたも一緒に来てください」

「別にいいけど、何で？」

「一人で出歩いて、また警察に職務質問を受けるのも馬ば鹿からしいですから」

「あー、成なる程ほどね。ちょっと待ってて」おれは一度室内に戻り、制服のブレザーを取ってきて羽織る。

　二人でビジネスホテルを出て、通りをぶらぶらと歩く。日は傾き、空は太陽を溶かし込んだみたいに赤みの強い色合いをしていた。風が強いせいか少し肌はだ寒ざむい。幹線道路から外れた通りではあったが、人通りも車通りもそれなりにあって、賑にぎやかというより少しせわしなかった。下校中の高校生の姿が意外と多く、おれ達の姿が街並みから浮くことはなかった。伊い井いさんはポケットに手を突っ込んで歩きながら、何の変へん哲てつもない街並みや、行き交う人々の姿を、羨うらやましそうに眺ながめていた。

　目に付いたコンビニで飲み物を買った。伊井さんが買ったのは案の定炭酸水だった。もしかして、外出したかったのって、ただ単に炭酸水が飲みたかっただけじゃないのか？

　コンビニを出て少し歩くと、左手に公園が現れた。通りと違い園内には人の姿はない。

　公園に入り、広場のベンチに並んで腰を下ろす。

　伊井さんがペットボトルのキャップを開け、おいしそうに一口飲み、ふぅ、と息を吐く。

「この国は平和ですね」伊井さんは言った。

「そう？　結構頻ひん繁ぱんにテロとか起きてるけど」

「ヨーロッパに比べたらずっと少ないです。まあ、ヨーロッパとこちらでは、そもそも国内に潜伏しているムーンチャイルドの数が違いますから、当たり前と言えば当たり前ですが」

「あっちの方が、ムーンチャイルドの数が多いんだ」

「ええ。それに伴いムーンチャイルド狩がり部隊の数も遥はるかに多いので、こうしてゆっくり街を歩くことなど、あちらではできませんでした」

「そうなんだ。じゃあ、ヨーロッパのムーンチャイルドがみんな日本に来たら、これ以上死ななくて済むかもしれないな」おれは思ったことを素直に言う。

　そんなおれに、伊井さんが不思議そうな視線を向ける。

「前から思っていましたが、父親の影えい響きようがあるとは言え、あなたは随ずい分ぶんムーンチャイルドに寛かん容ようですね。大たい概がいの人間はムーンチャイルドのことを『人じん外がいの力を持つ狂った人殺し』と認識しているのですが」

「ムーンチャイルドが狂った人殺しじゃないことは、おれが一番良く知ってるよ」

「父親からムーンチャイルドのことを聞かされていたからですか？」

「それもあるけど……、昔、ムーンチャイルドの友達がいたんだ」

「ムーンチャイルドの友達？　ムーンチャイルドと会うのは、私が初めてではなかったということですか？」

「まあね」

「道理で私がムーンチャイルドだと知ったとき、動揺しなかったわけです」伊い井いさんは納なつ得とくしたように頷うなずく。「そのムーンチャイルドのお友達は、今は？」

「さあ、どこにいるのか分からない。もしかして、ムーンチャイルド狩がりとかテロ鎮ちん圧あつ隊たいにやられて、もう死んでるかも」

「そうですか……」伊井さんは一いつ瞬しゆん寂しそうな表情を浮かべた。もしかしたら、ヨーロッパでムーンチャイルド狩りにやられて死んだ仲間のことを思い出したのかもしれない。

「まあ、そんなことで、実はおれ、今の状況がちょっと嬉うれしかったりするんだ」

「武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんに目を付けられて帰るに帰れない状況が、ですか？　あなた、随ずい分ぶん窮きゆう地ちがお好きなようですね。それならいっそ、身体からだに爆弾を巻いて自宅に戻って、武装人形楽団に囲まれたところで爆発してください。そうやってあなたがあの屑くずどもを一掃してくれれば、私は安心して自宅に戻れますから」

「おれ一人だけ不幸にすんなよ」おれは苦笑する。「そうじゃなくて、伊井さんとかライラとかソフィヤとか、またムーンチャイルドと知り合えたことが嬉しいんだよ。なんか、昔に戻ったみたいで」そう言ってから、おれは自分がとてつもなく恥ずかしい台詞せりふを吐いたことに気づいて死にたくなる。君と知り合えたことが嬉しいんだよ、なんていつの時代の青春ドラマだよ。

　伊井さんがゴミを見る視線をこちらに向けている気がして、おれは恐る恐る伊井さんをチラ見した。

　だが、伊井さんは特に罵ば詈り雑ぞう言ごんを口にすることなく、意外にも、嬉しそうというか、照れているというか、とにかく満まん更ざらでもなさそうに、ほんの少しだけ口角を上げていた。

　予想外の伊井さんの反応に悪い気はしなかったが、その微妙に青い春的な空気に、おれの方が耐えることができなかった。なんとも居心地が悪くて、おれはその空気を変えようと必死に話題を探る。

「あ……、そ、そうだ。さっきからそれ美味うまそうに飲んでるけど、本当に美味いの？」おれは伊井さんのペットボトルを指さす。

「前も言いましたが、味は水よりも幾分かましな程度です。何度も同じこと言わせないでくださいこの屑」伊井さんが言う。絶対噓うそだろ、この炭酸女め。

「あ、はい。なんかごめんなさい」怒られてしまったが、結果的に空気は変わったので良しとしよう。

「試しに飲んでみますか？」そう言って、伊井さんがおれにペットボトルを差し出す。
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「え、いいの？」

「一口だけです。全部飲んだらぶち殺しますから」

「は、はい」おれはペットボトルを受け取り口をつける。

　あれ？　これってもしかして間接キス的なもの？

　と気づいた瞬しゆん間かんに妙に動きがぎこちなくなり、思った以上の量の炭酸水が喉のどの奥に流し込まれ、しかもそれが気管に入ってしまい、おれは味わう間もなく盛大にむせて、口の中の炭酸水をペットボトルに吐き出してしまう。

　しまった！　と思ったときにはもう手遅れだった。絶対零れい度どの殺気を感じ、横目で恐る恐る伊い井いさんの様子を窺うかがうと、伊井さんは静かな微笑ほほえみを浮かべていた。勿もち論ろん、目は笑っていない。

「……人ひと質じち、あなた、命がいらないようですね。私が直々に爆弾を巻いて差し上げますので、今すぐ自宅に戻って武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんごと四散してきてください。末まつ期ごの水も飲んだことですし、ちょうど良いいでしょう？」伊井さんが下向きに『門ゲート』を開くと、中からプラスチック爆弾と信管がごろごろと落ちてきた。やばい、こいつ本気だ。

「ご……、ごめんなさい」

　それからおれが伊井さんをなだめるのに、二十分ほどの時間と、五本の炭酸水のペットボトルが必要だった。
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　二日後の日曜日午前八時。おれは部屋を出て、伊い井いさんとライラの部屋をノックした。中からの返事を待ってドアを開ける。中ではライラが教育テレビを見ていて、伊井さんは炭酸水を飲みながら、近くの書店で買った文庫本を読んでいた。

「伊井さん、ライラ。ちょっと出掛けてくるから。二日もビジネスホテルに泊まってたら、息が詰まってきた」

「どこ行くの？　あたしも行くっ！」ライラがにこにこしながら駆け寄ってくる。

「悪い。今日は一人でぶらぶらしたいんだ。行くなら伊井さんかソフィヤと行ってくれ」

「む～」ライラが頰ほおを膨ふくらませる。

「何時に戻りますか？」伊井さんは言う。

「うーん、適当。じゃあ行ってくる」

「待ちなさい屑くず。襟えりが変になっていますよ」

　伊井さんはポケットに手を突っ込んで立ち上がると、欠伸あくびを嚙かみ殺しながらおれのそばまで来て、おれの首元に手を伸ばしてワイシャツの襟を整えた。伊井さんの顔がすぐそばに来たので、おれは少しどきりとする。そう言えば伊井さんと初めて会ったときも似たようなことがあったっけ。遠い昔のような気がするが、あれからまだ二週間も経たっていないのだ。

「身だしなみくらいきちんとしてください。小こ綺ぎ麗れいな屑とそうではない屑とでは、天と地ほどの差がありますよ」

「その差が分かんねえよ」おれは苦笑する。

「……ところで、一応忠告しておきます。余計なことに首を突っ込むと、その首をへし折られますよ？」

「何の話？」おれは惚とぼける。

「さあ、何の話でしょうね？」

　伊井さんの部屋を出てから、今度はソフィヤの部屋に行く。

「ソフィヤ。これから出掛けてくるから」

「どこへだい？」

「いや、別に決めてないけど。ずっと部屋にいてうんざりしたから、どっか適当にぶらぶらしてこようかと思ってる」

「わたしもずっとここにいて倦うみ始めてきたところだ。良かったら一緒に行かないか？　俗に言うデートでもしようじゃないか」

「悪い。今日は単独行動の気分なんだ」

「おや、わたしのことは嫌いかい？」

「大好き。愛してるよ。噓うそだけど。じゃ、行ってくる」おれは笑顔で言い、ソフィヤの部屋を出た。




　ビジネスホテルを出て駅前のバス停からバスに乗り、青あお石いし区くの自宅に向かった。

　三十分もバスに揺られていると、青石区郊外の見慣れた風景が姿を現した。

　おれがこのバスに乗ったのは、自宅からあるものを取ってくるためだった。

　自宅は武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの団員達に見張られている可能性が高い、だから、自宅に戻るのは危険だ、と伊い井いさんは言っていた。

　おれも同感だったが、それは昨日までの話だ。

　恐らく今現在、おれの家の周りに武装人形楽団の団員はいないだろう。武装人形楽団は、これからさくら会館で六合くにの御み子こを巻き込むテロを引き起こすのだ。そんな重大な計画を控えた今、おれの自宅を見張るために人員を割さいているとは思えない。

　しかし、念には念を入れ、おれは自宅そばのバス停の三つ前でバスを降りた。

　そこで、最も寄よりの交番にスマホで連絡する。

「はい、こちら青石区御み幸ゆき町ちよう交番です。どうしました？」

「あの、おれ、御幸町の外れの方に住んでいる命めい川かわと言います。実はさっき、うちの近所を、ちょっと危ない感じの人がうろついていて……」おれは平然と噓を吐つく。

「危ない感じの人？　具体的には？」

「ええと、中学生か高校生くらいの外国人の女の子が、人目をはばかるようにこそこそ歩いていて、その子が、白い仮面をかぶってて凄すごく不気味で……」おれは声を潜め不安を装よそおう。「白い仮面って言えば、最近テロを起こしてる武装人形楽団がそうじゃないですか。だから、おれ、ちょっと心配で……。もしできれば、様子を見に来て欲しいんですが……」

「分かりました。すぐ行きます。あなたは今ご自宅ですか？」

「いえ、何か嫌いやな感じがしたので、近くのコンビニに避難しました」

「分かりました。今から我々がパトロールをしますので、あなたはそこから動かないでください。パトロールが終わったら連絡します」

「よろしくお願いします」

　おれは電話を切る。先日こころが言っていたように、ムーンチャイルドに対する警戒が強化されているだけあって、ムーンチャイルドをほのめかしたら警察はすぐに動いてくれた。

　これで警官がおれの自宅周辺をパトロールしてくれるので、もしまだ武装人形楽団がおれの自宅を見張っていたとしても、彼らが見つけ出してくれるだろう。

　それから近くのコンビニに入って漫画雑誌を立ち読みして、十五分ほど過ぎたところで、交番から折り返し連絡があった。パトロールをしたが、おれの自宅周辺に不審者は見当たらなかったということだった。おれは礼を言い電話を切った。やはり武装人形楽団はもうおれの家を見張っていないのだ。

　コンビニを出て歩いて自宅に戻る。

　リビングに入り、キャビネット上のレターケースを探り、追つい悼とう式典の招待状を取り出す。

「あとは……、念のため、あれも持っていくか……」おれは呟つぶやきながら二階の自室に行き、机の引き出しから吸入器を取り出した。

　それは、普段使っている吸入器と形こそ同じだが、普段の吸入器が白なのに対し、こちらは黒い色をしていた。医薬品にそぐわない色をしたその吸入器には、薬メデイスンというよりも、むしろ薬ドラツグを彷ほう彿ふつとさせる不気味さがあった。

　おれはその黒い吸入器を数秒嫌けん悪おの眼まな差ざしで睨にらんでから、諦あきらめたように、覚悟を決めたようにポケットにねじ込んだ。

　それからすぐに自宅を出て、バスでさくら会館に向かった。




　開式の十五分前にさくら会館に到着した。バスを降りると、さくら会館前には凄すごい人だかりができていた。どうやら全員が今日の追悼式典を見に来たらしい。でも、本当に追悼のために来ている人はほんの僅わずかで、大半の人は若く美しい六合くにの御み子こを見に来ただけのような軽い雰ふん囲い気きだった。六合御子が来るだけあって、会場の周囲は強化装甲服を身に纏まとったテロ鎮ちん圧あつ隊たいの隊員が厳重に警備していた。

　おれは隊員の一人に近寄り声を掛ける。

「すみません。今日の警備の中に汐しお見みさんはいますか？」

「……君は？」隊員はフェイスガードを上げ、不審そうな目をおれに向ける。三十代前半の、無ぶ精しようひげを生やした精せい悍かんな顔つきの隊員だった。

「おれは、この前の領事館テロのときに汐見さんにお世話になった命めい川かわと言います。あのとき、ちゃんとお礼できなかったから、もし今日警備に入ってるなら、ちゃんとお礼をしたいなと思って」おれは用意していた噓うそを口から吐き出す。

「おお、そうか。若いのにしっかりしてるな」隊員は言う。「汐見なら会場内の警備だ……、と言っても、強化装甲服だらけでどれが汐見か分からないよな。ほら、ここ。装甲服の肩に、ナンバーが書いてあるだろ」隊員は自分の肩口を指さす。この人のナンバーは17だった。「ナンバー83が汐見だ。探してみるといい」

「ありがとうございます」

　人ひと混ごみを搔かき分けてさくら会館に入り、受付で招待状を見せて入場する。

　分厚い防音扉を開けてホールに入る。正面奥に、祭さい壇だんと献花台が設しつらえられた大きなステージがあり、その手前からここまで、座席がひな壇状に並んでいる。最前列の座席の背もたれには、白いシートが掛けられていた。多分関係者席だろう。ホールの各所ではテレビ局の人間がテレビカメラを設置し、放送の準備をしていた。今日の式典は生放送で全国に中継される、とこころが言っていたことを思い出す。

　座席は九割方埋まっていて、空席を探す人が狭い通路をひっきりなしに行き来していた。ホールの各所には強化装甲服の隊員が微動だにせず立っていた。ステージ右手前付近にナンバー83の強化装甲服を見つけ、おれは人ひと混ごみを搔かき分けて寄った。

「おはようございます。汐しお見みさん」

「あれ、命めい川かわ君？」汐見さんはフェイスガードを上げて微笑ほほえむ。少しぎこちない笑みだ。きっと六合くにの御み子この警護で緊張しているのだろう。「びっくりした。まさか、来ているとは思わなかったよ」

「鈴すず森もりが御子様に花束を渡すみたいなので、それを見に来たんです。鈴森は関係者席ですか？」

「鈴森のお嬢さんなら、控室が割り当てられてるから、ここには姿を見せないよ」

「鈴森の出番っていつ頃ごろだか分かります？」

「御子様のスピーチが十一時十五分から十五分間の予定だから、お嬢さんの出番はその後だよ」

「ありがとうございます。……汐見さん、お願いです。どうか御子様を守ってください」

「うん。勿もち論ろんだよ。そのために俺おれ達はいるんだからね」

　おれは頭を下げて汐見さんから離れ、ホールの最後部で壁かべに凭もたれて追つい悼とう式典が始まるのを待った。程ほどなくして、おれでも顔を知っている有力国会議員や政府関係者が関係者席を埋めてゆく。六合御子の姿はない。きっと控室が用意されているのだろう。

　十時ぴったりに追悼式典は始まった。都知事が開式の挨あい拶さつをして、十時七分──二年前、大おお朝あさ駅前でテロが起こった時刻──に一分間の黙もく禱とうを捧ささげた。それから、警察庁長官宮みや永ながのスピーチ、テロ根絶を掲げる国会議員のスピーチ、テロで子供を亡なくした母親のスピーチ、女子中学生によるテロ撲ぼく滅めつを訴える作文の朗読、瑛えい常じよう高校合唱部による追悼の合唱が続いた。

　そして、十一時十五分になった。

「続きまして、六合御子様から追悼のお言葉を頂きます。御子様、どうぞステージへお上がりください」

　司会の女性が告げ出席者が一ひと際きわ騒ざわめく。ステージ左ひだり袖そでから、黒い喪も服ふくに身を包んだ六合御子が現れ、静かにステージ中央に向かう。テレビで観みるよりもずっと小こ柄がらだが、テレビで観るよりもずっと綺き麗れいで雰ふん囲い気きがあった。六合御子が壇だん上じように立つと、途と端たんに、ホールは水を打ったように静まった。今人気の六合御子の姿を一目見ようと観光気分で集まった人々が、目の前の少女の雰囲気に吞のまれ一人残らず居住まいを正した。それだけの気品と威い厳げんを彼女は備えていた。

「皆様ご存知のように、二年前の今日、大朝駅前で──」六合御子が口を開く。穏おだやかで深みがあって耳に心地よい声が、マイクを通しスピーカーから流れる。「テロにより十七名の尊とうとい命が失われ、四十八名の方が重軽傷を負われました。奇くしくも、わたくしが即位したその日の出来事でした……」

　六合御子は当時の記憶を嚙かみしめるように、ゆっくり、ゆっくり、言葉を紡つむぐ。おれは、予知の時刻──十二時ジャストのことが気になって、六合くにの御み子この言葉が殆ほとんど耳に入ってこなかった。




　私は舞台裏の区画にある会議室で六合御子のスピーチを聞いていた。会場警備の責任者である私の元には、テロ鎮ちん圧あつ隊たいの隊員からの十分置きの定時連絡が次々に入ってくる。ホール内異状なし。ロビー異状なし。会場周辺異状なし。

　定時報告を聞きながら、難しい顔で頷うなずく。

　会場内外には、不審者どころか蟻ありの一匹入る隙すき間まもないほど厳重な警備を敷いている。

　六合御子が出席なさるこの式典がテロリストに狙ねらわれる可能性は非常に高かった。特に最近活発に活動している武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんが動いてくるだろうと踏んでいたのだが、今のところそれらしい報告は上がっていない。

　さすがの武装人形楽団もこれだけの警備を突破することは諦あきらめたか？

　警備は順調であったが、その順調さがかえって私の不安を煽あおった。まるで嵐あらしの前の静けさのように嫌いやな予感がぬぐえない。公安六課課長という肩書がこれほど重く感じたのは初めてのことだった。

　こんなときにオラクルシステムが機能していれば、何が起こるか事前に分かり対策を打てるのだがな、と内心で歯は嚙がみする。

　オラクルシステムそのものであるソフィヤは、三日前、大学病院に向かう途中で武装人形楽団の襲しゆう撃げきに遭あい行方ゆくえ不明になってしまった。あの人を食ったような少女がいなくなって、今いま更さらながら、自分がどれだけオラクルシステムに頼っていたかを思い知らされた。

　しかし、六合御子のスピーチが終われば、この式典も終わりだ。今仕掛けてこなければ、恐らく式典は無事に幕を下ろすだろう。

　不意に、上着の内ポケットでスマホが振動した。取り出すと、一階の控室にいるはずのこころからの着信だった。もうすぐ出番だというのに一体どうしたというのだ。もしかして、緊張を和やわらげるために電話をしてきたのだろうか。そう軽く考え、私は電話に出る。

「もしもし、どうした、こころ？」

「お父様ぁ……」こころが今にも泣き出しそうな声を出した。

「──どうした？」その声にただならぬものを感じ、私は反射的に立ち上がった。

「い、今すぐ私の控室に来てぇ……」

「どうした？　何があった？」

「知らない人達が私の控室にぃ──」

　そこで、何者かに遮さえぎられるように唐とう突とつに通話が途切れた。

　私は慌あわてて部屋を飛び出した。知らない人達がこころの控室に？　まさか不審者が侵入したのか？　いや、そんなはずはない。警備は万全だ。つい先さき程ほどの定時連絡でも全く異状はなかったではないか。愛まな娘むすめは「知らない人達が」と言ったが、それは不審人物ではなく、こころが隊員や会場スタッフを不審人物と勘かん違ちがいしただけかもしれない。私は自分にそう言い聞かせながら階段を駆け下り、一階の娘の控室のドアを開けた。

　そして、驚おどろきに目を瞠みはった。

　室内にはフード付きの黒いコートに白い仮面をかぶった少女の集団がいた。手にはサブマシンガンや高周波ブレードなどを持っている。そのうちの一人がこころを後ろから拘こう束そくし、こめかみに銃を突きつけていた。

「お、お父様ぁ……」こころが私を見るなり、か細い声を出した。

「貴様らは、まさか武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんか！　どうやってここに入った！」

「……その問いに答える必要はない」少女の集団の中から一人が進み出てくる。彼女だけは他ほかの少女と違い黒い仮面をかぶっていた。「……鈴すず森もり課長を拘束しろ。もうすぐ六合くにの御み子このスピーチも終わる。我々の計画もここからが本番だ」




　　　　　　　２




　十五分間のスピーチが終わり、ホールは割れんばかりの拍手に包まれた。万雷の拍手を浴びながら、六合御子はゆったりとした気品のある礼をする。

「六合御子様、大変心に沁しみるお言葉をありがとうございました」司会の女性が言う。「それでは、感謝の気持ちを籠こめ、新しん東とう京きよう都と民を代表し私立瑛えい常じよう高校の鈴森こころさんから六合御子様へ、花束を贈ぞう呈ていさせていただきます。こころさん、壇だん上じようへお上がりください」

　そのとき、ステージの袖そでの方から女性の悲鳴が聞こえた。何事かと思った次の瞬しゆん間かん、フード付きの黒いコートに白い仮面をかぶり、サブマシンガンや高周波ブレードで武装した少女数名と、ライダースーツにファイアパターンのヘルメットをかぶった少女がステージ袖から飛び出してきた。

　──武装人形楽団！

　白仮面の一人はこころを、もう一人はスーツを着た背の高い中年男性を拘束していた。彼がこころの父親だろう。武装人形楽団は既すでに二人の人ひと質じちを取っていたのだ。

「不審者だ！　御子様をお守りしろ！」テロ鎮ちん圧あつ隊たいの隊員の怒鳴り声が聞こえた。

　強化装甲服を纏まとった隊員達が駆け出そうとするが、それよりも早く、ライダースーツの副団長ファナ・ジャルケが六合御子の背後に回って首に腕をからめ、首元に高周波ブレードを突きつけた。

「テメエら、動くんじゃねえ！　動いたら御子の首が胴体からすっ飛ぶぞ！」その恫どう喝かつに隊員らの動きが止まる。「客席のテメエらも同様だ。少しでもそのきたねえケツを座席から離してみろ！　即蜂はちの巣にしてやっからな！」ファナは客席に向かい怒鳴る。席を立って逃げ出そうとしていた客が慌あわてて席に戻る。一名の団員が関係者席から宮みや永なが長官をステージに引きずりあげ、サブマシンガンを突きつける。テロ鎮ちん圧あつ隊たいの隊員達がステージ上にアサルトライフルを向けるが、人ひと質じちがいるため迂う闊かつに発砲できない。

　突然の異常事態に、会場の空気は一気に凍りついた。

　緊迫した空気の中、ステージ上で一人の団員がゆっくりとマイクの前に進み出た。彼女は他ほかの団員と違い黒い仮面をかぶっていた。身長は百六十センチ程度だろうか。その動作は他の団員と比べてずっと落ち着いている。黒仮面はマイクヘッドを軽く叩たたき、スイッチが入っていることを確かめてから喋しやべり出した。

「……御み子こ様の素晴らしいスピーチの余よ韻いんに浸ひたっているところを失礼する。ボクは武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だん団長、天あま岐き稀まれ耶やという者だ。我々武装人形楽団は今日この場を借りて、日本政府にある要求をしたい。──が、その前に、宮永長官。ホールの外で隊員達が突入の準備を進めているようだが、即刻中止させろ。さもないと御子様のお身体からだに傷がつくことになるぞ」天岐稀耶は言う。声こわ色いろは落ち着いているのに、口調は妙に機械的だった。

「と、突撃準備……？　何のことだ……？」顔から滝たきのように汗を流しながら、宮永が言う。

「……惚とぼけても無む駄だだ。ボクの超能力サイは精神感応テレパス。人の心を読む。ここの警備の配置はおろか、各隊員が何を考え誰だれの指示を待っているかも全すべてお見通しだ。だから、警察の諸君は下手へたな行動に出ない方がいいし、下手な思考もしない方がいい。……ほら、ナンバー83、さりげなくボクの死角に回り込もうと考えているが、人質が大事なら余計な真似まねはするな。全隊員、銃を捨てて手を頭の後ろに回せ。宮永長官、死にたくなければ部下に命令を出せ」

「ぜ……、全隊員は銃を捨て手を頭の後ろに！　突入班も一時撤てつ退たいだ」宮永は襟えり元もとに忍ばせた小型無線に、震ふるえる声で指示を飛ばした。隊員達が命令に従い渋しぶ々しぶ銃を捨てる。

「……ふん、警察庁長官ともあろうお方が、素直にテロリストの言うことを聞くとはね。お前は本当に保身しか考えていないのだな。そんなお前に鈴すず森もり課長の心の中を教えてやろう。鈴森課長は、政治家に尻尾しつぽを振るしか能のない犬が無様な姿を部下に晒さらすな、と思っている。さらに言えば、鈴森課長は、いざというとき御子様と愛まな娘むすめのどちらを守るべきか決めあぐねている。理性では御子様を守るべきだと分かっているが、心の底では、御子様よりも娘を助けたい気持ちでいっぱいだ。麗うるわしい家族愛だが、仕事にプライベートを持ち込むな。お前の任務は御子様の警護だろう。娘を見殺しにしてでも御子様を助けるんだな。そうすればお前は英雄で、お前の娘は悲劇のヒロインだ」

「ぐ……」鈴森は怒りに言葉も出ず、憎にく々にくしげに天岐稀耶を睨にらんだ。団員に拘こう束そくされたこころは縋すがるような眼まな差ざしを父親に向けていた。

「……話を戻そう。我々武装人形楽団は、日本政府に対して四つの要求をする。一つ、日本政府がテロ掃討を名目に行っているムーンチャイルド狩がりを、即刻中止すること。二つ、日本にいる全ムーンチャイルドに人権と戸こ籍せきを与え、日本国民としての生活を保障すること。三つ、その際、世界テロ紛争に関与したことや、その後、生きるために犯した犯罪に対する罪は不問にすること。四つ、政府関係者はムーンチャイルド製造と、テロ目的でのムーンチャイルドの海外派遣の事実を認め、国際条約違反・テロ主導の罪により刑罰を受けること。以上四つの要求に対し、日本政府は三十分以内に回答をすること。時間内に回答がない場合、または要求を拒否した場合は、六合くにの御み子こ以下四名の人ひと質じちの命はないと思え。各テレビ局に関してはそのまま中継を継続し、この様子を全国に報道しろ。一局でも中継を中止した場合は、同様に四人を殺す」

　天あま岐き稀まれ耶やの言葉に従ったのか、それともこの大事件スクープを撮り逃すまいとしているのか、各局のテレビカメラはこぞってステージの様子を撮影していた。先さき程ほどスピーチをした国会議員が武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの団員に脅おどされ、政府関係者に電話で連絡を取り始めた。

　方々に連絡を取った国会議員が、恐る恐る口を開く。

「ぶ、武装人形楽団団長、天岐稀耶……さん？」

「……何だ？」

「今、首相に連絡し、君達の四つの要求は伝えた。だが、要求を検討するためには、三十分は短すぎる。せめてもっと時間が欲し──」

　国会議員が言い終わらないうちに、天岐稀耶は彼の右みぎ脛すねを容よう赦しやなく撃ち抜いた。国会議員が濁にごった悲鳴を上げ座席から落ちその場でのたうち回る。

「……噓うそを吐つくな。ボクは人の心が読めると言ったろう。お前が政府から受けた指示は、テロ鎮ちん圧あつ隊たいの増援を派遣するための時間を稼かせぐことだ。政府は我々の要求に応じる気はさらさらないようだな。まさか、ボクが御子様を殺すのを冗談だと思っているのか？　それとも、御子様が死んでも構わないと思っているのか？」

「い……、いや、そんなことは……」涙を流しながら国会議員がかぶりを振る。

「……取り繕つくろうな。お前はこう思っている。御子様が死んでも代わりの六合御子をたてればいいだけだ。それが今の政府の総意だ、とな。どうやら、お前も含め政府には無能で能天気な奴やつしかいないらしいな。国民から絶大な支持を得る御子様を見殺しにした政府が、国民から支持されると思うか？　その程度の考えも及ばずによくもまあ議員が務まるものだ。呆あきれを通り越して感心する」

「……」国会議員は反論できずに黙ってしまう。

「次にタイムリミットの延長を要求したら、即御子様を殺す。首相に伝えておけ」天岐稀耶が無む慈じ悲ひに告げる。「あと二十分」

　国会議員が首相に連絡し、天岐稀耶から言われたことを告げ電話を切る。

　会場は死体安置所のような静けさに包まれており、国会議員が苦痛に鼻水を垂らしながら呻うめく声だけがホールに響ひびいていた。鉛なまりのように重苦しい空気に息が詰まりそうになる中、時間だけが淡々と過ぎてゆく。

「あと十分」

「あの」六合くにの御み子こが口を開く。「貴女あなた方がたはムーンチャイルドなのですね？」

「……その通りです。御子様」天あま岐き稀まれ耶やが六合御子を振り返る。「我々は皆、国により造られ、国により利用され、国により棄すてられた哀あわれな人形なのですよ」

「人権・戸こ籍せきが望みだと仰おつしやいましたね。日本国民としての生活を保障してほしい、と」

「……ええ、そう要求しました」

「わたくしは、普通の人間とムーンチャイルドの間に何の違いもないと考えています。ですから、貴女方の要求はよく分かります。同じ人間として、貴女方は当然の要求をしているものと思います」

「……そう仰っていただいて光栄です」

「ですが、貴女方が取った手段は間違っています。なぜテロに、暴力に訴えたのですか？　暴力は憎にくしみと暴力しか生み出しません。貴女ほどの聡そう明めいさがあれば、それが分からないはずはないでしょう？」

　六合御子は毅き然ぜんとしていた。恐怖に萎なえそうになる心を鋼鉄の意志で奮い立たせ、御子としての責務を果たそうとしている。そんな彼女の気持ちが強く伝わってきて、おれはその瞬しゆん間かん、この六合御子を心の底から尊敬した。この人は死ぬべきじゃない。

「わたくし達には、言葉があるではありませんか。なぜ先に言葉で訴えなかったのですか？　対話を試みなかったのですか？　そうすれば、こんなことをせずとも、より多くの人々が貴女の声に耳を傾け、貴女の言葉に共感したかもしれないではないですか。貴女は暴力という短絡的な行動により、その可能性を自ら潰つぶしてしまったのです」

「……馬ば鹿かを言うな、世間知らずが」天岐稀耶の声が一オクターブ低くなる。「対話という選せん択たく肢しを踏みにじったのは政府の方だ。政府はボク達ムーンチャイルドの声を銃声で搔かき消し、暴力でボク達の存在を葬ほうむろうとした。ボク達がその力に抗あらがうためには、暴力に訴えるしかなかった。暴力の前では言葉など滑こつ稽けいで無力でしかないのだよ」

「そんなことありません！　辛しん抱ぼう強く対話を続ければ、扉はきっと開きます」

「……辛抱強く？　今この瞬間にもムーンチャイルドどうほうが世界各地でムーンチャイルド狩がりに捕まり殺されているのだぞ。それなのに、ボク達はいつまで辛抱すればいいんだ？　最後の一人になるまでか？　それとも、最後の一人すら息絶えるまでか？」

「それは……」

「……貴女はムーンチャイルド狩りに捕まったムーンチャイルドの末路を知っているのか？　裸で木に吊つらされ、ストレス解消のために数時間サンドバッグのように殴なぐられ続けて死んだムーンチャイルドを、貴女は見たことがあるのか？　逃げられないように手足の腱けんを切られ、数十人の男に寄ってたかってレイプされるムーンチャイルドを、貴女は見たことがあるのか？　レイプされているムーンチャイルドを笑いながらビデオカメラに収める軍人共を、貴女は見たことがあるのか？　ムーンチャイルドの死体を山積みにして、その前で笑顔で記念撮影をするムーンチャイルド狩がり部隊の姿を、貴女あなたは見たことがあるのか？　地じ獄ごくだ。まさに地獄の光景だよ。そしてその地獄を作り上げているのは、お前が愛しているこの国なんだ」

　六合くにの御み子この顔に驚おどろきと悲しみと苦しみを凝ぎよう縮しゆくした表情が広がった。多分彼女はそんなことは一切知らされていなかったのだろう。

「そ、それでも……」六合御子は絞り出すように言う。「暴力は認められません」

「……あと五分」

　そのとき、国会議員のスマホが鳴った。天あま岐き稀まれ耶やを窺うかがってから国会議員が通話する。そして五分近く通話をしてから、苦い顔で電話を切った。

「あの、首相からの連絡ですが……」

「……言ってみろ」

「『我々は、理り不ふ尽じんなテロには屈しない』と……」

「……つまり、我々の要求は吞のまない、ということだな？　御子様、政府に見捨てられたようだが、何か言うことは？」

「政府の考えは間違ってはいません。わたくしもテロには屈しません」

「……そうか。では、信念を抱だいて死ね」天岐稀耶が銃口を六合御子のこめかみに突きつける。
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　時刻は十二時ジャスト。おれは座席の間の通路を駆け下りステージに近寄る。

「やめろ！」おれはテロの首しゆ謀ぼう者しやを見上げて言う。「その人を殺しちゃ駄だ目めだ！」

「め……、命めい川かわ君！」こころが驚おどろきの声を上げる。

　数人のムーンチャイルドがおれに銃口を向ける。正直、すげー怖い。武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの前に立つだけでも足が震ふるえているのに、おれは今から、もっと彼女らの気に障さわることをしようとしているのだ。いつ殺されてもおかしくないから本当はこんなことしたくない。でも、する。するんだ。六合くにの御み子こやこころの父親の命だけじゃなくて、友達の運命が掛かっているから。友達を見捨てたくないから。

「……誰だれだ、お前は」天あま岐き稀まれ耶やが言う。「何のつもりだ？」

「おれは、天岐稀耶を止めに来た。天岐稀耶。お前は間違ってる。もうこんなことはやめてくれ」

「……我々が間違っている？　お前も御子様のように『暴力に訴えるな』と陳ちん腐ぷな正論を吐きに来たのか？」

「違う。おれはムーンチャイルド狩がりに遭あったことないから、みんながどんな酷ひどい目を見てきたか正直分からない。口先だけで『分かるよ』とか『辛つらかったね』とかも言いたくないから、それも言わない。お前らが今やってることも、おれがどうこう言える立場にないから、何も言わない。でも、これだけは言わせてくれ。天岐稀耶。おれはお前を友達だと思ってる。そして、友達に人殺しになってほしくない。だからおれはお前を止めたいんだ」

「……何が友達だ。口先だけなら何とでも言える。訳の分からないことを言うな」

「口先だけかどうかは心を読めば分かるだろ！　おれは本気だ！　冗談で銃口の前になんて立たねえよ！」目の前にいる友達が、とても遠くにいるように感じられた。だからおれは力の限りに叫ぶ。どんなに遠くにいても、おれの声が届くように。「だから……、だからこんなことやめてくれ！　誰も傷つけないでくれ！　おれにできることがあったらなんでもするから！」

　六合御子に突きつけられていた黒仮面の銃口が少し迷う。

　おれは天岐稀耶を見上げていた。

　壇だん上じようで、天岐稀耶がおれを見下ろしている。

　おれは腹に力を込め、歯を食いしばっていた。そうしないと、天岐稀耶から目を逸そらしてしまいそうだったから。

　暫しばらく睨にらみ合いが続いたが、先に目を逸らしたのは天岐稀耶だった。天岐稀耶は腕時計を見て舌打ちをする。

「……時間切れだ。これ以上もたもたしていたら、増援に囲まれる」天岐稀耶が団員達を一いち瞥べつする。「各団員に告ぐ。計画変更だ。今この場で御子様は殺さない。このまま人ひと質じちに取り逃走する。逃走手段・経路は計画通りだ。……お前もボク達と一緒に来てもらうぞ」天岐稀耶はステージを飛び降りておれの前に来ると、サブマシンガンのグリップでおれの頭を殴なぐりつけた。

　激しい衝しよう撃げきに脳を揺すられ、おれは意識を失った。




　　　　　　　３




　意識を取り戻したときには、おれは両手をガムテープで後ろ手に拘こう束そくされ、どこか暗い場所に転がされていた。背中越しに酷ひどい振動とエンジン音と加速度。さくら会館ではないことは確かなようだ。

　身体からだを起こして辺りを見回すと、薄うすぼんやりした闇やみの中に、副団長のファナと、おれ同様両手をガムテープ巻きにされた六合くにの御み子この姿があった。

「気がつかれましたか？」六合御子が言う。「頭のお怪け我がは、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、はい。多分。……ここは？」

「貴方あなたが気絶した後、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの方々は、さくら会館を脱出してトラックで逃げたのです。わたくし達は今、そのトラックのコンテナに乗せられております。ええと、何と言いましたか？　あの、猫のマークが付いた運送会社のトラックです」

「三み毛け猫ねこムサシのトラックですか？　他ほかの人ひと質じちはどうしたんです？　まだ無事なんですか？」

「他の方々は別のトラックに乗せられたようです」六合御子は答えてから、おれの顔を見て首をかしげた。「失礼ですが、以前どこかでお会いしませんでしたか？」

「え？」

「……思い出しました。貴方は命めい川かわ景かげ臣おみさんのご子息ではありませんか？　確か命川景けいさんと仰おつしやいましたね？」

「おれのこと、知ってるんですか？」おれは面食らう。

「以前、大おお朝あさ駅前テロ遺族会の会合にお招きいただいたとき、貴方の姿をお見かけしました」

　そう言えば、テロで父さんが死んでから半年後に遺族会の会合があり、一度だけ出席したことがあった。会合には国会議員や経済界の重じゆう鎮ちんなども出席しており、遺族会を政治利用しようとする魂こん胆たんが透けて見えてむかついたため、それ以降、おれは会合の案内が来ても無視することにしていた。今思えば確かに、あのときの会合には六合御子が来ていた。しかし、一年半前に一度会っただけのおれの顔を覚えているとは凄すごい記憶力だな。

「御子様、すみませんでした」おれは六合御子に頭を下げる。「おれがもっと上手うまくやってたら、こんなことにはならなかったかもしれないのに」

「何を仰いますか。貴方が謝ることはありません」六合御子が言う。「それどころか、わたくしは貴方の勇気ある行動に感動いたしました。貴方のお父上も二年前のテロの際、犯人を説得しようとしていたと聞いています。親子揃そろって勇敢でいらっしゃいますね」

「そんなんじゃありません。父はムーンチャイルドへの罪悪感からそうしただけでしょうし、おれだって、自分がそう簡単に死なないことを知ってるからそうしただけです。そんなの勇気じゃありません」

「──おい、テメエら。誰だれが勝手に喋しやべって良いいって言ったよ？」ファナが口を挟はさみ踵かかとで床を蹴ける。「命めい川かわ。テメエ余計なことしてくれたな。テメエのせいで計画が狂ったじゃねえか。この落とし前、どうやってつけてくれるんだ？　ああ？」

　きっとエンジンを改造しているのだろう。宅配便のトラックにしてはエンジン音が凄すさまじかった。トラックは猛もうスピードで走っているようで、タイヤの振動がダイレクトに床をびびらせていた。遠くからパトカーのサイレンがこのトラックを追ってきていた。

「おれは間違ってない」

「んだとコラ」ファナがおれの胸元に蹴りを入れ、おれは無様にふっ飛ばされコンテナの壁かべに背中を打ちつけた。「団長がどうしてテメエを連れてきたか知んねーけど、許可が下りたら真っ先に殺してやっからな」

　トラックは右左折を繰り返し走り続ける。そして、どのくらい走っただろうか。トラックは片輪を浮かす勢いで左折し、直後に急停止した。おれと六合くにの御み子こは荷台内を荷物のように転がった。ファナがコンテナのハッチを開けて急いでトラックを降りる。そのとき、ハッチの隙すき間まから倉庫のような景色が見えたが、どこかはっきり分からないうちにハッチが閉じられてしまう。

　運転席と助手席のドアが開き、人が降りてくる足音。それに続き、ばりばり、と何かを剝はがす音がいたるところから聞こえた。

　作業は一分もせずに終わり、ファナがコンテナに乗り込み、両腕一杯に抱かかえた、丸めたビニールのようなものを床に放り投げた。

　すぐにトラックは発車した。今度は、追われているとは思えない安全運転だ。

　数分もしないうちに、前方からパトカーのサイレンが近づいてきたが、トラックは速度を上げる素振りも見せない。どうして逃げないんだ？　諦あきらめたのか？

　しかし、パトカーはトラックとすれ違いそのまま遠ざかってしまう。

　え？　何でだよ？　このトラックを追ってたんじゃないのか？

　おれと六合御子は顔を見合わせた。六合御子も何が起こったか分からないようだ。

　くくく……、とファナがおかしそうに笑った。

「ホント、稀まれ耶やの言う通り、警察は全っ然低能だな。この程度の小細工で御子様の乗ったトラックを見落とすなんてよ」

「お前ら、さっき停とまったとき、何したんだよ」

「これを剝がしただけさ」ファナは床に落ちたビニールを一部広げてみせた。そこには三み毛け猫ねこムサシのトラックに描えがかれているふてぶてしい顔の三毛猫がでかでかとプリントされていた。それはただのビニールではなく、超巨大なシートシールだったのだ。

「まさか……」

「そのまさかだ」ファナは鼻で笑う。「元々、このトラックは三毛猫ムサシのトラックそっくりになるように、車体全体にこのシートシールが貼はってあったのさ。ナンバープレートもシールを貼って偽ぎ装そうした。それを剝はがした今は、このトラックは何の特徴もない白いトラックだ。ナンバーも違う。今いま頃ごろ警察は三み毛け猫ねこムサシのトラックを必死に探してるだろうよ。その間に、私達は悠ゆう々ゆう逃亡するってわけだ」

　きっと、他ほかの人ひと質じちが乗ったトラックも同じ偽装をしていたのだろう。だとすると、警察の助けは当てにならない。警察が当てにならないということは、もう誰だれも当てにならない。うわ、詰んだ。




「瀧たき山やま副課長、日くさ下か部べ議員からお電話です」テロ鎮ちん圧あつ隊たいの隊員が会議室に入ってくるなりそう告げた。「六合くにの御み子こ様の誘ゆう拐かいや、会場の人間を危険な目に遭あわせた責任をどうとるのか、とのことです」

「日下部議員？　ああ、さっき武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの団長に銃で撃たれた国会議員か」私は口元を歪ゆがめる。三十分前に救急車を呼び彼を病院に搬はん送そうしたのだが、治療が終わった途と端たんに電話を入れてきたのだろうか。面倒な男だ。あの手の男は、人に文句を言うときだけはいやに行動が速いのだ。「そんな下らない電話に構っている暇ひまはない。さっさと切ってしまえ」

「承知いたしました」隊員が会議室を出ていく。

　私は整髪料で固めた髪を乱暴に搔かきむしる。警察庁長官の宮みや永ながと公安六課課長の鈴すず森もりが六合御子とともに誘拐された今、御子救出の指揮を執るのは、公安六課副課長の自分しかいないのだ。

　今は武装人形楽団追跡と、さくら会館への侵入経路の解明を並行して行っており、議員の下らない電話に付き合っている暇は一秒もなかった。

　前者は先さき程ほど指示を出し終えたので、あとは状況を見て追加で指示を行えばいい。しかし、後者は予想はついたものの、不可解な壁かべに行き当たった。

　侵入経路は、間違いなく建物裏の大道具搬入口だ。武装人形楽団はそこを警備していた隊員三名を襲おそって一撃で昏こん倒とうさせ、その隙すきに侵入したらしい。

　だが、いくらムーンチャイルドと言えど、強化装甲服とアサルトライフルで武装した隊員三人を真正面から襲い、反撃の間も与えず昏倒させるなどできるはずもない。少なくとも、銃声がするか、襲しゆう撃げきの報告がなされなければならない。そう思い、私は三人の隊員に直接会い状況の説明を求めた。

　その結果、三名とも定時連絡をした直後に背後から突然襲われたと証言したのだ。

　彼らの背後と言えば、もう建物の中しかない。彼らはさくら会館内にいた人物に襲われたと証言しているも同然なのだ。

　さくら会館内に、既すでに犯人が侵入していたということか？

　しかし、大道具搬入口へとつながるステージ裏の控室・会議室が並ぶ区画は一般市民が立ち入らないよう厳重に警備されていた。だから、外部からステージ裏の区画に侵入した人間がいないことは断言できる。

　となると、犯人は最初から区画内にいた人物──内通者としか考えられない。

　会場スタッフ、隊員、国会議員など、関係者の顔が脳裏をよぎるが、私は頭かぶりを振ってその可能性を否定した。会場警備にあたり、鈴すず森もり課長の指示で関係者の身元は徹底的に洗っている。テロリストとつながりのある人間は一人もいなかった。

「瀧たき山やま副課長！」隊員がノックもせず会議室に飛び込んできた。

「何事だ！」

「ただ今、追跡班から報告がありました。犯人のトラックを五台とも見失ったということです！」

「何だと！」私は机を叩たたき立ち上がる。「犯人は三み毛け猫ねこムサシのトラックに乗っているんだぞ！　あれだけ目立つトラックをどうやったら見失えるんだ！　探せ、徹底的に探せ！」




　それから二時間以上走り、トラックは上り坂に入った。蛇だ行こうしながら十数分坂を上り、トラックはようやく停とまる。後部ハッチを開けて、ファナがトラックを降りる。

「よし、テメエら、降りろ」振り返ったファナが言い、おれと六合くにの御み子こもトラックを降りた。

　山の中だった。背後には今上がってきた細い道路が見える。そして正面には、木々の緑を突き抜けるように、病院のような白く巨大な建物が、無表情で鎮ちん座ざしていた。

「ここは、まさか……」見覚えのある建物に、おれは呻うめくように呟つぶやく。

「そのまさかだ。懐なつかしいだろ？」ファナが言う。「国立特殊医療技術研究開発センター長なが野の支部──別名ムーンチャイルド研究所長野支部。テメエの親父おやじの職場だよ」

「え、でも、ここ、三年前に閉鎖されたはずじゃ……？」

「閉鎖されたから、私達が使ってんだよ。おら、さっさと歩け」

　ファナにどやされ、おれは渋しぶ々しぶ歩き出す。おれ達が乗っていたトラックの隣となりに四台トラックが停まっていた。他ほかの団員と人ひと質じちはもう到着しているようだ。

　白く大きなドアを開けて建物に入る。中は少しかび臭くさく、湿った空気が充満していた。

　ロビーを抜けて廊下を進み階段で地下に下りる。地下はムーンチャイルドの個室が並ぶフロアになっていた。

　個室と言っても、実験がないときにムーンチャイルドを監禁するための部屋だ。室内に窓はなく、堅けん牢ろうなドアも、外側から鍵かぎが掛けられると内側から開けることはできない。個室とは名ばかりのムーンチャイルド用の独房だ。

　フロアの入り口に黒仮面が立っていた。

「稀まれ耶や、今戻った」

「無事で何よりだ、ファナ。尾行はされなかったか？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。他の人質はもう殺したのか？」

「まさか。個室で休んでもらっているところだ。御み子こ様、長時間荷台にいてお疲れでしょう。狭い部屋しか用意していませんが、こちらでゆっくりお休みください」

「殺さないのですか？」

「今はまだ。貴女あなたにはボク達の手札としてしばらく働いてもらいます」

「他ほかの人ひと質じちを解放することはできませんか？」

「無意味な問いです。ファナ、二人を部屋に」

「了解。おら、御子様、そこに入れ」

　ファナが御子の腕に巻かれたガムテープを切り、御子を促うながす。彼女が大人おとなしく個室に入ったところでファナがドアを閉め外から施せ錠じようする。

「次はテメエだ。さっさと入れ」

「──鈴すず森もりと話をさせてくれ」

「テメエ、馬ば鹿かか？　誰だれがテメエの言うことなんて聞くかよ」

　乱暴に背中を突き飛ばされ、おれは部屋に入れられた。すぐにドアが閉じられ、がしゃり、と鍵かぎを掛ける音が無情に響ひびいた。

　室内には、アルミフレームの簡素なベッドとカーテンで仕切られたトイレがあるだけだった。しかもファナの野郎（男じゃないけど）、おれの腕のガムテープは外さなかったし。きっとおれのことが気に食わなかったから、わざと外さなかったのだろう。

　おれはベッドに座り、白い壁かべに体重を預け溜ため息いきを吐ついた。

　こころを助けたくて式典に行ったのに、おれのしたことは無計画で行き当たりばったりで、助けたいっていう勢いだけしかなかった。これなら捕まっても仕方がない。もっと考えて上手うまくやれば良かった、と今いま更さら後こう悔かいしながら、腹立ちまぎれに壁に蹴けりを入れたが、壁はびくともしなかった。

　自分の無力さにちょっと涙が出そうになった。




　　　　　　　４




　どれくらい時間が経たったろうか。

　もう自分一人ではどうにもできなくて、でも他にどうにかしてくれる人なんていなくて、おれはただ茫ぼう然ぜんと、丸太のようにベッドに横たわっていた。

　伊い井いさんに謝らなきゃと思った。適当言ってビジネスホテルを出てきたから、そろそろおれが戻らないことを心配しているかも知れない。

　……それとも、おれのことなんて気にもしていないかな。

　俄にわかかに廊下の方が騒がしくなってきた。このフロアを見張っている団員達が早口で喋しやべりながら走り回っているみたいだ。ベッドから降りてドアに耳を当てて神経を集中させると、辛かろうじて「襲しゆう撃げき」「応戦」という言葉が聞き取れた。

　誰だれかが研究所に攻撃を仕掛けたようだ。でも、会話の様子から警察ではなさそうだった。

　上のフロアで銃声がした。遠くはなさそうだが、どこからしたのかは分からない。数秒空あけてまた銃声。今度は先さき程ほどよりもずっと近かった。

　三度目、さらに近くで、もしかしたらこの部屋の真上なんじゃないかって辺りから銃声がした。ただならぬ様子に、おれは身構え天井を睨にらむ。

　次の瞬しゆん間かん、蒼あおく輝く巨大な翅はねが天井から突き出した。翅は天井を斬きり裂さきながら円を描えがく。

　円が完成し、丸く切り取られた天井がおれの目の前に落下する。おれは思わず飛び退すさる。

「いた。おにいちゃんだ！」

　聞き覚えのある声に顔を上げると、天井の穴からライラが笑顔を覗のぞかせた。彼女は穴から飛び降り、背中の蝶ちようの翅を広げて音もなく着地する。

「え、ライラ？　何で？」

「ライラだけではありませんよこの屑くず」

「なぜわたしに断りなく死にそうになっているんだい？　死ぬときは一声掛けろと言ったじゃないか。冷たいなきみは。死ね」

　ライラに引き続き、伊い井いさんとソフィヤが上のフロアから飛び降りてくる。

「お前ら、何でここにいるの？」

「あなたの行動などお見通しなのですよこの屑」伊井さんはおれの腕のガムテープを剝はがした後、おれの襟えりの内側から何かを取り外しておれの前にかざした。それは五ミリ四方くらいの、電子機器のチップのようなものだった。

「何、それ？」

「ＧＰＳモジュールです。あなたが一人でテロを阻そ止ししようとしているのが見え透いていましたので、念のため出がけに仕込ませていただきました」

　今朝けさ伊井さんに襟を直されたことを思い出す。どうやらそのときに仕込まれたらしい。

「何だよ、そんなの付けるなら前もって教えてくれればいいのに。おれ、このままここで一人寂しく死ぬのかと思ってた」

「あなたに死なれては困るのです」

「おお、何か伊井さんが優やさしい」

「あなたの土地と建物は、実質は私のものですが、法律上はまだあなたに所有権があります。ですから、所有権移転の手続きが済むまではあなたに生きていてもらわねばなりません。手続きが終わればあなたの生死などどうでもいいのですが」

「どうでもいいとか言うなよ、結構傷つくんだぞ。てか、何でＧＰＳのこと教えてくんなかったんだよ」

「あなたが天あま岐き稀まれ耶やに会う可能性を考えたからですよ。天岐稀耶が人の心を読むなら、あなたがＧＰＳのことを知っていれば、天あま岐き稀まれ耶やにも気づかれてしまいますから。しかし、保険のつもりで取り付けたのに、まさか本当に使うことになるとは思いませんでした。一体何があったというのですか？」

　おれはさくら会館での出来事を話す。

「六合くにの御み子こを人ひと質じちにムーンチャイルドの人権を求める、ですか……。しかし、そんな中一人で天岐稀耶に刃向かうなど蛮ばん勇ゆうにも程ほどがありますよこの屑くず。呆あきれてものも言えません。……さあ、無む駄だ口ぐちも終わりです。とっとと引き揚あげますよ」

「待ってくれ。まだ用事がある。天岐稀耶に会ってこんなこと止やめさせないと」

「は？　何を言っているのですかこの屑。そんな危ないことをする必要はどこにもありません」

「おれにはあるんだよ。天岐稀耶は友達なんだ。友達が間違ったことをしてるから、ぶん殴なぐってでも止めてやるんだ」

　伊い井いさんは聞こえよがしに溜ため息いきを吐つく。

「……付き合いきれません。やるなら一人でどうぞ。あなたを迎えに来たのが間違いでした」

「彼の手助けをした方がいいと思うぞ」ソフィヤが言う。

「あなたも人質の肩を持つのですか？　銀ぎん屑くず」

「彼が武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの計画をご破算にしたということは、ここで逃げても、計画を邪じや魔まされた報復として、武装人形楽団が彼を狙ねらう可能性が高い。そうなると彼と同居するきみも間違いなく襲しゆう撃げきに巻き込まれるだろうな。いつ襲おそってくるか分からない武装人形楽団に怯おびえて過ごすより、ここで彼女らを潰つぶした方が精神衛生上良いとわたしは思うけれど、どうかな？」

　ソフィヤの言葉に、伊井さんは口元に手を添えて少し考えてから、短い溜息を吐いた。

「……あなたの言うことにも一理ありますね。仕方ない。あなたの口車に敢あえて乗ってあげましょう。人質、私は武装人形楽団を今日ここで潰すことにしました。そのついでに天岐稀耶に会うというのなら、好きにしてください」

「ありがとう。でも団員達は殺すなよ。おれは天岐稀耶が人を殺すのを止めに来たんだ。それなのに、こっちが殺したら本末転倒だ」

「面倒ですが、まあ、いいでしょう。私も無む闇やみに同胞の命は奪うばいたくありませんから」

　不意に頭上から物音。丸く切り取られた天井の向こうから二人の団員が姿を現し、サブマシンガンを発砲しようとした。

「ライラ！」伊井さんが声を出す。

「はーい！」ライラが腕を振ると、彼女の周囲を舞っていた蒼そう蝶ちようが、丸く切り取られた天井の残ざん骸がいの下に滑すべり込み、それを持ち上げ天井に蓋ふたをした。

　が、その直前に団員が投げ込んだ手しゆ榴りゆう弾だんが室内に落下してくる。

　その手榴弾が床に到達するよりも早く、伊井さんが床付近に『門ゲート』を開いた。手榴弾は『門ゲート』の中に落下して消え、二秒ほど遅れて『門ゲート』の暗い水面の向こうから、手榴弾の炸さく裂れつ音おんが幽かすかに響ひびいた。

「あー、そういう使い方もあるんだ。その超能力サイ」おれは感心する。

「馬ば鹿かでも思いつく使い方です」伊い井いさんは言う。『門ゲート』から拳けん銃じゆうと高周波ブレードが飛び出してきて、伊井さんはそれを左右の手でキャッチする。「さあ、行きましょうか」彼女は高周波ブレードで個室のドアを斬きり刻んで破壊した。

　廊下に出たとき、おれは別の個室に六合くにの御み子こや他ほかの人ひと質じちがいることを思い出した。一いつ瞬しゆんすぐ助けようかと思ったが、これから天あま岐き稀まれ耶やと対たい峙じするのに、彼らは足手まといになるだけだと思い直す。助けるのは決着がついてからにしよう。

　階段を目指す途中、十字路の辺りで二人の団員が姿を現し、サブマシンガンを乱射してきた。伊井さんが『門ゲート』から高さ一メートル程度のブロック塀べいを出現させ床に突き立て、しゃがんで弾幕を防ぎつつ、さらに『門ゲート』から灰色の大きなガスボンベを射出した。表面に「可燃性ガス」と書かれたボンベはブロック塀を越えて十字路に飛んでゆく。ボンベへの直撃を恐れて銃撃が止やんだ隙すきに、伊井さんがブロック塀を乗り越えて獣けもののように走り出し、宙を舞うガスボンベに跳とび蹴げりをかました。軌道が変わったガスボンベが団員の一人の頭を直撃、その団員はボンベともつれるように床に転がり気絶する。伊井さんは着地と同時にもう一人のサブマシンガンを切断しつつ回転し、裏拳の要領でその団員の側頭部に拳銃のグリップを叩たたき込む。宙を舞った団員が狭い廊下の壁かべにぶつかり、潰つぶれた豆とう腐ふのように力なく床に落ちる。

　伊井さんがこちらを一いち瞥べつしてまた走り出す。おれ達も伊井さんを追って走る。

　長い階段を上り始めたところで、一人の団員が階段から飛び降りながら高周波ブレードで斬りつけてきた。伊井さんは高周波ブレードで相手の斬ざん撃げきを受け流すと、真上に足を振り上げる回し蹴りで団員の頭を蹴り抜いた。一撃で意識を刈かり取られた団員がおれの横を転がって落ちてゆく。さらに上からもう一人が飛びかかってきた。伊井さんが正面に『門ゲート』を開き、戦闘機に積むようなミサイルを射出した。団員はミサイルの直撃を受けて吹っ飛ばされ、慣性で上昇したミサイルは一階の天井に突き刺さる。伊井さんはミサイルを追って跳ちよう躍やくすると、天井付近でミサイルの腹を蹴って真横に飛び、階段を囲む団員達の包囲網の外側に着地した。団員達が振り返るよりも先に、伊井さんは拳銃のグリップと高周波ブレードの柄つかで次々と団員達を殴なぐり倒してゆく。

　伊井さんから遅れておれ達が階段を上がり切ったときには、六名の団員が床に倒れていた。そのそばで、伊井さんだけが何事もなかったかのように涼しげに立っている。

　瞬殺。まさにその言葉がぴったりだった。ライラと戦ったときから、何となく伊井さんの技量がムーンチャイルドの中でも上の方なのではと思っていたのだが、それにしても、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの団員達をたった一人で、それも無傷で倒すなど尋じん常じようじゃない。一体今まで、どんだけの修しゆ羅ら場ばをくぐってきたんだよ。

「あのさ、伊井さん。そんなミサイルの使い方したら危ないんじゃない？　爆発したらおれ達も巻き込まれるじゃん」

「信管は抜いてありますから平気です。ぐずぐずしていないでさっさと行きますよ」

　おれ達はまた長い廊下を走り出す。廊下に一切窓がないのは、ムーンチャイルドが窓を突き破って脱走するのを防ぐためだ。

　廊下の角を曲がり中央ホールに出る。その広い空間は壁かべも床も弾だん痕こんだらけで、破壊されたテーブルやソファがそこかしこに散乱しており、壁かべ際ぎわに並んだ自販機は全すべて半壊していた。

　ホールの反対側から小こ柄がらの団員が姿を現す。

「ここから先は通さないです！」

　おれ達の行く手を阻はばむように立ち塞ふさがり、毅き然ぜんと言い放つ団員。彼女の周囲の景色が突とつ如じよ、陽かげ炎ろうのようにゆらりとゆらめく。──いや、「ように」ではない。事実、その団員の周囲には陽炎が立ち上っていた。

　彼女の周囲で空気が対流を始め、黒いコートの裾すそが激しくはためく。彼女が熱源となりホールの温度が急上昇し、ホールの空気が灼しやく熱ねつの砂漠のごとくじりじりと灼やけ始めた。鼻び腔こうから肺までをも焦こがす熱気におれは呼吸を詰まらせ咳せき込む。

　その団員から放たれる熱は、明らかに自然現象とはかけ離れていた。恐らくこの熱は、彼女の超能力サイによるものだろう。

　彼女を取り巻く陽炎が赤みを帯びたと思った直後、彼女の周囲に炎が噴き上がった。炎は天井や壁を焦がし、熱波は近くのソファやテーブルを吹き飛ばし、その余波はホールの反対側にいるおれの顔を焼くようになぶった。おれは両腕を顔の前にかざし顔をしかめる。しかし、おれ同様まともに熱波を浴びたはずの伊い井いさんは、熱い風に金髪をなびかせながら、相変わらず涼しい顔をしている。

　団員が、狙ねらいを定めるかのように腕を真っ直すぐこちらに伸ばした。すると、彼女の周囲で燃え盛さかっていた炎が凝ぎよう縮しゆくし、十数の炎の矢へと形を変えた。

　団員の周囲から炎の矢が放たれる。灼熱の矢はその熱で大気を歪ゆがめながら、弾丸を超えるスピードでおれ達に飛来した。

　伊井さんが『門ゲート』から戦車の装甲板を数枚出現させ防ぼう壁へきにする。燃え盛る炎えん矢やの群れは装甲板の一枚目と二枚目を融ゆう解かいさせながら貫通し、三枚目を大きくひしゃげさせた。幾つもの穴を穿うがたれた装甲板は表面から黒煙を噴きながら、乾いた音を立てて崩壊した。

「焼かれたくなければ、大人おとなしく投降するです」団員が再び炎を凝縮させ、先さき程ほどの倍の数の炎の矢を周囲に出現させた。

　先程の量の矢でさえ、防ぐのに装甲板が三枚必要だったのだ。それなのに、あれだけの量の矢を防ぐには、一体装甲板を何枚重ねればいいのだろう。そして、それだけの量の装甲板を、伊井さんは持っているのだろうか。もし持っていなかったら、おれ達はここで炎の矢に貫つらぬかれ消し炭になるだろう。

「副団長の腰こし巾ぎん着ちやくですか……」おれの焦あせりを他所よそに、伊い井いさんは面倒くさそうに溜ため息いきを吐つく。「発炎能力パイロキネシスとはまた厄やつ介かいな超能力サイを持っていますね。面倒です。ライラ、あなたに任せます」

「はーい！」ライラは手を挙げて返事をすると、自分の周囲にモルフォ蝶ちようを舞わせながら、まるでお菓子でも買に行くかのような気軽さで前に進み出た。

「動くなです！　動くと攻撃するです」団員は自らが纏まとう炎を強めて強力な熱波を放ちライラを威い嚇かくする。だが、ライラは足を止めることなく軽い足取りで前進を続ける。「警告はしたですから、攻撃に移るです」

　そう言って、団員は周囲に浮く炎の矢全すべてをライラへと放った。

　ライラは腕を振ってモルフォ蝶を前面に集結させ防ぼう壁へきを作る。炎の矢はモルフォ蝶の蒼あおい防壁に着弾し小爆発を引き起こしたが、防壁はびくともしなかった。

「そんなの効かないもん！」ライラは防壁とともに無む造ぞう作さに歩を進める。

　団員がさらなる炎の矢を生み、今度はそれらを弧こを描えがくように放ち、蝶の壁かべを迂う回かいさせつつライラを左右、上方から狙ねらった。ライラは背中の翅はねを一羽ばたきさせて左右から迫る炎の矢を弾はじき、頭上から迫る矢を、モルフォ蝶を纏わせた右腕で叩たたき落とした。

　ライラは翅を羽ばたかせて加速し団員との間合いを瞬しゆん時じに詰めると、左手で団員の顔面を殴なぐりつけた。団員は大きく左に傾いたが、すぐに立て直すと、コートの内側から高周波ナイフを取り出し、ライラに斬きりつけた。ライラは右手でナイフの刃やいばを摑つかみ取り、握り潰つぶして粉砕する。

「な……、何ですかその出で鱈たら目めな超能力サイは？」団員が動揺を隠しきれない声を出し、間合いを離そうと後ろに跳とんだ。

　だが、ライラはすかさずそれに追いすがり、身体からだを捻ひねりながら背中の翅を振って団員に叩きつけた。

　団員は大型トラックに衝しよう突とつされたかのように吹き飛び、テーブルやソファを薙なぎ倒して壁にぶち当たり、前のめりに倒れて気絶した。

「おにいちゃん、おねえちゃん、倒したよ」ライラが小さく跳はねながらこちらを振り返る。

「良くやりましたね、ライラ」褒ほめるにしてはあまりに感情の乗らない口調で伊井さんは言う。それから彼女はおれとソフィヤを一いち瞥べつして続けた。「ライラでさえ役に立つというのに、屑くずと銀ぎん屑くずは揃そろって役立たずですね」

「暴力上じよう手ずが自慢かい？　めでたい女だなきみは。自分に暴力振るって死ねばいいのに」ソフィヤが答える。

「……どさくさに紛まぎれてあなたも始末して差し上げましょうか？」

「おや、怖い。王子様、助けてくれ」ソフィヤが笑いながらおれの背後に隠れる。

「誰だれが王子だ」

　ホールを抜けさらに進んでゆくと、廊下の前後から数名の団員が現れた。挟はさみ撃ちだ。

「学習能力のない方達ですね。その程度の練度では私には勝てませんよ。ライラ、後方は任せます」

「はいは～い」

　伊い井いさんとライラが仕掛けようとしたとき、声が響ひびいた。

（──双方、待て！）

　その『声』に、伊井さんとライラだけではなく、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの団員達も動きを止めた。

　それは、空気を震ふるわせる声ではなかった。直接頭に響く声。天あま岐き稀まれ耶やの精神感応テレパスだ。

（武装人形楽団団員に告ぐ。お前達ではそのムーンチャイルドに勝てない。抵抗はせずに道を空あけろ。命めい川かわ以下侵入者四名、これ以上団員に手を出すな。お前達はボクに用があるのだろう？　北棟の地下に戦闘訓練場がある。ボクはそこで待っている）

「それが罠わなではないという保証は？」伊井さんが言う。敢あえて口に出したのは、おれ達にも聞かせるためだろう。

（ボクを信じてもらうしかない。ボクは同胞ムーンチヤイルドを騙だますような真似まねはしない）

「信じるよ。伊井さん、行こう。北棟はあっちだ」おれは走り出す。

「こら、待ちなさい。ああ、もう……」伊井さんが不満げに言いながらも、おれについてくる。

　団員達が通路の端に寄りおれ達に道を譲ゆずる。

「人ひと質じち、闇やみ雲くもに走らないでください。北棟への行き方は分かっているのですか？」

　おれは返事をしなかった。そんなこと言われるまでもない。この建物のことはよく知っている。

　数度角を曲がり、南棟と北棟をつなぐ連絡通路を抜け、階段を下り、鋼鉄製の巨大な二重扉をくぐり、おれは戦闘訓練場に入った。
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　そこは高校のグラウンドの四倍くらいありそうな広大な空間だった。柱は一本もなく、ドーム型の天井が異様に高く見えた。

　室内には、二つの人影があった。

　一人はライダースーツのファナ。もう一人は黒い仮面の天岐稀耶。ファナは左右の手に折り畳たたみ式高周波ブレードを持っていただけではなく、背中や腰、大だい腿たい部ぶにも複数の折り畳み式高周波ブレードを装着していた。天岐稀耶の方は手には何も持っていないが、周囲にはサブマシンガンや対物アンチマテリアルライフル、手しゆ榴りゆう弾だんなどの銃火器が多数散乱していた。

「あの黒仮面が天岐稀耶のようですね」伊井さんが呟つぶやく。

　天岐稀耶が一歩前に進み出る。

「……まさか、ボク達の計画がムーンチャイルドによって破は綻たんするなど、夢にも思わなかったぞ。一体どうしてくれるんだ？」

「知るか。人殺しの計画なんかクソ喰くらえだ」おれは言う。「今すぐ、六合くにの御み子ことか他ほかの人ひと質じちを解放して、もうテロもしないって約束してくれ。政府だってテロには屈しないって言ったじゃん。こんなことしてもムーンチャイルドの人権は獲かく得とくできないってもう分かったじゃん。だから、今度はこんなやり方じゃなくて、別のやり方を考えよう」

「うるせえ。クソ喰らえはテメエの方だろ。私達の計画を邪じや魔ました挙あげ句く、やり方を変えろだ？　テメエら何様のつもりよ？　この代だい償しよう、テメエらの命で支払ってもらうからな」

　ファナの言葉を、伊い井いさんが鼻で笑う。

「やれるものならやってご覧らんなさいこの屑くずども」伊井さんは言い、ライラを一いち瞥べつする。「ライラ、あなたは、あの二人を殺すことなく無力化することができますか？」

「む～。難しいかも」

「……役立たずが」伊井さんが舌打ちする。「しかし、相手を殺すよりも無力化する方が、遥はるかに難しいのは事実ですから仕方ありませんね。あちらは私達を殺せる。私達はあちらを殺せない。なんて素敵なハンデでしょう」そう言ってから、伊井さんは天あま岐き稀まれ耶やとファナに見下すような視線を注いだ。「お二人とも、その程度のハンデで足りますか？　もし土下座して懇こん願がんするなら、もう少しハンデをくれてやっても構いませんが？」

「テメエ……、馬ば鹿かにしてんじゃねえぞ！」

　ファナが人じん外がいの速度で駆け出し、伊井さんに急接近する。

「ライラ、あなたはモルフォ蝶ちようで私のサポートを頼みます。下手へたに攻撃して殺すのは避けてください」伊井さんは言いながら、ファナを迎え撃つ。

　伊井さんを間合いに捉とらえたファナが、左の高周波ブレードを上じよう段だんから振り下ろす。伊井さんは右手のブレードでこれを弾はじき、左手の拳けん銃じゆうの引き金を引いた。ファナが身体からだを傾けて回避しつつ右回し蹴げりを繰り出すが、伊井さんは肘ひじでそれを防ぐ。蹴り足を地面に着いたファナがそのまま回転し、遠心力を乗せて二刀の連撃を繰り出す。伊井さんは左手に『門ゲート』を開き左手の拳銃を高周波ブレードと交換し、ファナの攻撃を捌さばきつつ、ファナの高周波ブレードの機関部を狙ねらい反撃を繰り出す。だが、ファナは大きく後退してこれをよける。

　天岐稀耶が懐ふところから何かを取り出した。それは指揮棒タクトだった。天岐稀耶がオーケストラの指揮者のごとく指揮棒タクトを振り上げると、彼女の周囲に散乱していた銃火器が、まるで稀耶の指揮に合わせるかのように、ふわりと浮き上がった。

「銃奏とともに死ね」天岐稀耶が指揮棒タクトを振り下ろす。

　同時に、浮遊した銃火器の群れが、まるで見えない人間に引き金を引かれたみたいに、一いつ斉せいに火を噴いた。

　銃声の多重奏とともに、サブマシンガンや対物アンチマテリアルライフルの弾丸が、嵐あらしのように伊井さんを横合いから襲おそう。伊井さんは機き敏びんにバックステップして銃撃をよける。天岐稀耶が指揮棒タクトを振ると、彼女の指揮に合わせて銃火器が宙を飛ひ翔しようし、伊い井いさんを取り囲んで、全方位からの銃撃を浴びせた。

　回避不能の全方位攻撃に、伊井さんは逃げるのを諦あきらめたかのように動かなかった。

　──いや、諦めたのではない。よける必要がないから動かなかったのだ。

　全方位射撃が放たれた瞬しゆん間かん、ライラが無数のモルフォ蝶ちようを放ち、伊井さんの周囲を固めたのだ。モルフォ蝶は全すべての銃弾をその蒼あおく美しい翅はねで完かん璧ぺきに遮しや断だんする。

　天あま岐き稀まれ耶やが指揮棒タクトを左右に振り銃火器を二手に分け、伊井さんとライラを狙ねらい頭上から銃撃を浴びせる。ライラが背中の翅を頭上に掲げてこれを防ぎ、伊井さんは連続で左に跳とんで躱かわした。

　伊井さんの着地際ぎわにファナが追いすがり、左右のブレードを叩たたきつけるように振るう。伊井さんはこれを受け流して反撃しようとしたが、天岐稀耶の操るサブマシンガンが伊井さんの頭上で弾丸をばら撒まいたため、後退するしかなかった。ファナがこれを追って二本のブレードを縦じゆう横おうに振るい、凄すさまじい連続攻撃を浴びせる。伊井さんは左右のブレードでこれを捌さばくも、足が止まった瞬間に、両りよう脇わきからサブマシンガンと対物アンチマテリアルライフルの挟きよう射しやが来る。伊井さんはまた後ろに跳はねて躱す。ファナがしつこく間合いを詰め上じよう段だんからの一撃を見舞うも、伊井さんは左右のブレードを頭上で交差し、この一撃を受け止める。その間かん隙げきを突き伊井さんの背後に回った三丁のサブマシンガンが、伊井さんの逃げ場を塞ふさぐように弾幕を張ったが、これはモルフォ蝶が盾たてとなり防ぐ。

　ライラが天岐稀耶との距離を詰めるため床を蹴けり駆け出す。

　天岐稀耶がライラの正面にサブマシンガンの弾幕を張る。ライラは蒼い防ぼう壁へきで防ぎながらなおも前進するが、サブマシンガンの銃撃に紛まぎれて接近した手しゆ榴りゆう弾だんが至近距離で爆発した。爆発はモルフォ蝶の防壁で防いだものの、立ち上る煙にライラは視界を塞がれてしまう。

　煙に紛れていつの間にか、二丁の対物アンチマテリアルライフルがライラの背後に滑すべり込んでいる。

　対物アンチマテリアルライフルがライラの背中に12・７ミリ弾を放つ。が、直前に察知したライラが背中の翅でぎりぎり防ぐ。その一瞬の隙すきに無数のサブマシンガンがライラを取り囲み全方位銃撃を仕掛ける。モルフォ蝶の群れがライラの周囲を螺ら旋せん状じように飛び、弾丸の嵐あらしから主人を守る。

「むー！　邪じや魔ま！」

　ライラが駄だ々だっ子のように声を上げると、蝶の螺旋の中から二十余羽の蝶が飛び出しサブマシンガンに襲おそいかかった。天岐稀耶は指揮棒タクトを振りサブマシンガンを散開させるが、追いすがった蝶に数丁のサブマシンガンが捕らえられ、粉々に砕け散る。

　蝶の操作に気を取られてライラの足が止まった隙に、天岐稀耶はいつの間にか後退してライラとの距離を離していた。

　ライラがモルフォ蝶を銃弾のように撃ち出して牽けん制せいすれば、もう少し違う戦い方もできるのだろうが、万が一モルフォ蝶が天岐稀耶に直撃し殺してしまうことを考えると、なかなかそうはいかないようだった。

　天あま岐き稀まれ耶やの方も、絶え間なく攻撃してはいるものの、モルフォ蝶ちようによる鉄てつ壁ぺきの防御にてこずっている。

　攻めあぐねているのはライラと天岐稀耶だけではなかった。伊い井いさんの方もファナの近接攻撃と天岐稀耶の銃撃の波状攻撃の前に決定的な隙すきを見み出いだせず、なかなか攻めきれないでいた。

　伊井さんは仕切り直すように間合いを離し、面倒臭くさそうに溜ため息いきを吐ついた。

「成なる程ほど。あの団長の超能力サイは、精神感応テレパスだけではないということですね。それにしても、銃火器を操り攻撃する超能力サイなど初めて見ました。念動力サイコキネシスの派生でしょうか？　まあ、『悪あく霊りよう憑つきの魔女』の念動力サイコキネシスと比べたら、ゴミみたいなものですが」

「ゴミと馬ば鹿かにする超能力サイに、お前はやられるのだ」天岐稀耶は指揮棒タクトを振り、伊井さんの前方に銃器を展開し、斉せい射しやを浴びせる。

　伊井さんは身を低くして銃撃の雨の下を走りながら、右手の高周波ブレードを投げ、宙に浮くサブマシンガンを破壊した。さらに頭上に飛来したサブマシンガンを、左の高周波ブレードでぶった切る。他ほかのサブマシンガンが伊井さんの横手から一斉射撃を放つが、モルフォ蝶が壁かべを作り銃弾を弾はじき返す。

「くっ、邪じや魔まな蝶だ」天岐稀耶が不快そうに吐き捨てる。

「稀耶、こっちはいい！　お前は先に蝶を操るガキを殺やれ！」ファナが声を荒げる。

「分かった」天岐稀耶が指揮棒タクトを振り、伊井さんを狙ねらわせていた銃器を全すべてライラに集め、集中砲火を放った。

　ライラは蝶で周囲を固めて銃撃を防いでいたが、自分から攻撃してはいけない上、一方的に集中砲火を喰くらうという状況にとうとうキレてしまった。

「むー！」ライラは腹立たしげに唸うなり、背中の翅はねを強く羽ばたかせた。

　両翅から飛散した数百の光の粒子が、羽う化かして数百の蝶となる。

「もう我慢できない！　死んじゃえ！」

　そう叫びながら両手を交差させるように振り下ろすと、無数の蝶がライラを中心に狂ったように乱舞し始めた。

　天岐稀耶は指揮棒タクトを振り銃火器を後退させるが、半径数十メートルに吹き荒れる蝶の嵐あらしがそれらを逃すことはなかった。ほとんどの銃火器が逃げ遅れ、ずたずたに引き裂さかれて鉄てつ屑くずと化す。蝶はさらに、癇かん癪しやくを起こした子供が八つ当たりするかのように、床も壁かべも手当たり次第に切り刻み始める。

　天岐稀耶は生き残った対物アンチマテリアルライフル数丁を並べてライラに一斉射撃を行う。同時にライラが「死んじゃえ！」と天岐稀耶を指さすと、無数の蝶が光る波は濤とうとなり、飛来する12・７ミリ弾を吞のみ込み、天岐稀耶へと殺到した。

　天岐稀耶が左に走り蝶の波を回避する。蝶の波は床を深々と抉えぐりながら飛ひ翔しようし、戦車砲すら防ぐ強きよう化か壁へきを容易たやすく突き破ってその向こうに消えた。

　それから数秒もしないうちに、蝶の群れは壁かべの別の箇か所しよを突き破り戻ってきて、またライラの周囲を狂ったように舞い踊る。

「くっ……、ここまで凶悪な超能力サイは見たことがない」天あま岐き稀まれ耶やが仮面の下で舌打ちをしながら後退しつつ、コートの下からサブマシンガンやら拳けん銃じゆうを取り出して宙にばらまき、それらを操作して応戦する。

「稀耶、しっかりしろや！」ファナは大声を上げると、一直線に伊い井いさんに突っ込んできて左の高周波ブレードを水平に薙ないだ。

　伊井さんは高周波ブレードを掲げてこの一撃を受け止める。ファナは防御の上から力任せにブレードを振り抜き強引に伊井さんの体勢を崩すと、その隙すきを狙ねらって右の刺し突とつを繰り出した。

　伊井さんは身体からだを捻ひねってこれを躱かわすと、伸び切ったファナの手を右手で摑つかんで引き寄せつつ、左手の高周波ブレードの柄つかをファナの顔面に叩たたき込んだ。

　ファナは咄とつ嗟さに首を捻り直撃を避けたものの、柄はヘルメットの側頭部付近にめり込みシールドを砕いた。ファナは大きく吹っ飛び、背中から地面に落ちたが、その勢いで後転して素早く体勢を立て直す。ヘルメットの側頭部が割れて亜あ麻ま色いろの髪があふれた。割れたシールドは全体に蜘蛛くもの巣状のひびが広がっていた。

「──痛いってえなあ、このアマ」ファナが邪じや魔まになったヘルメットを脱ぎ、床に叩きつける。

「え……？」ファナの素顔におれは戦せん慄りつする。

　ラテン系の血が色濃いエキゾチックな顔立ちと亜麻色の髪。見間違えようもない。

「お前、薬やく師しじゃねえか！」

「……んだよ、今いま頃ごろ気づいたのか、命めい川かわ」薬師華はなは皮肉な笑みを口元に浮かべる。クラスではもっと落ち着いた口調で喋しやべっていたが、こちらが本性なのか。

「誰だれですか、彼女は？」伊井さんが怪け訝げんそうにする。

「クラスメイト。まさかムーンチャイルドだったなんて」

「ムーンチャイルドが隣りん人じんに成りすますことなど、よくあることです」伊井さんは言う。

　再びファナが仕掛ける。右のブレードの強きよう烈れつな一撃を伊井さんは半身になって躱し、続いて繰り出された左の斬ざん撃げきを高周波ブレードで跳はね上げる。そして、がら空あきになった胴体に高周波ブレードの柄を叩き込もうとして──、反射的に飛びのいた。

　大きく距離を取った伊井さんの右腕がだらりと垂れ、肩口から鮮血があふれた。

「……少しはやりますね、この屑くず」傷を押さえながら伊井さんが言う。

「そりゃこっちの台詞せりふだ。今のタイミングで殺やれないなんて、お前、一体どんな反射神経してんだよ」ファナが吐き捨てるように言う。

　ファナの周囲には、いつの間にか、普通の人間の腕の四倍近くの太さと長さを持つ黒い腕が八本浮遊していた。甲こう殻かくに覆おおわれたような質感のその腕は、指が妙に長く節くれだっていて、悪魔の腕のように禍まが々まがしかった。その悪魔の腕は、八本全すべてにファナが背中や腰、太ふと腿ももに付けていた折り畳たたみ式高周波ブレードを握っていた。そのうちの一振りからは伊い井いさんの血が滴したたっていた。長く禍々しい八本の腕には、折り畳み式高周波ブレードはあまりにも小さくて、まるでカッターナイフを持っているかのような奇妙なアンバランスさがあった。

「『黒こく手しゆ』。これが私の超能力サイだ。剣の勝負で私に勝てるムーンチャイルドはこの世にいないんだよ！」ファナが八本の黒手を蠢うごめかせながら言う。ファナの二本の腕と八本の黒手が持つ計十本の高周波ブレードが、まるで死の輪唱のように耳みみ障ざわりな機関部作動音を辺りに振り撒まく。

　ファナが伊井さんとの間合いを詰め、右の黒手を二本同時に振るった。哭なくような風切り音とともに、二本の高周波ブレードが伊井さんを襲おそう。伊井さんはブレードを立ててこれを防いだが、黒手の凄すさまじい威い力りよくに足が浮き、防御の上から数メートルぶっ飛ばされた。伊井さんは空中で姿勢制御し膝ひざを深く曲げて着地する。それを追ったファナが、左の黒手四本を叩たたきつけるように振り下ろした。伊井さんがかろうじて後方に逃げ、黒手の持つ四本の高周波ブレードが床を抉えぐり破片を高々とまき散らす。ファナは伊井さん追って踏み込み、八本の黒手を縦じゆう横おうに振るう。

　さすがの伊井さんも十本の高周波ブレードを前になす術すべがないらしく、バックステップを繰り返してファナとの間合いを離すしかなかった。

　壁かべ際ぎわまで追い詰められた伊井さんが、ファナの二本の腕と八本の黒手による嵐あらしのような斬ざん撃げきを搔かい潜くぐり大きく左へ跳とぶ。十本の高周波ブレードが強きよう化か壁へきを斬きり刻み、大穴を空あける。

「テメエ、ちょろちょろ逃げてんじゃねえぞ！」ファナがゆっくりと伊井さんに向き直る。「もうテメエにゃ勝ち目はねえんだ。大人おとなしく斬り刻まれろや」

「……馬ば鹿からしい。その程度の技量で、剣の勝負で自分に勝てるムーンチャイルドはいない、などよく恥ずかしげもなく言えますね」伊井さんが嘲あざけりを籠こめた溜ため息いきを吐つく。「本当にそう言うなら、剣の一振りで建物を消し飛ばしなさい。十数人のムーンチャイルドを一いつ瞬しゆんで八つ裂ざきにしなさい。『十字架を穢けがす魔女』はそれくらい簡単にやってのけましたよ」そう言って、伊井さんは左手の高周波ブレードを真っ直すぐファナに向ける。「来なさい。あなたのプライドをへし折る意味で、剣の勝負であなたを倒して差し上げます」

「やってみろよ！」

　ファナが伊井さんに突っ込み、伊井さんを左右から挟はさみ込むように八本の黒手を振るった。

　伊井さんはその場から動こうとはしない。

　八本の高周波ブレードが伊井さんに殺到し、伊井さんを斬り刻もうとしたまさにその瞬間、耳をつんざく金属音が幾いく重えにも響ひびき渡った。

　伊井さんの左右八カ所に『門ゲート』が開き、中から突き出した十六本の高周波ブレードの刃やいばが、ファナの八本の高周波ブレードを受け止めたのだ。

「なっ──」

　驚おどろきながらも、ファナは左の四本の黒こく手しゆを真上から叩たたきつけるように振るった。が、伊い井いさんの頭上に四つの『門ゲート』が開き、中から八本の高周波ブレードが出現し黒手を防ぐ。ファナは続けて右の四本の黒手を薙なぐが、これも別に展開した『門ゲート』から現れた八本のブレードに阻はばまれる。

「テメエ……！」ファナは八本の黒手を振り回し怒ど濤とうの連続攻撃を仕掛けるが、そのたびに伊井さんの周囲に高周波ブレードが出現し、黒手の攻撃をことごとく防いだ。さらに、ファナの正面に唐とう突とつに『門ゲート』が開き、その内側から、高周波ブレードが刺し突とつのごとく繰り出される。ファナは咄とつ嗟さに左手の高周波ブレードを掲げて受け止めたが、刃やいばは高周波ブレードの機関部を貫つらぬいた。

「クソっ！」ファナは左の高周波ブレードを捨てると、後退し伊井さんから十数メートルの距離を取った。

　それは、ファナにとっては、次に伊井さんがどんな攻撃を繰り出しても対応できる距離だったのだろう。だからこそファナはそこで足を止め、次の攻め方を考えようとしたのだ。

　それが甘かった。

「そこも私の間合いですが、よろしいのですか？」伊井さんは冷たく言うと、その場で無む造ぞう作さに突きを繰り出した。

　伊井さんの正面とファナの右側面の死角に、同時に『門ゲート』が開く。

　高周波ブレードの刃が、伊井さん正面の『門ゲート』に吞のみ込まれて消えたかと思うと、次の瞬しゆん間かん、ファナの右側面の『門ゲート』からその切っ先が飛び出した。死角からの一撃にファナは全く反応できず、『門ゲート』を経由した刺突が黒手の一つを串くし刺ざしにした。さらに伊井さんが高周波ブレードを振り下ろすと、ファナ側の『門ゲート』から突き出した刃が連動して斬きり下ろされ、黒手を上腕から前腕までばっさりと斬り裂さいた。ダメージを受けた黒手は高周波ブレードを取り落とし、実体を失い黒い煙となって消えてしまう。

　どういう原理かは分からないが、伊井さんは、『門ゲート』の入口と出口を別に設定し、入口を自分のそばに、出口をファナのそばに創つくり、ファナに間合いを無視した攻撃を食らわせたのだ。

　ファナは驚きよう愕がくし、逃げるように伊井さんとの間合いをさらに広げた。

　伊井さんはゆっくりブレードを引き抜いてから、再度『門ゲート』へとブレードを突き入れた。今度はファナの左下方に『門ゲート』が現れ、その内側から繰り出された突きが左下の黒手を貫通した。その黒手もまた黒い煙となり霧む散さんする。

「あら、おかしいですね？　剣の勝負であなたに勝てるムーンチャイルドはいないのでしょう？　このままでは私が勝ってしまいますが？」伊井さんは挑発的な口調で言う。

「テメエ……、舐なめんじゃねえぞ！」伊井さんが相手では間合いを離す意味はない上、死角からの攻撃に対応できないと判断したのか、ファナが床を蹴けり、伊井さんに突っ込んできた。

　走るファナの目の前に『門ゲート』が開き、七本の高周波ブレードによる斬ざん撃げきが繰り出されるが、ファナは右の三本の黒こく手しゆでこれを力任せに薙なぎ払う。さらに左方向に出現した『門ゲート』から十数本の高周波ブレードが撃ち出されたが、ファナは左の三本の黒手で全すべてを叩たたき落とした。ファナはさらに加速し、頭上の『門ゲート』から降り注ぐブレードをぶち折り、足元から出現したブレードを飛び越え、伊い井いさんに肉にく薄はくする。

　あと数歩で伊井さんを間合いに捉とらえるというところで、ファナと伊井さんの間に直径三メートルの『門ゲート』が出現した。ファナの顔色が目に見えて変わる。

「さあ、死なないように気合いを入れて防ぎなさいこの屑くず」

　伊井さんが言い放つと同時に、『門ゲート』から無数の高周波ブレードが射出された。ファナの操る十本なんて目じゃない。百を優ゆうに超える高周波ブレードのシャワーが、真正面からファナに降り注ぐ。

「──！」ファナが声にならない悲鳴を上げ、七本の高周波ブレードを並べ盾たて代わりにするが、たかが七本のブレードで百数十のブレードを防ぎきれるはずもない。ファナの姿は瞬またたく間にブレードの波に吞のみ込まれて見えなくなってしまう。

　程ほどなくして、ブレードのシャワーが収まる。

　ファナは、胴や頭などは辛かろうじて防御していたものの、六本の黒手はブレードに貫つらぬかれ消失し、本人の腕や足もブレードに刻まれてぼろぼろで、立っているのがやっとの状態だった。

「テ……メエ……」手に持った高周波ブレードを杖つえ代わりにして身体からだを支え、ファナは伊井さんを睨にらむ。彼女の周りには無数のブレードが墓標のように突き立っていた。

「一応言いますが、これでも手加減をしましたので。その証拠に、ブレードの機関部は作動させていません」伊井さんは言う。その言葉通り、蜂はちの羽音のような独特の機関作動音は、どのブレードからも聞こえない。もしこれでブレードが作動していれば、ファナは今いま頃ごろ肉にく塊かいと化していただろう。

　その一言がとどめになったのか、ファナの目からふと光が消えた。

「テメエ……、この悪魔め……」消え入る声で呟つぶやき、ファナはその場に崩れ落ちた。

「ファナ！」天あま岐き稀まれ耶やが叫ぶ。彼女の方は、ライラの蝶ちようの乱舞により操る銃火器を全て破壊されていた。

　天岐稀耶は壁かべ際ぎわまで後退しそこに置かれた大きなコンテナの手前まで来ると、苦々しい声で続けた。

「まさか、奥の手を使うことになるとはな」

　天岐稀耶の背後でコンテナの外がい壁へきが四方に展開し、中から全長六メートルを超える巨大なガトリングガンが二門出現した。

「ＧＡＵ─８アヴェンジャー。アメリカの攻撃機Ａ─10に搭載されているガトリングガンだ」まるで二頭のシャチを連想させる凶悪巨大なガトリングガンが、天岐稀耶の指揮棒タクトに合わせてのそりと浮き上がり、その凶悪な砲口をライラに向けた。「戦車をも引き裂さくことができるこの武器ならば、お前のその蝶ちようもさすがに防げないだろう。──塵ちりも残さずに消えろ！」

　天あま岐き稀まれ耶やが管弦楽団にフォルティッシモを要求する指揮者のように、力強く指揮棒タクトを振り下ろした。直撃を受けた人間は跡形もなく消し飛び、着弾地点から三メートル以上離れたところにいる人間すらも衝しよう撃げき波はで粉々にするという、規格外の威い力りよくを秘めたガトリングガンが二門、銃身を高速回転させ、耳をつんざく甲かん高だかい炸さく裂れつ音おんとともに火を噴いた。

　危険を察知したライラが左手を前にかざし、全すべての蝶を前面に集めて分厚い防ぼう壁へきを作る。

　アヴェンジャーが嵐あらしのごとく蝶の防壁に撃ち込まれ、防壁の表面から破壊された蒼あおい蝶が飛び散ってゆく。防壁はさらに、焼しよう夷い徹てつ甲こう弾だんの着弾により激しく炎を噴き上げ始めた。

　二門の砲火は休むことなくライラに浴びせられ、少しずつ、だが確実にモルフォ蝶の防壁を削けずり取ってゆく。ライラは防壁の維持に手いっぱいのようで、その場から動くことができないようだった。立ち上る炎の中で踊るように砕け散ってゆく蒼そう蝶ちようの姿は、まさに、かがり火に引き寄せられ、その身を燃やす蝶そのものだった。

　防壁が突破され、ライラがアヴェンジャーの直撃を受け四散するのも時間の問題だと思われたそのとき、訓練場を横断するように一条の光の線が迸ほとばしった。

　音もなく放たれた赤しやつ光こうは、床を抉えぐりながら上方に振られ、二門のアヴェンジャーの機関部を下から上へと通過し、そのずっと向こうにある壁かべを貫つらぬきながら駆け上り、ドームの天井を半ばまで斬きり裂さいた。僅わずかに遅れて、アヴェンジャーが機関部から前後にずれ、凄すさまじい音を立てながら床に落ち、戦闘訓練場を微震させた。

「何が起こった！」天岐稀耶が声を荒げ、光源を睨にらみつける。

　天岐稀耶の視線の先、伊い井いさんの頭上に直径五メートルほどの『門ゲート』が開いており、そこから、長さ三メートルほどの、白い筒状のものが突き出していた。その筒は下部にメカニカルな台座を備えており、恐らく小型の砲塔だろうと推測はできた。

　だが、砲塔にしては砲身が短く、白い色と相まって、それは兵器というより、むしろ天文台に設置されているような、巨大な望遠鏡に見えなくもなかった。恐らく何かの兵器の一部のようなのだが、あいにく砲塔より下の部分は『門ゲート』の中に隠れていてどうなっているのか分からなかった。

　こんな形の砲塔を見るのは初めてだったが、今の光線から予想できる兵器の正体を、おれは一つしか思いつけなかった。

「もしかして、初めて見ましたか？」伊井さんが天岐稀耶へ告げる。「艦載多目的高出力レーザーカッターです。試作品らしいですが、なかなかの威力だと思いませんか？」

　おれの予想通り、あの赤い光はレーザー光線だったのだ。伊井さんが『門ゲート』から召しよう喚かんしたそれは、高出力のレーザー光線を照射し薙なぎ払うことにより目標物を切断する光学兵器だったのだ。無音で、光の速さで目標に到達し焼き切る光学兵器。そんな恐ろしい物、一体どこで手に入れたんだよ。

「──くそ、よくもやってくれたな！」天あま岐き稀まれ耶やが懐ふところから拳けん銃じゆうを抜き、数十メートル離れた位置にいた伊い井いさんに銃口を向けようとする。

　伊井さんは呆あきれたように肩を竦すくめ、ただ一言だけ言った。

「いいのですか？　ライラから目を離して」

　その言葉に、天岐稀耶がライラに視線を戻す。

　ライラは怒りの瞳ひとみで天岐稀耶を睨にらみつけながら、生き残った蝶ちようを頭上に集め、長さ十メートルを超える巨大な槍やりを形成した。

「死んじゃえ！」

　ライラが右腕を掲げ槍を投げる動作をし、蒼あおく輝く巨人の槍が天岐稀耶へと放たれた。

　天岐稀耶は咄とつ嗟さに左に跳とんだ。槍は彼女の二メートル横を通過したにもかかわらず、飛ひ翔しようの衝しよう撃げき波はが天岐稀耶の全身を打ち、天岐稀耶はなす術すべもなく吹き飛ばされて床に転がった。槍は壁かべを容易たやすく貫通してその向こうに消えたが、すぐに蒼い蝶の群れとなりライラの元へ戻ってきた。

　ライラはその蝶達でまた巨人の槍を形成した。

　そして彼女は、衝撃波のダメージで立つことができない天岐稀耶へ、もう一度無む慈じ悲ひな蒼そう槍そうを放った。

　が、槍が天岐稀耶に到達する直前、彼女の眼前に『門ゲート』が開かれ、蒼槍を跡形もなく吞のみ込んでしまった。

　とどめの一撃を邪じや魔まされ、ライラが怒りの目を伊井さんに向ける。

「おねえちゃん！　何で邪魔するの！」

　伊井さんが冷たい目でライラを見返す。

「ライラ。あなたは馬ば鹿かなのですか？　殺すな、と言ったはずですよ？」

「む」ライラは、今ようやくその言葉を思い出した、というように目を丸くした。

「言いつけを守れない屑くずは、一週間おやつ抜きです」

「むー！　違うもん。殺そうとしてないもん！」

「噓うそを吐つかないでくださいこの屑。先さき程ほどはっきり口にしたでしょう。『死んじゃえ』と」

「言ってないもん！」ライラは大おお袈げ裟さに首を左右に振る。その様子はまるで、悪戯いたずらをとがめられた小学生のようだった。彼女はダッシュでおれに近寄ると、おれの服の袖そでを引っ張りながら続けた。「言ってないもん。ね？　おにいちゃん」

「いや、言っただろ」おれは冷静にツッコミを入れる。

「まあ、しかし」伊井さんがゆっくりとこちらに歩いてくる。「天岐稀耶の屑も副団長のゴミもこれで戦闘不能です。さあ、人ひと質じち。これで武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんは壊滅です。あとは天岐稀耶を説得するなり鈴すず森もりこころを連れて帰るなり好きにしてください」

　そのとき、おれの背後で扉が開く音がした。

　伊い井いさんとライラが身構える。

　扉の向こうから、瑛えい常じよう高校の制服に身を包んだ、黒髪の女の子が姿を現す。

「鈴すず森もり！」

「命めい、川かわ君……」こころがよろよろとこちらに歩み寄ってくる。

「鈴森？　彼女が例の鈴森こころですか？」

　そう言って伊井さんがおれに目を向けた瞬しゆん間かん、二つの銃声が響ひびき渡った。

　伊井さんとライラが、足から血を噴き出し崩れ落ちる。

「伊井さん、ライラ！」おれは声を上げる。

　銃声のした方を睨にらむと、硝しよう煙えんを引く二丁の拳けん銃じゆうを持ったこころが、無感情におれを見返してきた。伊井さんとライラが、なぜこころに撃たれたか分からないという顔で彼女を睨んだ。

「鈴森、お前……」

「命川君、凄すごいねぇ。もう全部分かってるのねぇ」こころはいつもの語尾を伸ばす舌足らずな口調で言い、おれに銃口を向ける。「何でばれたのかしらぁ」
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　伊井さんが撃たれた右足を庇かばいながら立ち上がり、おれに言う。

「人ひと質じち……、これはどういうことですか？　彼女は一体何者なのです？」

「……ライラが倒した天あま岐き稀まれ耶やは偽にせ者ものだ。鈴森が本物の天岐稀耶なんだよ」

　おれの言葉に伊井さんもライラもソフィヤも、信じられないというように目を見開く。

「なあ、鈴すず森もり。そうだろ？」おれは言う。おれはさくら会館で対たい峙じしていたときから、黒仮面の天あま岐き稀まれ耶やなど眼中になかった。おれはずっと本物の天岐稀耶に話しかけていた。

「その通りだ」途と端たんに、こころの口調が変わる。「お前の言う通り、ボクが本物の天岐稀耶だ。お前達が倒した黒仮面はボクの影武者に過ぎない。……それにしても、よくボクが天岐稀耶だと気づいたな。その洞察力は賞賛に値する。どうして気づいたか聞かせてもらおうか」

「説明するまでもないじゃん。お前、おれの心を読めるんだろ？」

「ボクはね」こころは薄うすく笑い、伊い井いさんとライラとソフィヤを順に見回す。「だが、彼女らは理由が分からず混乱している。彼女らに聞かせるためにも、お前の口から説明してもらおう」

「最初は、お前が天岐稀耶だなんて全然考えなかったよ。ソフィヤが、さくら会館で六合くにの御み子ことお前の父さんが死ぬことを予知してたから、お前の目の前でお前の父さんが殺されることをどうしても防ぎたくて、どうやったらテロを止められるか考えただけなんだ」

「ふん、優やさしいな」

「友達だからな。天岐稀耶は以前から精神感応テレパスでソフィヤの思考を読んでた。精神感応テレパスに射程があることを考えると、天岐稀耶がソフィヤの思考を読むために警察庁に出入りしてた可能性が高いし、もしそうだとすると、天岐稀耶はソフィヤだけじゃなくて、他ほかの職員の思考も当然読んでたはずだ。だから、天岐稀耶は今回のさくら会館の警備情報も事前に把は握あくしてたと思った」

「成なる程ほど。続けて」

「でも、六合御子が式典に出席するなら、警察はさくら会館に物もの凄すごく厳重な警備を敷くはずだから、警備情報を知ってたとしても、警備を出し抜けるとは思えなかった。だから、おれは内通者を疑った。さくら会館には最初から内通者がいて、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの侵入を手引きするんじゃないかってね」

「それで？」

「さくら会館に怪しまれずに出入りできたのは警察・政府関係者か、追つい悼とう式典の出演者だけだ。そして内通者は武装人形楽団の一員だからムーンチャイルド──十代の女子に限られる。そこまで考えて気づいたんだよ。天岐稀耶は警察庁に出入りしてた。怪しまれずに警察庁に出入りできてたってことは、天岐稀耶本人が警察関係者で、内通者も天岐稀耶自身なんじゃねえの、ってね。で、さくら会館に出入りできた十代女子の警察関係者＝天岐稀耶って等式が成立したんだ」

「さくら会館にボク以外の十代女子は大勢いたぞ。テロ撲ぼく滅めつの作文を読んだ少女や瑛えい常じよう高校の合唱部。その中に警察と関かかわりを持つ者がいてもおかしくないだろう？　たったそれだけの条件で『頭と口調の緩ゆるい、いかにもトロくて素直な女子高生』の鈴森こころが天岐稀耶だと結論づけるのは強引だぞ？　まして、殺害される者の中には鈴森こころの父親もいるのだ。彼女は天岐稀耶候補から真っ先に外れると思うが？」

　舌足らずでおっとりとした鈴すず森もりこころは演技。

　すぐに掃除を忘れて薬やく師し華はなに怒られる鈴森こころも演技。

　もしかしたら、おれが貸したＣＤを喜んでくれたのも演技だったのかもしれない。

　そう思うと無性に悲しくなってきた。

「まだ説明は終わってねえよ。お前を疑ったきっかけは汐しお見みさんからの電話だ。先週電話で話したとき、汐見さんはこう言ったんだ。お前から『領事館テロに巻き込まれた友達にその後の捜査状況を尋たずねられたから、教えてほしい』って言われたってね。そのときは別に気にもしなかったけど、よく考えたらおかしいんだよこの台詞せりふ。だって、おれ、お前に領事館テロのことは聞いたけど、自分が領事館テロに巻き込まれたなんて一言も言ってねえし。おれが領事館テロに巻き込まれたことをお前が知るには、おれの心を読むしかないんだよ。……お前、おれの心を読んでおれが領事館テロに巻き込まれたことを知ってたから、うっかりそれを汐見さんに話しちゃったんだろ？」

　おれの言葉に天あま岐き稀まれ耶やは唇くちびるを歪ゆがめた。図星らしい。

「それにお前がムーンチャイルドなら、鈴森家の実子じゃないことも頷うなずけるし、お前が本物の天岐稀耶なら、さくら会館で喋しやべってた黒仮面の天岐稀耶の口調の違和感も説明がつくんだよ。あの黒仮面、話し始めるときに微妙な間があったけど、あれは、お前が精神感応テレパスで喋る内容を指示してたから、そのせいで生まれたタイムラグなんだろ？」

「素晴らしい」天岐稀耶は乾いた笑みを零こぼし、緩ゆるやかに歩き出す。「多少推理に強引さはあるものの、結果的にお前は正解を導き出した。ご褒ほう美びにお前の疑問に答えよう。一つ、ソフィヤ・レオノヴナ殺害計画の日、なぜボクがお前を誘ったか。二つ、なぜボクが追つい悼とう式典の放送を観みるようお前に強く勧すすめたか。お前の疑問はこの二つだな？」

「……勝手に人の心を読むんじゃねえよ」

「一つ目の理由は至し極ごく簡単だ。お前が大学病院に二人のムーンチャイルドを連れていくつもりだったからだ。お前が大学病院にいる時刻と殺害計画の時刻が近いことから、万が一計画の妨さまたげにならないように、お前が大学病院に行くのを止めたかった。これは失敗に終わったがな」天岐稀耶は自じ嘲ちよう気味に笑う。「そして、二つ目の答えだ。ボクは、ただ単に知りたかったんだ」

「知りたかったって、何を？」

「ボク達の行いを、お前がどう考えるか、だ」天岐稀耶は言う。「人とともに生き、ムーンチャイルドとともに生きてきたお前は、恐らくこの世で唯ゆい一いつ、ムーンチャイルドを理解できる人間であり、人間を理解できるムーンチャイルドだ。そのお前が、ボク達の行いを肯定するのか否定するのか、ボクはただそれだけを知りたかった。お前が人間側に立つことはある程度予想していたが、ムーンチャイルドを真っ向から否定されたことは辛つらかったぞ」

「おれはムーンチャイルドを否定したわけじゃない。お前のやり方を否定しただけだ。自分のやってることを全ムーンチャイルドの意志のように言うな」

「彼が人間を理解できるムーンチャイルド？　どういう意味だ？」ソフィヤは言う。

　天あま岐き稀まれ耶やはソフィヤの言葉を無視して進み、ファナのそばで立ち止まると、右手の拳けん銃じゆうを捨てて床に突き立った高周波ブレードを引き抜いた。

「もういい。喋しやべり飽あきた。ボクの行いを全ムーンチャイルドが認めてくれるわけではないことは理解したが、計画を実行に移したからには、もう後戻りできない。ボクはお前達を排除し、この計画を完かん遂すいする」

「やれるものなら、やってみなさい」伊い井いさんが言う。

　天岐稀耶が低い姿勢で走り出し、伊井さんも片足を引きずり飛び出した。

　天岐稀耶が左手の拳銃を連続で撃つ。伊井さんは右に跳とんで躱かわしたが、それを見越したかのように、天岐稀耶は伊井さんの着地際ぎわを狙ねらって引き金を引いた。伊井さんは半身になってブレードの腹を盾たてにして銃弾を弾はじく。また伊井さんが走り出した矢先、その足元に連続で着弾。伊井さんがバランスを崩したところで、天岐稀耶が一気に間合いを詰めて高周波ブレードを一いつ閃せんする。伊井さんは辛かろうじてこれを受け、すぐさま反撃の刃やいばを返したが、天岐稀耶は易やす々やすとよけ、離れ際に二度引き金を引いた。伊井さんは一発を躱し、もう一発を何とかブレードで防ぐ。

　いくら怪け我がをしているとはいえ、伊井さんが押されているのが少し信じられなかった。多分天岐稀耶が伊井さんの心を読み、ことごとく伊井さんの先手を取っているのだろう。手数も火力もファナに劣るが、天岐稀耶はファナよりもずっと恐ろしい相手だった。

　伊井さんが天岐稀耶の周囲に、多数の『門ゲート』を開いた。先さき程ほどファナにやってみせた、あの多重攻撃を仕掛けるつもりだ。

　そのとき突然、脳のう味み噌そを焼きゴテで搔かき回されるような凄まじい頭痛がして、目の前の景色が虹にじ色いろに歪ゆがみ、頭が割れそうなほどの耳鳴りと強きよう烈れつな眩暈めまいに襲おそわれた。いつもの発作とは違う異変におれは思わず頭を抱かかえる。

　異変に見舞われたのはおれだけではなかった。ライラが頭を抱えてその場に丸まり、ソフィヤも片手でこめかみを押さえへたり込んだ。

　そしてそれは、伊井さんも同じだった。展開した『門ゲート』全すべてが歪んで消失したかと思うと、伊井さんは攻撃を受けたわけでもないのに苦痛に顔を歪めてその場に膝ひざを折った。

　その隙すきに天岐稀耶が間合いを詰め、高周波ブレードの柄つか頭がしらで下から突き上げるように伊井さんの顎あごを殴なぐり、スカートを翻ひるがえし伊井さんの胸に強烈な前まえ蹴げりを叩たたき込んだ。伊井さんは十メートル以上吹き飛び、床を転がった。彼女は素早く立ち上がったが、足元が覚おぼ束つかなく、二、三歩よろめいた後でまた膝をついてしまった。

「どうだ？　頭痛と眩暈でまともに立っていられないだろう？　精神感応テレパスにはこういう使い方もあるのだよ」

「な……、なんだよこれは……？」おれは呻うめくように聞く。

「精神過濫マインドオーバーフロー。相手の脳に大量の雑音ノイズを送り込み限界以上の負荷を掛け、脳の処理機能に異常を引き起こさせる。これを受けたなら、普通の人間なら数秒で昏こん倒とうするし、ムーンチャイルドであってもまともに動くことはできなくなる。高度な集中力を要する超能力サイなど使えなくて当然だ」天あま岐き稀まれ耶やは悠ゆう然ぜんと伊い井いさんに詰め寄りながら、拳けん銃じゆうの引き金を引く。

　何とか立ち上がった伊井さんがブレードを掲げて弾丸を弾はじく間に、天岐稀耶は伊井さんの懐ふところに飛び込み、掬すくい上げるようにブレードを振るった。伊井さんは身体からだを傾けてこれを躱かわしたが、苦く悶もんの表情でよろめきそのまま片かた膝ひざをつく。精神過濫マインドオーバーフローにより立っていることすらままならないのだ。伊井さんの側頭部に天岐稀耶の横よこ蹴げりが炸さく裂れつし、伊井さんはまた数メートル吹き飛んだ。

「ふん、惨みじめだな、魔女」天岐稀耶がせせら笑う。「ヨーロッパであれほど畏おそれられていたお前が、こんな島国で地べたを這はう羽目になるとはな」

「魔女？」おれは思わず聞き返す。

「そうか。お前達は正体も知らずにこの女と接していたのだったな。なら、最後に教えてやろう。この女は世界テロ紛争時、ヨーロッパで苛か烈れつなテロを繰り返し『欧州の七魔女』と畏れられた七人の通り名持ちエイリアスの一人なんだよ。メオーネア・ヴォランドリ──通称『削けずり喰くらう魔女』。それがこいつの正体だ」

　伊井さんは高周波ブレードを支えによろよろと立ち上がる。

「その名の通り、この女はその能力でいくつもの街を削り、喰らってきた。特に有名なのは、たった一人で軍港を街ごと潰つぶしたテロ『十一月の惨さん事じ』だ。百本以上の高周波ブレード、ミサイル。それらはそのとき潰した軍港で『喰らった』装備だな？」

「余計なことをぺらぺらと……」

　伊井さんは天岐稀耶に斬きりかかったが、動きを読んだ天岐稀耶にあっさりと躱されて殴なぐられ、また床に倒れ込む。

「もう無理だ。お前は戦えない。ライラ・ユシードもあの負傷と精神過濫マインドオーバーフローのためボクには敵かなわない。非戦闘員のソフィヤ・レオノヴナは言うまでもない。これで決着はついた。これ以上の無む駄だな抵抗はやめろ」

「決着は、まだついていませんよ……」伊井さんがふらつきながら立ち上がる。でも、誰だれがどう見ても、もう戦えない状態だった。「決着というものは、どちらかが死んで初めてつくものです」

「しつこいな。本当に殺すぞ」

「やめろ！」おれは頭痛を堪こらえて声を上げ、前に進み出る。天岐稀耶が横目でおれを見る。「それ以上はもうやめてくれ。それ以上伊井さんを傷つけたら、おれはお前を許さない」

　おれの言葉に、天岐稀耶は苦笑する。

「許さなければ、どうするつもりだ？」天岐稀耶が伊井さんに蹴りを入れ、伊井さんが仰あお向むけに倒れる。

「殴なぐってでも止める」

　おれはポケットから白と黒の吸入器を取り出し、白い方をソフィヤに投げ渡した。

「ソフィヤ、おれが天あま岐き稀まれ耶やを倒したら、その吸入器をおれに使ってくれ。じゃないと、おれ、死ぬかも」

「どういう意味だ？」

　おれはソフィヤの疑問を無視して、黒い吸入器のノズルを鼻に差し込み投薬する。
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　都内の高級マンションの一室で、私は一人夕食を取りながらビールを飲んでいた。

　今日は非番であったが、朝から一歩も外に出ていない。そもそも私は、外出するのを極端に嫌う。

　なぜなら、怖いからだ。街中で女の子とすれ違うのが。

　その女の子が、私を──小こ梅うめ川かわ鶯おう花かを狙ねらうムーンチャイルドかもしれないから。

　恩師である命めい川かわ景かげ臣おみのように、自分もムーンチャイルドに殺されるかもしれないから。

　二年前の今日、命川景臣は大おお朝あさ駅前でムーンチャイルドが引き起こしたテロに巻き込まれて死んだ。

　全すべてのムーンチャイルドの父親は、ムーンチャイルドむすめの手に掛かり殺されたのだ。

　いずれ自分も同じ道を辿たどる、と私は根拠もなく確信していた。それこそが、私が命川景臣とともに背負わなければならない罪と罰だから。

　朝から点つけっぱなしにしていたテレビでは、テロ犠ぎ牲せい者しや追つい悼とう式典がテロ組織「武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だん」に襲おそわれ、六合くにの御み子こが誘ゆう拐かいされた、というニュースをやっていた。

　ニュースでは武装人形楽団のメンバーがムーンチャイルドであることを報じていない。恐らく政府からの圧力がかかったのだろう。

　だが、それを隠す意味はもうない。つい数時間前、追悼式典の生中継で団長の天岐稀耶が、自分達がムーンチャイルドであることを明言しているから。

　いずれこういう事件が起こる、と私は以前から予想していた。今回の事件を知ったときだって、起きたのはむしろ遅いくらいだと思った。

　それほど、世界各地のムーンチャイルドは追い詰められ、苦しんでいるのだ。

「ムーンチャイルド……か……」つい、独り言が漏もれる。

　脳裏に、先週会ったばかりの二人のムーンチャイルド──伊い井いさんとライラのあどけない姿が甦よみがえる。あの二人ムーンチヤイルドこそ私と命川景臣の罪と罰の象徴であった。

「どうして、ムーンチャイルドが景けい君の元へ……？　こんなの、偶然なんて言わないわよ。何て酷ひどいことをするの、神様は」苦い思いで呟つぶやき、やり場のない怒りを飲み下すようにビールを呷あおる。「命めい川かわ先生や私が罰を受けるなら分かるわ。でも、あの子には関係ないじゃない。あの子はもう『普通の人間』なのよ……」

　空からになった缶を床に放り投げ、手探りで卓上の新しい缶ビールを手た繰ぐり寄せようとしたとき、手に小さなものがこつりと当たった。手に取って見ると、それは白い吸入器だった。

　それは私と命川景けいを繫つなぐ唯ゆい一いつ絶対のものであり、私の贖しよく罪ざいの形であった。彼の命を繫ぐため、そして自分の罪の意識を少しでも軽くするために、私はこの薬を開発したのだ。

　テレビでは、首相が緊急記者会見を開き、六合くにの御み子こ救出の準備を進めていることをマスコミに説明していた。その慌あわてぶりは、政府じぶんたちが作ったものが反旗を翻ひるがえすなど想定外だとでもいうようだった。彼らはムーンチャイルドに意思がないとでも思っていたのか？　ムーンチャイルドのことを、氷のように、放っておけば時間とともに消えていく存在だとでも思っていたのか？

　頰ほおに生温かい違和感を覚え手で拭ぬぐうと、それは涙だった。自分でも気づかないうちに、私は泣いていた。

　泣いたことには気づかなかったが、泣いた理由にはすぐに思い至った。

　命川景が、あまりに可哀かわい想そうだから。

「……どうして？」言葉とともに、涙が頰を伝い顎あごから落ちる。「どうしてあの子はムーンチャイルドの呪じゆ縛ばくから逃れられないの？　運命という野の良ら犬いぬはいつまであの子の匂においを辿たどり、つけ回せば気が済むの？」私は椅い子すの上に両りよう膝ひざを立て、そこに顔を埋うずめる。「誰だれか、お願い。もうあの子を『ムーンチャイルド』という枷かせから解放してあげて。あの子はもう『普通の人間』なの。あの子には、平和に生きる権利があるはずなのよ……」

　手から滑すべり落ちた白い吸入器が、床に落ちて悲しい音を立てた。
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　黒い吸入器の薬が体内に侵入し、白い吸入器の薬の効果が中和される。脳内で意識が赤く渦を巻き始め、視界が朱しゆに染まり、全身が熱を帯びる。動どう悸きが急激に激しく、呼吸が不規則になる。

　天あま岐き稀まれ耶やの精神過濫マインドオーバーフローとはまた別の、頭が割れるような頭痛と呼吸困難で死ぬほどの苦しみに襲おそわれる。だが、十秒もしないうちに、脳神経を焼き切るほど強力な脳内麻薬がどばどば分ぶん泌ぴつされて痛覚が麻ま痺ひし、精神過濫マインドオーバーフローの苦痛も便器に流れたみたいにすっきり消えてしまった。白い吸入器の薬の副作用により抑制されていた全身の筋肉が、みしり、と音を立てて本来の力を取り戻す。

　脳内麻薬によって引き起こされる過度の興奮と解放感に、おれの中で理性がアクセル全開でぶっ飛び始める。やばい、目茶目茶やばい。興奮しすぎで勃たってきたし、すげー勢いでみんなぶっ殺したくなってきた。今ならテロ鎮ちん圧あつ隊たいの課長も首相も大統領も六合くにの御み子こも老いも若きも幼子も男も女も天使も悪魔もジーザスクライストも分け隔へだてなくぷちっと殺やれる気がする。半分開いた口から「あひゃひゃひゃひゃひゃひゃげひひひゃひゃひゃひゃひひひひひひひひぃ……」と薄うす気き味み悪い笑い声が、切れの悪い小便のようにだらだらと漏もれ出す。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか」知らない女がおれの肩に手を掛ける。知らない女？　違う。確か名前はソフィヤ何とかといったが良く思い出せないしどうでもいい。

「大丈夫もクソも、絶好調に決まってんだろーが」おれは応こたえて、女の手を振り払う。「今からあいつ潰つぶしてくっから、お前はびびって小便とクソを漏らさないように、両手で下の穴二つ塞ふさいで隅に引っ込んでろ」

「なっ──」ソフィヤ何とかが絶句する。

　おれは無む造ぞう作さに走り出す。理性は欠片かけらを残してあの世までぶっ飛んだ。頭の中が真まっ赤かに染まりもう何も考えられない。マグマみたいな破壊衝しよう動どうが身体からだの芯しんからこみあげてきて、おれはその衝動に突き動かされるままに動いていた。

　天あま岐き何とかが拳けん銃じゆうをぶっ放す。遅い。遅すぎる。弾丸が余裕で目で追える。おれは弾丸を躱かわし一いつ瞬しゆんで女の左側に回り込む。天岐何とかはおれを見失い視線をさまよわせたが、一拍遅れておれに気づき、こちらを振り向こうとする。

「おせーよボケ」

　おれは女を中心に円を描えがくように彼女の背後に回り込む。が、全力を出すのがすげー久し振りだから全然身体のコントロールができねー。思った以上に回転半径が膨ふくらみ女との距離が離れた。この糞くそビッチが！

　女が背後を振り向き、拳銃をおれに向ける。構わねー。突っ込め。おれは床を踏み砕く勢いで女に突進。女が二度引き金を引き左肩と脇わき腹ばらに着弾。でも全然痛くねーし。おれは着弾の衝撃で姿勢を崩すこともなく、あっという間に女の懐ふところに飛び込む。女がおれを追い払おうと高周波ブレードを振り抜く。おれは脊せき髄ずい反射だけでそれを躱──せてねーし！　視界の端に、斬きり飛ばされて宙を舞う左腕。でも知るか。身体が軽くなっただけだ。おれは頭から女に突っ込み、おれ達はもつれるように転がった。おれは素早く女に馬乗りになる。女が下からブレードを突き上げてきたが、左腕の残りの部分でブレードの腹を殴なぐって攻撃を逸そらし、固く握った右の拳こぶしを女の顔面に叩たたきつける。女が腕を上げ顔を防御する。その上からさらに二度三度四度五度六度──執しつ拗ように殴りつける。女の顔を車に轢ひかれた蛙かえるみたいにぐしゃぐしゃにしてやろうとしたが、女がおれの胸むな倉ぐらを摑つかんで横に振り、上手うまく体勢を入れ替えて逆におれに馬乗りになる。女が高周波ブレードを振り上げる。さすがに首を吹っ飛ばされたらやばいんじゃね？　おれは女の太ふと腿ももを摑み、握力だけで太腿の肉を抉えぐり取った。

「──！」女が短く息を吐き、おれの上から下りて大きく距離を取る。

　おれはゆっくりと立ち上がり、抉った肉片を投げ捨てて、手にこびりついた脂し肪ぼうと鮮血を舐なめる。

「ひひひひひひひひぃ……。んだよてめー、全っ然よえーじゃん！　それで団長とか言ってんじゃねーよバーカ！」




「何なんだ、お前は！」ボクは動揺に思わず声を荒げた。一対一の接近戦で自分が傷を負わされたことが信じられなかった。

　命めい川かわの身体能力は、ボクの想像を遥はるかに超えていた。弾丸より速く動いているのではないかと錯さつ覚かくするほどの身のこなしで、あっという間に視界から外れてしまう。派手な足音や隠す気がない獣けものじみた殺気から、辛かろうじて位置を判断できているだけだ。

　だが、ボクが驚きよう愕がくしたのは、その速度のせいだけではない。

　ボクはムーンチャイルドとしてずば抜けた身体能力を持っているわけでも、凄すさまじい威い力りよくを秘めた超能力サイを有しているわけでもない。それでも、ボクは接近戦に絶対の自信を持っていた。精神感応テレパスで相手がどんな攻撃を仕掛けてくるか知ることができれば、どんなに素早く動かれようが、攻撃を当てることも攻撃をよけることも容易たやすい。その上、精神過濫マインドオーバーフローにより相手の運動能力や超能力サイを奪うばうこともできる。だから、一対一で自分に勝てるムーンチャイルドなどこの世に存在しないと思っていた。事実、ボクは、負傷していたとは言えあの『欧州の七魔女』の一人すら圧倒したではないか。

　それなのに、その自分が圧おされている。無様に床に転がされ殴なぐられた顔は、左目が腫はれて塞ふさがってしまった。

　がさがさ……、と魔女の方から物音がした。命川から目を離さず音のした方向に注意を向けると、斬きり飛ばしたはずの命川の左腕が、指先を蠢うごめかせながら、ムカデのように這はって魔女に近づいていた。左腕は魔女のそばに落ちた高周波ブレードに辿たどりつくと、親指と人差し指で高周波ブレードの柄つかを握り、残りの三本の指で這い命川の元に戻っていった。

　左腕の切断面から血が蛇へびのように細く長く伸びた。血の蛇はのっそりと赤い身体からだを持ち上げると、命川自身の腕の断面に吸い込まれるように飛びついた。血の蛇はどんどん縮まり左腕を持ち上げ、最後には左腕と命川の腕の切断面がぴったりくっついた。それから僅わずか一秒足らずの間に、傷口はごぼごぼと鈍い音を立てて再生する。命川は腕が繫つながったのを見せつけるように、左手で高周波ブレードを乱暴に操ってみせた。……左腕だけではない。気づけば、肩と脇わき腹ばらの銃創も既すでに塞がっているではないか。

　命川が脳内麻薬による痛覚遮しや断だん能力と『超再生』という超能力サイを持つムーンチャイルドだということは、ずっと以前から──彼と同じ学校に入学したときから──心を読み知っていた。だから左腕が再生するのは予想の範囲内だった。

　予想していなかったのは、命川の思考だ。

　ボクはもう一度命川の思考を読み取ろうとする。




　赤い。紅あかい。朱あかい。緋あかい。赫あかい──。




　命めい川かわの思考は、血のような赤に塗まみれている。その赤は心臓の鼓こ動どうのように明滅して彼の脳神経を焼き切り、その紅あかは彼の理性を片っ端から食いつぶしてゆく。脳神経を焼き切る強きよう烈れつな朱あかと、食べかすのような緋い思考の断片が互いに絡からみつき、赫い流れとなってボクの心に流れ込む。

　快。苦。潰。死。腕。女。血。悲。快。肉。潰。殺。痛。赤。死。滅。人。血。女。悦。赤。紅。朱。緋。赫。赫赫赫赫赫赫赫赫赫赫赫赫赫赫赫──…………。

　それはもはや思考と呼べるものではない。動物のように浅く単純な本能と欲望の揺らぎが、僅わずかに言語化されて一いつ瞬しゆん脳裏に浮かぶだけ。今の命川は脳内麻薬の分ぶん泌ぴつ過多で理性が飛び、まともな思考すらできていないのだ。

　精神感応テレパスは思考を読み取る。だが、思考がなければ何も読み取れない。それは自明の理であったが、他人の思考が読めないなど、ボクにとっては初めての経験だった。

「お前、何なんだよ！」ボクはもう一度繰り返した。「ボクにはお前の思考が読み取れない。いや、というよりむしろ、お前、脳内麻薬の分泌過多でまともな思考すらできていないじゃないか。何なんだその尋じん常じようではない脳内麻薬の分泌量は。どうしてその分泌量で生きていられるんだ！」

「知るかバーカひひひひひ……」

　命川が床を蹴けり疾しつ走そうする。駄だ目めだ。どう動くか全く分からない。

　──怖い。

　ボクは後退しながら連続で発砲する。が、そのときには、命川は既すでに視界から消えている。見失った。悪夢だ。左から獣けもののような殺気。左腕を振りながら引き金を引き続けるが、命川には掠かすりすらしない。ボクの視線と銃口が命川の動きに全く追いついていないのだ。

　ボクはさらに逃げる。逃げる。逃げる。だが、自分の周囲に付きまとう獣の気配を振り切ることができない。時折、命川が死角から一直線に突っ込んできて、高周波ブレードの強烈な一撃が来る。辛かろうじてそれをしのいで反撃しようと思ったときには、命川の姿はもうどこにもない。

　なぶられている。

　まるで、お前などいつでも殺せるんだ、と言われているようだった。

　これでは飢うえた虎とらの檻おりに入れられた野の兎うさぎだ。まさかこの自分がここまで追い込まれるとは。

　それまでボクの周囲を回るように動いていた命川が、無む造ぞう作さに突っ込んできた。その瞬間が、命川の姿を探して振り返ったとき、偶然視界に入った。

　チャンス。

　ボクは命めい川かわの機動力を削そぐために脛すねを撃ち抜いた。命川の脛から血がほとばしるが、彼の走る速度は少しも落ちない。命川が、低く鋭く跳とび、力任せにブレードを叩たたきつける。ボクはブレードを頭上にかざして防御したが、大きくよろめいてしまう。命川は着地と同時に踏み込みブレードを振り上げる。これも辛かろうじて防いだが、あまりの威い力りよくにブレードを持った腕が跳はね上げられる。

　命川の手首が翻ひるがえり、ボクの肩口目掛け垂直にブレードが落下する。必死にブレードを引きつけ、ぎりぎりでこれを受けたが、命川は力任せにブレードを押し込んでくる。お互いのブレードが超振動により青い火花と断だん末まつ魔まのような金属音を振り撒まく。ボクは刃やいばを押し返そうとしたが、抉えぐられた太ふと腿ももが痛み踏ん張りが利きかない。ボクのブレードが押し込まれ、命川のブレードが左肩に触れる。その瞬しゆん間かん、ボクは命川の腹に銃口を押しつけて三度引き金を引いた。くぐもった銃声。弾丸は内臓を抉り背中から抜ける。腹部から大量の出血。食道を逆流した血が命川の口からあふれ、ブレードを押し込む力が緩ゆるむ。致命傷だ。勝った。ボクは命川の手からブレードを弾はじき飛ばし、とどめの一撃を繰り出そうとした。

　命川がボクの顔に血を吐きかけた。

　咄とつ嗟さに左手で顔を覆おおい視界が塞ふさがるのは免まぬかれたものの、その隙すきに髪を摑つかまれ顔に強きよう烈れつな膝ひざ蹴げりを喰くらう。慌あわてて距離を離そうとしたが、爪つま先さきを踏まれてその場に尻しり餅もちをつく。命川が上からのしかかってくる。

　命川は口から血を流しながらへらへら笑っていた。まるで、暴力が楽しくて楽しくて仕方がないとでもいうように。

　その笑顔に、ボクの全身に今まで感じたことのない怖おぞ気けが走った。

「うわあぁぁぁぁぁぁっ……！」

　無意識のうちにボクは叫ぶ。がむしゃらに振り上げたブレードが偶然命川の左胸を貫つらぬいた。

　命川は口と鼻から大量の血をあふれさせると、事切れたように天を仰あおいだ。

　だがそれは一瞬のことで、命川はまたゆっくりと動き出した。口元にはまだ薄うすら笑いが張りついている。

「──何だよお前！　どうして死なないんだ！」ボクはなおも叫ぶ。命川が吐き出した血が、彼の顔から胸元までを赤く染めていた。

　命川がボクの首に手を伸ばした。べちゃり。生温かくおぞましい血の感触とともに、命川の両手がボクの首を絞め上げてゆく。

「や……めろ……」ボクは命川の手を摑んで首から引き剝はがそうとしたが、その手はびくともしない。

「…………！」命川が薄ら笑いのまま何かを言った。だが彼の口からは血の泡があふれるだけで、それは言葉にならなかった。

　首を絞める手にさらに力が入る。気道が潰つぶれ、頸けい動どう脈みやくが絞まり、意識が歪ゆがむ。

「あ…………ぁ…………」ボクは喉のどを搔かきむしる。

　こんな終わり方は嫌いやだ。折せつ角かく六合くにの御み子こを誘ゆう拐かいし、世界で初めて政府が隠いん匿とくしたムーンチャイルドの存在を公共の電波に乗せて振り撒まいたのだ。

　このテロ自体は成功しようが失敗しようが構わない。だが、まだボクにはやらなければならないことが残っている。それをやり遂とげるまで死ぬわけにはいかない。同じムーンチャイルド同士──しかも、高校の友人と血みどろの殺し合いをして、最後には首を絞められて殺されるなんて、そんな惨みじめで無様な死に方はできないのだ。

　ボクが求めていたのはこんなものじゃない。ボクはただ、ファナとか命めい川かわとか羽ユイとか他ほかの団員とか、その他まだボクが会ったこともないしこれからも会うことのない全すべてのムーンチャイルドに、人として生きる権利を与えたかっただけなのに……。

「………………ぁ………………………………」両目から大粒の涙があふれ、顔を濡ぬらす血と混ざり合い、紅あかい雫しずくとなり頰ほおを伝った。

　そして、ボクは意識を失った。




　喉を搔きむしる天あま岐き稀まれ耶やの動きが止まる。

　命川も、天岐稀耶の首を絞めたままぴくりとも動かなくなる。

　わたしは柄がらにもなく少し慌あわてて二人に駆け寄った。命川は白目を剝むき意識がない。一いつ瞬しゆん死んだのかと思って頸けい動どう脈みやくを探るとまだ脈は残っていた。天岐稀耶の上から命川を引き摺ずり下ろし、胸に刺さったブレードを抜いた。どばっと血があふれたのは数秒のことで、胸の傷はあっという間に塞ふさがってしまった。彼の人間離れした戦いを見ていて、彼の正体が凄すさまじい再生能力を有したムーンチャイルドであることは想像できた。男性型のムーンチャイルドは存在しないはずだが、そうとしか考えられなかった。彼は口と鼻からだけではなく、気づけば耳と目からも大量に血を流していた。おかしい、耳と目にダメージを受けたようには見えなかったが。

　よく分からないが、彼の能力は直前に使用した黒い吸入器の薬と関係があるのだろう。そうだとすれば、彼から預かったこの白い吸入器を使えば何とかなるかもしれない。わたしは彼の鼻に白い吸入器のノズルを差し入れ、薬を注入する。

　だが、彼が意識を取り戻す気配はない。

　死ぬ……のか？

「……う……」かすかに、呻うめき声。

　彼の声ではない。失神していた天岐稀耶が意識を取り戻したのだ。わたしは天岐稀耶の傍かたわらに落ちた拳けん銃じゆうを拾い上げると、天岐稀耶の胸の上に膝ひざを乗せて体重を掛けて、額ひたいに拳銃を押し当てた。

「きみの負けだ。死ね」

　天岐稀耶は口を開き、何度も咳せき込んだ。そして、ようやく咳せきが治まってから、呟つぶやくように言った。

「……ボクは……、まだ……死ねない……」

「きみのテロは失敗したのだよ。日本政府はわたし達に人権など与えない。潔いさぎよく死ね」

「まだだ……、最後の仕上げが…………、全すべてのムーンチャイルドに人権を与える一歩を踏み出すための……」

「死ね死ね死ね死ね死ね死ね」わたしは引き金に掛けた人差し指に力を籠こめようとする。

「──待ちなさい銀ぎん屑くず」

　後方から足を引きずる音がして、伊い井いが天あま岐き稀まれ耶やの傍かたわらで立ち止まる。伊井は天岐稀耶のそばに落ちていた高周波ブレードを拾い上げる。

「今の一言であなたの計画の全体像が見えました。どうして武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんがこんな成功する見込みのないテロを実行に移したのか、私には腑ふに落ちなかったのですが、ようやくその理由に気づきました」伊井が天岐稀耶の喉のど元もとに高周波ブレードを突きつける。「天岐稀耶。あなたは初めから日本政府が要求を吞のむとは考えていませんでしたね？　というより、あなたの計画は日本政府が要求を拒否することを前提としていた。違いますか？」

「馬ば鹿かな」わたしは言う。「どうして失敗すると分かっているテロを起こす必要があるのだ？」

「その答えは簡単です。天岐稀耶の──武装人形楽団の本当の狙ねらいは、このテロが終わってからにあったからです」

「……さすが欧州の七魔女。何も説明せずとも、もうそこまで察したか」

「さくら会館であなたは武装人形楽団の人ひと質じちになった振りをしていたそうですね。それがずっと引っかかっていました。本当にあのテロを完かん遂すいする志があるなら、あなたはテロの主導者として、姿を隠すことなく壇だん上じように上がらねばならなかったのです。でも、あなたはそれをせず、あくまで人質の振りをした。なぜか。思いつく理由はたった一つ。それは、あなたが人質の振りをすることこそがこの計画の核だったからです。あなたは自ら悲劇のヒロインになり世論を動かすつもりだったのですね？　そして、それこそがあなた達武装人形楽団の本当の狙いだったのですね？」

「その通りだよ、魔女」

「どういうことだ？」わたしは聞く。

「日本政府がムーンチャイルドの人権付与に応じなければ、武装人形楽団は六合くにの御み子こ、宮みや永なが長官、鈴すず森もり課長の三人を殺しました。すると本物の天岐稀耶＝鈴森こころは、人質の中で唯ゆい一いつの生存者になります。当然、唯一の生存者であり、目の前で父親を殺された鈴森こころは、悲劇のヒロインとしてマスコミに持ち上げられるでしょう。そして鈴森こころは、マスコミからインタビューを受けるときに、このように答えるのです。『私には御子様や父親を殺したムーンチャイルド達を憎にくむことができません。なぜなら、彼女らもまた日本政府に存在を葬ほうむられた被害者だからです。彼女らに人権があればこんな悲劇は起きなかったでしょう』と。さあ、銀屑。この場合、世論はどう踊らされると思いますか？」

「……鈴すず森もりこころの発言は各メディアで取り上げられ、ムーンチャイルドは全国民から同情されるだろう。恐らくムーンチャイルドに人権を与える動きが日本各地で生まれることになる」

「その通りです。武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんは、最初から日本政府を相手にしていなかったのです。世論をムーンチャイルドの味方につける。それこそが武装人形楽団の本当の目的なのです。そうですね？」

「その通りだ」天あま岐き稀まれ耶やは力なく頷うなずく。「しかし、その計画すらお前達のせいで破は綻たんしたがな」

「馬ば鹿か言わないでください。まだ破綻していませんよ」伊い井いは天岐稀耶の胸むな倉ぐらを摑つかみ無理やり引き起こす。「私達ムーンチャイルドのためにも、あなたにはこの計画を最後までやり遂とげていただきます。たった今からあなたは武装人形楽団の団長でもなんでもありません。あなたは武装人形楽団に攫さらわれた一般人の鈴森こころです。武装人形楽団はテロの失敗により、ここに四人の人ひと質じちを残して逃走しました。あなたは警察に保護されたあと、マスコミに向かってムーンチャイルドに人権があれば云うん々ぬんと演説をぶちあげるのです。分かりましたか？」

「酷ひどいなお前は……。敗者にまだ戦えと言うのか」

「さっきも言ったでしょう？　決着は死ぬまでつかないものなのですよ」

「それにしても、ボクが団長を解任されるということは、お前が新団長か？　武装人形楽団の団長が七魔女の一人とは、世の中が震ふるえあがるだろうな」

「まさか。新団長はあの屑くずです」伊井はまだ意識を取り戻さない命めい川かわを顎あごで示す。

「何を言う。命川よりお前が適任だろう」

「私はもうテロから足を洗いました。そもそも、私が今ここにいるのはあの屑が余計なことに首を突っ込んだからです。その責任を取らせる意味であの屑を団長にします。反論は許しません。さあ、天岐稀耶。計画変更と団長の交代を全団員に告げなさい」

「お前は……、鬼だな……」天岐稀耶は弱く笑う。

「鬼ではありません。魔女です」伊井は真顔で言い返す。




　ボクは精神感応テレパスで全団員に計画変更と団長の交代を告げた。団員の中に多少の動揺は広がったものの思ったほどの混乱はなかった。もともと六合くにの御み子こ殺害計画で腹を括くくった連中ばかりだ。もう何があっても驚おどろかないのだろう。

　不意に、精神感応テレパスの警戒網に無数の侵入者の意思が引っかかった。ボクは侵入者の思考を素早く読み取る。

「……魔女、まずいことになった」ボクは言う。「お前達との戦闘に気を取られて、建物外への精神感応テレパスをおろそかにしていたせいで気づくのが遅れたが、警察が既すでにこの場所を嗅かぎつけていたようだ。新しん東とう京きよう都とと長なが野の県のテロ鎮ちん圧あつ隊たいが研究所を包囲しつつある」

「部隊の規模は？」

「強化装甲服やアサルトライフルで武装した隊員が約三百名。装甲車二十台。装甲ＳＵＶ九十台。上空からは九機のヘリが接近している。蟻ありの這はい出る隙すき間まもないな。アヴェンジャーも破壊された今、どう見積もっても、ボク達の戦力では包囲網を突破できない」

「勝手に決めつけないでください。天あま岐き稀まれ耶や、私が考えていることは分かりますね？」

「…………お前、思った以上にイカれているな」魔女の思考を読んだボクは思わず苦笑する。

「褒ほめ言葉と受け取っておきます。全員を屋上に集めなさい。ライラ、私達も屋上に向かいます。ソフィヤ、そこに転がっている王子様の残ざん骸がいは任せましたよ」魔女は顎あごで命めい川かわを示す。

　ボクは魔女の言葉に従い精神感応テレパスで全員屋上に集合するように告げた。ようやく動けるようになったボクの影武者──団長代理の条じよう野の紫し鳥どりがファナを起こして肩を貸す。魔女に続いてライラが足を引きずりながら歩き出し、ソフィヤが命川を背負ってそれに続く。

「稀耶……。私はあんな奴やつが新団長なんて認めねえよ。武装人形楽団うちの団長はお前しかいねえ」ファナが苦々しげに言う。

「黙れファナ。ボクは負け犬だ。負け犬に楽団を率いる資格はない。ボクはお前達に、団長として最後の命令を下す。お前達は副団長・団長代理として、何があっても新団長を支えろ。分かったな」

「………………了解だ」全すべての反論を吞のみ下し、ファナが唇くちびるを嚙かんで頷うなずいた。

「分かった」紫鳥が静かに応こたえる。

　戦闘訓練場を出たところで、魔女がボクを振り返った。

「後は言わずとも分かりますね？」

「ボクは人ひと質じちとしてずっと南棟のムーンチャイルド用個室に監禁されていた、だろう？」

「その通りです」

「行ってくる。魔女、団員達をよろしく頼む」

「言われるまでもありません」

　ボクは魔女らと別れ南棟へ向かう。まずは血ち塗まみれの服を着替えないと。太ふと腿ももの肉が抉えぐれ殴なぐられた顔が腫はれているが、それは隠すことができない。取り敢あえず応急処置だけはして、マスコミには脱走しようとして転んで怪け我がをしたと説明しよう。救出後、マスコミにインタビューを受けたときの言葉はもう考えてある。

「団長としての最後の仕事だしぃ、絶対へまはしないようにしないとぉ」ボクは鈴すず森もりこころの仮面をかぶり、へにゃりと笑う。明るく正直で人ひと懐なつこい、いかにもマスコミ受けしそうな表層人格だ。
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　夕日に照らされた研究所の屋上に、黒コートに白仮面の団員二十数名が集結する。

　テロ鎮ちん圧あつ隊たいの包囲網は完成しつつある。黒い強化装甲服の群れが研究所を取り囲み、装甲車、装甲ＳＵＶのエンジン音が山を揺らし、上空には何機ものヘリが旋回している。パニックを起こした鳥達が甲かん高だかく喚わめきながら空へと逃げてゆく。わたしは命めい川かわを背負ったままその様子を見ていた。

「これは突破できないな。死ぬ。みんな死ぬぞ。楽しみだな」

　わたしは、隣となりで顔を隠すようにパーカーのフードをかぶり、テロ鎮圧隊の群れを眺ながめていた伊い井いにそう声を掛けた。だが、言葉とは裏腹に、オラクルシステムの予知が働かないことを不思議に思っていた。人死にが出ないということか。

　伊井がゆっくりと団員達を振り返る。

「新団長が指揮を執れる状態にないため、私が代わって説明します。状況は前団長天あま岐き稀まれ耶やから聞いての通りです。この研究所は既すでに三百名のテロ鎮圧隊に囲まれています。武力での強行突破は不可能と考えてください」

「……どうやってあの包囲網を突破するつもりだ？」ファナが緊張した声を出す。

「船を使います」

「船？　この山の中でか？　きみは馬ば鹿かなのか？」わたしは言う。

「失礼ですねこの銀ぎん屑くず。まあ、黙って見ていなさい。私が欧州の七魔女と畏おそれられた所以ゆえんを見せて差し上げます。──各団員に告げます。私達はこれから、船により脱出を試みます。船は一度進み出すと止まりません。乗り遅れた方は置き去りにします。各員乗艦用意」

　不意に、辺りが暗くなった。夕日が雲に遮さえぎられたのか、と思い頭上を見上げ、目に映った光景にわたしは絶句した。

　頭上に直径百メートルはあろう、超巨大な『門ゲート』が出現していたのだ。しかも『門ゲート』はこうして見上げている間にもどんどん拡張してゆき、最終的に直径二百数十メートルに達した。

　そして、『門ゲート』の黒く波打つ重油のごとき表面を抜け、何かとてつもなく巨大なものが、地上へと落下してくる。

　その場にいる誰だれもが最初、視界いっぱいに広がるその巨大な物体の正体を理解できなかった。

　その何かは、研究所を囲む塀へいや付属の施設を粉々に粉砕して地を揺らし地面に落ちると、山の斜面に沿って、ずるずると滑すべり始めた。そこで初めて、わたしはその巨大な物体の正体に気づいた。

　それは、全長二百メートルを優ゆうに超えるミサイル巡じゆん洋よう艦かんだった。

　恐らく欧州で軍港を襲おそった際に『喰くらった』ものなのだろう。それにしても、こんな大きなものまで自在に取り込むことができるとは、規格外にも程ほどがある。

　グレイに塗装された、排水量一万トンはあろうかという巨大な巡洋艦が、山を抉えぐりながら徐々に加速を始める。

「乗艦！」伊井が駆け出し、屋上の手すりを蹴けって巡洋艦に飛び乗った。

　それまで突とつ如じよとして現れた巡じゆん洋よう艦かんをぽかんとして見上げていた団員達が、我に返って次々と巡洋艦に飛び移ってゆく。ライラが背中に蝶ちようの翅はねを出現させ、命めい川かわを背負ったわたしを抱かかえて飛び、ふわりと甲かん板ばんに着地する。

　全員が乗り終えるのを待ちわびたかのように巡洋艦は一気に加速。木々を薙なぎ倒し、山を抉えぐり、轟ごう音おんをとどろかせながらテロ鎮ちん圧あつ隊たいの包囲網へと突っ込んでゆく。巡洋艦に衝しよう突とつした装甲車や装甲ＳＵＶが紙かみ屑くずのようにひしゃげて吹き飛び、強化装甲服姿の隊員達が蜘蛛くもの子を散らすように逃げ惑う。

　巡洋艦はその圧倒的な質量にものを言わせ、いとも簡単にテロ鎮圧隊の包囲網を突破した。

　団員の中から大きな歓声が上がる。

「凄すごい！　凄い凄い！　おねえちゃん凄い！」デッキの手すりから身を乗り出し、長い黒髪を風になびかせながら、怪け我がの痛みも忘れてライラがはしゃぐ。「行けー！　全部壊しちゃえー！」

　ライラの声に応こたえるように巡洋艦はさらにスピードを上げ、道路を砕き、土煙を高く上げながら山の麓ふもとまで一気に滑すべり降りた。そして、麓に辿たどりつくと同時に、巡洋艦の船底が地面に突き刺さり急停止し、反動で手すりに摑つかまっていなかった団員がデッキを転がった。

　伊い井いが団員を見回して声を上げる。

「これから車を数台出します。各員分乗して逃走してください！　命令はただ一つ、絶対に警察に捕まらずに新しん東とう京きよう都とに辿りつくこと！　命令違反者は草の根を分けても探し出して銃殺します！　分かりましたか！」

「はい」「了解」「分かりました」「かしこまりました」「必ず任務を遂すい行こうします」

　団員達が口々に返事をし、巡洋艦から飛び降りてゆく。

　わたしは飛び降りる前に、一度だけ背後の山を振り仰あおいだ。

　血のように赤く染まる空の下、もうもうと立ち上る土煙に包まれた緑の山には、山頂から麓まで、まるで巨大な刀で断ち割ったかのような一直線の深い轍わだちが刻まれていた。

　削けずり喰くらう魔女は、まさにその名の通り、山を削ってみせたのだ。

「さすが削り喰らう魔女だ。死ね」わたしは呟つぶやく。

「銀ぎん屑くず、早くしなさい。ぐずぐずしていると銃殺しますよ」下から、先に巡洋艦を降りた伊井の声が聞こえた。地形を変えた張本人とは思えない涼しげな声こわ色いろだ。

「すぐに降りるから死ね」わたしは答え、自分の背中で眠る命川に目を向けた。「きみもとんでもないムーンチャイルドに関かかわったね。武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんの世話も押しつけられたし、これからが大変だぞ」

　新団長に就任したことをまだ知らない新団長は、わたしの呟きにも気づかず、血ち塗まみれの顔で、子供のように安らかな寝顔を見せていた。













　　　　　　　　エピローグ







　意識を取り戻した途と端たん、脳のう味み噌そを鮫さめに食い荒らされるような激しい頭痛に襲おそわれた。

「──いってえええええええええええええええええええええええええええええええええ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」おれは覚かく醒せいと同時に頭を抱かかえて苦痛にのたうち回る。涙が滲にじんだ目に映ったのは、見慣れた自宅の天井や壁かべ、自分が寝かされている古びたソファ。

　ソフィヤが床に座り、おれが寝かされていたソファに背中を預けテレビを観みている。向かいのソファでは、伊い井いさんがローテーブルでおれのノートパソコンを勝手に使っていた。右腕はソファの上にだらりと落ち、マウスを左手で操作していた。そうだ、伊井さんは右腕を怪け我がしているのだ。ローテーブルにはノートパソコンの他ほかに、炭酸水のペットボトルや白と黒の吸入器が置かれていた。

「──気づいたか。なかなか目を覚まさないから死んだかと思った」ソフィヤが振り向いておれの顔を覗のぞき込む。「調子はどうだ？　回復したと見せかけて死ぬというオチも良いいと思わないか？　戒かい名みようは何が良い？　一緒に考えようじゃないか」

「まだ死なねえよ！」おれは声を荒げたが、その声が頭ず蓋がい骨こつに反はん響きようして脳味噌を揺らし、おれは顔をしかめる。

　伊井さんはマウスから手を離し、優ゆう雅がな動作で炭酸水を一口飲み、口元を押さえて眠そうに欠伸あくびをしてから、今初めておれの存在に気づいたみたいな顔でおれに目を向けた。

「……何だ、気づいたのですか」いや、もっと心配してくれよ。

「伊井さんもソフィヤも無事だったんだ。ライラは？」

「あの子なら疲れ切ってベッドで眠っています」

　おれは頭痛を堪こらえてゆっくりと身体からだを起こす。窓にはカーテンが掛かっている。壁の時計は午後十一時を回っていた。おれが気を失ってからもう半日以上経たっている。

「──天あま岐き稀まれ耶やと武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんは？　あの後どうなったんだ？」おれは聞く。脳内麻薬のせいで、黒い吸入器を使ってからの記憶は断片的にしか残っていなかったが、それでも天岐稀耶を倒したことはぼんやりと覚えていた。ただ、その直後に気絶したらしく以降の記憶は全くなかった。

　テレビに目を向けると、テレビにはテロ鎮ちん圧あつ隊たいの隊員に周囲を固められて研究所を出る六合くにの御み子こや鈴すず森もりこころ、おっさん二人の姿が映っていた。画面が切り替わり山の遠景になると、山の麓ふもとに軍艦が突き刺さっているシュールな光景が目に飛び込んできた。おれが気絶している間に何があったのか全然想像できない。お前ら一体何やらかしたんだよ。

「多少の変更を伴いましたが、計画は順調に進行中です。あとは鈴すず森もりこころがマスコミからインタビューを受けるのを待つだけです」

「計画？　何のこと？」

「きみが気を失ってから、色々あったのだよ」

　ソフィヤが、おれが気を失ってから研究所を脱出するまでのことを、死ね、という言葉を何度も交えながら丁てい寧ねいに説明してくれる。

「まじで？　おれが死んでる間にそんなことが……。びっくりだ」

「びっくりはこちらの台詞せりふだ。どうして男のきみがムーンチャイルドだったのだ？　男性型ムーンチャイルドなど聞いたこともないぞ」

「試作第三世代ＸＫ型。恐らく、それがあなたの正体なのでしょう？」伊い井いさんが言う。

「うん。ＸＫ－００９Ｍ１。それがおれの型かた番ばんだよ。男性型で、特殊な脳内麻薬を分ぶん泌ぴつして痛覚や恐怖感を遮しや断だんできる機能を持ったシリーズ」

「ＸＫ型は、成長とともに脳内麻薬の分泌量をコントロールできなくなり、脳内麻薬の分泌過多により死んだと聞いていましたが？」

「おれと同じ型番を持つ兄弟は全員死んだよ。今伊井さんが言った通り、脳内麻薬──altアドレナリンの分泌過多で脳神経が焼き切れて、目と鼻と口と耳から血を流して、半狂乱になりながらね」

「なぜ、あなただけが？」

「超能力サイのお陰だよ。前、伊井さんに、おれの父さんが『聖杯グラール』っていう薬品を開発したって言ったじゃん。あれ、噓うそだから。『聖杯グラール』ってのは、おれの超能力サイの名前。細かな原理は省くけど、簡単に言えば、血とか唾だ液えきとか、おれの体液には傷を再生させる力があるんだ」

　ムーンチャイルドの超能力サイ発現のメカニズムは科学的にまだ未解明であり、現段階では、それは偶然に左右されていると言っても過言ではない。だから、同じ型番を持つムーンチャイルドでも、超能力サイを発現する個体より発現しない個体の方が遥はるかに多いし、仮に発現したとしても、それが同じ超能力サイになる可能性は極めて低いのだ。おれと同じ型番を持つ兄弟達の中には、発火能力パイロキネシスや瞬間移動テレポーテーシヨンの超能力サイを発現した個体はいたが、超再生能力を得たのはおれだけだった。

「伊井さん、高周波ブレード貸して」

「何に使うのですか？」

「いいから」

　伊井さんは手の中に『門ゲート』を開いて高周波ブレードを取り出し、おれに渡す。

　おれはそれを受け取って立ち上がり、ローテーブルを回って伊井さんの隣となりに行く。

「右腕の傷、出して」

　不審そうにしながらも、伊い井いさんはパーカーの袖そでをまくり、二の腕の包帯を取り傷口を出した。

　おれは左手を伊井さんの傷口の上にかざすと、高周波ブレードで、自分の左手首を深く斬きり裂さいた。

　左手首からあふれた血が、伊井さんの傷口に降り注ぐ。血はごぼごぼと泡立ちながら凝こり固まり傷口を埋め、すぐに伊井さんの肌はだの色と同じになり、痕こん跡せきも残さず傷を再生した。おれの手首の傷も同様に、あふれていた血がすぐに凝ぎよう固こして傷口を再生する。

「こんな感じで傷を治せる。この超能力サイで、おれは自分の脳神経を再生できたから、他ほかの兄弟みたいに死ななかったんだ。ただ、成長するにつれてaltアドレナリンの分ぶん泌ぴつ量りようが多くなって、今じゃ全然再生が追いつかない。今おれが生きてるのは小こ梅うめ川かわ先生がこの薬を作ってくれたお陰」おれはローテーブル上の白い吸入器を手に取る。「これはaltアドレナリン分泌抑制剤。筋力とか反射神経の低下っていう副作用と引き換えに、altアドレナリンの分泌を止めてくれるんだ。それを定期的に使わないと、おれは兄弟と同じ場所に逝いくことになるんだ」

　altアドレナリン分泌抑制剤が完成したときには、他の兄弟は既すでに死んでいて、おれ自身も危ない状態だった。薬の完成があと三日遅ければ、おれは今いま頃ごろこの世にいなかっただろう。

「そっちの黒い吸入器は？」ソフィヤが聞く。

「そっちはaltアドレナリン分泌抑制剤を中和する薬が入ってる」

「つまり、白い薬で人間になって、黒い薬でムーンチャイルドに戻る。そんなところか？」

「抑制剤の効果中も超能力サイは消えないけど、まあ、そんな感じ」

　今凄すさまじい頭痛に襲おそわれているのは、抑制剤を中和しムーンチャイルドとして天あま岐き稀まれ耶やと戦ったあの短い時間の間に、altアドレナリンが再生能力を超えておれの脳神経をずたずたに引き裂いたからだ。多分、あともう少し抑制剤の投与が遅ければ、脳神経が全滅しておれは死んでいただろう。今は脳神経がじわじわ再生しているので、明日の朝にはこの頭痛も治まっているはずだ。

「……三つ質問があります」伊井さんが、傷が消えたのを確かめるように二の腕を撫なでた後で指を三本立てた。「一つ、天岐稀耶もあなたの血を浴びたはずですが、彼女の傷は再生しませんでした。なぜですか？」

「この超能力サイの発動は任意で止められるんだ。だから、あいつの傷は治らなかった」

「二つ、ムーンチャイルドのあなたがなぜ命めい川かわ景かげ臣おみの息子むすこに？」

「三年前、全国五カ所のムーンチャイルド研究所が同時にテロリストに襲われて、そのどさくさで、研究所のムーンチャイルドの大半が逃げたっていう事件があったんだけど……」

「ええ、ライラもそのときに北海道支部から脱走したと言っていましたね」

「あのとき、おれは長なが野の支部にいたんだけど、他の友達ムーンチヤイルドがみんな逃げる中、実はおれだけ逃げ出さなかったんだよ」

「なぜだ？」ソフィヤが聞く。

「脱走したところで、これがないと生きられないから」おれは白い吸入器を振る。「そしたら、父さんと小こ梅うめ川かわ先生が、おれを助けてくれたんだよ。私達は今から脱出する、もし生きる気があるなら私達と一緒に来い、ってね。それで、助けてもらった上、小梅川先生がおれのために薬と戸こ籍せきを用意してくれて、父さんはおれを養子にしてくれて……。二人のお陰でおれは今、『普通の人間』として生きていられるんだ」

　もっとも、この三年間「普通の人間」として生きてきたせいで、自分が超能力サイを持っていることを忘れていて、伊い井いさんが負傷したときに大おお慌あわてする羽目になったのだが。

「成なる程ほど。では最後の質問です」伊井さんが唇くちびるを三日月の形にして笑う。でも、目は笑っていない。嫌いやな予感。「あなた、先程、血や唾だ液えきで傷を塞ふさぐことができると言いましたね？」

「う、うん」

「先日の、あなたが私の脇わき腹ばらの傷を治したときのことです。あのときあなたはどちらを使ったのですか？」

「どちらって？」

「今のように血を使ったのですか？　それとも、唾液を使った──つまり、私の肌はだを舐なめたのですか？」

「ええと……」おれは言葉に詰まる。「ノ、ノーコメントで」

「言葉を濁にごすということは、後者ということですね？」

「──いや、でも、別にやましいこととか考えてたわけじゃ全然ないし、あのときは高周波ブレードとか、手首を切れるものもなかったし、手首切るのって半はん端ぱじゃなく痛いし……、ええと、つまり、要するにごめんなさい！」おれは銃を突きつけられる前に自主的にホールドアップする。

　だが、伊井さんは銃を取り出すこともなく、呆あきれたように目を細めただけだった。

「何を馬ば鹿かなことをしているのですか？　別に怒ってはいませんよ。自分の傷がどのように治されたか知りたかっただけです」伊井さんはそう言うと、炭酸水を一口飲んでから、ノートパソコンのディスプレイに目を戻し、マウスを動かし始めた。

「……おかしい。伊井さんが優やさしい」

「おかしいのはあなたの頭です」

「言われなくても分かってるよ。そうだ、ところで伊井さん」

「何でしょう？」

「伊井さんの名前のことなんだけど……、やっぱり、伊井さんじゃなくて本名のメオーネアって呼んだ方がいい？」

「いえ、今まで通りで結構です。『削けずり喰くらう魔女メオーネア・ヴォランドリ』はもう死にましたから。ここにいるのは『伊井さん』と呼ばれるムーンチャイルドだけです」伊井さんは静かに言う。「むしろ本名で呼んだらぶち殺しますので気をつけてください」

「わ、分かりました」

「しかし、まあ」伊い井いさんは顔を上げておれを見て、短く溜ため息いきを吐ついた。その溜息には、安あん堵どの溜息、と表現しても差し支つかえないくらいには、優やさしい気持ちが籠こもっていたように思えた。「あなたが無事で何よりです。なかなか目を覚まさないから心配していたのですよ」

「あ……、うん」思わぬ台詞せりふに、おれは一いつ瞬しゆんリアクションができなかった。まさか、本当に心配してくれていたのか？「ええと……、何か伊井さん、冗談抜きで妙に優しくない？　おれが怪け我が人にんだからか？」

「失礼ですね。私は元々優しい人間なのですよ」

「まじで？」

「ええ、まじです」

　そう言って、伊井さんは首をかしげて微笑ほほえむ。それは伊井さんが、「テロの象徴ムーンチヤイルド」や「欧州の七魔女」の一人だということが噓うそのように、穏おだやかで優しさに満ちた笑みだった。

　やっぱり、初めて会ったときの印象通り、伊井さんは優しい子だったんだ。

　おれはそう思って、なぜだかそれがとても嬉うれしくて、伊井さんにつられるように微笑んだ。

「そんなことよりも、人ひと質じちこれを見てください」伊井さんがノートパソコンのディスプレイをおれに向ける。

　ディスプレイには、各種情報掲示板のウェブサイトが表示されていた。おれは伊井さんからマウスを借り、掲示板に目を通してゆく。

　研究所から救出された四人の人質は、念のため精密検査を受けることになり病院に搬はん送そうされたため、まだマスコミからのインタビューを受けていない。だから、天あま岐き稀まれ耶や──こころがインタビューで巧妙にムーンチャイルドの人権を訴え世論に火をつけるのは、早くても明日になる。

　しかし、それに先んじて、ネットの世界では早くも、ムーンチャイルドに人権を、という声が広がっていた。各種情報掲示板には、さくら会館での天岐稀耶の演説動画が出回っており、それに関して、日本政府や国連のムーンチャイルド狩がりを非難し、ムーンチャイルドを擁よう護ごする書き込みが世界中から集まっていたのだ。勿もち論ろん、武ぶ装そう人にん形ぎよう楽がく団だんがテロという手段に出たことを非難する書き込みも少なくなかったが、今はどちらかと言うと、武装人形楽団やムーンチャイルドを支持する声の方が強かった。

　これからの六合くにの御み子こやこころのインタビューによっては、この動きはさらなる広がりを見せるだろう。

「現在のところ、計画は順調のようですよ」伊井さんが言う。

「このまま上手うまくいけばいいな」

「きっと上手くいきますよ。そう信じましょう」

「うん、そうだな」おれは応こたえる。

　一秒でも早くムーンチャイルドに人権を。

　一人の人間として、また、一人のムーンチャイルドとして、おれは心の底からそう願った。










　　　　　あとがき




　はじめまして、嵯さ峨が伊い緒おです。

　本作品は嵯峨のデビュー作でございます。本編を読み終えた方、最後までお付き合いいただきありがとうございました。本編より先にあとがきを読む派の方は、どうぞ最後まで読んでやってください。




　本作品は第二十一回電でん撃げき小説大賞・三次選考通過作品を改稿したものです。改稿を重ねた結果、元々多かったボリュームが最終的に当初の一・五倍にまで膨ふくれ上がり、担当編集者様から駄だ目め出しを食らったのも今ではいい思い出です。

「彼かの女じよは遺い伝でん子し組くみ換かえ系けい」というタイトルから、学園ラブコメ的な内容を期待していた方もいらっしゃるかもしれませんが……、ごめんなさい、本作品はラブコメ成分を含がん有ゆうしておりません。本作品は「ツンデレからデレ要素を抹まつ殺さつしたヒロインによる罵ば詈り雑ぞう言ごん」と「異能バトル」の二大成分により構成されています。異能バトルものが好きな方や、女の子に罵ののしられるのが好きな方にはきっとお楽しみいただけると思います。




　本作品の出版にあたり、多くの方のご助力を賜たまわりました。

　本作品を素敵なイラストで飾ってくださったｒｅｆｅｉａ様、本当にありがとうございます。本作品のキャラクターに命を吹き込んでくださったのは、紛まぎれもなくあなたです。イラスト目当てでこの本を買う人がいっぱいいますように。

　本来であれば日の目を見ずに終わるはずだった本作品に何かを見み出いだし、無む謀ぼうにも出版のお話を進めてくださった編集部の湯ゆ澤ざわ様、嵯峨はあなたのおかげで作家になれました。心から感謝しています。本作品の校正中に「もう二巻を書き始めてね。ただし、一巻が売れなかったら出版しないけど」という素敵なメールをくださったことは生しよう涯がい忘れません。

　その他ほか、本作品の出版に尽じん力りよくしてくださった全すべての方々に、この場をお借りして感謝を申し上げます。

　そして最後に、本作品を読んでくださった皆様へ。あなたにこの作品を読んでいただけたことを、嵯峨は本当に幸せに思います。心の底から御礼申し上げます。ついでに、あなたのお友達にも本作品を薦すすめていただければ、嵯峨はもっと幸せになれます。




　では皆様、次は二巻でお会いしましょう。

　二巻が出れば、の話ですが……。


嵯峨伊緒（遺伝子組み換えでない）
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嵯さ峨が伊い緒お

北海道出身北海道在住。気の迷いから小説を書き始め気の迷いから電撃小説大賞に応募し、編集部の気の迷いから出版に至る。よく「何を考えているのか分からない」と言われるが、基本何も考えていない。
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イラスト／refeia

伊井さんのふとももで暮らしたい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「嵯峨伊緒先生」係

「refeia先生」係











本書は第21回電撃小説大賞応募作品『彼女は遺伝子組み換え系女子』に加筆・修正したものです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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彼かの女じょは遺い伝でん子し組くみ換かえ系けい








嵯さ峨が伊い緒お
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※2015年7月10日発行の電撃文庫『彼女は遺伝子組み換え系』初版に基づき制作
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